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    　オープニング　ＨなＡＢＣ作戦　焦じらしに焦らして前ぜん戯ぎに二年


    



    　僕が二代目《雪せつ原げんの青あお》の名を継いでから、あっという間に二年が経たった。


    　この二年で、日本の性規制は激化の一途をたどっていた。


    《公然猥わい褻せつ病びよう》に感染したとされる人々は北の大地に次々と隔かく離りされ、その数は数十万人にも及んでいる。北の大地はいまや、物資運搬用のトンネルだけで本州と繫つながる、巨大な隔離地域と化しているのだ。


    《公然猥褻病》の感染を事前に防ぐためという名めい目もくで導入された電撃貞てい操そう帯たいは、電撃ＰＭという名称で全国民に装着が義務づけられている。勃ぼつ起きや愛液の分ぶん泌ぴつに反応して装着者に電撃を浴びせるこの新型ＰＭのせいで、人々は股こ間かんを自由にいじることもできない生活を余儀なくされていた。まさしくエロの暗黒時代。その当然の帰結として、八か月ほど前から、この国では子供が生まれず、健全を極めたはずの社会はひどい閉へい塞そく感かんに包まれていた。


    　下ネタどころか〝性〟という概がい念ねんさえ消え去ってしまいそうな健全社会にあって、僕たち《ＳＯＸソツクス》は昔のような大規模な下ネタテロを一切行おこなっていなかった。


    　それは華か城じよう先輩と鼓こ修す理りが旅立った北の大地でも同様で、日本ではこの二年、僕たちが表舞台に姿を見せることはなかった。


    　けれどそれは、勢いを増す健全政策を前にまったくなにもできなかったという意味ではない。


    　澄まし顔の男が誰にも悟られることなく、えげつないエロ妄もう想そうに花を咲かせているがごとく、僕たちは水面下でシコシコと勢力を拡大していたのだ。


    　各清せい麗れい指定都市に拠点を置いて活動するアニーや早さ乙おと女め先輩、それから不ふ破わさん。《ＳＯＸソツクス》の傘さん下かとなった元四大下ネタテロリストの面々。華か城じよう先輩の義母である華城撫子なでしこさんや鬼おに頭がしらグループ。僕の説得に応じて、善ぜん導どう課内部でスパイのように動いてくれている母さん……様々な人たちの力を借りて、僕たちは《ＳＯＸ》を支持してくれる人々を爆発的に増やしていた。


    　それはズボンの中でこっそり拡大するチンコのように、慎つつましく密ひそやかに。けれどあり得ないほどの膨ぼう張ちよう率りつをもって。


    



    「《雪せつ原げんの青あお》ーっ！」「焦じらさないでくれーっ！」「早く始めてーっ！」


    　ここは第一清麗指定都市の外れ、一見してごく普通の倉庫を改造した、秘密のパーティ会場。


    　春先の深夜はまだ冷え込みも強いが、会場の中は異様な熱気に満ちて汗ばむほどだった。


    　眼下の暗がりには、数千人の〝一般人〟がもじもじとひしめいている。


    　みな一様にパンツで顔を隠し、電撃貞てい操そう帯たいの装着された股こ間かんを押さえ、解放のときをいまかいまかと待ち望んでいるようだった。


    　ステージの脇わきでその様子を見下ろしながら、僕は厳おごそかにパンツをかぶった。二年前、華か城じよう先輩から《雪原の青》の名前と一緒に託された、頭にかぶる専用のパンツだ。


    「それじゃ、アニー、僕の合図と同時に、よろしこ！」


    『了解デス！　みんなの股間をぱかっと開いてやりマス！　開国ならぬ開股間デス！』


    　隣に待機するゆとりのＰＭを介してアニーに頼むと、快活な下ネタが返ってきた。


    「アニー、お前、日本語の上達の仕方間違ってるぜ……」


    　ゆとりが呆あきれたような声を出す。


    「いいことだよ。言語の習得は、下ネタから始まり下ネタに終わるものだから」


    　僕は適当なことを言いながら、壇上に躍おどり出た。身にまとうのは、頭と股間に装備したパンツのみ。ほかの衣類はおろか、禁止単語や勃ぼつ起きを監視するＰＭからさえ、僕の身体からだは解放されている。


    　登壇と同時にスポットライトが僕を照らすと、暗がりでひしめく人々から「《雪原の青》！　《雪原の青》！　《雪原の青》！」と数千人分のコールが巻き起こる。


    　中学生のオナニーがごとく、いつまでも続きそうな《雪原の青》コール。それを収束させるべく、僕は大きく息を吸った。そして、


    



    「おちんぽおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」


    



    　僕のおちんぽが高らかに響くと、会場はようやく落ち着きを取り戻す。


    　出張ヘルスサービスの到着を待つような、落ち着かない静けさに包まれる人たちを見下ろしながら、僕は《雪せつ原げんの青あお》として口を開いた。ついでにちょっと股またも開いた。


    「諸君！　今日きようもまた、善ぜん導どう課に捕まるリスクを恐れず、よく集まってくれた！　なかには初参加で、本当に《公然猥わい褻せつ病びよう》を発症することなく卑ひ猥わいを堪たん能のうできるのかと怪しむ者もいるだろう！　だが今日は、いつものエロ本パーティの前に、重大な報告がある！」


    　集まってくれた人たちは「そんなことよりエロ本だ！」という気配を滲にじませながらも、静かに僕の話に耳を傾けてくれていた。そして続く僕の言葉に、会場全体がざわりと揺れる。


    「このふざけた健全社会をひっくり返すための最終ミッション、《ＨなＡＢＣ作戦》。これに必要な、君たち《ＳＯＸソツクス》支持者の数が目標人数に達し、二年をかけた前ぜん戯ぎ、すなわち本作戦のＡ段階がいよいよ完了しようとしている！」


    　ざわめく会場に向けて、僕はより一層声を張り上げた。


    「作戦の詳細こそまだ秘密だが、しかるのち、君たちにも作戦のＢ段階、Ｃ段階における役割が、《ＳＯＸ》傘さん下かの元四大下ネタテロ組織構成員から説明されるだろう！　自由にエロを楽しめる世界が、目と鼻の先、チンポの先に迫っている！」


    「《雪原の青》！」「《雪原の青》！」「《雪原の青》！」


    　ヒートアップする会場をさらに熱すべく、僕は股こ間かんを強調するポーズをとった。
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    「《ＨなＡＢＣ作戦》の本番決行日、エックスデーならぬセックスデーに向けて、今日きようも精気を養ってくれ！　それではこれより、第九清せい麗れい指定都市三番会場における、第十五回エロ本パーティの開催を宣言する！　極めて健全な姿勢で、不健全を楽しむといい！」


    　パチィン！


    　僕が尻しりを叩たたくと同時、会場に光が灯ともる。排はい泄せつ時じなどの限られた時間にしか解放されないはずの電撃ＰＭが、電子音とともに電撃機能を解除される。アニーの仕し業わざだ。


    　そして頭上から降り注ぐのは、早さ乙おと女め先輩が描かき上げた珠玉のエロイラストのコピー。


    　電撃貞てい操そう帯たいの呪じゆ縛ばくから解き放たれた人々は我先にとエロに飛びつき、「ヒャッホオオオオオオオオッ　最高だぜぇ！」「《雪せつ原げんの青あお》！　あんた最高の変質者だ！」「下半身が変形しちゃうのおおっ！」と、禁止単語を使わない程度の理性は残しつつ、卑ひ猥わいを堪たん能のうし始めた。


    



    「ふぅ」


    　僕は息を吐きながら、ステージ脇わきへと戻った。頭のパンツを脱ぎ、「お疲れ様だぜ」とゆとりが放ってくれたバスタオルを軽く羽は織おる。


    「とりあえずこの会場での顔見せは終わったけど、残り何か所あるんだっけ？」


    　僕がゆとりに確認すると、エロ本を楽しむ一般人たちの嬌きよう声せいの合間を縫ぬって、


    「あと二十八か所だぜ」


    「結構あるねぇ。僕の性感帯より多いや」


    「死ねだぜ」


    　ゆとりは僕の下ネタに端たん的てきな罵ば倒とうを返すと、話を続ける。


    「まあ、仕方ないぜ。《ＳＯＸソツクス》支持者の数が数だからな。もっとでかい会場が用意できりゃ、一気に終わるんだが……いくら不健全イラストの密売で勢力を増した鬼おに頭がしら家けでも、数千人規模の会場を用意するのが限界だぜ。ま、全国回るのが大変なのはわかるけど、嬉うれしい悲鳴が出るのはいいことだぜ」


    「嬉しい悲鳴……まさに喘あえぎ声だね！」


    「……」


    　ゆとりの鉄てつ[image: ]けんが僕の肩を抉えぐった。あっ、ちょっ、らめぇ！　そんな連続で突かれたら肩が壊れちゃうよぉ！　いやマジでね。


    「あ、と、ところで、アレはナニかな!?」


    　僕はゆとりの意識を逸そらすべく、エロイラストを堪能する《ＳＯＸ》支持者の一人を指さした。その人は僕たちのバラまいたイラストになにやら写真の切り抜きみたいなものを重ねてハアハアしている。ゆとりは僕の話題逸らしに見事引っかかると、


    「あー、あれな。いま大人気の健全アイドル、剝むき栗ぐりらら子のブロマイドでアイコラしてんだぜ」


    「剝栗らら子……そういえばそんな名前の子が、よくＰＭ放送に出てたような……」


    　健全アイドル。それは性規制が格段に厳しくなり、閉へい塞そく感かんに包まれた日本において、ガス抜きとして大量投入されたタレントの総称だ。エロを徹底的に排除した歌や踊りを中心に、健全な娯楽を人々に提供、表の世界では絶大な支持を受けている。


    　剝むき栗ぐりらら子はその中でもトップクラスの人気を誇り、今年の春に高校進学するという異例の若さも相まって、絶賛注目の的らしい。太ももどころか顔以外にほとんど肌はだ色いろ成分のない厚着アイドルなんかに興味なかったから、ほとんど知らなかったけども。厚着が生きるのは、脱がせる妄もう想そうをするときだけだよね！


    「あーあ。自慢のエロイラストがアイコラなんかに使われてるって知ったら、またあのチビッ子がぐずりだすぜ」


    　ゆとりが面倒くさそうに早さ乙おと女め先輩のなだめ方を思案しているときだった。


    　ピーバキュン！　ピーバキュン！　ピーバキュン！


    「「っ！」」


    　エロイラストパーティ会場に、《ＳＯＸソツクス》特製のモザイク警戒音が鳴り響いた。


    　そしてその警戒音と会場の喧けん噪そうを突き破るように、会場の外から大だい音おん声じようが轟とどろいた。


    『こちらは善ぜん導どう課だ！　貴き様さまらは既に包囲されている！　おとなしく投降しろ！』


    「ヤバイぜ！　善導課だ！」


    　参加者の避難誘導に走り出そうとしたゆとりだったが、


    「……つーか、善導課の通信を傍ぼう受じゆしてるはずのアニーがこの事態を察知しそびれたってことは……」


    　次の瞬間。


    　ドゴシャア！


    　避難経路として使うはずだった鉄てつ扉ぴが、凄すさまじい轟ごう音おんとともに外側から吹き飛んだ。


    　間かん髪はつを容いれず、扉とびらの向こうからテーザー銃が射出され、扉の近くにいた参加者を襲おそう。


    　電撃を食らってなおエロイラストを手放さない参加者たちを取り押さえる善導課職員の後ろから、明らかにほかとは違うオーラの持ち主がぬっと姿を現した。


    「《ＳＯＸ》に唆そそのかされた一般人の捕ほ縛ばくはあとですわ！　最優先は《雪せつ原げんの青あお》こと奥おく間ま狸たぬ吉きちの身柄の確保！　それから華か城じよう綾あや女めの発見ですわ！　これだけ大規模な集会です、この二年姿を見せない彼女も、どこかに潜せん伏ぷくしている可能性が高いですの！」


    　善導課の制服に身を包んだ美しい女性が、突入してきた善導課職員に檄げきを飛ばす。


    「アンナ先輩……」


    　それは僕が二年前に深く傷つけてしまって以来、衰おとろえることのない執念で《ＳＯＸ》を追いかけ続けるアンナ先輩の姿だった。


    「だああっ！　やっぱり化け物女の独立遊ゆう軍ぐん部隊だったぜ！」


    　避難誘導に向かおうとしていたゆとりが転身し、僕の手を摑つかんだ。


    「逃げるぜ、狸たぬ吉きち！　なにはともあれ、お前の脱出が最優先だぜ！」


    　すると同時に、エロイラストパーティ参加者たちのほうからも一斉に声が上がる。


    「《雪せつ原げんの青あお》！　早く逃げてくれぇ！」「ここは私たちが全員で大暴れして囮おとりになるわ！」「おい！　全員でどこか一点に突撃して、包囲に穴を開けるぞ！」「包囲にも穴はあるんだよなぁ」


    「《雪原の青》！　あんたたちは猥わい褻せつ病びようなんて噓うそっぱちだって教えてくれた！　なんの憂うれいもなくエロを楽しむ気持ちを思い出させてくれた！　だから逃げろ！」「あんたらさえ生き残れば、近いうちに世界は変わるんだろう!?」「自由な卑ひ猥わいを楽しめる未来のため！」「噓っぱちを理由に隔かく離りされた家族と再会するため！」「リアルで愛を営むため！」「《ＳＯＸソツクス》万歳！」「不健全イラスト万歳！」


    　誰に命じられたわけでもなく、僕たち《ＳＯＸ》のために身体からだを張って善ぜん導どう課に突撃しようと一斉に動き始めていた。握りしめたエロイラストは決して手放さずに。


    「ほら狸吉！　テロリストでもねえ連中がああまで言ってくれてんだぜ！　早くしろ！」


    「……いや」


    　焦あせりのせいで発情おま●このように汗ばんだゆとりの手を、僕はやんわりと押しのけた。


    「アンナ先輩の狙ねらいは、二年前からずっと僕だ。だから、エロイラストパーティの参加者が逃げるまでの間、僕がアンナ先輩とその部隊を引きつける」


    「なっ、ばっ、捕まったらヤバイってわかってんのか!?」


    「うん。アンナ先輩はきっと、僕に復ふく讐しゆうするつもりなんだろう。あんな土ど壇たん場ばで裏切りを明かして突き放したんだ。金玉の一つや二つ、すりつぶされるかもね。それに、《ＨなＡＢＣ作戦》が仕上げの段階にあるいま、《ＳＯＸ》のリーダーである僕が、万が一にでも捕まるわけにはいかない。そんなことはわかってるよ」


    「だったら！」


    「けれど、作戦成功のためには、今日きようここに集まってくれた人たちの力が必要だし、それになにより──」


    　僕は言葉を切り、万が一のために用意してもらっていた仕掛けを作動させた。


    「エロや下ネタが大好きな変態仲間たちを、《雪原の青》が見捨てるわけにはいかない！」


    　ドベッチャアアアアアア！


    　会場の天井から降り注ぐのは、粘ねん性せいと臭においを兼ね備えた透明の液体。


    　それは地下国会図書館から持ち帰ったローションをもとに、鬼おに頭がしら家けと不ふ破わさんで共同開発した、特製ローションだった。


    　会場中がマットプレイ状態となり、それまで好き勝手にテーザー銃じゆうを乱発していた善導課職員がスッ転びながら悲鳴を上げる。


    「むやみに撃つな！　味方にも感電するぞ！」


    　そして僕は第二の仕掛けを発動させる。


    　パーティ会場となっている建物の壁の一部が左右に割れ、外で待機する善ぜん導どう課職員の姿が丸見えになる。さらに、地下からせり上がってきた男だん根こん型がたの大型ホースが「ドクン……」と脈打ったかと思うと、消防車も顔負けの勢いで大量のローションを発射し始めた。


    　ローションは善導課の包囲や車両を押し流し、地上にローションの川を出現させる勢いだ。


    「これぞ《ＳＯＸソツクス》の新兵器！　脱出用ローションビームだ！」


    「あっ、ちょっ、狸たぬ吉きち!?」


    　僕はゆとりが制止するのも振り切り、再び壇上に躍おどり出た。遠くでローションに苦戦するアンナ先輩の強烈な視線が、この距離からでも僕の両目に突き刺さるようだった。


    「諸君！　君たちが全力を尽くすべきは、ここではない！　その場の勢いに任せて動くのは、ベッドの上だけにしておくことだ！　全員、俺おれたちの用意したローションウォータースライダーで直ただちに脱出せよ！　君たちは我らとともに、不健全社会の幕開けを見る同志なのだ！」


    　ローションを噴出し続ける男だん根こん型がたホースを指さすと、人々はしばらくぽかんと固まったあと、エロイラストを握りしめたまま、我先にとローションの流れに身を任せ始めた。


    「奥おく間ま君……っ！」


    　ローションまみれになりながらまっすぐこちらに向かってくるアンナ先輩と、視線が交差する。僕はそこから目を逸そらすように、ゆとりのほうを振り返る。


    「……さて。あとはアンナ先輩が男根ホースの破壊に走らないよう、引きつけておくだけだね。まあ、視認されちゃった以上、わざわざ引きつけようとしなくても、全部隊がこっちに向かってくるだろうけど」


    「ったく」　


    　ゆとりは「どうせこうなるだろうと思ったぜ」とばかりに肩をすくめ、再び僕の手を摑つかんだ。


    「全力で逃げっからな。あたしの足を引っ張んなだぜ」


    「大丈夫」


    　絶対にヘマなんかしない。すべてが終わるまで、本当にあと少しなのだ。


    　この二年間、強固な健全社会の裏側でシコシコと味方を増やし続け、準備を進めてきた《ＨなＡＢＣ作戦》。


    　この最終作戦が発動しさえすれば、過剰な性規制によって社会への復ふく讐しゆうを果たそうとしている藻みず女くめさんの野望を、一気に吹き飛ばすことができる。


    　そして、エロ本が自由に買えるようになった世界で。当たり前にヒソヒソと猥わい談だんができるようになった世界で、華か城じよう先輩と再会するのだ。


    　作戦の発動まで、本当にあと少し。


    　だからこんなところで、捕まるわけにはいかない。


    　僕はステージ目指して猛進してくるアンナ先輩を振り返り、小さく口を開く。


    「……二年前の復讐なら、すべてが終わったあとに、いくらでも受けますから」


    　だからいまは、全力で逃げさせてもらいます。


    　性規制の解除、正しい認識の普及。僕がアンナ先輩にできるせめてもの償つぐないは、きっとそれしかないのだから。


    「よっしゃ、行くぜ！」


    　僕の手を引き、最初からトップギアのゆとりが叫ぶ。


    　僕もそれに合わせて、最初から全力で走り出す。


    　卑ひ猥わいな表現と猥わい褻せつな文化に満ちた、「まちがった」未来を勝ち取るために。


    「あと少しですよ、華か城じよう先輩」


    　二年前、遠く離れた北の大地へと旅立ち、《ＨなＡＢＣ作戦》のためにいまも僕たちと同じようにギシギシアンアンと暗あん躍やくを続けている先輩に向けて、僕は呟つぶやいた。

  


  
    



    　第一章　剝むき栗ぐりらら子、剝むかれる


    



    『《ＳＯＸソツクス》によるテロの被害者に愛の手を』


    『《公然猥わい褻せつ病びよう》根こん絶ぜつのための研究資金を』


    　そのチャリティーコンサートの野外ステージに掲かかげられた横おう断だん幕まくには、デカデカとそんなことが書かれていた。


    「みんなーっ！　今日きようはあたしのチャリティーコンサートに集まってくれてありがとーっ！」


    　なんの躊躇ためらいもなくステージに躍おどり出た剝栗らら子が満面の笑みで手を振ったその瞬間、地鳴りのような歓声が彼女を包み込む。足あし下もとの強烈なライトで見えはしないが、らら子は三万を超える視線が自分を熱烈に見つめていることを敏感に察知していた。


    「～～～っ」


    　らら子の身体からだの奥底が、ゾクゾクゾクっと犯罪的な快楽に震えた。


    　思わず失しつ禁きんしてしまいそうではあったが、そこはプロ。らら子は輝かがやくように爽さわやかな笑え顔がおを顔面に貼はり付ける。


    「みんなのおかげで、きっとテロの被害者に温かな支援が行き渡ると思います！」


    《ヘルサウンド》の囚人たちによる前ぜん代だい未み聞もんの大だい脱だつ獄ごく、それに伴ともなう《公然猥褻病》の爆発的大流行──二年前、テロ組織《ＳＯＸソツクス》が引き起こした史上最悪のテロ事件は、いまなお国内に深い傷跡を残していた。


    　発症するとまともに意思疎そ通つうができなくなる《公然猥わい褻せつ病びよう》に感染したとされる者は数十万にのぼり、その全員が家族と引き離され、北の大地でいつ終わるとも知れない隔かく離り生活を送っている。


    　さらに、《ＳＯＸ》がバラまいたヒワイという名の病びよう原げん菌きんは子づくりにも影響を与えていて、この国ではもう八か月も子供が生まれていないのだった。


    　一刻も早く病気を根こん絶ぜつするため、やむをえない隔離政策によって生活が困こん窮きゆうしている人々を支援するため──今日きようのチャリティーコンサートは、そういった趣旨で開催されている。


    　しかし本日の主役であるらら子にとって、そういった社会貢こう献けんはあくまでついでだった。


    　メインはもちろん、この三万の視線を独り占めにすること。


    　その結果として、困っている人の手助けにもなるのだから、こんなに気持ちのいいことはないね！　といった心持ちでステージに上がっていた。


    「あたしの高校進学一発目のイベント、楽しんでいってくださいね！　それじゃあ早速、一曲目！　いきます！」


    「うおおおっ！」「らら子ちゃーんっ！」


    　歓声がさらに大きくなり、らら子を見つめる視線も加速度的にヒートアップしていく。その上質な視線に包まれる多幸感を全身で享きよう受じゆしながら、らら子は思う。


    　──なんだか最近、いくら視線を集めても満足できないでいたけど、この熱気なら解消できるかも！


    　期待に胸を膨ふくらませ、らら子が元気いっぱいに口を開いたときだった。


    「……ん？」


    　笑え顔がおの奥で、らら子は見み逃のがせない違和感に気がついた。なんだ？　いまいきなり、自分に向けられる視線がごそっと減ったような……。半身を引き裂かれるような異常事態に、らら子が眉まゆをひそめると、不意にステージに影が落ちた。


    　そこでらら子は、観客席に謎なぞの紙片が降り注いでいることに気づく。なんだ、こんなの、打ち合わせにはなかったのに。


    「らら子ちゃん逃げて！」


    　突とつ如じよ、本番中のステージにマネージャーと数人の警備員が転がり込んできた。らら子を隠すようにして取り囲み、ステージ脇わきへ引っ込めようと必死の形ぎよう相そう。


    「《ＳＯＸ》のテロよ！」


    「……は？　テロ？」


    　言われて上空を見上げれば、そこには巨大な影が浮かんでいた。《ＳＯＸ》と大きく書かれたその気球からは無数の紙片が降り注ぎ、先ほどまでらら子に夢中になっていたはずの人々は、完全にそちらへ意識を奪われているようだった。


    「なんなの、これ……」


    　警備員たちに囲まれながら、らら子はわなわなと震えた。


    「なんで誰も、あたしのことを見てないの!?」


    　異様な光景だった。


    　観客たちは慌あわてて逃げ出すでもなく、おろおろするでもなく。ただその場に釘くぎ付づけとなり、降り注ぐ紙片と足あし下もとの紙片、どこに目を向けていいのやらと静かに混乱しているのだった。だが、その彷徨さまよう視線がらら子に向けられることはなく、やがてその悲劇は起こった。


    　バチィ！


    「ひぎぃ!?」


    　観客たちの間から、強烈な電撃音が炸さく裂れつし始めたのである。


    「ＰＭの電撃だ……っ」


    　会場中から湧わき起こる電撃音と悲鳴に、らら子はびくりと肩をすくめる。


    　ＰＭは、五歳以上の全国民に装着を義務づけられた治安維持装置の総称だ。従来の首と手首の端末はもちろん、二年前の事件をきっかけに装着が義務化された下半身の大型ＰＭは、身体からだの状態変化から《公然猥わい褻せつ病びよう》発症の兆候を読み取り、完全発症する前に電撃で装着者の意識を奪うという最先端技術の集合体である。その電撃ＰＭが次々と作動しているということはつまり、会場の人々が《ＳＯＸソツクス》のバラまくヒワイな病びよう原げん体たいを長時間見つめてしまっているということだ。この超弩ど級アイドル、剝むき栗ぐりらら子ちゃんを差し置いて！


    「なにそれ……そんなの、ありえないんですけど……っ」


    　奪われた視線を取り戻し、観客をテロの魔の手から救うべく、らら子は走った。


    「みなさん！」


    　マイクを握り直し、マネージャーたちの制止も振り切って、観客に呼びかける。


    「そんなもの、見ちゃダメです！　発症しちゃいます！　電撃が痛いです！　あたしです、あたしを見ましょう！　ほらほら！」


    「あっ!?　ちょっとっ！　なにやってんだ！　早く逃げないと！」


    　警備員たちが慌ててらら子を押しとどめようとするが、


    　バチィ！


    「「「うがぁ!?」」」


    「そっちがなにやってるんですか!?　ちょっ、大丈夫ですか!?」


    　らら子が飛びだした拍ひよう子しに、ステージ上の紙片に目がいってしまったのだろう、全員まとめて電撃を食らい、その場で痛みにのたうちまわる。


    　可か哀わい想そうだが、いまはそちらに構っている場合ではない。マネージャーを押しとどめながら、らら子は再び客席へ呼びかける。


    「そんなの見続けてたら病気になって、北の大地送りになっちゃいます！　さあ、あたしを見て健全な気持ちになろう！」


    　声を張り上げ、天使の営業スマイル。だが、


    　バチィ！　バチィ！　バチィ！


    「……なんで」


    　らら子渾こん身しんの呼びかけも虚むなしく、観客は紙片を凝ぎよう視ししたまま、次々と電撃を浴びていく。


    「うぅ、見たくない、見たくないのに……目が勝手に……ひぎぃ！」


    「興奮しちゃダメ興奮しちゃダメ興奮しちゃ……ぎゃあ!?」


    「やめてくれーっ、これ以上は……ぴぎぃ!?」


    　観客たちは口々に紙片への恐怖や拒否を叫びながらも、身体からだは正直、次々に電撃音を響かせる。いずれもらら子に視線を向けようとする者はおらず、らら子はステージ上で完全にピエロと化していた。


    「らら子ちゃん！」


    　呆ぼう然ぜんとするらら子の手を、マネージャーが強く引く。


    「あなたまでテロに巻き込まれてしまうわ！　早く中へ！」


    「で、でも！　まだ誰も助けられてないのに！」


    「これ以上は無駄よ！」


    「……っ！」


    　その決定的な一言に打ちのめされ、ようやくらら子はステージからよろよろと退いた。


    



    　善ぜん導どう課が事態を収拾するまで、らら子は控え室に避難しておくよう厳命された。崩れるように椅い子すに腰かけ、ぎゅっと両手を握りしめる。


    　一体、なんだというのか。


    　仕事やレッスンにかかりきりで、普段から周囲の大人に手厚く保護されてきたらら子にとって、テロに巻き込まれたのはこれが初めての経験だった。テロリストのバラまく〝ヒワイ〟な情報が病気を発症させるということはニュースで知っていたが、まさかあんな紙切れが、らら子から視線を奪い尽くすなんて。ちらりと見た限り、謎なぞの肌はだ色いろが印刷されているだけの、なんの変哲もない紙切れだったというのに。


    「屈くつ辱じよくだ……っ」


    　せっかくの大規模イベントを台なしにされた怒りも混じり、らら子は顔を歪ゆがませる。


    　しかしなによりも許せないのは、イベントを潰つぶされたことそのものよりも、


    「なにが《ＳＯＸソツクス》だ！　あんなやり方で、あたしから視線を奪うなんて！」


    　パフォーマンスの質や美び貌ぼうで敗北したならまだしも、こんな犯罪的で反則的なやり方、ふざけている。二年前の大規模テロで世の中をむちゃくちゃにしておいて、そのうえ復興のためのチャリティーイベントまで邪魔するとは、なんという反社会集団。


    　今日きようこそは十分な視線を浴びてスッキリできるだろうと期待していただけに、以前にも増したモヤモヤが下腹部を中心に広がっていく。その不快感に比例するかのように、《ＳＯＸソツクス》への激しい反感もまた、らら子の中で急速に膨ふくらんでいった。


    「絶対に許さない！　絶対に許さないんだからーっ！」


    　具体的になにができるでもないが、いつか必ず《ＳＯＸ》に仕返ししてやると、らら子は固く心に誓ちかうのだった。


    



    　　　　　　●


    



    　たくさんの人に見られたい！


    　物心ついたころから、らら子はそんなことばかり考えている子供だった。


    　保育園のお遊戯会で主役を勝ち取りたいがために、三時のおやつを賄わい賂ろとして縦じゆう横おう無む尽じんにバラまき、年齢一桁けた前半の分ぶん際ざいで、自主的にお芝しば居いの練習まではじめる始末。西に祭りがあれば余興はいかがと自分を売り込み、東にイベントあれば主役の技術を目で見て盗んだ。


    　誰かに見つめられると身体からだの奥がゾクゾクと震え、それがたまらなく心ここ地ちよいのだ。好意的な視線が増えれば増えるほどゾクゾクは増して、その快楽を追い求めているうちに、国民的なアイドルにまでのし上がっていた。


    　進学先の学校では毎朝毎朝、教室にたどり着くまでに幾つもの視線が熱烈にらら子を貫つらぬき、そのたびにらら子は天にも昇る心持ち。仕事は順調そのもので、世の中の視線は日々らら子の独占状態。まさに世界はらら子を中心に回っていて、齢よわい十六にしてこの世のすべてを手にしたような有う頂ちよう天てんっぷりだった。


    　だが、しかし。


    　しかしだ。


    　そんならら子にも、悩みというものがあった。


    　なんだか最近、いくら見られても満足できないのである。


    　視線を集めることは幸せだ。どこかへ飛んでいってしまいそうな気持ちになる。けれどなぜか、目立てば目立つほど、謎なぞのモヤモヤが溜たまっていき、落ち着かない。一ピースだけ足りないパズルのような違和感が下腹部に切なくわだかまって、らら子の心をかき乱すのだ。いくら幸せを感じても、どこか不完全燃焼で、スッキリしない。


    　健全アイドルとかいう、よくわからない国の政策に乗っかって、いまやらら子は押しも押されもせぬ人気タレントである。上質な視線を集めるにはこれ以上ないほどのポジションにいながら、一体どうして満足できないのか。


    　病院に行っても原因は不明。結局巡り合うことはできなかったが、どんな悩みや不調もたちどころに解決してくれると評判の占い師を捜して、貴重な休日を潰つぶしたことさえある。


    　──らら子が《ＳＯＸソツクス》のテロに巻き込まれ、大量の視線を横取りされたのは、そんな正体不明のモヤモヤに悩まされている真っ最中のことだった。


    



    　らら子がテロに巻き込まれた、その翌日。


    　第八清せい麗れい指定都市を代表する風紀優良校、萩はぎ岡おか学園の教室にて。


    「ああもう、最悪だよ……」


    　放課後、マネージャーの迎えが来るまでの時間を潰しながら、らら子は大きなため息をついていた。周囲に誰もいないのをいいことに、その表情は完全にカメラＮＧモードだ。


    「すごいモヤモヤする……うぅ、過去最高にモヤモヤするよぉ」


    　電撃ＰＭに守られた下腹部あたりを押さえながら、らら子は眉まゆをしかめた。


    「うぅ、それもこれも、コンサートを台なしにした《ＳＯＸ》のせいだ！」


    　らら子はおもむろにＰＭを起動し、善ぜん導どう課の公式サイトにアクセスした。


    　虚こ空くうに映しだされたサイト内では、善導課のマスコットキャラクター「ぜんどうくん」が案内役として登場し、ページの各内容を親しみやすい口く調ちようで説明している。


    　らら子が真っ先に閲覧したのは『全国指名手配中のテロリストについて』のページだった。


    「仕返しの機会が巡ってきたときのために、敵のことは詳しく知っとかないとね……ええと」


    　ページの一番上にあった《雪せつ原げんの青あお》の欄を選択すると、顔写真つきのページに切り替わる。現れたのは、二年前からニュースで頻繁に使われている人じん畜ちく無害そうな青年の写真と、その詳細を説明するぜんどうくんの吹き出しだ。


    『奥おく間ま狸たぬ吉きち。最低最悪の変質者で、どうしようもないほど頭がイカれてるんだ！　なにをされるかわからないから、見つけたら近づかず、すぐ善導課に連絡してね！』


    「これはまあ、毎日ニュースでやってる内容だよね」


    　反社会集団《ＳＯＸ》のリーダーであり、《公然猥わい褻せつ病びよう》による国家転てん覆ぷくを企くわだてる大犯罪者。


    　ほかにも出没地域や過去の経歴などが詳細に書かれていたが、どれもニュースで見たことのあるもので、弱点なんかは書いていない。残念だ。


    　らら子は次の項目を選択した。そこには二つの欄があり、らら子は一気に目を通す。《雪原の青》に次ぐ最重要指名手配犯のようで、ぜんどうくんの吹き出しだけでもかなりの文量だ。


    『通称《マザー・ハッカー》。二年前の《ヘルサウンド》大だい脱だつ獄ごくでも大きな働きをしたハッカーで、善導課のＰＭシステムを攪かく乱らんする最低の人間なんだ！　顔も名前もわかっていないけど、善導課のプロファイルによれば、細長くて不健康そうな肌はだの色をしたオジサンらしいんだ！　なんだか薄気味悪い人がいるなぁ、と思ったら、念のためにすぐ善導課に連絡してね！』


    『通称《ウイルス製造者》。中毒性のある卑ひ猥わいなイラストを描かいて、病気を広げると同時にお金を巻き上げてるんだ！　《ＳＯＸ》の活動に大きく貢こう献けんしているゴミクズだね！　顔も名前もわかっていないけど、善ぜん導どう課のプロファイリングによれば、太っていて眼鏡めがねをかけた、汚れたオジサンらしいんだ！　なんだか気持ち悪い人がいるなぁ、と思ったら、念のためにすぐ善導課に連絡してね！』


    　なんだか随分と雑なプロファイリングのような気がしないでもないが、善導課がそう言うのならそうなのだろう。たぶん。らら子は自分を納得させつつ、次の項に進む。


    『通称《走る壁》。奥おく間ま狸たぬ吉きちの逃走をサポートしている《ＳＯＸソツクス》構成員だよ。顔も名前もわかってないけど、足の速さと上半身の体格から、男性であることは間違いないといわれてるんだ！』


    「ふむふむ……って、あれ？」


    　各項目を読み進めていたらら子は、ページの先頭にあったはずの《雪せつ原げんの青あお》が再び掲載されていることに気づいた。最初は誤りかと思ったが、


    「そういえば、二年前にもの凄すごく騒がれてた《雪原の青》の正体って、女の人だったような……」


    　そのページを開こうとしたとき、らら子は背後から視線を感じて振り返った。


    　そこにいたのは、


    「「あれー？　らら子ちゃん、もしかして《ＳＯＸ》に興味があるの？」」


    　らら子の中学からの同級生、双子の姉妹、ウミとソラだった。


    　小動物のように可愛らしい顔を並べ、ぴったりと息の合った動きでらら子の周囲をくるくる回る。


    「あ、いや、興味っていうか……」


    　らら子は元気いっぱいの双子に翻ほん弄ろうされながら、営業スマイルを浮かべることもなく、素直に愚ぐ痴ちをこぼした。


    「ただでさえ調子が悪かったところに、《ＳＯＸ》の襲しゆう撃げきまで重なっちゃったから……もうなんなの！　って。仕返ししてやる想像で気晴らししながら、情報収集で現実逃避って感じかな」


    　言葉にしてみると、本当に不運が重なっているなと実感する。


    　らら子の愚痴を聞いた双子は「「あー」」と声を合わせ、らら子の頭を左右からよしよしと慰なぐさめてくれた。小さな手のひらの心ここ地ちよさにらら子が「あうー」となすがままにされていると、


    「この間のコンサートは、本当に災難だったよね」


    「頑張ってるらら子ちゃんの晴れ舞台が邪魔されて、私たちもいっぱい悲しいよ。……でも」


    



    「「あれは本当に、《ＳＯＸ》の仕し業わざだったのかなぁ」」


    



    「……え？」


    　双子の呟つぶやきに、らら子は驚いた。


    「なに言ってるの、二人とも？　チャリティーを妨害するなんて、《ＳＯＸソツクス》以外に考えられないよ。《公然猥わい褻せつ病びよう》が広がって何十万人も隔かく離りされちゃったのも、子供が生まれないようになったのも、全部《ＳＯＸ》のせいなんだから」


    「「……」」


    　双子はなぜか一瞬だけ顔を見合わせてクスクス笑うと、


    「うんうん。そうだね」


    「らら子ちゃんの言うとおり」


    「「子供が生まれないのも、隔離が進んだのも、全部《ＳＯＸ》が画かく策さくした結果だよ」」


    　なんだか妙に引っかかる言い方をするなぁ、とらら子が不思議に思っていると、


    　ピピピピピピ。


    「あっ、ごめん、マネージャーだ」


    　ＰＭに着信があり、らら子は慌あわてて立ちあがる。


    「「お仕事、頑張ってねーっ」」


    　先ほどの意味深なセリフとは打って変わった双子の快活なエールにほっこりしながら、らら子は現場へと走り出した。


    　消えないモヤモヤを、下腹部にずっしりと抱え込んだまま。
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    〝緊急生放送！　国民的アイドル剝むき栗ぐりらら子！　《ＳＯＸ》の卑ひ劣れつな犯罪に堂々と立ち向かう!?　本人が語る緊迫の一部始終！〟


    　その長ったらしいタイトルの番組に出演することが決まったのは、さらにその翌日のことだった。善ぜん導どう課からの事情聴取もろくに進んでいない状況でのオファーはいささか不ふ可か解かいであったが、らら子はその出演依頼を一も二もなく引き受けた。


    　ライブと違って生なまの視線を感じられるわけではないが、それでもＰＭを通して何百万何千万という人間から注目される大チャンス。コンサートの穴埋めとまではいかないが、想像するだけで十分ゾクゾクするシチュエーションだ。番組の内容も、憎き《ＳＯＸ》を堂々と批判することが求められる構成であるし、早くも小さな仕返しのチャンスが訪れたと、らら子はやる気を漲みなぎらせていた。


    　そして放送当日。


    「な、なんなんですか、これ」


    　放送局に到着したらら子は、そのものものしい雰ふん囲い気きに少々面食らった。


    　ヒワイを取り締まる国の治安維持組織・善導課の職員が大量に配備されていたのである。


    　受付、廊下、果てはリハーサルのために足を踏み入れたスタジオも純白の制服に身を包んだ善ぜん導どう課職員がひしめき合っていて、局内は緊張した空気に満ちている。


    　いつもとまったく違うスタジオの様子にらら子が困惑していると、


    「申し訳ありませんわ。《ＳＯＸソツクス》対策に必要なこととはいえ、お仕事の邪魔をしてしまって」


    　背後に大量の善導課職員を引き連れた女性が歩いてきて、らら子にぺこりと頭を下げた。


    「うぐっ!?」


    「？　どうなさいました？」


    　お辞儀を終えた女性の全身像を目にしたらら子は、思わず息を詰まらせる。数あま多たの芸能人ひしめく局内にあって、ありえないほどの美女がそこに降こう臨りんしていたからだ。


    　絹のような銀髪に（一体、どこのシャンプーを……っ！）、陶器のような肌はだ（どこなの、どこの化粧水使ってるの！）。顔の作りは美しいだけでなく愛らしさがあり、そのモデルのような体型は善導課の堅苦しい制服を今年の流行ファッションと錯さつ覚かくさせるような魔力を放っていた。


    「あ、あはは、大丈夫ですよっ。これでもプロなんで、ちょっといつもとスタジオの勝手が違っても、全然問題なしですっ」


    　口ではそう言いつつ、らら子は内心まったく穏やかではなかった。ピリピリした空気のせいで落ち着かないとか、そういう理由ではない。


    　視線だ。


    　スタジオ中の視線が、らら子ではなく目の前の美女に集中しているのを、肌で感じていたのだ。この人、一体何者……。突とつ如じよ現れた脅きよう威いに、らら子が最大級の警戒を向けていると、


    「挨あい拶さつが遅れてしまいましたわ。わたくし、今日きようの警備で隊長を務めております、アンナ・錦にしきノの宮みやと申します。今日はよろしくお願いいたしますわ」


    「アンナ・錦ノ宮さん……」


    　聞いたことがある。


    　二年前に発生した《ヘルサウンド》大だい脱だつ獄ごくにおいて、学生の身でありながら数多の犯罪者を駆く逐ちく。その直後、通っていた学校を中退し、《ＳＯＸ》を追うために善導課へ就職。この二年で何度も《ＳＯＸ》を追い詰め幾つもの拠きよ点てんを破壊し、わずか二十歳の身で異例の出世を果たしたという。その出世速度は、伝説的な善導課職員《鋼こう鉄てつの鬼き女じよ》をも凌りよう駕がしており、錦ノ宮夫妻の一人娘であるという点を考慮しても不ふ可か解かいなほどだという。なにか強力な後ろ盾だてでもあるのではと噂うわさされているほどだ。しかし背後に従う善導課職員たちの陶とう酔すいしきった視線を思えば、その出世には人並み外れた人望も影響しているのだろうと容易に想像がついた。


    　知り合いのプロデューサーがことあるごとに特集を組んでみたいと漏もらしていたが、なるほど、その華々しい実績にこの美び貌ぼうなら頷うなずける。


    「……どうしてあなたほどの人が、警備に来てくれてるんですか？　《ＳＯＸ》対策、とか言ってましたけど」


    　なんとなく察しをつけながら、らら子は訊たずねた。


    「先日のコンサート襲しゆう撃げきを受けて、あなたの集客力に《ＳＯＸソツクス》が注目しているのではと、上層部が判断したからですわ」


    「……つまり、今日きようのこの生放送を《ＳＯＸ》が狙ねらってるかもってことですか？」


    「そうなりますわね」


    　やっぱりか！　らら子は頭の中で《ＳＯＸ》に考えつく限りの罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせた。コンサートを潰つぶすだけに飽き足らず、こんな視聴率百％みたいな人を引き寄せるなんて、本当に《ＳＯＸ》はろくでもない！


    「つきましては、らら子さん。今日は放送が終わるまで、あなたの周辺に護衛をつけることになってしまうのですが、よろしいでしょうか」


    「え」


    《ＳＯＸ》への怒り心頭に発していたらら子の表情が固まった。


    「それってまさか、アンナさんが直じき々じきに、とか」


    　ただでさえモヤモヤがずっと続いているところに、こんな美人が近くをついて回るなんて、悪夢以外の何物でもない。それだけはやめてくださいお願いしますと必死に念じる。


    　と、どこかに願いが通じたのか。


    「いえ、護衛ならこの私、月つき見み草ぐさの仕事でございます！」


    　それまでアンナの隣で静かに控えていた職員の一人が、高々と名乗りを上げた。


    　長い黒髪に中性的な顔つき、声。男か女か判断に困る見た目は黙ってさえいれば美しいのだろうが、言げん動どうからにじみ出るその内面は犬っぽいというかなんというか。


    　少々頼りないところはありそうだが、この月見草という人が護衛なら、視線を奪われることもないだろう。らら子がほっと胸を撫なで下ろしていると、


    「護衛などという雑務は私に任せて、アンナ様はどうぞ、本命お二人の捕ほ縛ばくに全力を！」


    「こらっ、月見草さん。雑務だなんて言い方はよろしくありませんわ」


    　月見草の失言をたしなめつつ、アンナはどこか遠くを見つめながら言葉を続けた。


    「けれど確かに、こちらも準備が整いましたから。そろそろ、お二人を本気で捕まえてさしあげる時期ですわね……わたくしが利用できる権限のすべてをもって。お遊びは、前回の突入で最後ですわ」


    「……っ!?」


    　どこに向けられたのかよくわからないその視線にはなにか、得え体たいの知れない執着めいた光が浮かんでいて、らら子は思わずぞっと身を震わせる。


    「あ、あの……？」


    　話の見えないらら子が思わず声をかけると、アンナは一瞬で人当たりの良い笑え顔がおに戻り、


    「ああ、こちらの話ですわ。善ぜん導どう課としてテロリストを捕まえるという、ごくごく当たり前のお話ですの」


    　そしてアンナは「らら子さんも、本番に向けて準備があるでしょう？」と話を打ち切る。護衛の月つき見み草ぐさとその部下二名をらら子に残し、局の内部構造を詳細に把握したいと、その長い足ですたすたとスタジオを出ていってしまうのだった。


    



    　　　　　　●


    



    　衣装とメイクのチェックを終えたらら子は、控え室で一人、いつものように視線断ちして集中力と見られたい欲求を高めていた。護衛の月見草たちは控え室の前に立ち、怪しい人間が近づいてこないか目を光らせてくれている。


    「……ん」


    　本番に向けたイメージトレーニングを一通り終えた、ちょうどそのとき。らら子は不意に尿によう意いを催もよおした。ＰＭで時間を確認すると、本番までまだ少し時間がある。


    「あのー、すみませーん」


    　らら子は控え室から顔を出し、護衛隊長の月見草に声をかける。


    「ちょっとお手洗いに行きたいんですけど、大丈夫ですか？」


    「では、私たちもご一緒します」


    　月見草たち三人を引き連れ、らら子は最寄りのトイレに入る。


    「え？」


    「え？」


    　個室に入ろうとしたところで、らら子は声を上げた。らら子の後ろにぴったりとくっつき、一緒の個室に入ろうとしていた月見草もなぜか不思議そうに声を上げた。


    「どうしました、らら子様」


    「え、いや、あなたがどうしたんですか。だって、え？　あたしがおかしいの？」


    　あまりにも月見草が堂々としているものだから、らら子は一瞬混乱する。ついつい口く調ちようも素すに近くなる。


    「いやいや、なにしてるんですか。なに入ろうとしてるんですか」


    「護衛隊長ですから。らら子様をお一人にするわけには」


    「さっきは控え室で一人にしてくれたじゃないですか！」


    「いえ、それとこれとは話が別なのです」


    「別？」


    「はい。トイレは別です。トイレはテロリストが好んで利用する危険な場所なのです」


    　だからなんだ。トイレくらいあたしだって利用する。この人は頭がおかしいのか。


    「すみませんすみません！」


    　と、月つき見み草ぐさの部下二人が慌あわててトイレに入ってきた。


    「すみません、ちょっとこの人、頭がバカでっ。アンナ隊長のおかげで最近はかなりまともになってきたんですけど。まだちょっと不完全で」


    「ほら、月見草副隊長。出ますよ」


    　部下二人が月見草を引っ張り、らら子も「はやく出てって」という気持ちを込めて思いっきり押す。けれど、なぜか月見草はその場を一歩も動かない。


    「このような危険な場所にらら子様を一人で残すわけにはいきません！」


    　頑がんとして動かない月見草のその一言をきっかけに、善ぜん導どう課三人はなにやら喧けん々けん諤がく々がくの議論を繰り広げ始めた。


    　一刻も早く用を足したいらら子を置き去りにした話し合いは数分続き、やがて、


    「らら子様。結論が出ました」


    　月見草が自信満々に笑みを浮かべる。


    「このトイレは窓がなく、入り口さえ固めておけば問題ありません」


    　じゃあさっさと出ていけと、らら子は心なしかもじもじしながら月見草を睨にらむ。


    「しかし内部にヒワイななにかが仕込まれていてはいけませんので、使用の前に私たちがチェックを行おこないます」


    　そう言って月見草たちはらら子をトイレから追い出し、ごそごそと内部を漁あさり始めた。


    「付き合ってらんないよ！」


    　らら子は月見草たちをその場に放置し、別のトイレを求めて歩き始めた。


    　なんだあれは。月見草一人ならまだしも、フォロー役っぽかった部下二人も結局ポンコツじゃないか！　らら子はイライラもじもじしながら、漏もらさない程度に足を速めた。


    　放送局というのは、昔からテロ対策で建物が複雑な作りになっている。放送局慣れしているらら子も気を抜くと迷いそうになるほどで、トイレからトイレに移動するのも、一ひと筋すじ縄なわではいかない。


    「よかった、間に合った」


    　やがてらら子は、あまり使われないエリアなのだろうか、人ひと気けの少ないトイレにたどり着き、ようやく一息ついた。


    　主役にふさわしい派は手でめの衣装が汚れないよう細心の注意を払い、下半身に装着された電撃ＰＭのスイッチを押す。随分と前かららら子の尿によう意いを感知していたのだろうＰＭはすぐさま作動するが、排尿ＯＫの合図が出るまでの時間がもどかしい。


    　やがて排尿ＯＫの合図とともに、らら子は「ふう」と安あん堵どの息を吐いた。


    　電撃ＰＭは垢あかが溜たまったり蒸れたりしないよう技術の粋すいが凝こらされている。人によっては下着の節約になると喜んでいる人もいるほどだ。装着したままお風ふ呂ろにも入れるし、こまめに申しん請せいすればごく短い時間ではあるものの、入浴の際に取り外すこともできる。装着者の体調を詳細にモニターしているので、このとおり排はい泄せつに難はない。慣れてしまえばそう気になるものではなく、恐ろしい病気の蔓まん延えんを防ぐためなら、多少不便でも仕方ないかなと思える。


    　けれどこうしたギリギリのときはさすがにウンザリするし、ダンスレッスンなどで激しく動くことの多いらら子は、もっと身軽になりたいと思うことも少なくない。


    「ま、そんなこと言ったって、しょうがないけどね。致命的な欠陥があるわけでもないし」


    　誰にともなく言いながら、らら子は水を流してトイレを出た。


    　本番まであと少し。いったん楽屋に戻ってからスタジオに向かったほうが、迷わなくて済むだろう。そう思い、来た道を引き返そうとしたときだ。


    「ん？」


    　らら子は背後から、鋭するどい視線を感じた。


    「……なんだろう、この視線」


    　悪意、というほどではない。だが確実に、普段らら子が湯水のごとく浴びている視線とは異なる感情を孕はらんだ視線が、らら子の背に突き刺さっていた。


    「警戒心、とか？」


    　視線に込められた感情を分ぶん析せきしつつ、らら子はゆっくりと歩き続ける。やがて視線がかき消えたところで振り返ると、ガラクタやらポスターやらで雑多な廊下に、人の気配は既にない。


    「……まさか」


    　警戒心。その意味をらら子は考える。らら子の集客力に目をつけた《ＳＯＸソツクス》が、新たなテロを企くわだてているかもしれないというアンナの言葉を思い出す。


    「《ＳＯＸ》？」


    　らら子の心臓がどくんと跳ねた。


    　もしやこれは、千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスでは？


    　いまここで《ＳＯＸ》のろくでもない企てを阻そ止ししたとなれば、コンサートの仕返しになるのはもちろんのこと、


    「すっごく注目されちゃう！」


    　コンサートを台なしにされた悲劇のヒロインではなく、国家を揺るがす大犯罪者を撃退した英雄として、さらなる飛躍が望めるだろう。圧倒的注目、限りない称賛、想像するだけで胸が高鳴る。もしもそれらを手にすることができたなら、ずっと抱えているこのモヤモヤも、綺き麗れいさっぱり消え去ってくれるかもしれない。


    「よーし、そうと決まれば」


    　気配を極力殺しながら、らら子は視線のあった方向へ歩き出した。


    　なあに、心配ない。ちょっと危ない目に遭あうかもしれないが、ここはらら子の味方がいっぱいの放送局で、そのうえアンナをはじめとした大量の善ぜん導どう課職員までひしめいているのだ。ちょっと悲鳴でも上げれば、どんな危険も一発解消。なんの問題もありはしない。


    「あっちかな」


    　視線が消え去った方角へ曲がり、話し声のようなものを頼りに、さらに奥へ。


    　やがてらら子がたどり着いたのは、局で撮影した番組をＰＭネットワークへと配信する専用の操作室だった。らら子が今日きよう出演する生放送番組も、ここから全国のＰＭに配信される手て筈はずとなっている。


    「……」


    　気配を殺し、息を殺し、そっと中を覗のぞきこむ。


    　しかし操作室にいた白い影を見た瞬間、らら子はがっくりと肩を落とした。


    　操作室でなにやらごそごそと機械をいじっているのは、善ぜん導どう課の制服に身を包んだ二人の男だったのである。


    「……そりゃそっか」


    　善導課がこんな重要施設の警備を怠おこたっているわけがない。とんだ勘違いだ。くだらないことやってないで、すぐスタジオに向かおうと、らら子が身を翻ひるがえしたそのときだった。


    



    「おい、気をつけろよ。取り扱いをミスったら、しばらく目が離せなくなるからな」


    「わかってるが……しかし地下国会図書館のお宝だぜ？　せっかく俺おれたち善導課は仕事中だけ電撃機能オフにしてもらえてるんだから、一目くらい役得ってことで……」


    「バカ野や郎ろう。一目見ただけで即発射。前かがみで済めばマシって代しろ物ものだぞ。今日の放送ジャックのために、藻みず女くめ様直じき々じきに選別されたんだ。電撃なんて食らうまでもなく、意識もってかれるぞ」


    



    「……え？」


    　聞こえてきた会話の不ふ穏おんさに、らら子は思わず足を止めた。


    　なにを、話しているんだろう？　地下国会図書館って、二年前に話題になった、あの？


    　それに、放送ジャックって……この人たちは、善導課の職員じゃないの？　まさか、《ＳＯＸソツクス》が化けてるとか……？


    　らら子は話を聞くためというより、ただただ立ち尽くすようにしてその場に留とどまった。そして、聞いてはいけない領域まで、はっきりとその耳で聞き取ってしまう。


    「にしても、俺らの上司も酷こくな命令してくれるよ、まったく」


    「仕方ないだろ。これも、公務員の立派なお仕事ってやつだ。これ以上《ＳＯＸ》の支持者が増えないよう、ばっちりネガキャンしてやらないとな」


    「でもよー、この前のコンサートだって、俺たちのバラまいたヒワイのせいで、たくさんの人が電撃食らって……今回は放送を通して、もっとたくさん犠ぎ牲せい者しやが出るんだろ？」


    「《ＳＯＸ》の支持者が減るなら、安いもんだ」


    　らら子の全身から、嫌な汗が噴き出した。


    「善ぜん導どう課が、テロの相談……？　コンサートのときのテロが、善導課の自演……？」


    　なら、いまこの局内で警備をしている善導課は。


    　いやそもそも、この操作室に本来詰めているはずの人はどこに？　正規の警備員はなにをしてるの？　それとも、まさか、


    「全員グル？」


    　善導課も、政府にべったりだというこの放送業界も？


    「ぜ、絶対ヤバイよ……これ、ヤバイこと聞いちゃった……っ」


    　いくら《ＳＯＸソツクス》対策とはいえ、善導課がテロに加か担たんしているなんて、大スキャンダルもいいところだ。頭によぎるのは、この二年、病気根こん絶ぜつを理由に権限を拡大していった善導課の強権的な取り締まり。


    　これは見なかったことにして立ち去るしかない案件だと、らら子の直感が告げている。


    　震える息を殺し、言うことを聞かない手足を叱しつ咤たし、らら子はゆっくりゆっくりと後ずさった。だがそんなときに限って、ろくでもないことが起こる。


    　──ガシャン。


    「ひぇっ!?」


    　らら子の足あし下もとから、金属質の音が大きく響いた。雑多に置かれていた撮影器具の部品を軽く蹴け飛とばしてしまったのだ。同時に、自分でもびっくりするほどの悲鳴が喉のどから漏もれる。


    「誰だ!?」


    「う、うわっ、気づかれた……っ」


    　気配を殺すことも忘れ、らら子は一いち目もく散さんに逃げ出した。


    　脇わき目めも振らず、がむしゃらに廊下を突っ走る。幸いにして視線は感じなかったから、姿を見られたということはないだろうが……。


    「ほかの連中に連絡回せ！　廊下全部封ふう鎖さしろ！」


    　背後から恐ろしい怒号が聞こえてきた。


    　封鎖が完了するまでに逃げ切れるだろうか。


    　いや、それ以前に、


    「こんな派は手でな衣装着てるの、あたしだけだし！」


    　これぞ主役！　嫌でも目立つ！　そんなキャッチコピーがつけられそうな原色ドレス。一瞬でも逃げている姿を見られたら、それだけで完全アウトである。仮に逃げ切れたとしても、あとで確実に立ち聞きを疑われてしまう。


    　あの善導課二人が話していたことがもし本当なら、これは疑われるだけで非常にヤバイ案件だ。おそらく、一生表おもて舞ぶ台たいに立てなくなるだろう。そうすれば、まさに身の破は滅めつ。人から注目されることが生きがいのらら子にとって、それは死刑に等しい。


    　この先らら子が健康で文化的な最低限度の生活を送るためには、一切の容疑をかけられることなく、この場を完かん璧ぺきに逃げ切らねばならない。


    　そのとき、追い詰められたらら子のアドレナリンＭＡＸマツクスな脳みそが、とんでもないことを閃ひらめいた。


    「……脱ぐ、か」


    　この無駄に目立つ、原色ドレスを。上半身下着とＰＭだけを装着したありのままの姿で逃げちゃうか？　やっちゃうか？　一いつ世せ一いち代だいの大おお博ばく打ち。脱いだストッキングをかぶれば顔も隠せるし、一いつ石せき二に鳥ちようだ。衣装の替えは控え室にあったし、いま着ているやつは複雑な局内のどこかに隠してしまえば、どうにかしらばっくれることもできるはず……。


    「いやいやいやいや、ないないないない。それはないよ」


    　途中まで考えて、やっぱりらら子は大きく首を横に振った。いくらなんでもそれはない。自宅やお風ふ呂ろ以外の場所、それも人目のある場所で服を脱ぐなんて、そんなのまるで《公然猥わい褻せつ病》の末期患者ではないか。


    「逃げ切ってみせる！　服を着たまま！」


    　だが、パニックになった状態で複雑な構造の放送局内を走り回り、複数の善ぜん導どう課職員から逃げ切ろうというのは、いささか無む謀ぼうだった。誰にも少しも見られてはいけないという、ある意味普段とは真ま逆ぎやくの行為に脳が混乱したこともあっただろう。らら子はあっという間にどこへ逃げればいいやらわからなくなり、しまいには使われていない会議室に飛び込んでしまった。


    「ああああっ、これじゃあ袋ふくろの鼠ねずみってやつじゃん！」


    　しかしどうしようもなかったのだ。四方八方から善導課の気配がして、もうここに進路を取るしかなかったのだ。


    　善導課を一人か二人ぶち殺せば、あるいは活路が開けるかもしれない。しかしそんなやり方で逃げ切ったとしても、捜査の手は後日、確実にらら子に迫るだろう。


    「やっぱり……脱ぐしかないのかな……」


    　服を脱いで走り出せば、多少強引に包囲を突破したとしても、あとでらら子が疑われる可能性は低くなる。追い詰められたらら子は、もはやそこに賭かけるしかなかった。


    「よ……しっ」


    　大きく息を吐き、まずは靴を脱ぎ、続いてストッキングを脱いでみる。それをかぶり、視界確保のために穴を開ける。そのあたりで、妙にテンションが上がってきた。勢いに任せ、衣装のホックに手をかける。一つ一つ、まるで命を削るように外していき、あとは思い切ってこの手を離せば……。


    「あ」


    　と、そこまでやったところで、らら子は致命的な事実に気がついた。


    「あたしがどっか消えたって、あの月つき見み草ぐさたちが知ってるじゃん……」


    　ここまで来てやっと気づいた絶望に、らら子はがっくりと膝ひざを折る。


    　あのアホ丸だしな月つき見み草ぐさたちもグルだとは考えにくいが、直属の上司らしいアンナが今日きようこの現場の責任者なのだ。操作室での悪あく行ぎようを黙認している可能性は高い。また、万が一グルでなくとも、同僚の善ぜん導どう課職員から「姿を消した人間はいなかったか」と聞かれれば、他意なく答えてしまうだろう。剝むき栗ぐりらら子が消えていたと。


    「う、ううううっ」


    　どうする、どうするどうする。


    　この窮きゆう地ちを脱するためのあらゆる知識が走そう馬ま燈とうのごとく駆かけ巡り、そこでらら子はある結論にたどり着いた。もしかしてこれは、本当にどうしようもないのでは？


    　……そうか。どうしようもないのか。ならば。どうせここで人生終了ならば。いっそこのまま生放送に突撃して、善導課の不正を告白、最後に死に花咲かせるのもまた一興。


    「……なら、武器がいるよね」


    　善導課を蹴け散ちらし踏み越えていくための、立派な武器が……。


    　らら子はストッキングをかぶったままで、室内をゆっくりと見まわした。残念ながら会議室に手頃な鈍どん器きは落ちていなかったが、らら子でも振りまわしやすそうなパイプ椅い子すがたんまりと置いてある。よしこれを装備しようと、らら子が一歩踏み出した、まさにそのとき。


    　ガコンガコン！　ガコンガコンガコン！


    「えっ!?　な、なに!?　なになになに!?」


    　頭上からいきなり謎なぞの異音が響き、身をすくませながら天井を見上げる。


    「ダクトの、中から……？」


    　異音はどうやら、換気用のダクトから響いてきているらしい。不気味なことに、異音は少しずつ大きくなり、なにかがこちらに近づいてきているようだった。凄すごい速さで。


    　やがて、


    「うおおおおおおっ!?」


    「きゃあああああっ!?」


    　ぬるりんどべちゃ。


    　異様な音を響かせながら、男がダクトから降ってきて、らら子は当然のように悲鳴を上げた。


    「な、なんなんだ今日のアンナ先輩は……っ！　僕らのこと恨んでるのはわかってたけど、今日はなんだかやけにしつこい……鬼おに頭がしら印じるしの特製ローションがなければ即死だった！」


    　全身謎の粘ねん液えきで覆おおわれた男は、わけのわからないことを言いながら立ちあがる。


    「な、な、な、んなんですか、あなた！」


    「え？　なに？　アナルがどうしたって？」


    「はあ!?」


    　男はぬらぬらと全身を謎の粘液で覆い、さらには異臭まで漂ただよわせながら、らら子の質問にわけのわからない言葉を返してくる。


    「ところで君、僕の同業者かな？　頭にかぶってるストッキング、凄すごくいいよ。古き良き変態って感じだ！　綺き麗れいなドレスとのギャップがポイントだね」


    　妖怪めいた男の意味不明な言葉は右から左に聞き流し、らら子は男をじっと観察した。局内関係者のようなラフな服装からして、善ぜん導どう課ではないようだが、そもそも人間かどうか疑わしい。一体全体何者なのかと、そのぬらぬらした顔面を凝ぎよう視しして、らら子はまた悲鳴を上げた。


    「あああああああああっ!?」


    「え？　な、なになに？　いきなりアクメ声出してどうしたの？　発情期？」


    「さっきから、なにわけのわかんないことを！」


    　その人じん畜ちく無害そうな顔は、よーく知っている。下へ手たをすれば、らら子より有名な時期さえあったのではないだろうか。二年前、史上最低のテロリストとして全国に指名手配され、連日ニュースで報道されていた、憎きその男の名前は。


    「《ＳＯＸソツクス》のリーダー、奥おく間ま狸たぬ吉きち！」


    「うわ、速攻でバレた。さすがに直接顔見られるとキツイかぁ。やっぱり変装は女装をデフォにすべきかなぁ。いやでも癖くせになったらマズイし……ん？　あれ？　もし癖になったとしても、そのときは華か城じよう先輩に男装してもらえば、すべての秩序は保たれるのでは……？」


    　らら子が真正面から正体を指摘したというのに、全国指名手配の犯罪者はまったく慌あわてることなく、あらぬ方向を見ながら意味不明の呪じゆ文もんを呟つぶやいている。


    　こいつ、ヤバイ……ぶっちぎりでイカれてる。理屈ではない。らら子の本能が叫んでいた。


    　しかしどうする。


    　奥間狸吉は会議室の出入り口とらら子の間に立っている。なにをしでかすかわからないこの犯罪者の脇わきを抜けなければ、ここを出ることはできない。


    　……先せん手て必勝、か。らら子はパイプ椅い子すを手に取った。


    「いまここで善導課は敵！　だけど《ＳＯＸ》はもっと敵だあああああっ！」


    「は？　え？　ぎゃああああああっ!?」


    　なんという反射神経。


    　必殺の雄お叫たけびとともにらら子が死角から振り下ろす全力のこもったパイプ椅子を、奥間狸吉は白しら刃は取りの要領で受け止めてみせる。全身ぬるぬるのくせに、随分と手先が器用だ。


    「い、いきなりなにするんだ!?　もしかして変態のフリした善導課!?　それとも度を越したドＳ!?　あ！　それとももしかして、ローションは邪じや道どうとか言っちゃうタイプ!?」


    　ええい、こんなところで意味不明な戯ざれ言ごとを繰り返すバカに手こずっているわけには……膠こう着ちやくした現状をどうにかしようとらら子が脳内で次の一手を模も索さくしていたときだ。


    「え？」


    「あっ」


    　らら子は思い出した。


    　自分はついさっき、服を脱ごうといろいろ外して、最後の一線を手で押さえているだけではなかったか。はたと気づいた次の瞬間。


    　はらり。


    　らら子の激しい動きに耐えきれなくなったドレスが、あっけなく重力に敗北した。


    　ドレスが地に落ち、らら子の身体からだを包むものはＰＭと上半身下着、それから薄手の肌はだ着ぎのみ。


    「う、ぎぎぎぎぎぎぎっ」


    　こんな最底辺の犯罪者の前で、このあたしがこんな格好……っ！　屈くつ辱じよくに震えていたらら子だったが、ふとあることに気づいた。


    　奥おく間ま狸たぬ吉きちの様子が、なにやらおかしい。


    「……」


    　首を思いっきり遠くへ逸そらしながら、しかし時折、ちらちらとこちらの身体を凝ぎよう視ししているのである。その様子はまさにボクシングのヒット＆アウェイ。そして狸吉の視線がジャブのように突き刺さるたび、らら子は自分の様子もおかしくなっていることに気がついた。


    「え、え、な、なにこれへぇ」


    　ぴくん、ぴくん、ぴくん。


    　剝むき出しの身体に視線を感じるたび、極上の快楽が身体の芯しんから湧わき上がってくるのである。


    「な、なんれぇ……っ？」


    　相手はたったの一人。しかも視線にこめられた感情は称賛だか罪悪感だかよくわからない不純物で、これまでの経験からすればゴミカスみたいな視線である。


    　だというのに、らら子の下半身からは呂ろ律れつがおかしくなるほどの快楽が湧き上がっていて、いまにも腰が抜けてしまいそうだ。


    　らら子が未知の感覚に悶もん絶ぜつしていたその矢先。


    「ふぇ？」


    　足より先に腕から力が抜け、らら子が握っていたパイプ椅い子すがどこかへすっぽ抜ける。


    「え!?」


    　狸吉のほうも、かなりギリギリでパイプ椅子を支えていたのだろう。不意打ちでパイプ椅子がすっぽ抜けた拍ひよう子しに体勢を崩し、白しら刃は取りのために上空へ掲かかげられていた腕が、そのままらら子の胸元を襲おそった。


    　ビリィィィィィィッ！


    「うわああああっ!?」


    　悲鳴を上げたのは狸吉である。


    「……？」


    　その両目が自分の胸元を凝視していることに気づき、らら子も釣られて視線を落とす。


    　そこにあったのは、一昨年くらいから急激に膨ふくらんできた二つの柔にゆう丘きゆう。その二つの脂肪の塊かたまりを覆おおい隠していたはずの上半身下着と肌はだ着ぎは既に存在せず、その残ざん骸がいが狸たぬ吉きちの手に残されるのみであった。


    「ふぇ？」


    　見られている。


    　電撃ＰＭ以外になにも身につけていない、首から下のこの身体からだを。あますところなく満まん遍べんなく、凝ぎよう視しされている。目の前の男、奥おく間ま狸吉に。


    　いや正確には、狸吉は一秒も経たたないうちに目を逸そらし、天を仰あおぎながら超高速で九九を唱え始めたのだが、その一秒が永遠だった。これまで誰にも見られることのなかった部位に、まる出しの肌に、狸吉の視線が突き刺さっている。そう自覚した、その瞬間。


    「あ、あ──や」


    　全身の素肌から染みこんだ視線が、快楽の川となって一いつ気き呵か成せいに下腹部へと流れ込む。


    「なにか、なにかが……あ、あああぅぅぅぅ」


    　らら子の中で、星が弾はじけた。


    



    「ひいいいいいいいいいいいいいいいいいんっ!!!?!???」
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    　これまでの人生で浴びてきた視線の快楽を、一瞬に凝ぎよう縮しゆくしたような大爆発。


    　そしてあろうことか、あろうことかである。らら子はそのとき、胸にぽっかりと空いていた穴が埋まるのを感じていた。欠けていたパズルのピースがいま、かちりとハマったのである。これまでずっと晴れることのなかった下腹部のモヤモヤが一瞬で吹き飛び、らら子は新世界の幕開けを見た。強烈な爽そう快かい感かんが、何度も何度も下半身から押し寄せる。


    「や、ダメ、な、なにかが、なにかが」


    　そのときらら子は、真っ白な爆発の中に辛かろうじて残る理性で困惑していた。


    　なにかが下半身からあふれてくる。おかしい。トイレならさっき行ったはずなのに。


    　この年になってまさかお漏もらし？　と思ったときには既に遅く、液状に具現化された快感がらら子の体外に染み出した。次の瞬間。


    　バチィ！


    「ぴぃ!?」


    　らら子の下半身に装着されたＰＭが、強烈な電撃を炸さく裂れつさせた。


    「な、なん、で……あたし、病気なんて……」


    　かつてない快楽に突然の電撃。それらをほぼ同時に食らい、らら子はたまらずその場に倒れ込んだ。


    「う、うわああっ!?　ちょっ、君！　大丈夫!?　ねえってば！」　


    　あまりにも急きゆう転てん直ちよつ下かすぎるらら子の大スペクタクルに、さしもの犯罪者も随分困惑しているようだった。


    　しかしらら子はもはや目の前の怨おん敵てきになにか言い返す気力もなく、朦もう朧ろうとする意識の中で、


    「な、なんれ……なんれこんな……はらか見られらのに……電気も、バチバチなのに、たくさんきもちいい……」


    　そんな言葉を意味なく繰り返すのだった。


    「う、うわわ、どうしよう」


    　ぼんやりと虚こ空くうを見つめるらら子を前に、狸たぬ吉きちがおろおろあわあわと室内を歩き回る。


    「え、ええと。なんだかよくわかんないけど、ストッキングかぶったまま勝手に脱いで勝手に感じて……この子、間違いなく露ろ出しゆつ癖へきをこじらせたド変態だよね？　なんでこんなとこにいるのかわかんないけど、こんなとこに放置しておいたら、間違いなく逮たい捕ほされちゃうだろうし……」


    　考えを整理するように言いながら、狸吉はらら子にドレスを覆おおいかぶせた。


    「仕方ない。かなり手間だけど、女性のテロリストに連絡して、この子を局から運び出すのを手伝ってもらおう。ええとそれから、また勝手に感じられても困るから、アニーにこの子の電撃ＰＭもいったん無効化するよう頼んで……うーん、時間大丈夫かな……」


    　茫ぼう然ぜん自じ失しつの夢うつつ。らら子が初めての感覚に陶とう然ぜんとしている間に、事態は刻一刻と進んでいくのだった。


    



    　　　　　　●


    



    「……う、ううん？　あれ？　ここどこ……？」


    　ようやく周囲の様子がわかるくらいには意識がはっきりしてきた頃。


    　らら子は、なぜか自分がどこぞのビルの屋上に寝かされていることに気がついた。


    　誰かに運んでもらったことは覚えているのだが、なんだか経緯がはっきりしない。日が落ちたビルの屋上に吹きすさぶ風は冷たく、思わずらら子は身震いする。


    　左側から鮮せん烈れつな光を感じて、そちらに首だけ動かした。


    　らら子の視線の先にあったのは、少し遠くのビルに設置された巨大街頭モニターだった。そこに映しだされたざわめくスタジオと、「ただいま剝むき栗ぐりらら子さんの到着が遅れております」というテロップを見て、らら子はぎょっと目を見開く。


    　あっ！　生放送！


    　そう口にしながら身体からだを起こそうとしたのだが、


    「あぅ……？」


    　少し身体を動かしただけで頭がふらつき、思ったように声も出ない。そういえばストッキングをかぶったままでいるせいか、なんだか少し息も苦しい。


    「あっ、ちょっとちょっと。ダメだってまだ動いちゃ。イった直後みたいに安静にしてて」


    　らら子のもとに、誰かが駆かけ寄ってくる気配。この声、たしかさっきの……奥おく間ま、狸たぬ吉きち。


    「あの電撃、一撃でも相当強力だからね。まともに食らって動けるのは父さんくらいか」


    　狸吉は、ストッキング越しにらら子のおでこを押さえて寝かしつけると、近くの人間が起動させているＰＭに向かって話しかける。


    「ごめん、こっちの話。うん、必要な機材はちゃんと操作室にシコシコ仕込んでおいたよ。なぜか善ぜん導どう課が操作室から散ってて、思ったよりスムーズに済んだんだ。僕ら《ＳＯＸソツクス》を騙かたった善導課テロ、今回はなんとか防げたみたいだ。じゃ、アニー。あとは打ち合わせどおりによろしこ！」


    　言うと、狸吉は懐ふところから女性用下半身下着を取りだし、当たり前のようにそれをかぶった。と、それを合図にしたかのように、らら子の左側で信じられないことが起きた。


    「な、なんで……？」


    　巨大街頭モニターでいままさに放送されていた生放送が突とつ如じよ暗転し、下着をかぶった奥間狸吉を映しだしたのである。そして、


    



    『「おちんぽおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」』


    



    　らら子から少し離れた位置で狸たぬ吉きちが叫ぶのと同時、モニターの狸吉も数瞬遅れで同じ奇声を発した。


    「な、なにこれ」


    　なにが起こっているのかまるでわからないらら子を置き去りに、狸吉は意味不明な音の羅ら列れつを電波に乗せ続ける。


    『「ちんこちんこinマ●コ！　ちんこちんこinマ●コ！　わーっはっはっはっは！　俺おれの名前は《雪せつ原げんの青あお》！　ああっ、早く皆様にも知っていただきたい！　公衆の面前で下ネタをまき散らす、この清すが々すがしさを！」』


    　そこで狸吉は『「ふぅ……」』と妙にわざとらしい調子で息を整え、


    『「さて、本日この放送を乗っ取らせてもらったのには、理由がある！　先日、大量の人間が電撃ＰＭの餌え食じきとなった、あのコンサートの件である！　はっきり言おう、あれは俺たち《ＳＯＸソツクス》の犯行ではない！　なぜなら」


    　狸吉がすっと上空を指さす。


    『「俺たちの犯行なら、あの程度の規模で済むはずがないからだ！」』


    　そこでらら子は見た。


    　それまで闇やみに紛まぎれていたのだろう大量の気球が光を放ち、空を埋め尽くしているのを。


    　その数は百か二百か。とにかく大量の、肌はだ色いろの肉まんめいたデザインの気球が、さらに大量の紙片をバラまいている。それは雨水のように街全体に降り注ぎ、らら子たちのいる屋上にも、まるで制限されることなく舞い散り続ける。


    『「そしてなにより！」』


    　シャワーでも浴びるかのように、空から降る大量の紙片を全身で浴びていた狸吉が、おもむろに服を脱ぎ捨てた。狸吉が身にまとうのは頭にかぶった下半身下着と、どういう意図かまったく不明だが、下半身に装着された白鳥の頭部のみ。たったそれだけ。狸吉の肉体を覆おおうものは、ほかになにもないのだった。


    　そう、信じられないことに、彼は電撃ＰＭはおろか、首と両手首にあるはずのＰＭさえ、装着していなかったのである。


    『「ご存じの方もいるだろう。そう、もし俺たちが卑ひ猥わいなイラストをバラまくとすれば！　そのときは必ず、一帯の電撃ＰＭを無効化する！　俺たちにはその技術がある！」』


    　街頭モニターに映しだされた映像が切り替わる。


    　それは頭上から降り注ぐ紙片を拾い、憑つかれたかのように凝ぎよう視しする人々の姿。地上ではいままさに、あの日のコンサート会場と同じことが起きているようだった。しかしその規模はコンサートのときとは比べものにならず、さらには狸吉の言葉を裏付けるように、いつまで経たっても電撃が作動する気配はない。


    『「しかし残念ながら、いまはまだ三十分。長くて一時間ほどの無効化にすぎない。ほかにも制限は多く、安全のため、無効化時間内に賢者モードへ移行しておいてほしいという情けない現状だ。自由なエロとはほど遠く、申し訳なさで朝も勃たたない。だがそれでも断言しよう」』


    　ひときわ大きく息を吸い、狸たぬ吉きちは言う。


    『「俺おれたちはムラムラしていいんだ。エロを楽しんでいいんだ。湧わき上がる衝しよう動どうを恥じることはない。責められる謂いわれなどなにもない、病気などでは断じてない。ただエロが好きなだけで蔑さげすまれてなるものか。罵ののしられてなるものか。なぜなら俺たちは、間違っているからこそ魅力的なエロも！　下ネタも！　大好きなんだから！」』


    　演説めいた狸吉の声が、春の夜空に響き渡る。


    　そして狸吉は数秒押し黙り、なにかのメッセージのように小さく付け足した。


    『「もう少しで、約束の二年です」』


    　暗転。


    　街頭モニターが切り替わり、騒然としたスタジオが映しだされる。その映像も数秒ですぐ差し替えられ、『しばらくお待ちください』という文字だけが流れ出す。


    「ふぅ……スッキリした。オナ禁を解除したときみたいに」


    　やがて、一仕事終えたというような様子で、下半身から白鳥の頭を生やした奥おく間ま狸吉がこちらに戻ってきたときだ。


    「《雪せつ原げんの青あお》！　善ぜん導どう課の連中がここに気づいたようです！」


    《ＳＯＸソツクス》の構成員らしき人間が屋上に駆かけ込んできて、焦あせったように言う。


    「ぜ、ぜんどうか……っ」


    　ぼんやりした頭にその単語ははっきり響き、らら子は慌あわてて身を起こそうとする。だが先ほどのように身体からだは満足に動かず、自分を追ってきた善導課への恐怖や焦りがぶり返す。


    　と、そのときだ。


    「わ、わ、慌てなくても大丈夫だって」


    　さっきまで堂々と放送を乗っ取っていた狸吉が、なんだか別人のように慌てた様子でらら子の脇わきにしゃがみ込み、


    「ちゃんと君も逃がすから。変態みな兄弟。オナニー後のティッシュみたいに簡単に見捨てたりはしないよ」


    「……うぅ」


    　ああもう、本当に、まったく意味がわからない。


    　善導課の話を盗み聞きしてしまった自分が今後どうなるのかとか、さっきの演説はどういうことだとか、気になることは山ほどある。


    　けれどなぜだろう。いろいろなことがありすぎて体力の限界だったせいか、それとも狸吉の意味不明な言葉と無害そうな表情にひどく安心してしまったせいか。


    「もう、なにがなんだか、わかんにゃい……」


    　気絶するように、らら子はその場で深い眠りについてしまうのだった。


    



    　　　　　　●


    



    　狸たぬ吉きちたちが騒ぎを起こした街から遠く離れた、ここは地下国会図書館最深部。


    　その一室にて、一人の女性が繰り返し同じ映像を眺めていた。


    「随分と、手の込んだラブコールでありんすなぁ」


    　地下国会図書館の主ぬしである彼女の名は、藻みず女くめ。


    　狸吉たちとは決して相あい容いれないやり方で性に寛容な社会を作り上げようと暗あん躍やくしてきた彼女にとって、《ＳＯＸソツクス》が好き勝手に暴れ回るのは好ましいことではない。


    　事実、狸吉の演説を観みる藻女の表情はどこか思い詰めたようで、酷ひどく歪ゆがんでいる。


    「二年、二年か」


    　北の大地を含む日本全国に放送されただろう狸吉の痴ち態たいを観ながら、藻女は虚うつろに呟つぶやく。その脳のう裏りには二年前、長年にわたって準備してきた自分の計画を狸吉に利用された敗北の記憶が浮かんでいた。


    「あのときは、見事に一本取られたでありんすよ、奥おく間ま狸吉」


    　藻女は二年前、卑ひ猥わいに対する人々の恐怖を煽あおることで強固な性規制体制を築き上げようとしていた。だが狸吉はそれを利用し、藻女が制御できないほどに《公然猥わい褻せつ病びよう》への恐怖を煽り、性規制を加速させ、人々の不満が短期間で爆発するよう仕向けたのだ。


    　八か月にわたる出生率０％、性的興奮に反応して炸さく裂れつする電撃貞てい操そう帯たい、《公然猥褻病》という架空の病気を〝発症〟した者を問答無用で北の大地送りにするシステム……いまの日本は藻女の思い描えがいた性規制体制を実現する一方、その急速に過ぎる規制の発展に、人々の不満はいままさにはちきれんばかりとなっていた。


    　おそらく、全ては二年前から続く狸吉の策略どおりにことが運んでいる。あと半年もしないうちに、《ＳＯＸ》は人々の不満を一気に爆発させ、大規模なデモを扇せん動どうするのだろう。


    　そうして、この性規制体制は中途半端なかたちで崩ほう壊かいしてしまうのだ。人々の心に、愚ぐ直ちよくな性規制がもたらす恐怖を刻み込むことなく、あっさりと。


    「しかしなぁ狸吉」


    　自みずからの失策を述じゆつ懐かいする藻女の破は滅めつ的な表情には、しかし、敗北を認めるような色は一切含まれていなかった。


    「妾わらわに二年も与えるとは、それこそ考えが甘いでありんす」


    　それは、少しずつ少しずつ染みこませてきた猛毒。


    　仮に《ＳＯＸ》が電撃ＰＭを長時間無効化する技術を隠し持っていようと、善ぜん導どう課が対応しきれないほどの国民が立ちあがろうと……いきすぎた性規制がどのような悲劇をもたらすか、必ず思い知らせてくれる。どんな手段を使ってでも、藻みず女くめ自身が破は滅めつしてでも。


    　ケタケタと哄こう笑しようを上げる藻女の顔には勝利を感じさせるような要素も一切なく、その笑い声は地下深くに虚むなしく響き渡るのだった。

  


  
    



    　第二章　それぞれの性せい徴ちよう


    



    　僕が《雪せつ原げんの青あお》の名を継いでから、およそ二年。


    　鬼おに頭がしら家けの強力なサポートもあり、いまや《ＳＯＸソツクス》の勢力は日本全国に拡大、一般人の別荘などに偽ぎ装そうしたアジトを幾つも所有しており、僕はそれぞれのアジトを転々とする生活を送っていた。


    　そんな、数あるアジトの中でも、とりわけ人里離れた辺境に位置する山荘にて。


    「この大事な時期に、気づかなかったで済むかあああっ！」


    　放送局の電波ジャックに成功した、その翌日。


    　僕はゆとりに命じられ、冷たい床ゆかに正座させられていた。


    　プレイに興じているのではない、ゆとりにお説教を食らっているのだ。これが巨きよ乳にゆうのお姉さんなら、たわわに揺れる巨きよ峰ほうをローアングルから眺めるというアクロバティックなご褒ほう美びにもなるのだけど、残念ながら相手はゆとり。その胸部は地平線の彼方かなたまで見渡せる関東平野、いまにも大都市が築かれそうなほど真っ平らだ。


    　そんな感じで、二年前どころか五年くらい前からまるで成長していないゆとりの胸部についていろいろと思いを馳はせたりするのだが、決して口に出すことはない。だってほら、男だって股こ間かんを指さしながら「お粗末さんだ！」とか言われたら傷つくでしょ？　身体からだの一部が小さいことをネタにしていじってはいけないのだ。まあ、手や舌で物理的にいじるのはＯＫな場合もあるけどね。大きくなるし。


    　僕がろくでもないことを考えていると感づいたのか、ゆとりが僕の頭をがしっと摑つかむ。


    「ホントに信じらんねえぜ！　いくらお前がアホでも、普通気づくだろ!?　その目は節穴か!?」


    「どっちかっていうと肉穴かなぁ」


    「意味わかんねえこと言ってんじゃねえぜ！」


    「いやでもさ、目薬をさすときなんかにさ、『へへ、両方の穴にたっぷり注ぎ込んでやるぜ……』とかやらない？」


    「お前は叱しかられてるって自覚がねえのか！」


    　ゆとりのローキックが、正座する僕の太ももを襲おそう。めっちゃ痛い。


    「反省してるよ！　もし反省してなかったら、いまのキックで勃ぼつ起きしてるからね!?」


    「……」


    　ゆとりの顔から表情が消え、無言でのローキックが何発も続く。やめて！　衝しよう撃げきが股間に響いちゃう！　僕の雄おしべが枯れちゃう！


    「っとにお前は……。《ＳＯＸソツクス》支持者を鼓こ舞ぶするためのパーティ参加、作戦をＢ段階に進めるための幹部打ち合わせ……やることは山ほどあんのに、呑のん気きなもんだぜ。あんな厄やつ介かいなの連れ帰りやがって。いまは奥の部屋に寝かせてるからいいとして……あーあ、面倒なことにならなきゃいいけどな」


    　ゆとりは大きくため息をついて、僕への説教に疲れたのか、近くの椅い子すに腰かけた。


    「でもさ、仕方なかったんだよ、実際」


    　ゆとりの怒りがいったん収まったのを見計らい、僕は言い訳を始めた。


    「いくら相手が国民的アイドルだっていっても、ほぼ全ぜん裸らでストッキングかぶってたんだよ？　あれで気づけってほうが無茶だよ」


    　もしも僕が画面越しの露出度皆かい無むな服装からその人の裸体を詳細に思い描えがくことのできる能力者で、さらに思い浮かべた裸体をすべて名前とセットで暗記しているような超人変態なら気づいたかもしれないけど、それはそれでドン引きでしょ？　絶対。


    「つーかさ、その話、さっきも聞いたけどよ」


    　僕の言い訳をおとなしく聞いてくれていたゆとりが、すっと目を細める。


    「なんだよ、ストッキングかぶってたって。ありえねえだろ」


    「いや、僕だってそう思うけど……」


    　かぶってたんだから仕方ないじゃん。


    「まあ確かにさ、昨日きのうあの場であのアイドルを放送局から運び出した《ベーコンレタス母の会》の連中も、あのアイドルがストッキングと電撃ＰＭしか身につけてなかったって証言してたぜ？」


    　いつの間に聞き出してたんだ……。


    「けど、だからって最初っからそうだったとは限らねえぜ」


    「ええと、どういう意味かな？」


    　するとゆとりは、なぜかにっこりと微ほほ笑えみ、


    「もしかして、お前がなんかやったんじゃねえだろうな、狸たぬ吉きち」


    　心外だ！


    「僕がそんな、女の子を剝むいてストッキングをかぶせるようなド変態に見えるの!?」


    「日本全国に白鳥姿を見せつけといてなに言ってんだぜ！」


    「あれは仕方ないじゃん！　《ＳＯＸソツクス》の大切な仕事の一部じゃん！」


    　僕だってやらなくていいならやってないよ？　めちゃくちゃ気持ちよかったけどさ、やらなくていいならやってないからね？　本当だからね？


    「……」


    　ゆとりはなおも疑うように、性犯罪者でも見るような目で僕を見る。上から下まで清せい廉れん潔けつ白ぱくなこの僕を。


    　ああもう、これはあの子に直接僕の無罪を証言してもらうしかなさそうだな。


    　と、僕がゆとりの視線責めにひぃひぃ喘あえいでいたそのときだ。


    「──う、ううん？」


    　扉とびらの向こうで、人の起き上がる気配。僕が連れ帰ってきてしまったあの子──剝むき栗ぐりらら子が目を覚ましたのだと気づき、僕はゆとりを促うながした。


    「あっ、目を覚ましたみたいだよ！　怖がらせちゃ悪いから、早く介かい抱ほうしてあげないと！」


    　そんでもって、僕がなにもやってないってことを証明してもらわなくちゃね。


    「……ま、そうだな。もう手遅れかもしれねーけど、あんな影響力のある人間に悪印象もたれたくねーし、早いとこ元気になってもらってお引き取り願わねえと、どんどん騒ぎも大きくなっちまう」


    　ゆとりは言いながら下着で顔を隠し、「おー、気がついたみたいでよかったぜ」と奥の部屋へと入っていった。ゆとりは僕と違って、高校を卒業したあとは表向き、実家の手伝いをしているだけの一般人として振る舞っているから、正体は隠さないといけないのだ。


    「え？　え？　な、なんなんですか、ここ!?　誰なんですか、あなた!?」


    　部屋の中から、らら子ちゃんの怯おびえた声が響く。


    　当たり前だけど随分混乱しているみたいで、ゆとりも落ち着かせるのに手を焼いているようだった。


    「まったく、しょうがないなぁ」


    　入っても大丈夫かとゆとりに確認してから、僕はらら子ちゃんを安心させるべく、部屋の中へと足を踏み入れる。


    「大丈夫だよ、らら子ちゃん。僕だよ、君を助けた奥おく間ま狸たぬ吉きちだよ」


    　経緯はまったくの不明だけど、らら子ちゃんはあのとき、善ぜん導どう課の存在に怯おびえているようだった。ゆとりはまったく信じてくれないけれど、きっとこの子にはなにか事情があったのだろう。ならば彼女にとって僕は恩人、顔を出せばたちまち安心して股またを──じゃなくて、心を開いてくれるに違いない。


    「ああああああああああああっ！」


    　らら子ちゃんは僕の顔を見るなり、悲鳴じみた大声を発した。


    　……ん？　悲鳴？


    「あ、あああ、あなたは……奥間、狸吉……っ!?　やっぱり夢じゃ、なかったんだ……」


    　ぶるぶると震える指先で僕を指さし、自分の身体からだを庇かばうように掛け布ふ団とんを胸元まで引き上げる。その顔はみるみるうちに真っ赤かに染まり、両目は忙せわしなく揺れ動き、なみなみと涙をたたえはじめる。羞しゆう恥ちと混乱に染まったらら子ちゃんの表情は、いまにも崩ほう壊かいしてしまいそうなほどだった。


    「え、ええと、らら子ちゃん？　どうしたの？　大丈夫、僕のチンコは無害だよ？」


    　あんまりなリアクションに僕が慌あわてて駆かけ寄ろうとしたところ、


    「ち、近づかないでください！　近づかないで！　こ、こっちを見ないで！　その目であたしを見ないでぇ！」


    　らら子ちゃんはなにかを我慢するように下腹部を押さえ、ぶんぶんと枕まくらを振りまわして僕を威い嚇かくする。


    　え？　え？　どういうこと？　なんでこんな拒絶されてるの？　そういえば初めて遭そう遇ぐうしたときもなんだかやけに攻撃的だったけど……。


    「……なあ」


    　すると、僕らの様子を静かに観察していたゆとりが、らら子ちゃんを背中に庇うようにして僕の前に立ちはだかる。


    「大丈夫。あたしはあんたの味方だから、な？　落ち着くんだぜ。……ところであたしは不思議なんだが」


    　じーっと僕を見つめるゆとりの声は、どうやららら子ちゃんに向けられているらしかった。


    「あの一見人じん畜ちく無害そうな男のなにがそんなに怖いんだぜ？　いやまあ、いきなりこんなとこ連れてこられて怖いのはわかるけどさ、なんであの男をそんなに拒絶するんだぜ？」


    　中学からの同級生に「あの男」呼ばわりされる悲しみ。


    「だ、だって、だってその人は……っ」


    　するとらら子ちゃんは混乱しきった顔で頭を抱え、


    「その人は！　あたしの上半身下着をはぎ取って！」


    　ゆとりの眉まゆがぴくりと動く。


    「なんかよくわからない方法で、あ、あたしを、わけわかんないくらい気持ちよくして！」


    　ゆとりの手が、近くの花か瓶びんに伸びる。


    「そのくせ……慌あわてなくても大丈夫だよとか、捨てたりしないからとか言ってきて……」


    　花瓶が大きく振りかぶられる。


    「ろくでもない犯罪者のはずなのに……一体なんなんですか！　と、とにかく、あたしに近づかないで！　いますぐ、どっか行って！」


    「ちょ、ちょっと待って！　おかしい！　言葉の選択がおかしい！　語ご弊へいがある！　とてつもない語弊と誤解があるからゆとりお願い許して助けてそこは死ぬ死ぬし──」


    　いまこの瞬間ほど、電撃ＰＭを身につけておけばよかったと後悔したことはない。必死の弁明はゆとりに通用せず、僕の柔らかな股こ間かんは花瓶によって蹂じゆう躙りんされてしまうのだった。
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    　ゆとりが、しゃがみ込んで動かなくなった奥おく間ま狸たぬ吉きちを「ゴミ捨てだぜ」と部屋から運び出したあとも、らら子は混乱の極きよく致ちにあった。


    「ううう、うううううっ？」


    　あのときのフラッシュバックだろうか。狸吉と顔を合わせた途端、あのときのとてつもない快楽と自分の情けない姿を思い出してしまい、羞しゆう恥ち心しんで顔が熱くなる。


    「夢じゃ、なかったんだ……」


    　意識がはっきりしてくるにつれて、混乱は増すばかりだ。


    　あの夜の出来事は夢じゃない。善ぜん導どう課が追いかけてきたことも、《ＳＯＸソツクス》にこうして連れ去られてしまったことも。謎なぞの快感でこれまで抱えていたモヤモヤが完全に吹き飛び、なぜか電撃ＰＭが作動してしまったことも。ぜんぶぜんぶ、夢ではない。夢ではないからこそ、余計に混乱する。いま自分は、一体どういう状況に置かれているのか。


    「そういえば……」


    　らら子は枕まくらに顔を埋うずめながら、目だけで周囲を見渡した。


    「生放送の夜から、どのくらい経たってるんだろう」


    　シンプルな一室には窓がなく、いまが昼か夜かさえ判然としない。


    「そうだっ、ＰＭ……っ！」


    　はっとその存在を思い出して手首のＰＭを操作する。だが、


    「え？　え？　なんで？　起動しない？」


    「悪いけど、あんたのＰＭは一時的にこっちで管理させてもらってるぜ」


    「え!?」


    「あ、ちなみにいまは四月三十日の夕方な。昨日きのうの生放送からもう少しで丸一日ってとこだぜ」


    　早くも狸たぬ吉きちを片付けたのだろうか、ドアのところにゆとりが立っていて、らら子に声をかけてきた。その顔は下着に覆おおい隠されていて、素顔はよく見えない。


    「こっちも一応、立派な反社会組織だからな。あんたの居場所を善ぜん導どう課に探知されたり、逆にあんたから通報されちゃマズイんだぜ。まあそんな怖がらなくていいぜ。こっちもあんたみたいな有名人をさらったところでメリットなんてねーんだから、いますぐにでも帰してやるぜ。……でもな、その前に」


    　ゆとりは、なにやら数秒迷った末、顔を逸そらしながら言った。


    「その、どんな感じだったんだぜ？」


    「え？」


    「いやあの……大きさとか、かたちとか……」


    「？？？」


    　一体なんの話をしてるんだろう。らら子が警戒していると、


    「だから！　僕は無実だって言ってるじゃないか《ペニスマスター》っ！」


    「ひぃ!?」


    　手足を縛しばられ頭に布袋をかぶせられ、イモムシみたいにされた狸吉らしき物体がドアのところに這はいずってきた。


    「あたしをその名で呼ぶなだぜええええええっ！」


    「でも《走る壁》よりよっぽどマシ──ぐはっ!?」


    　這いずってきた狸吉は一瞬で蹴けり飛ばされ、らら子たちのいる部屋から閉め出される。


    　さっきから疑問に思っていたが、あの人は《ＳＯＸソツクス》のリーダーじゃなかったのか。それにしては随分と扱いが雑なような……。


    「剝むき栗ぐりらら子が怯おびえるから、てめえはおとなしくどっか行ってろっつったろうが狸吉！」


    「きっとなにかの誤解なんだよ！　僕はちゃんと、ムスコの手た綱づなを握ってたんだ！　下着をはぎ取っちゃったのも、完全に事故だったし！」


    　閉め出された狸吉が、それでもなお、ドアの向こうで必死に訴える。


    「今度こそちゃんとらら子ちゃんに聞いてみてよ！　僕と会ったときにはもうストッキングをかぶってて、着てたドレスも勝手に脱げたんだよ！　ねっ、そうだよねらら子ちゃん！」


    「お前なぁ狸吉、いい加減にしねーとお前のやらかしたこと、初代にチクるぜ？　健全アイドル代表がそんな頭のおかしいことするわけねーだろ」


    「あ、あれには事情があったんです！」


    　思わずらら子は叫んでいた。


    　人をこんなところに監かん禁きんして、下半身下着を頭にかぶっているようなイカれた犯罪者に「頭がおかしい」と言われ、黙っていられなかったのだ。


    「……え？　マジで自分からストッキングかぶってたのか？　服も自分から？」


    「だから、事情があったんですってば！」


    　ドン引きした様子のゆとりの視線に耐えきれず、らら子はあの夜、自分が見聞きした善ぜん導どう課のヤバイやり取りについて語って聞かせる。


    「聞いてたことがバレたら絶対にまずいと思って、あたしだってわからないよう必死に工夫して逃げようとしてたんです。でもたぶん、もうバレちゃってるかな……」


    　月つき見み草ぐさたちはとっくにらら子のことを仲間に話しているだろうし、らら子が姿を消したことで疑惑はほぼ確定しているだろう。もしかしたら、らら子が《ＳＯＸソツクス》に連れ去られたと判明すれば疑惑がうやむやになるかもしれないが、それは少々楽観的すぎる考えだ。


    　しかしいずれにせよ、この犯罪者のアジトに長くはいられない。いまは疑惑がかけられていないことを信じて帰ってみるしか……。


    　改めて現状を思い知ったらら子が途方に暮れていると、


    「あー、なるほど。そういうことだったのか。ただの露出魔にしてはおかしいと思ったんだよ」


    　扉とびらの向こうで、狸たぬ吉きちが得とく心しんがいったように言った。ロシュツ……え、なんだって？


    「それじゃあ事情が変わってくるね。君をここから帰すわけにはいかなくなったよ」


    「「……え!?」」


    　らら子はもちろん、ゆとりまでもが驚きよう愕がくの声を上げる。


    　ゆとりは扉を開け、狸吉の頭から袋をとって、その顔を見下ろした。


    「おい、狸吉、お前、なに言ってんだぜ」


    「だってそうでしょ？　まあ確かに、《ＨなＡＢＣ作戦》をＢ段階に進めるための準備もあるからいろいろ面倒かもしれないけどさ、だからってこのままこの子を解放するのは危険だよ。善導課に監禁されるか、北の大地送りか……藻みず女くめさんの慎重さを考えると、そのまま見み逃のがしてくれるってのは考えにくい。いまこの子を解放するのは、むしろ不親切だよ。早送りができないエロ動画みたいにね！」


    　意味不明なことを言いながらドヤ顔をさらす狸吉。


    　ゆとりが「そりゃそうだけど……あー、やっぱり面倒なことになったぜ」と呆あきれたように顔を覆おおい、らら子は啞あ然ぜんとして狸吉に訊たずねる。


    「え？　え？　あの……あたしのこと、すぐに解放してくれるんじゃなかったんですか？」


    「ふふふ、男の言うことなんて真に受けちゃいけないよ。なにせ射しや精せいスイッチ一つで人格が変わる信用ならない生き物だからね！」


    「そんな！」


    　悪びれずに言ってのける狸吉に、らら子は切れた。


    「ふざけないでください！　いますぐこっから出して！　この……未成年者略りやく取しゆ誘ゆう拐かいの最底辺犯罪者！」


    「うぐっ。その罪状はちょっと、シャレになんないからやめて」


    　狸たぬ吉きちが顔面に蹴けりを食らったように表情を歪ゆがませる。


    　略取誘拐が有効だと見て、らら子はここぞとばかりに連呼する。だが狸吉は、「やーいやーい」と繰り返されるらら子の罵ば倒とうの合間を縫ぬって、


    「で、でもさ。君だって、善ぜん導どう課や政府は信用できないでしょ？　あんなに必死に逃げてたわけだしさ」


    「うぐっ」


    　今度はらら子が言葉に詰まる番だった。


    　そうだ。いくらテロ組織である《ＳＯＸソツクス》の勢力拡大に対処するためとはいえ、善導課のやろうとしていた電波ジャックは本ほん末まつ転てん倒とうもいいところだ。《公然猥わい褻せつ病びよう》を広げようとしている《ＳＯＸ》対策に病びよう原げん菌きんであるヒワイをバラまいて電撃ＰＭを作動させようなんて、予防接種にしても乱暴すぎる。あんなのまるで、《公然猥褻病》をまったく危険視していないみたいではないか。


    　そう考えると、これまで適当に「そういうものか」と納得していた《公然猥褻病》やら不ふ妊にん現象についての情報も、筋の通らない部分が目立ってくるように感じられる。


    　しかし、しかしだ。


    　だからといって、危険極まりないテロリスト集団をすぐに信用するわけにはいかない。善導課や政府は信用ならないようだが、《ＳＯＸ》なんてもっと信用ならないのだ。いくら体制が怪しいからといって、健全アイドルとして活躍するらら子が犯罪者集団に匿かくまってもらうなんてありえない。


    　とはいえどうしたものか。最初だけ従順なふりをして脱出の機会を窺うかがってもいいが、この人たちが監かん禁きんを決めたのはついさっき。まだ監禁の準備ができていないうちに隙すきをついて逃げたほうが……そう考えて口をつぐんでいると、狸吉たちはらら子が納得したと思ったのか、


    「よし、そうと決まればいろいろと手配しないとね。食事と着替えと、あとそれからいろいろと教材も準備しないと。一から性知識を授さずけるなんて久しぶりだし」


    「教材ってお前……わざわざ知識授けてやる暇ひまがあんのかよ」


    　なにやら今後のことについて相談し始めた。やっぱりまだ準備は不十分。逃げるならいましかない。らら子は脱出の機会を窺うべく、二人のやり取りをじっと観察する。


    　不意に、狸吉が顔を赤くして気まずそうに頰ほおをかいた。


    「だってさ、この子無知っぽいのに、反面ものすごいド変態みたいなんだよね」


    「……お前の目と頭が腐ってるだけなんじゃねえのか？」


    「違うよ！　信じられないかもしれないけどさ、らら子ちゃんってば裸はだかを一瞬見られただけで、電撃ＰＭが作動するほど興奮しちゃったんだよ？　無知のままでいるのはちょっと危険な趣味だから、ついでにいろいろと教えてあげたほうがいいかと思って」


    「……え？」


    　狸たぬ吉きちの言葉に、らら子はぴくりと反応した。え、ちょっと待ってちょっと待って。その言い方、まるで……あの不ふ可か思し議ぎな快感がなんなのか、詳しく知っているみたいではないか！


    「お前なぁ狸吉。いくらなんでもこんな可愛いアイドル娘がそんなどぎつい趣味──」


    「あ、あの！」


    　らら子はゆとりの言葉を遮さえぎり、いつの間にか狸吉に向かって叫んでいた。


    　狸吉と真正面から目が合い、また全身が熱くなる。


    　なんだかよくわからないけれど、下腹部がむずむずして妙に恥ずかしい。


    　顔も真っ赤かになっているだろう。だけど確かめないわけにはいかない。


    「あの感覚がなんなのか、知ってるんですか!?」


    　瞬間、ゆとりが「えぇ……マジかよ……」と先ほどとは比べものにならない勢いでドン引きする。だが、らら子はそれに構わず、狸吉に詰め寄った。


    「どうなんですか!?」


    「そりゃもちろん、詳しすぎるくらいだよ」


    　狸吉は心底楽しそうにらら子を見返すと、


    「あれよりずっと強烈な気持ちよさを、より安全に享きよう受じゆする方法を知ってる」


    「……ごくり」


    　らら子は生なま唾つばを呑のみ込んだ。あれ以上の快感を、しかも安全に？


    「でも、覚悟してね」


    　葛かつ藤とうするらら子を前に、縛しばられたままの狸吉が不敵に笑う。


    「健全で退屈な世界とはここでお別れ。ここから先は、とっても刺激的だから」


    「……」


    　体制も《ＳＯＸソツクス》も、どちらも全然信用できない。けれど狸吉は、ずっと抱いだいてきたモヤモヤを吹っ飛ばしてくれた「あの感覚」について、詳しく知っているという。


    「しょ、しょうがないですね」


    　らら子は大きく胸を反そり、毅き然ぜんとした態度で狸吉を見下ろした。


    「きっと抵抗したって無駄なんでしょうから、おとなしく監かん禁きんされてあげましょう」


    　どうせ善ぜん導どう課だって信用できないんだから……とりあえずあの快感について教えてもらうまで……この様子なら、きっとすぐに向こうから教えてくれるはずだし……らら子は自分にそう言い聞かせながら、しぶしぶ、あくまで仕方なく、《ＳＯＸ》に匿かくまわれてやることを決めるのだった。
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    　らら子ちゃんを匿かくまうことが決まった、その翌日。


    　ゆとりがアジトの前まで運転してきてくれた車に遠出のための荷物を詰め込んでいると、車の点検をしていたゆとりが、ふとした拍ひよう子しに呟つぶやいた。


    「人集めのＡ段階。《ＨなＡＢＣ作戦》の下準備が二年越しにようやく完了して、Ｂ段階に移行する準備が忙しいってときに、アイドル娘の相手なんかしてる余裕があんのかねー」


    　その口く調ちようは相変わらず不満げだ。近くにらら子ちゃんがいないぶん、昨日きのうよりも少し厳しめの口調にも聞こえる。


    「まあそうだけどさ。らら子ちゃんに知識を授さずけて僕らの味方になってもらうのも、《ＨなＡＢＣ作戦》の一環みたいなものでしょ」


    　この二年間で僕たち《ＳＯＸソツクス》がやってきたことは、地道な草の根的活動が主だった。


    　体制の異常な性規制に不満を持つ人々を探し、接触し、エロイラストで懐かい柔じゆうし……Ｘデーならぬセックスデーに一斉蜂ほう起きする人員を、水面下で着実に増やしていったのである。これが《ＨなＡＢＣ作戦》のＡ段階。二年をかけたこの前ぜん戯ぎはほぼ完了していて、作戦のＢ段階を発動させるセックスデーは目前に迫っている。


    　今日きようもこれから、セックスデーに向けた進しん捗ちよくを確認すべく、各地の《ＳＯＸ》幹部のところへ直接顔合わせに行く予定だ。正直なところ、らら子ちゃんの面倒を見ている余裕はあんまりなかったりする。


    「でもさ、取り返しのつかない間違いを犯しちゃいそうな性せい癖へきの人を無知なままにしておくなんて、華か城じよう先輩はもちろん、それこそアンナ先輩にだって顔向けできないから」


    　僕が何げなく言うと、


    「……。その言い方はずるいぜ」


    　ゆとりは少しの沈黙を挟んでから、いつものように「やれやれ」と言わんばかりの口調で、


    「ま、《ＨなＡＢＣ作戦》が最重要ってことだけ覚えておいてくれりゃ、なんだっていいんだぜ」


    「もちろんだよ。あくまで《ＨなＡＢＣ作戦》を優先してるからこそ──」


    　こちらから自主的に知識を授けるようなことはせず、物欲しそうな顔のらら子ちゃんの口から「教えて」の一言が出るまで、放置を決め込んでるんじゃないか。


    　そう続けようとしたとき。


    「《ＨなＡＢＣ作戦》って……なんの悪わる巧だくみですか」


    　アジトの管理人を兼ねた《ＳＯＸ》構成員に連れられてきたらら子ちゃんが、不機嫌そうな顔で僕らの背後に現れた。


    「あれ？　らら子ちゃんもしかして、Ｈな作戦に興味があるの？」


    　僕が〝Ｈな〟の部分を強調して訊たずねると、ゆとりが「オヤジか！」と僕の足を小突いてきた。　


    　けれどらら子ちゃんのほうには当然、僕のセクハラ的意図は通じなかったようで、


    「別に、それには興味なんかないですよ」


    　らら子ちゃんは〝それには〟の部分をわざとらしく強調しつつ、チラチラとこちらに目を向ける。僕はそれをわざとスルーして、


    「まあ、《ＨなＡＢＣ作戦》については、これから僕らと一緒に《ＳＯＸソツクス》幹部のところを訪ねる過程で、なんとなく察しがつくかもね。ささ、ちょうど準備も終わったし、乗って乗って」


    　僕が乗車を促うながすと、らら子ちゃんが露骨に嫌そうな顔をする。　


    「……本当に、あたしもついていかなくちゃいけないんですか？」


    「もちろん」


    　ゆとりが散々言っていたように、《ＨなＡＢＣ作戦》を先に進めるべく、いまの僕は男子中学生の右手並みに大忙しなのだ。いちいちアジトに舞い戻ってエッチな知識を授さずけている暇ひまはない。


    「というわけで、さあほら、乗った乗った。《ＳＯＸ》のＨな活躍を知る、いい機会だよ」


    「そんなことより……」


    　後部座席に乗り込んだらら子ちゃんの不満げな呟つぶやきには気づかないふりをして、


    「それじゃあ、まずは第七清せい麗れい指定都市のアニーのところへ、出発ちんこーだね！」


    「小学生か」


    　ゆとりは運転席、僕は助手席にそれぞれ乗車。


    　らら子ちゃんを乗せた性教育カーは、《ＨなＡＢＣ作戦》を次のステージへ進めるべく、意気揚よう々ようとアジトを出しゆつ立たつした。


    　──わけなのだけど。


    　出発からしばらく経たった頃。


    「未成年者略りやく取しゆ誘ゆう拐かいの次は、連れ回しですかー」


    　助手席に座る僕の後ろから、僕を責めるようならら子ちゃんの声が、絶えず聞こえるようになっていた。危ない危ない、らら子ちゃんが年上のお姉様だったら言葉責めに耐えきれず、勃ぼつ・即そく・射しや！　となるところだった。


    「大体なんですか、ゆとりさんに運転任せて、自分は助手席でのんびりとか」　


    「そうは言われても、僕は免許持ってないし。持ってるのはチンコくらいかなぁ」


    　スパーン！　とゆとりに無言で頭をはたかれる。


    「テロリストがなーにえらそうに世の中のルール語ってるんですか」


    「いやいやいや、僕はテロリストだけど、最低限のルールは守るし、貞てい操そうもがっつり守るからね？　僕の心の童どう貞てい膜まくはまさに鉄てつ壁ぺき、そんじょそこらの穴じゃ破れない強度！」


    「……？　せめて日本語で話してください」


    　らら子ちゃんはトゲトゲしい声で言うと、それきり黙りこんでしまう。


    　車内が重苦しい沈黙に支配されそうになったので、僕は適当に話題を振ることにした。


    「そういえば〝下〟って漢字があるけど、あれって膣ちつとクリトリスを同時に刺激するバイブみたいで素敵だよね！　まさに下ネタの下にふさわしい漢字だよ」


    「死ねだぜ」


    「ちょっ、ゆとり!?　僕の首じゃなくてハンドルをちゃんと握って!?　人類アナ兄弟なんだから仲良くしよう!?」


    「っとにお前は二年前からずっとそれだぜ！　卑ひ猥わいな冗談しか言えねえのか！」


    「むしろそれ以外に上の口の役目なんてないでしょ！」


    「こいつ、言い切りやがったぜ……ほんの少しでいいから中学時代を思い出せ！」


    「いやまあ、中学時代も下の棒は結構やんちゃしてたんだけどね？　独りで」


    「いまさらそんなこと聞きたくなかったぜ!?　つーか下の棒ってなんだぜ！　上の棒があるみたいな言い方すんじゃねーぜ気色悪い！」


    「上の棒はもちろん舌！　人によっては指もそうなるね」


    「もういい喋しやべるなだぜ！　それ以上喋ったら死ぬぜ？」


    　ゆとりの指が思いっきり首にめりこむ。うぐぉ、喉のどマ●コが締まる締まるぅ。


    「いいや、たとえ殺されても下ネタはやめないぞ！　ええと、そうだ指といえば、愛あい撫ぶや手マンで使われることの多い部位だから、チンポに次ぐ第二の性器として扱おうって声もあるらしいね！」


    「どこにそんな声があるんだぜ!?」


    「それはもう、そこかしこから聞こえてくるよ！　ほらいまも！」


    「お前もうテロなんてやめて病院行け！」


    「僕のムスコは病気なんかじゃないぞ！」


    「そういう意味じゃねえぜ！」


    「それにしても、手が第二の性器だとするとアレだね。男の人は今後手袋を装備してないと、猥わい褻せつ物ぶつ陳ちん列れつ罪で捕まる可能性もある」


    「こいつ、まだ続けるのかよ……」


    「……あの！」


    　と、ゆとりが僕の世間話になぜかドン引きし始めたときだった。


    　それまで後ろの席でむすっと黙りこんでいたらら子ちゃんが、憤ふん慨がいしたように声を上げた。


    「昨日きのうから一体、なんなんですか！」


    「なにが？」


    「なにがって……」


    　らら子ちゃんは言いにくそうに顔を伏せながら、顔を赤く染める。


    「あたしを、その、えっちなＡＢＣ作戦？　とやらの準備にわざわざ付き合わせてるくせに、あたしを無視して、なにを二人でずっとイチャイチャイチャイチャと意味わかんない話ばっかり続けてるんですか！」


    「イチャイチャ……？」


    「わーっ!?　ゆとり！　対向車線！　ここ対向車線だから！」


    　いきなり暴走し始めたゆとりの運転をなんとか立て直してから、僕は後ろに顔を向ける。


    「僕たちが好き勝手に話してたら、なにか問題でもあるの？」


    「……そ、それは」


    　らら子ちゃんがさらに顔を赤くする。


    「別に問題なんてないです！　ない、ですけど……テロの準備で忙しいとか言いながら、随分暇ひまな時間があるんだなとバカにしてるだけです」


    「うんまあ、善ぜん導どう課に追われてたりするわけでもないから、こういう移動時間なんかは結構余裕があるね」


    「っ！　だったら！」


    「だったら？」


    「～～～っ！」


    　らら子ちゃんは僕を睨にらみ付けると、膝ひざのあたりに乗せた手をぎゅっと握って俯うつむいてしまう。


    「おい狸たぬ吉きち、昨日きのうからずっと思ってたけどな、お前、趣味悪いぜ」


    「え？　なに言ってるの、ゆとり。最近の僕のお気に入りである〝ふたなり〟は高こう尚しようなジャンルだよ。全人類がチンポの生えた美少女になれば世界は平和になる。ラブ＆ペニスだよ」


    「そうじゃねえぜ！」


    　信号が赤になったのを見計らい、ゆとりがそっと耳打ちしてくる。


    「お前もわかってんだろ？　らら子のやつ、露ろ出しゆつ癖へきについてとっとと教えてほしいんだぜ。んな焦じらすようなことせずに、さっさと教えてやれだぜ。お前が教えるっつったんだろうが」


    「わかってないなぁ、ゆとりは。そんなんじゃ、下ネタテロリスト失格だよ？」


    「な、なにがわかってないっつーんだぜ」


    「焦らして焦らして、自分の口から欲しいと言わせるからこそ興奮するんじゃないか！　あ、ごめん噓うそ冗談！　グーはやめて！　グーはやめて！」


    　命の危機を感じた僕は前言を一部撤てつ回かいして真ま面じ目めに語る。


    「らら子ちゃんの口から『教えて』って言わせなきゃいけない。それは本気だよ」


    　昔、《群むれた布地》と戦っていたときに、華か城じよう先輩が言っていた。


    　人は、自分が信用している相手からの情報しか信じないのだと。


    　露出癖とそれに伴ともなうリスクを教えるには、必然的にそれ以外の性知識をたくさん学んでもらう必要がある。けれど、らら子ちゃんは僕たちのことをまだまだ警戒しまくっている。こんな状態で僕たちのほうから一方的に知識を与えても、露出癖の部分しか聞き入れてくれないだろう。それではセックスのやり方だけ教えて、妊にん娠しんのリスクを教えないようなものだ。


    「僕たちのことを警戒しまくってるらら子ちゃんでも、自分から『教えて』って口にしちゃったら、その他の知識もスムーズに呑のみ込んでくれると思うんだよね。発情大人マ●コみたいに」


    《ＨなＡＢＣ作戦》を進める中でスムーズに知識を授さずけるには、いろいろとやり方を工夫しないといけない。お手軽なフィクションと違って、アナル開発には繊せん細さい微妙な技術が必要なのと同じようなものだね！


    　露出癖が卑ひ猥わいと関係ある事柄だとらら子ちゃんに知らせないのも、工夫の一つである。


    「まあ、そりゃ一理あるけどよ……あの勝ち気そうな娘がいつ折れるやら」


    　ゆとりが肩をすくめたときだ。


    「あの！」


    　らら子ちゃんが、後ろから僕の服をぎゅっと摑つかんだ。


    「第七清せい麗れい指定都市まで、まだまだ時間、ありますよね……？」


    「一時間はかかるかな。六十分コース、一万五千円だね」


    「その一時間、お二人はずっと雑談を続けるつもりですか？」


    「そのつもりだよ。──あ、そうそう、そういえば最近、コーヒー豆が黒マ●コに見えて」


    「だったら！」


    　僕の服を引きちぎらんばかりに力を込め、らら子ちゃんは絞り出すように言った。


    「……あの夜の快感について、あたしに詳しく、教えてください」


    「その言葉が聞きたかった！」


    　僕は早速ダッシュボードから教材を取りだし、授業の準備を始める。


    「マジかよ……とんだ逸いつ材ざいだぜ」


    　ドン引きするゆとりが路ろ肩かたに一時停車するのと同時、僕は後ろの席に移動する。


    「それじゃあ、まずはすべての基本、子供のつくり方からだね！」


    　およそ二年ぶりに使う、先輩特製の〝妊娠セット〟。ふふふ、年下の女の子、それも国民的アイドルに子供のつくり方を教えるなんて、オラわくわくしてきたぞ！


    「はあ!?」


    　股こ間かんにハチャメチャが押し寄せてきやがった僕とは反対に、らら子ちゃんが素すっ頓とん狂きような声を上げる。


    「子供のつくり方って、そんなの男女が心の底から愛し合えばできるって幼稚園で習いますよ！　バカにしないでください！　そもそもそれがあの快感となんの関係があるんですか！」


    　ゆとりが「あー、まずそっからか」と面倒くさそうな声を漏もらすが、僕としては想定内。


    　一から十まで懇こん切せつ丁てい寧ねい、男女のなんたるかについてしっかりと教えてあげよう。生まれ持った性質で、彼女が傷つかないように。


    　二年前は、僕が未熟だったせいでそれができず、アンナ先輩を追い詰めてしまったのだから。


    「大体、あなたたち《ＳＯＸソツクス》の起こした事件のせいで子供ができないってニュースにもなってるのに、一体どの面つら下げて子供のつくり方を教えてあげるだなんて──」


    「らら子ちゃん」


    　僕は真ま面じ目めな顔でらら子ちゃんの言葉を遮さえぎり、


    「子供をつくるにはまず、服を脱ぎます」


    「えっ」


    　その一言で一気に食いついてきたらら子ちゃん。僕はそれに乗じて、人類があまねく繰り返してきた増ぞう殖しよく反復運動について、これでもかと説明しまくるのだった。


    



    　　　　　　●


    



    　第七清せい麗れい指定都市内にある、港沿いの倉庫群。そこは鬼おに頭がしら家けを筆頭とした貿易関連の会社が積み荷を保存する際に使用する建物でひしめき合っている。倉庫群は相当な面積を誇り、その中においては、目的地である巨大倉庫もよくある建物の一つとして埋まい没ぼつしてしまっていた。


    「……ウソ……え……生理の穴って、排はい泄せつ物ぶつを出すための穴なんじゃあ……入れる？　雄おしべと雌めしべ……？　が、合体……？　粘ねん膜まくの接触……？」


    　途中で迎えの車に乗り換えた僕たちは、無事その目的地に到着したわけだけど、らら子ちゃんはさっきからずっとこの調子で、ぶつぶつと僕の教えを反はん芻すうしていた。


    「ふぅ、たっぷり中に（知識を）注ぎ込んじゃったよ。ペロリスト冥みよう利りに尽きるね」


    「次その下品な言い方したらぶっ飛ばすからな」　


    　ゆとりが呆あきれたように言いながら、用途不明の機械でごちゃごちゃとした倉庫内を先導していく。僕はらら子ちゃんの後ろを歩きながら「まあ、受け入れるには少し時間がかかるだろうから、いまは放っておいて、アニーとの打ち合わせに集中しよう」とのんびりした気持ちでいたのだけど、


    「いや……ちょっと待って……そんなの一回も見たことないし……大体血が集まったくらいでそんな固くなるわけない……そうだ、そうだよ……」


    　いきなりらら子ちゃんがこちらを振り返り、思い詰めたような顔で僕のズボンに手を伸ばした。……え？


    「らら子ちゃん!?」


    「おとなしくしてください！」


    　いやいやいやいや！　やめて！　僕のムスコは引きこもりだから！　暗くて狭くて湿ったところが好きなんだよ！　そうそう外に出していいもんじゃないんだよ！


    「ちっちゃい頃にお父さんのを見たことありますけど、男の人のアレが、女の人のあの窮きゆう屈くつな穴に入るくらい固くなるわけないじゃないですか！　しかも大きくなるなんて！　ファンタジー小説じゃあるまいし！　ふ、ふふふ、ニュースとかでやってる曖あい昧まいな子供のつくり方に比べて随分と筋が通ってるとは思いましたけど、それだけであたしを騙だませるとでも？　ほかの男の人はＰＭがあるから確認しようがないですけど、あなたのなら……っ！」


    「ちょっ、やめっ、やめて！　本当だから！　本当にチンコは固く大きくなるから！」


    　それこそ背中から急に翼を生やす天使とか、腕が巨大化する能力者みたいにね！


    「その慌あわてよう！　やっぱりウソなんですね!?」


    「違う違う！　勃ぼつ起きはそう簡単に人に見せていいもんじゃないの！」


    　マイチンコーは決して他人に見せてはいけない。蹴けり潰つぶされてしまう。


    「そんなご都合主義が通りますか！　あなたの話が本当だというなら、とっとと脱いで固くしてみてくださいよ！　ほらほらどうしました、できないんでしょう？　ウソだから！」


    　あああ、もう少しゆっくり知識を授さずけるべきだったか!?　僕みたいな犯罪者兼変質者から刺激的な情報をぶち込まれたせいか、らら子ちゃんが混乱を通り越して暴走してしまっている！


    「ちょーーっと待つデーーーース！」


    　僕のズボンに摑つかみかかるらら子ちゃんに、突とつ如じよ何者かが飛びかかった。


    「このペニスは予約制デース！　途中から割り込むなんて、本当に日本人デスカ!?　まったく油断も隙すきもねーのデス！　やっぱりタヌキチにも電撃貞てい操そう帯たいが必要デスネ！」


    「な、なんなんですか、あなた！」


    「ワタシはペニスの守護者アニー・ブラウン！　股またの名を《マザー・ハッカー》デス！」


    「……は!?　《マザー・ハッカー》!?」


    　らら子ちゃんが驚きよう愕がくの表情で動きを止める。夢の時間停止スイッチかな？


    「《マザー・ハッカー》って、気味の悪いオジサンなんじゃあ……」


    　アニーの身体からだを凝ぎよう視ししながら、らら子ちゃんは愕がく然ぜんと呟つぶやく。それを聞いたアニーは大きな笑い声を上げると、


    「あの愉快なプロファイルを真に受ける人がまだ残ってたんデスネ！　うぷぷ、特に《走る壁》の項目はユニークすぎて、魚ぎよ拓たくをとってるほどデス！」


    　あー、ゆとりが善ぜん導どう課に特攻しようと騒ぎになったあの記事ね……。


    「って、いまはそんなことどうでもよくて！」


    　らら子ちゃんはハッと我に返ると、


    「その《マザー・ハッカー》がなんのつもりですか！　あたしはそのウソツキの下半身に用があるんです！　どいてください！」


    「そうはイキません！」


    　なおも僕のズボンを狙ねらうらら子ちゃんを、アニーが「ヘイヘイヘイヘイ！」と完全にガードする。インドア派とは思えないフットワークだ。


    「た、助かったよアニーっ！」　


    　僕が手て籠ごめにされかけた乙おと女めのポーズで礼を言うと、アニーは爽さわやかに微ほほ笑えみ、


    「これで借り一つデース！　一発ぽっきりでチャラにしてあげマース！」


    「一発ってなにが!?」


    「フー。タヌキチが肝かん心じんなときにカマトトぶるのは二年前からの悪い癖くせデスネ」


    　アニーがやれやれと首を振る。この二年で日本語がかなりうまくなったアニーだけど、妙に単語の選択が生々しいのは勘弁してもらいたい。


    「それからユトリ！」


    　らら子ちゃんに絡みついてその動きを完全に封じたアニーが、あとからやってきたゆとりを指さす。


    「一体なにやってるのデスか！　タヌキチの下半身をちゃんと見張っておいてクダサイ！」


    「いやまさか、こんないきなりピンチになってるとは思わなかったんだぜ……」


    「甘すぎデス！　兄弟の杯さかずきならぬ竿さお姉妹の杯を交わした以上、中途半端はよくないデス！」


    「やめろ！　声がでかいぜ！」


    　らら子ちゃんに絡まるアニーにゆとりが飛びかかり、さらにカオスな状況になる。


    　竿姉妹の杯とは一体……。同じバイブを愛用していたりするのだろうか。


    　僕がそんなふうに悶もん々もんと想像を巡らせていると、らら子ちゃんの拘こう束そくをゆとりに任せたアニーが、再度こちらに顔を向けて、


    「で、今日きようは本題のついでに、このアイドルさんのＰＭを完全無効化してほしいという話でよかったデスカ？」


    「うん。お願いしたい。ずっと匿かくまうには一時的な無効化じゃ心こころ許もとないから。てゆーか、ごめんね？　セックスデー直前でかなり忙しいはずなのに」


    「フフフ。《ＨなＡＢＣ作戦》成じよう就じゆのためなら、ちょっと忙しいくらい、なんでもないのデス。アヤメとタヌキチが夢見た世界は、ワタシが夢見た日本そのものでもあるんデスから！」


    　アニーは力強く笑うと、


    「それに、機材の入手さえおぼつかない二年前ならいざしらず、いまは人もお金もたっぷりデスから！」


    　そう言って、倉庫内の奥深くへと僕たちを案内してくれるのだった。


    　ちなみにゆとりは、


    「違うんだぜ……あたしは別に、アニーの一夫多妻計画に屈したわけじゃなくて、ただあの、実家にいろいろカミングアウトして協力を要請したときに、とっとと跡継ぎつくるのを条件にされたから、仕方なく、あくまで仕方なくだな……」


    「え、ちょっと、なんなんですかこの人急に、怖いんですけど……」


    　なにやらぶつぶつ言いながら、怯おびえるらら子ちゃんを連れて、僕らの後ろに続くのだった。


    



    「うわっ、な、なんなんですか、これ……」


    　その広い空間を見渡し、らら子ちゃんが圧倒されたように声を漏もらした。


    「これが鬼おに頭がしら家けのスネかじりしてワタシがプロデュースした、《ＳＯＸソツクス》技術部デース！」


    　学校の教室が幾つか入りそうな空間には、僕たちの背丈ほどもあるような謎なぞの機械が所狭しと並べられていた。ムラムラマ●コのように火ほ照てってしまう機材の熱対策だろう、室内は鳥とり肌はだが立つほどに冷房が効いていた。


    　機材の置いてある部屋には《ＳＯＸ》技術部の構成員が出入りし、忙せわしなく機材をいじっている。機材たちから「んあーっ！　そ、そんな奥までいじっちゃ……データ飛んじゃうぅ！」という声が聞こえてくるようだ。幻げん聴ちようかな？


    「日に本ほん村むらからハッキング仲間を何人か呼んで、ペロリストの中から素質のある人たちを雌めす犬いぬ調教！　ワタシたちのサポートができるくらいには開発してやったのデス！　設備の性能も最高レベル！　定期的にＰＭの無効化をやらかしつつ、週休三日、一日一回のオナニー時間保障という福利厚生ばっちりなアングラハッキング集団を作り上げマシタ！　しかも同じ設備がほかに幾つもあるデスから、ワタシさえ無事なら一か所や二か所潰つぶされたところで屁への河童かつぱデス！」


    　アニー率ひきいる技術部のおかげで、ハッキングの速度やＰＭ無効化技術は飛躍的に向上した。


    　先日の電波ジャックや、電撃貞てい操そう帯たいを街一つぶん丸ごと無効化してしまうほどのＰＭ無効化技術は、アニーの二年間の頑張りの賜たまものだ。


    　けれどそれも無制限ではない。


    　藻みず女くめさんたち体制側も相当に技術者を投入しているらしく、アニーの広範囲ＰＭ無効化は三十分から一時間ほどで解除されてしまうのだ。電撃貞操帯を無効化するアニーと正常化する体制。そのイタチごっこは、この二年間延々と繰り返されている。


    「さてそれでは、早速この子のＰＭを完全無効化しちゃいマショウ。これだけの設備があっても、なんだかんだで結構大変な作業デスから」


    　アニーがらら子ちゃんの手を摑つかみ、奥のアニー専用個室へと引きずっていく。


    　それまで技術部の設備に圧倒されつつ、ちらちらと僕の股こ間かんを狙ねらっていたらら子ちゃんは不意を突かれたように、


    「え？　完全無効化って、え？　え？　なんですか？　あたし、なにされるんですか？」


    「大丈夫デース、ＰＭをめちゃくちゃにいじって、身分証明や買い物ができなくなるようにしちゃうだけデース」


    「え、そ、それって、そこの人と……《雪せつ原げんの青あお》とおそろいになるってことですか!?」


    　らら子ちゃんが僕を指さす。


    「そうなりマス」


    「そんな！　それじゃあいざというときに逃げられなく……で、でもだって、ゆとりさんとかは普通にＰＭ装備してるじゃないですか！」


    「善ぜん導どう課に名前とかがバレてないデスから。むやみやたらに無効化するより、日常生活の利便性優先デース。けれどあなたは違いマス」


    　アニーが自分のＰＭを操作し、中空に映像を映しだす。


    　そこに映っていたのは、『大人気アイドル剝むき栗ぐりらら子、《ＳＯＸソツクス》によって誘ゆう拐かいか!?　行方ゆくえ不明になってから既に二日！』という特番で、どの番組もそれ一色。なにをしてでも救出せよと善ぜん導どう課を煽あおっている始末だ。なにをしてでもって……そんな表現を使われたら、ペニーと一緒に妄もう想そうまで膨ふくらんでしまうではないか。僕の股こ間かんがムクムクさんだ。


    「名前がわかっているうえに、世論の後押しもあって善導課も全力デス。匿かくまう期間も一日や二日ではないデスし、念には念を入れて、完全無効化しておくのが無難デスね。フフフ、安心してクダサイ、天井の染みを数えている間……には終わりませんが、できるだけ早く……ん？」


    　と、アニーがらら子ちゃんの抵抗を弱めようと喋しやべっていたのだが、


    「う、うへへ、あたし、めちゃくちゃ目立ってる……」


    　らら子ちゃんはニュース番組を凝ぎよう視ししながら、心ここにあらずで怪しい笑みを浮かべていた。


    「……いまのうちデース」


    　その様子にアニーは一瞬引いたあと、「あたしの写真や映像があんなにいっぱい、特集まで組まれて……えへへ」と身体からだをくねらせるらら子ちゃんを奥の部屋に引きずっていく。


    「おっと、そういえば、本題のほうデスけど」


    　らら子ちゃんを部屋に引きずりこんだアニーが戸の隙すき間まから顔だけ出して、


    「例の秘密性器……じゃなくて秘密兵器、ケースケの工場から届いてマス。部下に話は通してありマスから、確認しておいてクダサイ」


    　自信満々に笑うのだった。
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    　アニーとらら子ちゃんが消えていった部屋の近くに、大量の段ボールが運ばれてきていた。僕はそのうちの一つを開き、例の秘密兵器を手に取る。


    「……うん、よし、大量生産で質が落ちないか心配だったけど、これなら大丈夫そうだ」


    　それは一言で言えば、超巨大なコンドーム。ジョークグッズのような代しろ物ものだけど、僕たち《ＳＯＸ》にとっては秘密兵器にして最終兵器。作戦のＢ段階、その要かなめとなるエログッズだ。


    「……これを見た華か城じよう先輩のはしゃぐ顔が、いまから楽しみだな」


    　巨大コンドームを伸ばしたり振りまわしたりしてニヤニヤしているうちに、かなりの時間が経たっていたらしい。ゆとりの姿が見えないなと気づいたとき、それは起こった。


    「う、うわあああああんっ！」


    　奥の部屋から、らら子ちゃんが悲鳴とともに転がり出てきたのである。


    「ちょっ、えっ、どうしたのらら子ちゃん！」


    「っ!?　いやああああああああっ!?」


    　涙目のらら子ちゃんは僕の顔……というか下半身を見るなり顔を覆おおい、「近寄るなぁ！」と大騒ぎ。近くにいた技術部の構成員が「なんだなんだ」「二代目がらら子ちゃんを泣かせてる」「まさか……ボロンしちゃった？」などとヒソヒソ話を始める。


    　なっ、ちょっ、やめて！　僕は無実だ！　変態だけど無実なんだ！　変態無罪なんだ！


    「う、ううう、まさか、本当に大きくなるなんて……本当に大きくなるなんて……しかもあんな、膨ぼう張ちよう率りつ……」


    　なんだ、一体どうしたというんだ。


    「タヌキチー、褒ほめてクダサーイ！」


    　奥の部屋から、一仕事やり終えたぜ！　という表情のアニーと、らら子ちゃん同様に両手で顔を覆ったゆとりが出てきた。


    　アニーは満面の笑みで僕の前にやってくると、


    「ＰＭ無効化のついでに、ワタシの秘蔵コレクションを使って、その子に子供のつくり方を補習しておいてあげマシタ！　これでもう、タヌキチのペニスは安あん泰たいデス！　現状維持の童どう貞てい維持デス！」


    　ちょっと待て。なんだかとっても嫌な予感がするよ？


    「らら子ちゃんに、なにか変なものでも見せた？」


    「変なモノだなんてとんでもねーデス！　ワタシの人生に必要不可欠なお宝デス！」


    　それは一体……と、僕が奥の部屋に入ろうとしたときだ。


    「知らないほうがいいぜ」


    　ゆとりが僕の手を強く握った。


    「とにかく、らら子は子供のつくり方について納得した。それでいいだろ。な？」


    　あまりにも必死なゆとりの言葉に僕が圧倒されていると、


    「フフフ。以前たまたま撮れてしまったタヌキチのソロプレイ動画がこんなところで役に立つとは……将来の夫の趣味嗜し好こうを事前に知っておけば既成事実も作りやすいデスし、今後は……」


    　不ふ穏おんな空気を感じて振り返る。そこにはいつもの快活笑え顔がおなアニーがいて、


    「どうしマシタ？」


    「……ねぇアニー」


    「撫なで撫でデスカ!?」


    「あ、いや、まあ、諸々ありがとうの気持ちはあるんだけどさ……なんかこの二年、たまにアニーの目が怖いときがあるんだけど、気のせいかな？」


    「アハハ！　気のせいに決まってマス！　モニターを見つめている時間が長いデスから、そのせいで目つきが悪くなっちゃってるのかもデスネ！」


    「そ、そうだよね。ごめんね、変なこと言っちゃって。ちんちん」


    「まあ、それはそれとしてデース。どうですかタヌキチ！　このコンドームの山！」


    　心を落ち着かせるためにちんちんと呟つぶやいた僕を尻しり目めに、アニーが巨大コンドームの詰まった大量の段ボールを背にして叫んだ。興奮しきった様子で、乳ち首くびを隠す謎なぞの閃せん光こうのように眩まぶしい笑え顔がおを浮かべている。


    「なんだか、作戦の準備が進んでるってだけじゃなく、本の中でしか感じることのできなかった頭のおかしい日本が、少しずつ現実のものになっていっているみたいで、突起がムクムク、心がワクワクしちゃうデス！」


    　なんだか少し、話題を逸そらされているような気がしないでもなかったけれど。


    「そうだね。そのとおりだ」


    　アニーの心底楽しそうな笑顔に、共感せずにいられない言葉に、僕は思わず頷うなずいていた。


    「？？？？」


    　大量の巨大コンドームを前になんだか良い雰ふん囲い気きを醸かもし出す僕らを見て、ただでさえ動揺していたらら子ちゃんはさらに混乱したようだった。


    　そんな彼女を落ち着かせつつ、僕らはさらに作戦を進めるため、早々に第七清せい麗れい指定都市をあとにした。
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    　第七清せい麗れい指定都市を出た僕とゆとり、らら子ちゃんの三人は、近場のアジトで一泊し、次に向かったのは第六清麗指定都市。


    　日が落ちた繁華街の闇やみと人混みに紛まぎれるようにして、僕たちは目的の人物を捜していた。


    「うー、この格好、窮きゆう屈くつです……」


    　道中。帽子とマスク、それからサングラスを装着した変態厚着スタイルのらら子ちゃんが不満げに漏もらした。


    「こんなんじゃ、全然視線が集まらないです……」


    「いやそのための変装なんだぜ!?」


    　昨日きのうの子供のつくり方講習（実じつ践せんなし）がよほど衝しよう撃げき的だったのか、今日きようの昼くらいまでずっと放心していたらら子ちゃんだったけど、ようやく調子を取り戻してきたらしい。


    「それに、今日もこうやってあたしを連れ回すだけで、あの快感について全然教えてくれないし……」


    　ぼそりと漏らすらら子ちゃん。貪どん欲よくに快感を求めるその姿勢はなんかもう百点満点の輝かがやきだと僕のムスコもスタンディングオベーションだけど、それはいったん置いておいてだ。


    「手っ取り早く教えるのは簡単だよ」


    　僕はできるだけおふざけの色を消し、ちょっと興奮してきたムスコの気配も隠しながら言った。


    「でもね、僕たちが知る機会を奪われてきたこの知識は本来、算数を足し算から教えるみたいに、基礎の基礎からしっかり教えるべきものなんだよ。特に君の趣味はなかなか取り扱いが難しいし、慎重にいかないとね。君のためにも」


    「……なに、いきなり、真ま面じ目めな顔してんですか」


    　らら子ちゃんがたじろいだように言うが、その表情は変態厚着スタイルのせいで窺うかがい知れない。


    「膨ぼう張ちようするくせに……」


    「そりゃあ男だからね！」


    　男子三日会わざれば刮かつ目もくして見よというけれど、三日どころか三秒もあれば男は大きく成長するよ。一部分だけ。いまだって、ゆとりの呆あきれたような視線で成長してしまいそうだ。


    「それに、焦じらしまくりの前ぜん戯ぎタイムはそろそろ終わりだよ、らら子ちゃん」


    　その言葉に、らら子ちゃんはびくりと敏感に耳をそばだてる。


    「今日会う人は、個々人の趣味を分ぶん析せきするスペシャリストなんだ。らら子ちゃんの趣味は僕も見当ついてるけど、その人はより正確に分析・解説してくれる人だからね。安心確実だよ」


    「そ、そうなんですか!?」


    　らら子ちゃんが期待に目を輝かがやかせる。


    「でもまあ、作戦の進しん捗ちよく確認が優先だから、らら子ちゃんについては思いっきり後回しになっちゃうけどね！」


    「……っ」


    　けれど僕がおどけて言った途端、らら子ちゃんは思いっきりむくれてしまった。


    　そのわかりやすい反応を見ていると、不意に、アンナ先輩にもこんなふうに知識を与えられていればよかったのにな、という思いが湧わいてきてしまう。いまとなってはもう、夢物語でしかない話だけれど。


    　そうやってしばらく、人通りの多い歓楽街を歩いたときだ。


    「奥おく間まさん、濡ぬれ衣ごろもさん」


    　淡々とした声が、どこからか僕とゆとりの名を呼んだ。


    　大通り沿いのビルとビルの隙すき間ま、その陰に隠れるようにして設置された台の向こうに、その人物は座っていた。


    　怪しい魔術でも披露しそうなローブで全身をすっぽりと覆おおい隠し、その隙間からワカメのような髪がはみ出している。


    　小さな台には白い布がかぶせられ、その上には申し訳程度におみくじが置かれていた。


    「……あ、あれ？　これってまさか……っ！」


    　その怪しげな人物を目にしたらら子ちゃんが、驚いたように声を上げる。


    「都市伝説にもなってる、神しん出しゆつ鬼き没ぼつの占い師さんじゃないですか!?」


    　どうやら随分とテンションが上がっているようで、声がいつもより数段明るい。


    「わ、わ、仕事仲間もよく噂うわさしてたんですよっ。原因不明の不調とか悩みとか、すぱっと解決してくれる凄すごい占い師がいるらしいって！　絶対同じ場所には現れないし、占い師に会った人も詳しく話してくれないから、番組で追跡しても見つからなかったくらいなのに！」


    　女の子が占い好きというのはやっぱり本当なのだろうか。らら子ちゃんが妙にテンション高く語り出す。うーむ、いつかオマ●コ占いとかおっぱい占いとか、そういう類たぐいの本でも出してみようか。その道の権威になれば、手相占いの要領で合法的にお触りする機会が増えるかもしれない。


    「狸たぬ吉きち？」


    　なんだかゆとりの声が一段と低くなった気がしたので、僕は妄もう想そうをやめた。胸の小さい人は勘が鋭するどいのかもしれない。将来のおっぱい占いのために、僕は脳内にメモをした。


    　僕がその占い師の呼びかけに応こたえて路地に身体からだを滑り込ませた段になって、らら子ちゃんが「あれ？」と首を傾かしげた。


    「あの、もしかして今日きよう会う予定の《ＳＯＸソツクス》幹部って……」


    「察しがいいね」


    　おかしいな。一瞬しか見てないけど、らら子ちゃんのおっぱいはかなり大きかったはずなのに勘がいいなんて……おっぱい占いという新機軸をかたちにするのはまだまだ先になりそうだ。


    　ショックを受けたように固まるらら子ちゃんをいったん放置プレイして、僕は占い師さんが進めてくれた椅い子すに座った。


    「どう？　繁盛してる？　不ふ破わさん」


    「ええ、今日きようもなかなかの収穫でした。欲求不満が限界そうだった三十人ほどに声をかけまして、もれなく趣味を解かい析せき、その趣味に合ったオーダーメイドイラストを堪たん能のうできる場所があると案内しておきました。まず間違いなく全員こちら側に来るでしょう」


    　人呼んで《ＳＯＸソツクス》の《性名判断士》こと不破さんは、今日の成果を淡々と報告した。


    「二年前までのハエちゃん観察も素晴らしかったですが、この新しいライフワークも毎日新しい発見ばかり。世界の広がりを感じます。《ＳＯＸ》から知識を提供されてから長く経たちますが、研究しても研究してもまだ足りません。卑ひ猥わいというものはいつまで経ってもわたしの好奇心を刺激し続ける、素晴らしい研究対象です」


    　無表情ながら、不破さんは心底楽しそうに語った。


    　不破さんは時とき岡おか学園を卒業したあと、占いという名の性せい癖へき解析に精を出していた。大学進学したいまは授業そっちのけで性癖収集に明け暮れている。しかしこれはただの趣味というわけではなく、《ＳＯＸ》の大切な活動なのだ。


    　不破さんに素質ありと判断された変態たちは後日、《ＳＯＸ》主催のエロ本パーティに招待され、事前に不破さんから注文を受けた早さ乙おと女め先輩の特製イラストを楽しむことができる。


    　そうやって少しずつではあるが、不破さんは《ＳＯＸ》を強く支持してくれる人を増やしている。不破さんは時岡学園にいた頃から一般人を草の根的にまとめあげるのが上手だったけど、その地道な行動力はいまなお健在だ。


    「それにしても、科学一いつ辺ぺん倒とうだったあの不破さんが占いなんて、いまでもなんだか違和感があるよ。男の娘エロイラストを見たときみたいに、脳が混乱しちゃう」


    「確かに占いそのものは非科学的ですが、以前にも増して卑猥を警戒するようになってしまった人たちを引き込むための入り口としては、非常に効率が良いのです。人の興味を引き信用させる技術という面で、占いは非常に科学的で、わたしの観察眼とは相性が良いのです」


    　不破さんは淡々とした表情でどこか得意気に言うと「それで、Ｘデーに向けた作戦の進しん捗ちよく具合ですが」と端たん的てきに本題を語った。


    「《ＨなＡＢＣ作戦》のＡ段階、すなわち《ＳＯＸ》の強力な支持者を増やすという草の根活動はわたし一人ではなく、現在《ＳＯＸ》の中に統合された旧四大テロ組織も二年前から継続して行おこなっているわけですが……作戦をＢ段階に進めるにあたって、支持者の数に関してはまず問題ありません」


    　そして不破さんは懐ふところから取りだしたパンツを頭にかぶると、


    「Ｘデーの当日に、どこへ何人配置できるかという部分ですが、こちらも《ＳＯＸ》支持者を主要都市を中心にバランスよく増やしてきたおかげで、最小限の労力で済みそうです。〝お迎え部隊〟の編成と移動に伴ともなう労力も、これでいくらかまかなえるでしょう。念のため、Ｘデーギリギリまで勧誘は続けて万全を期すつもりですが……作戦はいつでも発動可能、ということで問題ありません」


    　不ふ破わさんの淡々とした、けれどはっきりと紡つむがれる進しん捗ちよく報告。大量の巨大コンドームに続いて、僕の描えがいたバカバカしい作戦が、確実にかたちになっていくのを感じる。規制社会の崩ほう壊かい、そして華か城じよう先輩との再会が、少しずつ近づいてくる。


    「わかった、本当にありがとう」


    　僕が言うと、不破さんはかすかに微ほほ笑えんだ。この二年間で、そう珍しいものでもなくなった不破さんの表情だ。


    「いえいえ、わたしにこのような世界を教えてくれた奥おく間まさんや、ひいてはすべての始まりである初代《雪せつ原げんの青あお》のためにも、《ＨなＡＢＣ作戦》は必ず成功させなくては。……それで」


    　報告を終えた不破さんが、僕たちのやり取りを聞いて「そんなまさか……《ＳＯＸソツクス》の支持者がそんなに……？」と混乱するらら子ちゃんに顔を向けた。


    「その子ですか。《ＳＯＸ》が匿かくまっている有名人というのは。……これはこれは。ここまで強烈な露ろ出しゆつ癖へきを持った人はそういませんね」


    　さすがは不破さん。一発でらら子ちゃんの性せい癖へきを看かん破ぱする。


    「その、ロシュツがどうのって、なんなんですか!?」


    　不破さんの言葉に、らら子ちゃんが強烈な食いつきを見せる。僕を押しのけて椅い子すに座り、不破さんに鼻息荒く顔を近づけた。


    　不破さんは二年前から変わらず隈くまに縁取られた目を仕事人のように細めると、


    「ふむ、普段は幾つかの質問などから、より正確に趣味を分ぶん析せきするのですが」


    　言いながら、らら子ちゃんの帽子やサングラスを焦じらすようにゆっくり外していく。


    　首の上だけとはいえ、少しずつ素す肌はだを露あらわにされ、不破さんにじっと見つめられ、らら子ちゃんの息がさらに熱を帯びていく。


    「あなたはわかりやすいですね。……らら子さん、あなたは普段から人の視線を集めることに注力していますね。夢中といってもいい」


    「！　わかるんですか!?」


    「もちろんです。ああそうだ、お二人とも、詳しい解説に入る前に確認なのですが」


    　不破さんが、僕とゆとりに目を向ける。


    「この方はどの程度まで知識があるのですか？」


    「とりあえず、子供のつくり方はしっかり教え込んでおいたよ！　その身体からだにね！」


    「だからその下品な言い方はやめろだぜ！」


    　身体って脳みそのことなのに！　と言い訳する間もなく、ゆとりの鋭するどい蹴けりが炸さく裂れつ。


    　不破さんは、ゆとりにぶっ飛ばされた僕に構うことなく、


    「ふむ、ではざっくりと説明しましょう。あなたの抱える露ろ出しゆつ癖へきというものは、己おのれの身体からだ、特に子づくりの際に使用する部位を異性に見られることで快感を得る性質のことを言います」


    「こ、子づくりに使う、部位……」


    　らら子ちゃんがさっと顔を赤くし、視線を彷徨さまよわせる。


    「はい。しかしこの露出癖というのは、少々厄やつ介かいな……というか非常に興味深いものでして」


    　不ふ破わさんの語り口に、なんだかほんのり熱が籠こもる。


    「ほかの趣味と違い、基準が非常に曖あい昧まいなのです。そもそもなにをもって露出行為とするかは社会通念や宗教、時と場合によって大きく変わりますから。なので場合によっては、たとえ子づくりに使う部位を露出していたとしても、露出行為ではないという解釈もありえます。逆に普段ステージ上で一切肌はだを露出しないあなたなら、腕まくりでさえ露出になりえます。そういう意味では、暴走する公こう序じよ良りよう俗ぞくの破壊を目論もくろむわたしたち《ＳＯＸソツクス》にとって、この露出癖をどう扱うかというのは、新たな公序良俗をどう構築するかにも繫つながる非常にデリケートな問題で──っと」


    「？？？」


    　らら子ちゃんが混乱しきっていることに気づき、不破さんは一つ咳せき払ばらい。


    「すみません、少々夢中になってしまいました。まあなにが言いたいのかといいますと、あなたの欲求をうまく解消する方法を探るには、もっとよく観察する必要があるということで──」


    　不破さんが無表情のまま、おもむろにらら子ちゃんの服をたくし上げた。……え!?


    「ひぃん!?」


    　らら子ちゃんの可愛らしいおなかとおへそが露あらわになり、そのうえ、二つの南半球がちらりと──僕は咄とつ嗟さに視線を逸そらしたのだけど、不幸なことに逸らした先はゆとりの太平洋で、


    「あ、あたしの胸部を避難所にすんなだぜ！」


    　わざとじゃないと弁明するも、ゆとりは胸を庇かばいながら僕を踏み続けた。


    「～～～～っ！」


    　一方らら子ちゃんは、初めて会ったときほどではないにしろ息を荒くしてビクンビクン震えており、不破さんはそんなカオスな状況の中で「なるほど」といつもどおり至極冷静だった。


    「らら子さん、あなたは露出そのものによる羞しゆう恥ちではなく、他人から向けられる視線に常ならぬ強烈な熱が籠こもることで異常に興奮するタイプのようですね。強烈な熱とはすなわち子づくり欲求。そういう意味では男性からだけでなく、女性に興味のある女性からの視線でも興奮できるということになります。……ふむ、ならちょうどよいかもしれませんね」


    　不破さんは一人でなにやら納得すると、占い用の台や椅い子すを片付け始め、


    「奥おく間まさん、続きは早さ乙おと女め先輩のところで話すとしましょう。ちょうど用事もあることですし、そのほうが作戦の確認も含め、なにかと都合がいいでしょう」


    



    　　　　　　●


    



    　僕たちは不ふ破わさんを伴ともない、その日のうちに第五清せい麗れい指定都市へと移動した。


    　第五清麗指定都市は、不破さんが占いをやっていた第六清麗指定都市とほぼ隣接するように存在し、その中心にはオフィス街が広がっている。


    　汁男のおちんぽのように林立するビルの一つ、そこは一階がファミレスになっていて、ゆとりはその駐車場に車を停とめた。女の子がサイドブレーキを引き上げる動作は良いね、エロくて。てゆーか、細長いもの持ってたら全部エロい。ペットボトルなんて最高だよ。握るだけでなくてくわえちゃうんだから！


    「結構遅い時間になっちまったけど、大丈夫なのか？」


    　ゆとりが不安げに言うも、不破さんは「大丈夫です」とビルの階段を上っていく。


    「早さ乙おと女め先輩はいらっしゃいますか」


    　四階建てビルの最上階、そのオフィスにはまだ煌こう々こうと明かりが灯ともっており、不破さんがノックすると、すぐにスーツ姿の女性が姿を現した。昔から疑問だったんだけど、女性のスーツって水着とか目じゃないくらいエロいのに、どうして規制されないんだろう。


    「氷ひよう菓か先生！」


    　と、スーツの女性は不破さんの顔を見るなり破顔して、


    「早乙女先生が原案をお待ちです！　ささ、どうぞ中へ！」


    「ええと、ここ、普通のオフィスみたいですけど……」


    　らら子ちゃんが室内を見渡しながら言う。その言葉どおり、ここは一見ごく普通の事務所だ。しかし一つ違うのは、このビルが丸ごと鬼おに頭がしら家けの所有物というところ。スーツの女性が机の裏を操作した次の瞬間、書類の放りこまれた棚が動き、その奥に広がるカオスな空間への入り口をくぱぁと開いた。


    「……いつ来ても究極に散らかってるぜ、ここは」


    　並べられた机の上には絵筆を中心とした様々な道具が産卵、いや散乱。床ゆかには足の踏み場もないほどに紙束や段ボール、ゴミ袋がとっちらかっていて、どこからか異臭さえ漂ただよってくる。


    　それはまさになんらかの小動物の〝巣〟と形容するにふさわしい有あり様さまで、


    「うーん、むにゃむにゃ」


    　その隅っこ、ちゃぶ台の上で毛布にくるまって寝ている小さな女の子がまさしくこのビルの主あるじ、早乙女乙おと女めその人だった。その周囲にはつい先ほど平らげたらしい大量の食器がうず高く積みあげられている。鬼頭系列のお店から、ほぼ無限に出前が供給されるシステムとはいえ、いくらなんでも食べ過ぎだ。これで二年前から姿形がほとんど変わらないのだから恐ろしい。


    「早乙女先輩、早乙女先輩」


    　そのカオスな空間に、不ふ破わさんが慣れた調子で踏み入っていく。


    「今週分の特注イラスト案と、海外販売用漫画の原案を届けに来ました。男性向け女性向け、どちらも自信作です」


    「……む？」


    　不破さんに揺さぶられ、早さ乙おと女め先輩が目を覚ます。寝ぼけ眼まなこで不破さんが差しだしたＡ４用紙の束を手に取ると、


    「ぬおおおおおおっ！」


    　熟女の喘あえぎ声のような雄お叫たけびを上げて起き上がった。いやまあ知らないけどね、熟女の喘ぎ声なんて。


    「湧わいてくる！　素晴らしい構図が湯水のように湧いてくるのじゃ！　来るのが遅いから適当に食っちゃ寝しておったが、待った甲か斐いがある！　氷ひよう菓かお主ぬし、毎度のように腕を上げるの！」


    　早乙女先輩はそこら辺に転がっていた絵筆を口にくわえ、そこら辺に落ちていた紙に下書きしながら、


    「階下で仮眠中の《ベーコンレタス母の会》のアシスタントどもに連絡じゃ！　明日あしたからまた忙しくなるとな！　特に今回は女性向けが凄すさまじいぞい！　《羅ら武ぶマシーン》のやつにはいまのうちにしっかり身体からだを休めておくよう言い含めておくのじゃ！」


    　早乙女先輩のセリフを受けたスーツの女性が「はい喜んで！」と興奮した面おも持もちで階段を駆かけ降りていった。


    　早乙女先輩は二年前、表向きは普通のＯＬとして鬼頭グループに就職した。けれどその実態はいま展開されたように、鬼頭家専属のエロイラスト製造職だ。


    　その活躍はまさに飛ぶ精せい液えきを落とす勢い。


    　国内に支持者を増やすのはもちろんのこと、不破さん原作によって紡つむぎ出されるエロ漫画は、かつてアニーが拠きよ点てんとしていた日に本ほん村むらで大量に印刷され、国内外で莫ばく大だいな利益を上げている。その利益をもとに、鬼頭グループ総そう帥すいである鬼頭慶けい介すけが僕たちにあらゆるサポートを行おこなってくれているというわけだった。


    　このビルも早乙女先輩が安定して作品を生み出せるよう慶介が手配したものだ。


    「それから狸たぬ吉きちよ！」


    「え？　うわっ」


    　目をギンギンに血走らせた早乙女先輩が、手しゆ裏り剣けんの要領でなにかを投げつけてきた。


    「作戦のＢ段階で気球に詰め込む、ジョークグッズとイラストのカタログじゃ。ゴムのほうの生産を優先しとるせいで、グッズの現物サンプルはまだないが、イラストのほうは、そこに載っとる百種類を書き下ろしてある。あとは印刷するだけじゃ。確認しておけ」


    　早乙女先輩は僕が話を切り出す前に進しん捗ちよく状況を報告すると、下書きを再開してしまう。


    「相変わらず、仕事が早そう漏ろうだなぁ。……うん、グッズとイラストの出来も、文句なしの前かがみものだ」


    　僕は体育座りになっていろいろとごまかしながら感嘆の声を漏もらした。


    　作戦のＢ段階で使うグッズの監修、イラストの作製。これを高水準でこなしつつ、鬼おに頭がしら家けに毎週商品を提供したり、オーダーメイドイラストを作製したりしているのだから、頭が下がる。同時に股こ間かんのムスコは屹きつ立りつするし、うっかりセルフフェラしてしまいそうだ。


    「早さ乙おと女め先輩、作画に移る前に、少しお話が」


    　と、エロイラストモードに入ろうとしていた早乙女先輩を、不ふ破わさんが止め、なにやらもにょもにょと耳打ちをする。耳打ち……穴に口を近づけ吐と息いきを吹きかける上級変態行為……。


    「……なるほどのぉ」


    　早乙女先輩の双そう眸ぼうが、とびきりチンピクするオカズを見つけたときの僕みたいに輝かがやき、ここにきて初めてらら子ちゃんを見つめた。


    「な、なんですか」


    　らら子ちゃんは早乙女先輩を警戒しながらも、その頰ほおは既に少し赤い。


    「こやつがわしのイラストとアイコラされとる、あの忌いま忌ましいアイドルか。ふむ、確かに新作のヒロインの参考になる見た目じゃ。外見の美しさも内に眠る欲求の強さも、磨けばアンナに匹ひつ敵てきするやも……《ＨなＡＢＣ作戦》に向けて、綾あや女めたちが度ど肝ぎもを抜かしてはしゃぐような、より完かん璧ぺきなイラストができあがるかもしれんな……氷ひよう菓か、お主ぬしの提案、乗ってやろう」


    　早乙女先輩が部屋の中をごそごそと漁あさり始める。積み重ねられた過去作品の雪崩なだれに呑のみ込まれながらも、先輩はささっと数枚のイラストを探し出してらら子ちゃんに押しつける。


    「おい小娘、衣装はこっちで用意してやるから、まずはこれをしっかり視みて、同じポーズを取るのじゃ」


    「ふぇ!?」


    　早乙女先輩が掲てい示じしたイラストは、いずれも肌はだ色いろ成分の少ない、いわゆる着エロのイラストだった。肌色面積が少ないといっても、そこは早乙女先輩のイラスト。男の想像力をかき立てるチラ見せ具合は絶妙の一言で、エロ漫画の導入や表紙、すなわちオナニーオードブルにふさわしい一品に仕上がっている。


    「らら子、お主にはわしの絵のモデルをやってもらいたい。もちろんタダとは言わん。わしと氷菓の指導・分ぶん析せき、それからこの部屋にあるわしの過去作品という具体例をあますことなく吸収すれば、お主ぬしは歩くチラリズムと化すじゃろう。そうすれば、すべての視線はお主のもの」


    　早乙女先輩の熱弁と熱視線に、らら子ちゃんが息を呑む。


    「どうじゃ、やるか？」


    「もちろ──」


    　らら子ちゃんが欲望のままに即答しようとしたそのときだ。


    「あーっ！　なにやってるんですか！　早乙女先生！」


    　先ほど「はい喜んで！」と階下へ向かったスーツ姿の女性が戻ってきて、悲鳴を上げた。


    「先生の描かく卑ひ猥わいなイラストは国宝級の逸いつ品ぴんなんですよ！　大切にしてくださいって！」


    　早さ乙おと女め先輩が起こした雪崩なだれを、健けな気げにせっせと片付け始める。


    「え？　ヒ、ヒワイ……？」


    　ヒワイという単語を聞いたらら子ちゃんが、早乙女先輩のイラストを取り落とす。


    「これ全部、ヒワイってやつ、なんですか？　コンサート会場でお客さんたちを発症させかけた、あの……？」


    　あちゃー、バレたか。とばかりに額ひたいに手を当てたのは不ふ破わさん、股こ間かんに手を当てたのは僕だ。


    　あーあ。不破さんが一般人を引き入れるときとおんなじやり方で、ひとしきりエロイラストを見せたり興奮させたりしたあとに「実はそれ、卑猥でした！」とネタばらしして「ほら、発症しないでしょ？」とスムーズに性知識や性衝しよう動どうを受け入れてもらうつもりだったのに。


    「あの夜……電撃ＰＭが反応したときから、薄々思ってましたけど……あたしが感じてたあの快感って……まさかヒワイと関係があるんですか」


    　らら子ちゃんの顔色が、みるみるうちに青くなる。


    「そんな、あの快感を忘れるなんて無理なのに……でも病気なんて絶対嫌だし……」


    　露出による快感がヒワイに関係あるものなのではと、薄々疑っていたのだろう。らら子ちゃんはすっかり怖おじ気けづいてしまったように悲痛な声を漏もらす。


    　こうなっては性知識を得るどころか、自分の中の露ろ出しゆつ癖へきと折り合いをつけるのも難しい。背はい徳とく感かんはエロの魅力を増大させるが、恐怖や引け目は男女問わず股間を萎なえさせてしまう。そしてなにより、自分の内から湧わき上がる自然な衝動を悪だと思いこんでしまうことは、とても苦しく生きづらい。昔の僕が、下ネタ好きを抑え込んでいたように。


    「あー、そんな気にすることないぜ？　病気なんて、国の噓うそっぱちなんだぜ」


    　らら子ちゃんの様子を見かねて、ゆとりがその肩を叩たたく。


    「ほら、卑猥に触れまくってっけど、あたしらは全然発症してねーぜ。まともだぜ」


    「いやいや、みんな頭おかしいじゃないですか！　車の中での会話も、意味不明でしたし！」


    「それはほら、こいつらは《公然猥わい褻せつ病びよう》云うん々ぬん以前に頭おかしいんだぜ」


    　ゆとり、フォローするならちゃんとやって。


    　実はあのとき、病気を感染させるってことになってる禁止単語を使いまくってたけど、君は発症してないでしょ？　とかさ。説得する方法はいろいろあるでしょ。


    「まったく、仕方ありませんね。二年前、《公然猥褻病》の恐怖を煽あおったわたしの責任でもあります。《公然猥褻病》などというデタラメがいかに非科学的なものか、一晩かけて教え込んであげましょう。科学的に、論理的に」


    　なにやら科学者魂だましいに火がついたらしい不ふ破わさんを、僕はそっと押しとどめる。


    「こういうのはたぶん、理屈じゃ納得してくれないと思うよ」


    「では、どうするつもりですか？」


    「僕に任せてくれ。セックスネゴシエーター奥おく間ま狸たぬ吉きちに」


    　僕は、すっかり自分の露ろ出しゆつ癖へきに怯おびえてしゃがみ込んでしまっているらら子ちゃんの横に座り、「やあ、僕は股こ間かんの妖精、名前はインコちゃんだよ」。


    　そこら辺に転がっていた二リットルペットボトルを股間に装着、ピコピコと動かしながら、裏声でらら子ちゃんに語りかけた。


    「ひどすぎだぜ！」


    　ゆとりが喚わめき散らすが、それはあまりに感情的かつ短たん絡らく的な反応だ。ほら、よくあるでしょ。落ちこんだ人に話しかけるとき、物陰から手にはめたマペットだけ出して、腹ふく話わ術じゆつ的に会話するあれ。場が和なごむし、こっぱずかしいことも言いやすくなる、お洒しや落れでスマートな説得技術だ。ちょっと卑ひ猥わいにアレンジしてるけど、それが僕の自分らしさである。


    「……なんですか」


    　らら子ちゃんが僕の股間のインコちゃんを睨にらみ付ける。ゾクゾクしちゃう。


    「僕も昔ね、湧わき上がるムラムラとか、こうやってチンコで腹話術して遊びたいって衝しよう動どうを抑え込もうとしていた時期があったんだ。これは悪いことで、病気みたいなもので、矯きよう正せいしなくちゃいけないことだって」


    　外野のゆとりが「それがどうしてこんなことに……」と嘆く。ちょっと静かにしててね？


    「けど、違ったんだよ。生まれ持った衝動そのものは、全然悪いことじゃないんだ。そりゃあ最低限の節度は必要だし、むやみに発散していいものじゃない。けどそれは同時に、決してむやみやたらと抑えつけていいものでもないんだ。法律や、まして電撃なんかでね」


    　らら子ちゃんの視線が、インコちゃんから僕の顔に少しずつスライドする。


    「あの夜演説したこととかぶっちゃうけどさ。何度でも言うよ。僕たちはこの衝動を抱えたままでいいんだ。人に迷惑をかけない範囲でなら、この衝動を、思いっきり楽しんでいいんだよ」


    　そう思えるようになったのはきっと、小さな頃にアンナ先輩に救われて、その結果として華か城じよう先輩に出会い、常識を吹っ飛ばされたから。


    「……っ」


    　らら子ちゃんが、また顔を伏せる。


    「……最低の犯罪者のくせに、堂々としすぎです」


    「そうだね。それこそ末まつ代だいまでの恥なんて軽く越えたサイテー野や郎ろうだよ、僕は。ところがどっこい、それもまた一興、興奮しちゃうね。チンチンがＷＩＮ‐ＷＩＮだよ」


    「……うぅ。なんで、こんな人の言葉で、こんなに安心しちゃんだろ……」


    　らら子ちゃんはもごもごと膝ひざの上に言葉をこぼすと、不意にがばっと顔を上げ、


    「もしあたしが病気になったりしたら、真っ先にあなたを殺しに行ってやりますから」


    　決意のこもった瞳ひとみで僕を睨にらみ付けると、早さ乙おと女め先輩のほうへすたすたと歩いていく。


    「ご教授、よろしくお願いします！」


    「狸たぬ吉きちと違って礼儀のちゃんとした小娘じゃの。よしよし、たっぷりと視みて描かいてやろう」


    　どうやら、うまく話をまとめることができたらしい。


    　らら子ちゃんのお世話は早さ乙おと女め先輩と不ふ破わさんに任せ、僕とゆとりはいったん仕事場からお暇いとますることにする。らら子ちゃんの指導にはしばらく時間がかかるだろうし、僕たちはその間にいろいろとやることがあるのだ。


    　アニーも不破さんも、それから早乙女先輩も、準備は万端。作戦は確実に、Ｂ段階へと移行しつつある。それはすなわち、最後の《ＳＯＸソツクス》幹部、華か城じよう先輩と直接顔を合わせた打ち合わせが近づいているということでもあった。


    　作戦の準備がうまく進んでいることもあり、なんだか妙に落ち着かない気持ちになる。エロいものなんてなにも見ていないというのに、なんだか胸がドキドキしてきたほどだ。


    「ゆとり。母さんとの定期連絡だけど、今回は特に念入りに善ぜん導どう課の動きを教えてもらってくれるかな。僕はほかの人に足を借りて、アニーを迎えに……ゆとり？」


    「あ、あのらら子の様子……いやまさか、トップアイドルがこんなアホに惚ほれるわけが──」


    　返事がないので気になって振り向くと、ゆとりが壁に頭を押しつけ、なにやらぶつぶつと繰り返していた。ゆ、ゆとり、さん？　どうしたのだろうと思い、股こ間かんにペットボトルを差して近づくと、


    　メシャ！


    　ペットボトルが一瞬で握り潰つぶされた。


    「あ、わりぃ。別になんでもねーぜ、……ただちょっと、これ以上、人数が増えると困るなってだけで……」


    「あ、あわわ」


    　なにがなんだかわからないけど、人のインコちゃんをいきなり握り潰すのは、全然なんでもなくないと思う。


    　けれど無表情に声だけで「ははは」と笑うゆとりが恐ろしくて、僕はそれ以上チンコも話も膨ふくらませることができなかった。


    　さ、さあ、仕事しよう仕事。ペロリストとしての仕事をね！


    



    　　　　　　●


    



    　狸吉とゆとりが去ってからの数日、早乙女乙おと女めの仕事場には、いろいろな意味で興奮した女の子の声が響き渡るようになっていた。


    「ええぞ～っ、卑ひ猥わいじゃぞ～っ、そこをもうちょっとずらして……そうじゃそれじゃ！　素晴らしい！　やはりお主ぬし、逸いつ材ざいじゃな！　そのわずかな露出でこれだけわしを筆ピクさせるとは！　ぬおおお～、筆がはかどる、はかどるぞ～っ！」


    「ひ、ひいいいいいんっ！　そ、そんな視みられたら、あたし、興奮しすぎて……っ」


    　最高ランクの題材に熱視線を向ける乙おと女め、それを受けて腰砕けになったらら子。それぞれヒートアップする二人のすぐ近くで、感情のこもらない表情を浮かべているのは不ふ破わ氷ひよう菓かだ。


    「もともと他人の視線を集める技術に特化していたのでしょう。それにしても、私の指導や早さ乙おと女め先輩の卑猥なイラストから、これだけ素早くチラ見せの極意を吸収するとは……」


    　床ゆかにへたり込んでしまったらら子を見下ろし、氷菓は淡々と感想を述べた。


    「今日きようはこの辺にしておきましょう。あまり興奮しすぎるとあなたの身がもちませんし、早乙女先輩には本業もありますから」


    「ぬおおおお～っ、この興奮を維持したまま、いざ原稿とイラストへ向かうのじゃ！」


    　らら子は氷菓に肩を借り、階下の休憩所で一息ついた。


    　氷菓に持ってきてもらった清涼飲料水を「どうも」と受け取ってごくごくと飲み干し、強烈な快感の余よ韻いんにしばし陶とう然ぜんとする。


    「ヒワイで病気になるどころか……」


    　壁際の姿見に映る自分の姿を見て、らら子はふと呟つぶやいた。


    「いままでの人生の中で、一番健康的なんですけど……」

  


  [image: ]


  
    　早乙女乙女の情熱に従うまま指導を受け続け、生活リズムはめちゃくちゃになっていたはずなのに、髪はツヤツヤ。肌はだの手入れもしばらく怠おこたっていたはずなのにスベスベで、ぱっちりした瞳ひとみには活力が満ちている。


    　ついこの前まで胸の内に渦巻いていたモヤモヤなど綺き麗れいさっぱり消え去って、いますぐ踊り出したいほどに気分がいい。なにをあんなに悩んでいたのか、もう思い出せないほどだ。


    「《公然猥わい褻せつ病びよう》なんて、完全な噓うそっぱちじゃん……」


    　反面、《ＳＯＸソツクス》からもたらされる情報はどれも筋が通っていて、信用に値あたいしてしまう。らら子の中で、体制への不満がこれでもかと膨ふくらんでいく。


    「……やばいなぁ」


    　このまま健全アイドルなんて看板を背負い続けていたら、ウソツキの体制に加か担たんしてデマを広めていた人間の一人として、これ以上ないほど悪目立ちしてしまう。


    　自分は既に健全アイドルとして、日本中に顔と名前が知られてしまっている。この印象を払ふつ拭しよくするには、それこそ《ＳＯＸ》の構成員として大々的に活動するくらいしか方法はないが、反体制の犯罪者に加担すれば、それはそれで悪目立ちしてしまう。間違いない。


    　らら子が自分の今後について、悶もん々もんと考えていたときだ。


    「やっと納得してくれたみたいだね」


    「……っ！」


    　いつかららら子の独り言を聞いていたのか。突とつ如じよ休憩室に現れた狸たぬ吉きちに、らら子はびくりと肩を跳ね上げる。……さっきまで早さ乙おと女め乙おと女めに視みられていた余韻だろうか。なんだか妙にドキドキする。一瞬だけ言葉に詰まったらら子に代わって、氷ひよう菓かが狸吉に応じる。


    「おや奥おく間まさん。戻られたのですか」


    「ついさっきね。いやそれにしても、らら子ちゃんがいろいろ理解してくれたみたいで安心だよ。また一つ、この健全社会を三穴同時開発する準備が進んだってわけだ」


    　ボッキー●ウス、と手書きされたＴシャツを着た狸吉は、ほくほくと嬉うれしそうに氷菓とお喋しやべりをしていた。


    「なーに調子に乗ってるんですか」


    　もし病気になったら殺しに行きます、とまで言っておいてまんまと気持ちよくなってしまった手前、なんだかとても気恥ずかしい。そのせいか、つい口く調ちようがキツくなる。


    「あたし一人納得させるのにこれだけ苦戦しておいて、世界なんて変えられると思ってるんですか。《公然猥わい褻せつ病びよう》がデタラメだってみんなに理解してもらって味方につけるのに、一体何十年かかることやら」


    　それは憎まれ口であると同時に、らら子の今後を考えるうえでも重要な質問だった。


    　ここで適当な夢物語が出てくるようであれば……と、らら子が身構えていると、


    「君はとびっきりムチムチ……いや無知だったから。説得にも特別時間がかかっちゃったんだ」


    　狸吉はらら子の言葉にまるで怯ひるむことなく、


    「それにね、らら子ちゃん。僕たちは支持者を増やす活動を昨日きのう今日きよう始めたわけじゃない、二年近く、毎日のように続けてきたんだよ？　オナニーを覚えた中学生のようにね！」


    　まるでらら子をからかうように狸たぬ吉きちが笑った、その次の瞬間。


    「「らら子ちゃ～ん！」」


    「えっ!?」


    　見慣れた二つの影が休憩室に飛び込んできて、らら子は絶句した。


    「いままで会いにこられなくてごめん！　お母さんから、らら子ちゃんのことは聞いてたんだけど！」


    「らら子ちゃんが行方ゆくえ不明ってことで大騒ぎになっちゃって、迂う闊かつに動けなかったんだよ！」


    「「でも、狸吉のお兄ちゃんは男の子が好きだから、そういう意味では全然心配してなかったけどね！」」


    　中学からの同級生、双子のウミとソラが、《ＳＯＸソツクス》の拠きよ点てんであるこのビルに、当たり前のように現れたのである。


    「君ら二人はいつまで僕をそういう目で見るのかな？」


    「「まあまあまあまあ！　はい、お土産みやげ！　痔じのお薬だよ！」」


    「いらねえ！　いい加減にしないと、ＢＬの一切供給されない部屋に閉じ込めるぞ！」


    「「ふふふ。甘いねお兄ちゃん。私たちは既に、自給自足の境地に達しているんだよ！」」


    「《羅ら武ぶマシーン》の遺い伝でん子しか……」


    　しかも双子は狸吉と妙に仲が良く、らら子が盛大な置いてけぼりを食らっていると、双子が今度はらら子の周りにわらわらとまとわりついてきて、


    「ねえねえねえ、らら子ちゃんはいま、卑ひ猥わいな知識について勉強中なんだよね!?」


    「ならねえ、とーってもオススメのジャンルがあってねぇ！」


    「こら待て双子ども！　らら子ちゃんにはまだファンタジーは早いんだよ！」


    　らら子から双子をひっぺがした狸吉が、改めてらら子に視線を向ける。


    「聞いたよ。あの双子、らら子ちゃんの同級生なんだってね」


    「え、あ」


    　急に見つめられて、らら子は頰ほおが赤くなる。


    「初めての射しや精せいくらい、びっくりしたでしょ。とまあ、こんな具合に、《ＳＯＸ》の支持者はそこらじゅうに潜ひそんでるんだ。いくら常識人のように振る舞っていても、この世は卑ひ猥わいに飢えた変態だらけってことだね！　それにそもそも」


    　ただただ圧倒されるらら子を前に、狸吉がいよいよ楽しそうに、不敵に笑う。


    「別に最後の一人まで地道に説得して味方にする必要はないんだよ。卑猥な情報を媒ばい介かいにして広まり、発症するとまともに他人と意思疎そ通つうがとれなくなる病やまい、《公然猥わい褻せつ病びよう》。これが完全な噓うそっぱちだとすべての人が理解すれば、その瞬間、電撃ＰＭなんてむちゃくちゃな制度をはじめとした健全社会の暴走は終わる」


    「そ、それはそうでしょうけど、それが無理だから、少しずつ支持者を増やしてるんじゃあ……」


    　先ほども指摘したが、らら子一人を納得させるのにこれだけの手て間ま暇ひまがかかっている。全国の人に一斉に理解してもらおうなんて、夢物語もいいところだ。


    　しかし、


    「それができるんだよ。電撃ＰＭなんて危険な制度の根こん拠きよになってる病気が噓うそっぱちだって全国に知らしめる、とってもシンプルで簡単な、ローションなしでアナルにつっこむような力技があるんだ。それが《ＨなＡＢＣ作戦》の総仕上げ、姦かん通つうのＣ段階だよ」


    　狸たぬ吉きちは無む邪じや気きな悪いた戯ずらっ子のように、心底楽しそうに笑った。


    「……」


    　らら子はその自信にあふれた笑え顔がおを、思わず見つめ返してしまう。


    　この人は本当に、世界を変えてしまうかもしれない。そんなふうに思えてしまって、狸吉から目を逸そらせない。この人はどうして、こんなにもまっすぐなのか。


    「まだ詳しくは言えないけど、君にもすぐわかるかもしれない。ちょうど今晩、《ＳＯＸソツクス》最後の幹部たちと、作戦の最終確認をする予定だったんだ。このタイミングで居合わせたのもなにかの縁。らら子ちゃんも参加するといいよ」


    　狸吉にそう言ってもらえたのが、なんだか妙に居い心ごこ地ちよくて。


    　らら子は反射的に首を縦に振ってしまっていた。と、そのときだ。


    　不意に、気づいた。


    　自分を視みているはずの狸吉の瞳ひとみが、らら子を映していないことに。


    　さっきまでは、確かにらら子を視ていた。けれどいまはもう、その瞳はどこか遠くを見み据すえていて、どこか遠くの誰かを夢想しているようで。


    　らら子のことなど、見つめてはいなかったのだ。


    　……いや、よく思い返してみれば。


    　らら子のそばにいながら、この人はずっと、らら子のことなどまったく見ていなかったような気がする。らら子を助けながら、らら子を気遣いながら、しかしその瞳には……。


    　らら子の首しゆ肯こうを確認した狸吉が「じゃあ、また後でね。僕はアニーの機材設置を手伝わなきゃだから。いったんパイパイ！」と休憩室を出て行った直後、らら子は自分の胸元を押さえていた。


    「……あ、れ？」


    　すっかり消え去ったと思っていたのに。


    　どうしてまた、あのモヤモヤが、身体からだの中でわだかまっているんだろう。


    



    　　　　　　●


    



    　北の大地との通信は、早さ乙おと女め先輩の根ね城じろで行おこなわれる運びとなっていた。


    　絵を描かく時間を移動時間に奪われたくないという早乙女先輩のワガママがその理由だが、活動資金のほとんどをカバーする早乙女先輩の意向には逆らえませんわ。極上のオカズを作り上げる早乙女先輩は人々の股こ間かんだけでなく、《ＳＯＸソツクス》の財布の紐ひもも握っているのである。


    「映像付きの通信となると、ほとんど二年ぶりじゃの」


    「そうなりますネ！　データ量が多いデスから、以前はなかなかリスクが大きかったのデス。けれどいまは設備が違いマス！　ちょっと頑張れば、なんとか善ぜん導どう課に気づかれずにテレフォンセックス可能デス！」


    　口に筆をくわえたままの早乙女先輩が、機材の最終チェックを進めるアニーにもたれかかる。


    「あー、なんかおなか痛くなってきたぜー。帰るかなー」


    　なぜかやる気の感じられないゆとりが、わざとらしくおなかをさすりながら、だらりと椅い子すに腰かけている。


    　すると不ふ破わさんがするするとその隣に近づき、


    「濡ぬれ衣ごろもさん。最近私、ＮＴＲモノの原作を書こうと思っているのですが、あとでお時間よろしいですか？」


    「なっ!?　よ、よろしくねえぜ！　いきなりなんの話してんだぜ！」


    　なんだかいまだに好奇心をこじらせているようで、淡々とした表情でゆとりを困惑させていた。


    　そんななか、僕はといえば。


    「ゲームとかでＨＰってあるけどさ、あれって下ネタどころじゃないくらい卑ひ猥わいだよね。Ｈにピー音だよ？　そう考えると、ヒットポイントっていう読み方もなんだかエロく聞こえてくるよね。あ、それから『太っちゃうってわかってるのにお菓子を食べちゃう』って女の子の心理が長いこと謎なぞだったんだけど、『オナニーするたびにチンコが小さくなる』と考えると、その葛かつ藤とうが理解できる気がしてきたんだ」


    　落ち着かないあまり、一人で下ネタを連射していた。


    　誰かツッコんでくれないかなー、と全力の誘い受け状態。Ｍ字開脚でおま●こくぱぁ、腰をくいくい振っちゃうレベルで誘ってる。なのに誰もツッコんでくれない。ゆとりなんてツッコんでくれないどころか「てめえの二子玉川埋め立てんぞ」みたいな顔をしている。悲しい。


    　と、部屋の隅で僕と同じく落ち着かない様子でいるらら子ちゃんを見つけた。


    「……」


    　けれどなにやら様子がおかしい。さっきは元気[image: ]はつ剌らつの絶頂状態だったのに、なんだかぽけーっと上うわの空だ。賢者モードだろうか。


    「ヘーイ！　繫つながりマシタ！」


    　らら子ちゃんの様子を不思議に思っていると、アニーが大きく声を上げた。


    　アニーの用意した機材が壁に大きく映像を映しだし、僕たちは全員でその前に集まった。なんだか凄すごくドキドキする。友達とＡＶ鑑賞会を開くとしたら、こんな気持ちだろうか。


    　壁に映しだされた映像には簡素な部屋が映しだされ、奥でごそごそと音がする。


    　まだ向こうは準備中なのだろうかと、僕が全ぜん裸ら待機に移行しようとしたところ、


    「……ん？　こいつ誰だぜ」


    　画面に一人の女の子が映り込み、ゆとりが首を捻ひねった。


    「ほう。随分と美しい娘じゃの。北の大地で新しく仲間にした者か？」


    　早さ乙おと女め先輩も画面を食い入るように見つめ、くわえた筆をチンコのようにピクピクと反応させる。けれどそれも無理はない。画面に映っていたのは、とんでもなく可愛らしい少女だったのだ。少々生意気そうな顔はらら子ちゃんに匹ひつ敵てきするレベルで整っていて、胸元まで伸びたさらさらの髪が大きなおっぱいに押し上げられている。手足はすらりと長く、それこそアイドルとして壇上に上がっていてもまったく違和感のないルックスだ。僕のムスコが俄が然ぜん盛り上がっていく。


    　しかし画面の向こうの超絶美少女が口を開いた瞬間、


    『んー？　これ繫がってるっスか？』


    　僕は「お？　仕事か？」と起き上がりかけていたムスコを叩たたき潰つぶした。


    『お、映ったっス。綾あや女め様ー、アホどものアホ面づらが映ったっスよー』


    　こ、この声、喋しやべり方……こいつまさか……。


    「こ、鼓こ修す理りか!?」


    　大声を発したのはゆとりだった。


    　鬼おに頭がしら鼓修理。このビルを早乙女先輩に提供している鬼頭グループの総そう帥すい、鬼頭慶けい介すけの一人娘だ。その性しよう悪わるな内面とは裏腹に優秀で、特に人心掌しよう握あくに長たけている。中学生だった二年前までは、可愛いとはいっても年相応のチンチクリンだったのに！　チンチンクリクリ。


    「どうなってるんだ!?　手足の生えたチンコみたいな見た目だった鼓修理が、こんな美少女になるなんて！」


    『てめえ、言葉を選ぶっスよ』


    　画面の向こうの鼓修理が、じろりと僕を睨にらみ付ける。そのチンカスを見るような目！　マジで鼓修理じゃん！


    「こ、鼓修理、そ、その、その、それは……なん、なんだぜ……？」


    　衝しよう撃げきのあまり床ゆかに座り込んでしまったゆとりが、凶悪に成長した鼓修理のおっぱいを、震える指先で指し示す。


    『ああ、これっスか？　この二年で急に育ったんっスよ。思った以上に邪魔っスね、これ』


    　さも当たり前のように言い放つ鼓こ修す理りを前に、ゆとりが絶叫する。


    「うわああああ！　裏切り者おおおお！　お前！　お前なんかもう、絶交だぜ！」


    　ゆ、ゆとり、落ち着いて？　気持ちはわかんないけど、ほら、らら子ちゃんがすっごい可か哀わい想そうなものを見る目で見てるよ？


    『あー、やっぱりそっちの連中は面倒っスね。とっとと本題に移るっスよ。綾あや女め様、準備いいっスか？』


    　僕たちに向ける声とは正反対、見本のような猫なで声で画面の外に呼びかける。


    「……ごくり」


    　いよいよか。僕は思わず息を呑のむ。二年ぶりに顔を合わせる華か城じよう先輩は、一体どんな姿をしているのだろう。鼓修理の大性せい徴ちようを先に見てしまったせいで、なんだか変に妄想しちゃう。


    　と、僕が胸と股こ間かんを高鳴らせていたとき、画面の端から、おずおずと怪物が現れた。


    　なんと形容すればいいのか。それはチンコのような手足が生えた巨大なチンコだった。胴体のあたりには巨大な割れ目があり、その部分はまるでマ●コのようだ。一瞬僕の頭がおかしくなったのかと思ったが、「噓うそだ、これは夢、夢だぜ、鼓修理があんな……」と現実から目を逸そらし始めたゆとり以外の全員がぎょっとしているので、とりあえず僕の頭は正常らしい。
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    　すると突とつ如じよ、チンコとマ●コと人間が悪魔合体したかのような生物が腕（チンコ）を振りまわしてポーズを決め、


    『おーほっっほっほっほ！　私は正義の味方、おちんぽマン！　おちんぽなのかマン●なのか、その正体は皮に包まれているわ！』


    　あ、本当だ。よく見たらこのチンコの化け物、包ほう茎けいだわ。芸が細かい。


    「じゃなくて！　なにやってんですか華か城じよう先輩！」


    『あら、一瞬でバレちゃったわね。がっかり短小チンポだわ』


    　チンコの怪物がごそごそと動き、胴体の割れ目から、ぽんと顔が出る。


    　それは二年ぶりに見る、僕が好きになった女の子の顔。髪は最後に別れたときと同じ長さのショートで、耳には僕がプレゼントしたイヤリングが光っていた。最後に会ったときより少し大人びた顔に、イヤリングはとてもよく似合っていて──などと感傷に浸ることなどできるわけもなく、


    「どっから顔出してんだ！」


    『狸たぬ吉きちともあろう者がわからないの？　マ●コよ！』


    「マ●コから顔を出すな！」


    『でも狸吉？　ほとんどの人間はマ●コからこんにちはしてこの世に生を受けるのよ？』


    「知るかぁ！」


    『もー。相変わらずねぇ、狸吉は。せっかく二年ぶりの顔合わせを記念して、おちんぽマンの着ぐるみを作ったのに。北の大地の少ない物資で、隠おん密みつ活動の隙すきにコツコツと』


    「いや、それは純粋に凄すごいと思いますけども……」


    　北の大地は《公然猥わい褻せつ病びよう》を発症したと国に認定された人が何十万人も隔かく離りされている。人々は急きゆう遽きよ造られた防寒特化の仮設住宅に押し込まれ、大半がろくな仕事もないから、国からの支給物資を頼りに暮らしているのだ。その中でこんなガラクタを作るなんて、本当に華城先輩は凄い（頭がおかしい）なあ。


    　あきれ返る僕たちを置いてけぼりに、華城先輩が鼓こ修す理りの頭をぽんと撫なでて、


    『ところで狸吉。こっちのチンコ頭はこんなに成長しちゃったわけだけど、あなたのチンコは成長したの？』


    「ストレートなセクハラやめろや！」


    『あらー、大きくならなかったのね、可か哀わい想そうに。でも安心しなさい！　毛を剃それば大きく見えるらしいわよ？　さあ、レッツパイパン！　私がおちんぽマンなら、狸吉はパイパンマンね！　おそろいだわ！』


    「恐ろしいわ！」


    　あまりにも怒ど濤とうの展開に僕が肩で息をしていると、


    「な、なんなんですか……この異常者は」


    　まだギリギリ一般人枠であるらら子ちゃんが、戦せん慄りつの表情を浮かべていた。


    「この方がすべての元げん凶きよう、初代《雪せつ原げんの青あお》こと華か城じよう綾あや女めさんです」


    　不ふ破わさんが端たん的てきに説明し、


    『あら、新メンバー？　どっかで見た顔ね……地下国会図書館のＡＶパッケージかしら？　まあいいわ、よろしこ！　私は華城綾女、いまは北の大地で反体制勢力《アナルＳＯＸソツクス》のリーダーをやってるわ！』


    「は、はあ」


    　華城先輩の失礼極まりない挨あい拶さつに、らら子ちゃんがおずおずと返事する。


    『あー、綾女様？』


    　と、登場からいままで好き勝手に下ネタをまき散らして大暴れしていた華城先輩の隣で、鼓こ修す理りが口を開いた。


    『照れ隠しでガンガン喋しやべっちゃうのはわかるっスけど、この通信、時間制限あるっスし、そろそろ本題入ったほうがいいっスよ』


    『な、あ、て、別に照れてなんかないわよ！』


    　口ではそう言いつつ、華城先輩の顔はみるみるうちに赤くなっていく。


    　なんだかこっちまで熱くなってきたところで、華城先輩が大きく咳せき払ばらい。


    『あ、あー、まったく鼓修理は。余計なこと言って。えーと、それじゃあ、現状報告ね』


    　つっかえつっかえしながら、華城先輩は少しずつ調子を整えていく。


    『こっちはばっちりよ。北の大地に隔かく離りされた人全員、ってのはまあ当然無理だったけど、半分以上をこちら側に引き込めたわ。合図さえあれば、いつでもアソコの処しよ女じよ膜まくをぶち抜きに一斉蜂ほう起きが可能よ！』


    　華城先輩が満面の笑みでガッツポーズを決める。


    『ま、偉そうに言っておいて、ほとんど鼓修理の功績だけどね。私はよくて広告塔って感じだったわ。一日の大半を下ネタに費やした下ネタ暮らしだったもの』


    『なに言ってんっスか！　ずっと戦ってきた初代《雪原の青》の名前があったからこそ、たった二年で愚ぐ民みんどもをまとめあげることができたんっスよ！』


    　うりうりうりうり、とお互いの肩を押しつけ合い、二人は互いに称賛し合う。この二年で随分と仲良くなったようだ。……なんか、少し嫉妬しちゃうなぁ。鼓修理には、この世のすべてのスポーツドリンクが薄めた精せい液えきにしか見えなくなる呪のろいをかけてあげよう。


    『で、そっちはどうなのよ。チンコみたいにまったく成長してない、ってわけじゃ、もちろんないんでしょ？』


    「もちろんです」


    　華城先輩の挑発めいた笑みに、僕も似たような笑みで応こたえる。


    「こっちも準備完了です。早さ乙おと女め先輩のイラスト、不破さんの地道な頑張り、アニーの技術、ゆとりのサポート、母さんに慶けい介すけに、撫子なでしこさん、四大下ネタテロ組織、大人たちの協力もあって、十分な人数を味方にできました。これであとは、セックスデーを待つだけです」


    『セックスデー。北の大地と本州が再結合する日ね』


    　ふっふっふ、ひっひっひ。僕と華か城じよう先輩は下品な笑いを浮かべ、二年越しの計画成じよう就じゆを確信する。


    『さあ、それじゃあセックスデーに向けて、いっちょ気合い挿いれるわよ！』


    　華城先輩が音頭を取り、アニーに全員のＰＭを無効化するよう指示を出す。


    「大丈夫デス！　これでペニスもヴァギナも言い放題食べ放題デース！」


    『それじゃあ行くわよ。セックスデーに健全社会がアヘ顔ダブルピースで快楽墜おちすることを目指して、おちんぽおおおおおおおおっ！』


    『「「「「おちんぽおおおおおっ！」」」」』


    　え？　え？　と戸惑うらら子ちゃんを除いて、全員が腕を振り上げ、おちんぽ合唱に興じる。ゆとりも床ゆかに倒れ伏して大地と一体化したまま、腕だけは雄お々おしく勃ぼつ起きさせていた。


    『それじゃ、次は直接顔を合わせましょう！　さよならパイパイ、しこしこぴゅっ！』


    　そして僕たちの決起集会は怒ど濤とうの勢いで締めくくられ、僕たちは最後の作戦に向けて本格的に動き出すこととなる。


    　最初はたった一人だった華城先輩が目指した未来へ、華城先輩と一緒に。


    　横に並び立てる、立派なペロリストとして。
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    　奥おく間ま狸たぬ吉きちは、ずっとあの人を見ていたのか。


    　頭のネジが何十本もぶっ飛んだような決起集会に参加させられた翌日。


    　らら子は狸吉やゆとりとともに、最初に連れてこられたアジトに戻ってきていた。


    　簡素な部屋でベッドに一人で腰かけ、お土産みやげに渡された卑ひ猥わいな漫画をパラパラとめくる。極めて刺激的なその内容は、露出に関係なくらら子をドキドキさせて引きつけるが、やがてエロ漫画を読み続ける気もなくなり、らら子は大きなため息をついた。


    「……」


    　綺き麗れいさっぱり消え去ったと思っていたモヤモヤが、また体内に渦巻いている。


    　そのモヤモヤは決起集会が終わったあとからさらに強くなり、以前よりもずっと強いほどだ。


    「なんでだろ」


    　理由はまったくわからない。強いて言えば、狸吉が自分を見ていないと気づいたときに、再発したような気がする。


    「やっぱり、男の人に見てもらわないと、スッキリしないってことなのかな」


    　早さ乙おと女め乙おと女めの熱視線も素晴らしい快感だったが、相手が女性だったせいか、初めて狸吉に裸はだかを見られたときに比べると、少し刺激が弱いような気もした。


    　コンコン。


    　そのとき、ドアをノックする音が聞こえて、らら子は反射的にベッドから起き上がる。


    「ど、どうぞ」


    　流し読みしていたエロ漫画をベッドの下に放りんでから、ノックに返事をする。


    　入ってきた人物の顔を見て、らら子の中のモヤモヤがさらに強くなる。


    「ごめんね、またブリーフの中で勃ぼつ起きしたみたいな窮きゆう屈くつな生活に戻しちゃって」


    　奥おく間ま狸たぬ吉きちが、申し訳なさそうに頭をかきながら言った。


    「またしばらく、ここで生活してもらうことになっちゃうと思うんだ。セックスデーに向けて、本格的に動き始めるから。かなり忙しくなる。長くとも二か月くらいでらら子ちゃんを解放できると思うんだけど、もし露出したいとか外に出たいとか要望があったら、可能な範囲で叶かなえるよ」


    「……要望があったら、叶えてくれるんですか」


    　らら子は胸を押さえながら、狸吉に詰め寄った。


    「え？　まあ、うん、可能な範囲ね？　金玉よこせとか、一人四し十じゆう八はつ手てを披露しろとか、ソーセージワカメ酒が飲みたいとか、そういうのは無理だからね？」


    「じゃあ、あたしを、見てください」


    　らら子は唐突に、乙おと女めと氷ひよう菓か直じき伝でんのチラリズムを爆発させた。


    「!?!?!?!???　え!?　ちょっ、らら子ちゃん!?」


    　狸吉の両目がこれでもかと見開かれ、口はぽかんとバカみたいに開き、不自然なまでに前かがみとなる。それでも瞳どう孔こうの開ききった両目はらら子の一部分を凝ぎよう視ししており、らら子は快感に震えた。


    「～～～～～っ！」


    　ああ、信じられないくらい気持ちいい！


    　ほんの少し露出させた肌はだに突き刺さる視線。そこから強烈な熱が広がり、全身が凄すさまじい多幸感に包まれる。あの夜と同じレベルの快楽がらら子を襲おそい、思わず意識が飛びそうになる。


    「わーっ!?　だ、ダメだよらら子ちゃん！」


    　狸吉が、快感にぶっ飛びそうになるらら子の意識を繫つなぎとめた。


    「露出したいなら！　《ＳＯＸソツクス》の構成員を集めてステージとか用意してあげるから！　ふ、二人きりのときは駄目だって！　チンコ破裂する！　チンコ破裂するから！　上から赤いのが出て！　下から白いのが出て！　混ざってラブピンクになるから！」


    　股こ間かんに手を当てて床ゆかにうずくまる狸吉は、らら子から必死に視線を逸そらそうともがいていた。それでも全くらら子から視線を外せておらず、らら子の身体からだは極上の快楽に包まれる。


    　だが、


    「……っ」


    　なぜか、胸のモヤモヤがさらに強くなった。


    　狸たぬ吉きちの目は確かにこちらを見ている。それなのに狸吉がらら子を視みてくれている気がまったくしなくて、なんだかひどくイライラした。


    「……もういいです。もういい。出てってください！」


    　らら子は胸を押さながら、狸吉を蹴けり出した。


    「自分だけ気持ちよくなって叩たたき出すとか！　男女逆だったら炎上案件だよ!?」


    　狸吉の能天気な声を遮断するように扉とびらを閉め、ぎゅっとドアノブを握る。


    「……おかしい」


    　モヤモヤが、全然晴れない。晴れないどころか、どんどん大きくなっていって、いまはもう痛みさえ感じるほどだ。呼吸が苦しく、締め付けられるような感覚がらら子を苛さいなむ。


    「……もしかして」


    　あまりに不ふ可か解かいな状態に、らら子は一つの疑念を抱いだく。


    「やっぱり《ＳＯＸソツクス》の言ってたことはデタラメで、あたし、病気になりかけてるんじゃあ……」


    　二年前、錦にしきノの宮みや祀まつ影かげ議員をはじめとした《公然猥わい褻せつ病びよう》発症者の多くは、ＰＭを通してその痴ち態たいを全国に発信した。そのとき、彼らはみな、発症直前に胸元や喉のどを押さえていたと記憶している。いま自分が苦しいのも、ちょうどそのあたりだ。


    「なんか、また、《ＳＯＸ》と体制、どっちを信じていいかわかんなくなっちゃった……」


    　なにが正しいのか、なにを信じればいいのか。


    　考えても考えても、答えは出てこなかった。
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    　らら子が狸吉との接触を拒こばむように引きこもるようになって、しばらくした頃。


    　ベッドにぼけーっと横たわるらら子の耳に、ドアの向こうから遠慮するような狸吉の声が聞こえてきた。


    「あの、それじゃあ、諸々のお世話はいったん、アジトの管理人に任せるから。あ、お土産みやげは精力剤と震えるコケシどっちがいいかな」


    「いいから行くぜ！　お前がそうやって無神経だから──ああもういい、帰ったらあたしがらら子の話を聞くから、お前はいったん引っ込んでろだぜ！」


    　ゆとりの怒声を最後に言葉はやみ、二人の気配はやがて遠ざかった。


    　ＡＢＣ作戦とやらに向けて、これからますます忙しくなっていくのだろう。


    「……」


    　そうやって、あの華か城じよう綾あや女めとかいう奇人と駆かけ抜けていくのだろうか。


    　らら子なんて、いまみたいに、置いてけぼりで。


    「苦しい……」


    　ベッドの中で丸まって、病気の兆候みたいな痛みに耐える。


    　こんなことになるなら、もっと早くに脱出を試みるべきだっただろうか。


    　そんなことを考えているうちに、どれだけの時間が経たったのか。


    「……え？」


    　なにやら外が騒がしい。物が壊れる音、人が争うような怒号、おちんぽ万歳！　という断だん末まつ魔まめいた悲鳴。


    「な、なに……？」


    　音はどんどんらら子のいる部屋に近づいてきて、やがて、


    　ドバン！


    　ドアが激しく蹴け破やぶられ、らら子は思わず身をすくめた。


    「あら、あなたは。放送局でお会いした」


    　現れたのは、純白の制服に身を包んだ、作り物のように美しい女性。


    「この部屋が最後でしたわね。ということは、奥おく間ま君とは入れ違いだったでしょうか」


    　善ぜん導どう課の超新星、アンナ・錦にしきノの宮みやが部屋を見まわしながらがっかりとしたように言う。


    「せっかく奥間君に悟られないよう、少人数で素早く突入しましたのに。……まあ、仕方ありませんわ。泳がせているアジトはまだたくさんありますし──」


    　その朗ほがらかな笑え顔がおが、真正面かららら子を捉とらえた。


    「あなたを救出できれば、ひとまず藻みず女くめさんの信頼は保てますから」


    　アンナがなにを言っているか、らら子にははよくわからない。


    　だが一つ確かなことは、らら子が《ＳＯＸソツクス》と行動をともにするめちゃくちゃな毎日は、既に終わったということだった。
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    　アジトを出発し、ゆとりの運転する車で移動を続けていたときだった。


    「……え？」


    　ゆとりのＰＭに〝速報！　行方ゆくえ不明になっていたアイドル、剝むき栗ぐりらら子救出か!?〟という緊急ニュース速報が表示され、それとほぼ同時にアニーからアジト急きゆう襲しゆうとの連絡が届いた。


    　ゆとりが慌あわてて車を停とめると、ＰＭの向こうから、アニーが焦あせったようにまくし立てた。


    『善導課の通信にそんな気配があったなんて、報告されてねーのデス！　たぶん、この前のパーティ襲しゆう撃げきと同じで、少数の精せい鋭えいがＰＭを介さずにいろいろやってたに違いねーデス！　もしかしたらほかにバレてるアジトがあるかもデスから、二人はしばらくその辺うろうろしててクダサイ！　あ！　でもいくら安いからってラブホとかに泊まっちゃ駄目デスヨ!?』


    「ねーよそんなもん！　……つーかどうなってんだぜ。《ＳＯＸソツクス》のアジトが化け物女の部隊に把握されてるなんて、爛らん子こさんからの報告にもなかったっつーのに」


    　ゆとりが啞あ然ぜんと呟つぶやく。


    「……もしかすると、これまでのアンナ先輩はまだ本気じゃなかったのかもしれない」


    　アンナ先輩は現在、善ぜん導どう課内で特別な地位を保っていると聞く。それはひとえに、地下国会図書館で裏の権力を握る藻女さんの力添えの賜たまものだろう。善導課内分で完全に情報を遮断するなんてことも簡単で、これまでは僕たちを油断させるために、ある程度泳がせていたのかもしれない。


    「だあっ！　ＡＢＣ作戦もいよいよ大詰めってときに！　また面倒なことになったぜ！」


    　ゆとりが頭をかきむしり、僕のほうを見た。


    「あー、一応確認するけどな、狸たぬ吉きち。いまがどういう時期か、わかってるよな」


    「うん、わかってるよ」


    《ＨなＡＢＣ作戦》が、いよいよ本格的に動き出そうとしている。


    　僕の常識をぶっ飛ばしてくれた華か城じよう先輩が、物心つく頃から切望していただろう下ネタだらけの世の中を実現するために。僕を救ってくれたアンナ先輩への、せめてもの償つぐないのために。


    　それがたとえどんなにくだらない下ネタ作戦でも、僕は《ＨなＡＢＣ作戦》を成功させなくてはならない。


    「んで、だ。テロリストでもなんでもねーらら子が善導課に連れ去られちまったわけだが、仮にらら子が《ＳＯＸ》メンバーの情報を流したとして、アニーと鬼おに頭がしら家けにちょいと無茶させれば、まだどうにかなる。無理に助けにいく必要はないし、助けにいったところで、もう情報が漏もれてるかもしれないぜ。……ってのを踏まえた上で、これからどうするつもりだぜ、《雪原リーのダ青ー》」


    　きっと僕の答えを予想しているのだろう。この二年ですっかり板についてしまった呆あきれ顔を浮かべながら、ゆとりは額ひたいに手を当てる。


    「それはもちろん──」


    



    　　　　　　●


    



    　アンナに救出されたらら子は流れに身を任せるまま、善導課の護送車に揺られていた。


    　護送車を運転する月つき見み草ぐさが前を向いたまま、能天気に口を動かしている。


    「いやー、本当によかったです。らら子さん誘ゆう拐かいをみすみす許したってことで、ずっと顰ひん蹙しゆくを買ってしまっていましたから。ところでずっと気になっていたのですが、あのあとトイレは間に合いましたか？」


    「こら月つき見み草ぐささん、女性にそういうお話をするのは失礼ですわよ」


    　それをアンナがたしなめ、その隣に座るらら子はぼけーっと車内のモニターを見ていた。


    　モニターには、現在ＰＭに配信されているらしい緊急ニュース番組と同じものが映しだされ、その内容はらら子救出を盛大に喜び称賛するものだった。


    　善ぜん導どう課の所長らしき人がスタジオに登場し、『らら子さんは現在、善導課の車両で護送中です。本人の体調次第ですが、すぐに皆様の前に姿を見せられるだろうということです』と力強く断言している。


    　……やっぱり、あたしの居場所はこっちなのかな。


    　善導課のトップがああ言うくらいだし、アンナたちの自分に対する態度は柔らかい。らら子が善導課の怪しい動きを目撃したのではという疑惑はうやむやになっているみたいだ。


    　どうせ《ＳＯＸソツクス》と体制、どちらを信じていいのか、またごちゃごちゃになってしまって疲れていたところである。このまま成り行きに任せて、以前のような生活に戻るということでいいのかもしれない。


    　らら子がぼんやりとそんなことを考えていると、


    「らら子さん、どこかお怪け我がはありませんの？　調子の悪いところとか」


    　アンナが柔らかな笑え顔がおで不意に話しかけてきて、らら子は「え、あ、いや、特には」としどろもどろに答える。そんならら子を見てアンナは笑いながら、


    「ですわよね。《ＳＯＸ》がひどいことをするはずありませんけど、職業柄、一応確認しておかないといけませんから」


    「……？」


    　なんだかその口く調ちようは《ＳＯＸ》のことをよく知っているようで、けれどどこか寂しそうで。その瞳ひとみには、あの夜見た強い執着が浮かんでいたけど、落ち着いてその光をよく見れば、随分と柔らかい感情が滲にじんでいるようにも見えた。


    　この人は一体、追うべき存在である《ＳＯＸ》に、どういう感情を抱いだいているのだろう。不思議に思っていたらら子はふと、スモークの入ったガラス越しに見える風景に、違和感を抱いた。


    　流れていく景色の中に時折現れる看板が、いずれも首都方面を示していたのだ。


    「そういえばこの車、どこに向かってるんですか？」


    　てっきり、最寄りの善導課詰め所あたりに連れていかれ、そこから記者会見かな、みたいな流れを勝手に想像していたが。この車はもっと遠くへ行こうとしている。


    「申し訳ありません、本当ならすぐに最寄りの善導課詰め所でＰＭを再設定したり、お休みしていただきたいところなのですが」


    　アンナは本当に申し訳なさそうに眉まゆ根ねを寄せ、


    「わたくしの上司が、その前にあなたと直接お話ししたいと言っているんですの」


    



    　　　　　　●


    



    「なにここ……」


    　目隠しを外されたらら子の前には、無機質な扉とびらがあった。


    　両りよう脇わきには善ぜん導どう課職員と思われる女性が二人、らら子にぴったりと寄り添っている。アンナと月つき見み草ぐさはらら子を引き渡したあと、すぐに引き返してしまったらしい。


    　周囲をきょろきょろと見まわしてみても、扉と同じように無む味み乾かん燥そうとした廊下が広がるだけで、ここがどこなのか皆かい目もく見当がつかない。首都中央の国会図書館近くまでは視界も自由だったので、その近辺であろうとは思われた。


    「入っていいでありんすよ」


    　扉とびらの向こうから気け怠だるげな声が聞こえ、善導課職員二人がしずしずと扉を開く。


    「よく来たでありんす。《ＳＯＸソツクス》に誘ゆう拐かいされるとは、災難だったでありんすな」


    　薄暗い室内で高級そうな椅い子すに身体からだを預けていたのは、怪しげな美しさを湛たたえる女性だった。微妙に着崩された黒の振り袖そでと、顔の右半分を覆おおう赤い布が特徴的だ。その瞳ひとみは友好的に笑みをかたちづくっているが、その奥はどこか思い詰めたように濁にごっている。


    「ほぉ、やはりモニター越しに見るより、数段可愛らしいでありんすな。娯楽の少ない昨今、さぞ人気でありんしょう」


    「はあ、どうも……」


    　この人は一体、なんなんだろう。アンナの上司というからには善導課の偉い人なのかもしれないが、そんな立場にはとても見えない。そもそもこの部屋はなんだ？　大量のモニターが並び、そこら辺に食べかけのお菓子が散乱している。まるで金持ちニートみたいな部屋は、とても公人の執務室には思えなかった。


    「おっと、自己紹介が遅れたでありんすな。妾わらわの名は藻みず女くめ、アンナとは、以前からとても、とても仲良くしているでありんす」


    　藻女と名乗った女性は椅子から立ちあがり、らら子に握手を求めた。


    　それから藻女は、不審に思うらら子の様子に頓とん着ちやくすることなく、滔とう々とうと世間話を続けた。らら子もしばらくは適当に相あい槌づちを打っていたのだが、いつまで経たっても要領を得ない会話に気持ちが悪くなってきて、


    「あの、あたしに一体なんの用が──」


    　会話の合間を縫ぬって切り出そうとしたときだ。


    　ブブブブブブブブブブ。


    　唐突に、どこからか謎なぞの振動音が聞こえてきた。え？　と思った次の瞬間、


    　ぼとり。


    　それは本当に、見事なまでの不意打ちだった。


    「それで妾わらわとしては、納豆にネギをたっぷりかけるのが──」


    　なんでもないような顔でどうでもいい話を続ける藻みず女くめの下半身、振り袖の隙すき間まから。


    　小刻みに振動するコケシが転がり落ちてきたのである。


    「……え？」


    　ブブブブブ！　とコケシは床ゆかに転がったあとも激しい自己主張を続け、なにやらネトネトとまとわりつく粘ねん液えきを出来の悪いスプリンクラーのように振りまいている。


    「な、え、ちょっ、は？」


    　らら子の頭の中で、狸たぬ吉きちたちに教えられためくるめく卑ひ猥わいの知識が駆かけ巡る。そして藻女が涼しい顔でとんでもないことをやっていたのだと気づく。


    　なにやってんだこの人！　人前でなにやってんだこの人!?


    　コケシを凝ぎよう視ししながら、らら子が思いっきりドン引きしていると、


    「おや、どうしたでありんすか？」


    　藻女がきょとんと首を傾かしげた。どうしたってあんた、どうしたもこうしたも！


    「女の下半身から、震動する細長い物体が転がり落ちてきただけのことで、なにをそんなに目を白黒させることがありんす？」


    「──っ！」


    　あ、と思ったとき、藻女はすでにらら子の手を強く握りしめていて、


    「やはり、《ＳＯＸソツクス》にいらぬことを吹きこまれているようでありんすな」


    　恐ろしいまでに無機質な瞳ひとみで、らら子を凝視していた。そして、


    「こやつを独どく房ぼうに繫つないでおくでありんす」


    　待機していた善ぜん導どう課職員に、そんなことを命じた。


    「マスコミには、剝むき栗ぐりらら子は《ＳＯＸ》の手で《公然猥わい褻せつ病びよう》を発症させられ、既に手遅れだったと報道させるでありんす。《ＳＯＸ》への不信と憎しみを煽あおるよう、いつもの要領でな」


    「な、なんで!?」


    　らら子は善導課職員に両腕を摑つかまれながら、必死に抵抗する。


    「あたしまだ、発症なんてしてないのに！」


    　仮に、このモヤモヤが既に手遅れな症状だったのだとしても、それなららら子の身柄は北の大地に送られるはずだ。


    　そんな独房なんて、誰の注目も浴びることのできない地獄に送られる謂いわれなんかない！


    「なにをすっとぼけているでありんす」


    　藻女がいたぶるようにらら子を見つめ、


    「《ＳＯＸ》に教わったであろう。いまも昔も、誰が病気かは妾たち上のものが決めること」


    「っ」


    「そなたのような影響力のある人間が、妾わらわたちに不利な情報を持っているのはいただけないでありんす。地下に閉じ込め、妾の愛人としてたっぷり調教してやるでありんすよ」


    「そん、な……」


    　独房に、ずっと……？


    　誰の視線を浴びることもないまま、露出をすることもできないまま、ずっと一人で？


    　やっぱり、《ＳＯＸソツクス》の言うことが正しかったのか。《公然猥わい褻せつ病びよう》なんてデタラメで、卑ひ猥わいは悪いことなんかじゃなくて──でもだとしたら、この間からずっと続く、このモヤモヤした苦しい感じは、一体なんだというのだろうか。


    　考えても考えても、やっぱりそれはわからない。


    　自分にそれを教えてくれる、頭のおかしい人たちも、もう、そばにはいない。


    　きっと、助けに来てくれることもない。放送局でのことは、きっと気まぐれだったのだ。


    　だって、あの人たちは作戦とやらが一番大事で、あの人は綾あや女めとかいう人しか見てなくて、あたしなんて、なにかのついででしかないのだから。


    「さっさと連れていくでありんす。妾はコケシの続きを楽しむ──」


    



    「じゃあ僕は、温めたこんにゃくを楽しむとしようかな」


    



    　え？　とらら子が顔を上げたそのとき。


    「な、なんだおま──」


    「へ、変質者──」


    　らら子を引きずっていこうとしていた善ぜん導どう課二人がその場に崩れ落ち、代わりにらら子の手をぬちょっと摑つかんだのは、


    「らら子ちゃん、大丈夫？　藻みず女くめさんにいじめられたりしてない？　いじめられて興奮したりしてない？」


    　いつかのように全身をぬるぬるの液体で覆おおった奥おく間ま狸たぬ吉きちだった。


    「な、な」


    　あまりに唐突な登場に、そして異常極まる風ふう体ていに、らら子は啞あ然ぜんとし、


    「なんなんですか、そのぬるぬるは！」


    　パニックのあまり、少しピントのずれた質問をしてしまう。


    「これ？　なんか最近、毛穴からカウパーが出るようになっちゃって」


    「そんなわけないでしょ！　気持ち悪い！」


    　らら子は思わず狸吉のねとねとした手をふりほどく。


    「冗談冗談。いやね、この特製ローションつけてると、いろいろと便利なんだよ。体臭隠せるし、組み伏せられても逃げやすいし」


    「意味わかんないんですけど……というか」


    　その頭のおかしい発言に、らら子は本当に目の前の男が狸たぬ吉きちだと再認識する。


    「なんで、あなたがここに」


    「いやー、怒らないで聞いてね？」


    　狸吉は気まずそうに頰ほおを搔かくと、とんでもないことを告白した。


    「実は、こういうときに備えて、アニーがこっそり発信器つけてたみたいなんだよ。二年前の意趣返しデス！　とか言ってさ」


    「はあ!?　ど、どこにですか!?」


    「ちょっと言えない場所」


    「ちょっと！」


    　らら子は狸吉を問い詰めるが、狸吉は随分と口が堅い。本当にどこに発信器など仕込んだのやら。けれど、いまはそれより重要なことがある。らら子は追及の手をいったん緩ゆるめ、狸吉から顔を逸そらし、再び質問した。


    「どうして、こんな、敵地のど真ん中にいるんですか」


    　発信器の追及が終わってほっとしていた狸吉の表情が、俯うつむいたらら子を見て笑え顔がおに変わる。


    　狸吉は再びらら子の手をねちょっと握り、藻みず女くめとらら子の間に立ちふさがった。


    「それはもちろん、君を助けるためだよ。らら子ちゃん」


    「……っ!?」


    「変態仲間を見捨てたとあっちゃあ、たとえ作戦がうまくいっても、下ネタで笑えなくなっちゃうからね」


    　ローションのぬるぬる越しに強く握りしめられ、なぜだろう、らら子の中で渦巻いていたモヤモヤが、ほんの少し、甘く色合いを変える。


    「この二年で、随分と立派になったでありんすなぁ、狸吉。やはり、逃がした魚は大きかった」


    　異常者狸吉の乱入にも怯ひるまず、藻女が退たい廃はい的な笑みを浮かべた。


    「え、藻女さん、いつの間に透視能力を？」


    　藻女の言葉を受けて、狸吉が自分の股こ間かんを見下ろす。


    「……」


    「……」


    　しかし誰もなにもツッコまず、ただ静かな時間が数秒流れたのち、狸吉は仕切り直す。


    「電波ジャックしたときの演説で、脳みそが敏感な藻女さんなら気づいているでしょうけど」


    　下ネタを交えながらも、狸吉の声には真剣味が宿っていた。


    「僕たちの戦いは、二年前の時点で既に決着してるようなものです。二年越しの作戦。その準備はすべて整いました。降参するなら、いまのうちですよ。わざわざここまでらら子ちゃんを助けに来たのは、あなたにそれを伝えるためでもあります」


    　その堂々とした言葉を受けて、藻みず女くめが「ククク」と口の端はをつり上げる。


    「いまさら、その程度の宣せん戦せん布ふ告こくで、妾わらわがこの健全社会への復ふく讐しゆうをやめると思うのか？」


    　感情のタガが外れたかのように、藻女は笑い出す。


    「健全な社会、健全な社会、健全な社会！　夫婦の当然の営みで生まれた妾を穢けがれていると捨てさせた健全社会、存在自体が間違っていると妾を否定した健全社会。そのイカれた健全社会を支持した者どもへの復讐を、いまさらやめるとでも？」


    「やめさせてみせます。こんな、未開発のアナルみたいに窮きゆう屈くつな世界は、もう終わらせる」


    「ククククク。二年間準備してきたのが、そなたらだけだと思うでありんすか」


    　藻女の瞳ひとみに、明らかに正しよう気きでない光が宿る。


    「妾にも、相応の準備がある。卑ひ猥わいを全否定し、健全な社会とやらをあがめ続けた結果がどれだけの悲劇をもたらすか、妾がこの社会に知らしめてやる！　デモだろうとなんだろうと、起こしてみるがいい！　そなたらがどう画かく策さくしようが無駄だと思い知らせてくれる！　誰にも、妾の復ふく讐しゆうの邪魔はさせないでありんす！」


    　藻女が自身のＰＭを操作し、モニターの一部に手を触れる。


    　室内にけたたましいアラームが響き渡り、らら子にもわかる程の大量の足音が近づいてくる。


    「アニーのハッキングも、さすがに藻女さんのお膝ひざ元もとじゃあ、そう何度も万能ぶりは発揮できないなぁ」


    　狸たぬ吉きちが頰ほおを搔かきながら言い、藻女をまっすぐ睨にらみ据すえる。


    「そっちがまだその気なら、仕方ありませんね。さるセックスデーに、すべてのケリをつけましょう」


    　狸吉は力強くそう宣言すると、らら子の手を引っ張った。


    「わっ」


    「行こう。といっても、絶頂のほうじゃないよ？　セクハラとかでゆとりにチクらないでね？」


    「……バカじゃないですか」


    　全身ぬるぬるの狸吉と手を繫つないだまま、らら子はその背を追うように走り出した。


    



    　藻女の哄こう笑しようはどんどん遠ざかる。追っ手の気配を色濃く感じながらも、迷路のような通路を駆かけ抜ける狸吉とらら子はほとんど二人きりだ。


    「……」


    　強く握られた手。こんなところまで、わざわざ危険を冒して自分を助けに来てくれた狸吉。


    　胸の中にわだかまっていた不愉快なモヤモヤが、甘くうずく。


    「……そっか」


    　らら子は一つ、わかったことがあった。


    　このモヤモヤした、けれどどこか心ここ地ちよい痛み。これはきっと、ただモヤモヤとして不愉快なだけだった、露出の欲求不満とは、まったく別の気持ちなのだ。


    　もし狸たぬ吉きちに、《ＳＯＸソツクス》の人たちに出会わなければ、なにかの拍ひよう子しに混同して、そのままだったかもしれない。欲求不満のモヤモヤと甘いモヤモヤは、それ程そっくりで、ややこしかった。


    「うわあああっ!?　想定してたより追っ手がずっと多い！　早さ乙おと女め先輩のイラストも効果が薄いし……うおおっ！　持ってきたバスタオルで足の裏のぬるぬるを拭ぬぐう余裕もないよ！」


    《ＳＯＸ》のリーダーとして堂々と藻みず女くめに立ち向かっていた勇ましさはどこへやら。狸吉は死にものぐるいの表情で、けれど決してらら子の手を放そうとはせずに走り続ける。


    「まったく、仕方ない人ですね」


    　奥おく間ま狸吉の瞳ひとみにはきっと、いまこの瞬間にも、華か城じよう綾あや女めしか映っていないのだろう。


    　そこにはきっと、らら子がいまさら割り込むことなんて不可能な積み重ねがあるのだ。


    　──あたしにはまだ、この人を振り向かせることはできそうにないけれど。


    　それでもいつか、必ず振り向かせてみせる。その視線を独り占めにしてみせる。


    　そのためには、どんな苦労も厭いとわない。怯ひるまずに突き進んでやる。大丈夫、慣れたものだ。


    　これまでずっとそうやって努力を重ね、らら子はのし上がってきたのだから。


    　それじゃあ、まずは手始めに。


    〝公こう序じよ良りよう俗ぞくの破壊を目論もくろむペロリスト〟として、全力を尽くそう。


    　奥間狸吉が、注目せざるをえないほどの功績を。


    　初代《雪せつ原げんの青あお》なんて霞かすんでしまうほどの活躍を。


    　あわよくば、彼らが教えてくれた、この露ろ出しゆつ癖へきとやらを活用し、最大限に気持ちよくなりながら！


    「えいやっ」


    「えっ、ちょっ、らら子ちゃん！　なにしてんの!?　状況わかってる!?」


    　らら子がいきなり服を脱ぎ始めたことで、狸吉がひどく狼ろう狽ばいする。


    「わかってます。わかっているから、脱ぐんです」


    　幸い電撃貞てい操そう帯たいを再装着される前に逃げ出すことができたから、何も問題はない。らら子は狸吉の視線で一瞬気持ちよくなってから、狸吉が持っていたバスタオルをひったくる。


    「あっ！　それ、ぬるぬるを拭ふくための」


    「いいから、黙って見ててください」


    　らら子はバスタオルをマントのように羽は織おり、迫りくる追っ手にチラリズムを爆発させた。


    「とりゃあっ！　こ、この柔やわ肌はだが、目に入らぬかーっ！」


    「「「「──っ!?!?!?!?」」」


    　らら子の露出に、追っ手の視線が釘くぎ付づけとなる。ある者は鼻血を噴き、ある者は股こ間かんを押さえてうずくまり、またある者はらら子に視線が固定されたことでそこら辺に頭をぶつけた。


    「ふ、ふへへっ、とーっても気持ちいいです」


    　追っ手のほとんどを無効化しつつ、らら子は狸たぬ吉きちにガッツポーズ。


    「これで少しは逃走が楽になりますよ」


    　しかし、自信満々にガッツポーズを決めるらら子の足腰は快感にガクガクと震えていて、


    「そ、そうだね」


    　前かがみになった狸吉は、明らかに全力疾しつ走そうできそうにないフォームで。


    「ちょっと！　なにやってるんですか！　せっかくあたしが頑張ったのに！　そんなへっぴり腰じゃ、ほかの追っ手に捕まっちゃうじゃないですか！」


    「らら子ちゃんだって生まれたての雌めす豚ぶたみたいだよ!?」


    「それはその……だって気持ちいいんですもん！」


    「開き直った！　……なら僕も、胸を張って走ろうかな」


    「ぎゃあああああっ!?　やめてください！　下半身の不自然な盛り上がりを強調しないでください！」


    　それはもう、ひどい有あり様さまだった。


    　しかしペロリストとして堂々と狸吉の隣にいられるのはなんだか妙に居い心ごこ地ちがよくて、ぎゃあぎゃあ言いながらも、らら子の顔には、自然と笑みが浮かんでいた。


    



    　そうして、逃走速度の落ちた二人は結局追っ手に何度も捕まりかけながら、しかしどうにか逃げ切ることができたのだった。
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    　地下国会図書館から無事にらら子ちゃんを助け出し、数週間が経たった頃。


    「あーっはっはっはっはっは！　みんなー、らら子ちゃんだよーっ！」


    　巷ちまたではいま、新たな下ネタテロリストがにわかに脚光を浴びていた。


    　そのペロリストは顔を隠さない程度の深さにまでパンツをかぶり、ほぼ全ぜん裸らの上にバスタオルを羽は織おっただけの格好で、白昼堂々の街中に現れる。


    　それはいつかの華か城じよう先輩のような姿で、らら子ちゃんは毎日のように犯行を繰り返していた。


    　けれど一つ、決定的に違うのは、


    「もう、みんな見たがりだなぁ。仕方ない。ちょっとだけ、だよ……？」


    　卑ひ猥わいなイラストではなく、己おのれの身体からだ一つで人々を引きつけ籠ろう絡らくしている部分だ。


    　その求心力はまさに異常。もともとアイドルとしてトップクラスの人気を誇っていたというブランドもあり、《公然猥わい褻せつ病びよう》を発症したと広く報道されている身にもかかわらず、ありえない速度で《ＳＯＸソツクス》の支持者を増やしていった。


    　むしろ《ＳＯＸソツクス》というより、らら子ちゃん個人が凄すさまじい勢いで一大勢力を築いていっているかのような塩あん梅ばいだ。


    　最終作戦を目前としたこの土ど壇たん場ばで、それは非常に嬉うれしい誤算だったわけだが……。


    「えへ、うぇへへ、気持ちよすぎるんですけど……これ、チラリズムとか無視してもっと脱いだらもっと気持ちいいし、もっと味方増えちゃいますよね……はぁ……はぁ……」


    「バカ抑えろだぜ！　アイドルがそれ以上脱ぐんじゃねーぜ！」


    「らら子ちゃん！　アイドルなら我慢我慢！　そろそろ帰ろう!?　ね!?　それ以上脱いだらペロリスト以前にただの痴ち女じよだから！　教えたでしょ!?　最低限のラインがあるんだって！」


    　テロの最中、らら子ちゃんはかつてのアンナ先輩を彷ほう彿ふつとさせる瞳ひとみで悦楽を貪むさぼり、たびたび暴走しかけるのだ。


    「最低限のラインってなんですか！　全ぜん裸らに白鳥の人に言われたって説得力ありませんよ！」


    「わーっ!?　誰かモザイク！　空中にモザイクかけて！」


    　なんだかいろいろなものから解放されすぎたような気もするらら子ちゃん。その困った熱量にたじたじとしながらも。


    　僕たちはまた一人仲間を加え、セックスデーはもはや目前。


    　季節は夏。


    　性が解放されるのに、これ以上の時期はない。


    　たっぷり二年も溜ため込んだ濃厚ザーメンを、健全社会にぶちまけてやろう。


    　いよいよ作戦は、人集めのＡ段階から、劣れつ情じよう爆発のＢ段階へと移行する！
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    「はぁ……」


    　地下国会図書館とかいう施設から無事に逃げおおせたあの日から、数週間。


    　らら子はアジトの一角で、大きなため息をついていた。


    「わかってはいたけど、ブレないなぁ、あの人の視線は」


    　ほんのわずかな期間に下ネタテロリストとして異常なまでの功績を残し、らら子は新入りながら、早くも《ＳＯＸ》の中で幹部と同格の扱いになっていた。


    　そんなめざましい結果を残しているというのに、リーダーである奥おく間ま狸たぬ吉きちの気持ちはまったくブレる気配がない。その瞳は常に、華か城じよう綾あや女めとの卑ひ猥わいにまみれた未来を見み据すえているのだ。


    「いや、それでも絶対諦あきらめない」


    　まだ十六歳ではあるが、この程度の困難でへこたれるようなぬるい人生は送ってきていない。


    　どれだけ時間がかかったって、らら子がテロリストとして活躍しきる前に世界が変わってしまったって、絶対に狸吉を振り向かせてみせる。


    　そう決意しながらも、やっぱり全然振り向いてくれないのは寂しいなぁと思っていたときだ。


    「憂ゆう鬱うつそうなアナタに、とっても良い提案がありマース！」


    「ふぇ!?」


    　そこに立っていたのは、金髪碧へき眼がんの《ＳＯＸソツクス》幹部、アニー・ブラウンだった。


    　その後ろには顔を両手で隠したゆとりがいて、「いやあたしは別に、ただ両親が、胸を大きくするには妊にん娠しんが一番とかってプレッシャーかけてくるから、仕方なく、仕方なく……」なにやら言い訳がましくぶつぶつと繰り返している。怖い。


    　戸惑うらら子に、アニーが自信満々、快活な笑え顔がおでその言葉を口にする。


    「一夫多妻って知ってマスカ!?」


    「は？」


    　そうして。


    　セックスデーと綾あや女めのことしか目に入っていない狸たぬ吉きちの、あずかり知らぬ水面下。


    《ＳＯＸ》の最終作戦とはまったく関係のない作戦が、少しずつ確実に、その包囲網を構築していくのだった。


    　それはまさに健全社会の裏側で、《ＳＯＸ》が少しずつ支持者を増やしていったように、ひっそりと。

  


  
    



    　第三章　ムラムラしてもええじゃないか！


    



    　八月某日。夕暮れ時。


    　それはどこも、たった一人の奇行から始まった。


    「ムラムラしてもええじゃないか！」


    　交差点で。広場で。街道で。


    　誰もがずっと言えずにいたその叫びは、やがて全国に波及する歴史的なバカ騒ぎを象徴するかけ声として、長く語り継がれることとなる……。
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    「なにが起こっているでありんすか」


    　善ぜん導どう課の上層部から緊急連絡を受けた藻みず女くめは、その重い腰を上げ、首都の善導課本部へと足を運んでいた。


    《ＳＯＸソツクス》が起こすだろう大規模なデモや下ネタテロに十分警戒するよう促うながしていた下げ僕ぼくどもが、要領を得ない報告を繰り返したため、嫌な予感がして寝ね床どこから這はいだしてきたのだ。


    　懐ふところに隠し持った〝最終手段〟の、長くて太くて固い感触を指でなぞりながら、司令室で卓を囲む善ぜん導どう課上層部に詳しい説明を求める。


    「それが、その」


    　善導課のトップである下げ僕ぼく一号が困惑しきった表情でモニターを操作すると、映しだされたのは混こん沌とん極まるバカ騒ぎだった。


    「なんでありんすか、これは。集団ヒステリーか」


    　藻みず女くめの表情にも、下僕たちと同様の困惑が滲にじむ。


    　街を俯ふ瞰かんするように撮影されているその光景。おびただしい数の人々が道にあふれ出し、「ムラムラしてもええじゃないか！」と連呼しているのである。


    「これは第一清せい麗れい指定都市の映像ですが……」


    　下僕一号がモニターを操作し、同様の景色を複数映しだす。


    　どの景色もほとんど代わり映えなく、大量の人々が意味不明に蠢うごめいていた。


    「ほぼ同様のタイミングで、各地の清麗指定都市でも似たような騒ぎが……つい先ほど、首都にほど近い第五、第六、第七清麗指定都市でも騒動が発生したと報告があり……騒ぎを聞きつけた野や次じ馬うまも集まり、現場は大混乱しているようです」


    　それはどう考えても異常事態であり、なんらかの対策を講じねばならないのは火を見るより明らかだった。だが、善導課上層部をはじめとして、藻女でさえもどう動けばいいのか即決はできなかった。


    　なぜなら、


    「かけ声こそ禁止単語スレスレの不愉快極まるものですが……どこの清麗指定都市でも、卑ひ猥わいな事象が一切報告されておりません」


    　卑猥なイラストがバラまかれることもなければ、人々がパンツをかぶったり服を脱ぎ出すといったこともない。ただただ誰もが「ムラムラしてもええじゃないか！」と頭の悪いことを叫んでいるだけなのだ。


    「電撃ＰＭの強制発動はおろか、現場で警戒を続けている善導課職員たちにどう対応させるのかさえ判断に苦しんでいるところです……」


    「……」


    　藻女は深く押し黙った。


    　確かにこれは、すぐすぐに手が出せない。ただでさえ性規制への不満がはちきれんばかりとなっているところに電撃など浴びせれば、それはそれで規制体制が一気に瓦が解かいしかねない。


    　そもそもこれは、一体どういう騒ぎなのだ。


    　このタイミングで、《ＳＯＸソツクス》とはまったく関係のない動きということはあるまい。だがそれだとますます不ふ可か解かいだ。《ＳＯＸ》は性規制への不満をこの二年で一気に高め、デモを起こす腹づもりではなかったのか。


    　もしや陽動？　いやそれにしてはあまりにも動きが無秩序だし、いくらなんでも人員を各地に散らしすぎだ。これではただ、騒ぎを起こすことだけが目的のようにも見える。


    　目の前の騒動をどう受け止めたものか、藻みず女くめが混乱していたときだ。


    　なにやら階下が騒がしくなり、女性の金切り声が聞こえてきた。


    「アンナはいま、どこにいるのですか！　アンナに会わせなさい、アンナに──」


    　その掠かすれたような声には聞き覚えがある。


    　二年ほど前、アンナと激しい口論を繰り広げたときが最後だったか。


    　あれ以来アンナの口からもその近況が語られることは一切なかったために、半ば失念していたが……。


    「なんでありんすか。騒がしい」


    「は、ああ、いえ、以前から、アンナ隊員と会わせるようにと訪れることがありまして、最近は毎日のように……我々としてもソフィア様は無む下げにできないのですが、アンナ隊員が話すことはないと面会を固辞するもので……」


    「くだらん」


    　藻女自身が仕組んだ部分もあるとはいえ、あのようなタイミングであんな物言いをして、娘から絶縁されるのも当然だろう。


    　いまは、そんなこともわからない愚おろか者にかまっている場合ではない。


    「不愉快でありんす。これから事態がどう転がるかもしれぬ。階下の騒ぎを早々に収めてくるでありんす」


    　藻女はそう命じてから、改めて各地で起こっている謎なぞの騒ぎに目を戻した。


    　こちらで直じき々じきに卑ひ猥わいなイラストをバラまき、電撃ＰＭを発動させるというかたちで鎮ちん圧あつしてもいいが……先日の電波ジャックから半年と経たっていない。自作自演は危険だろう。もしこれが《ＳＯＸソツクス》の仕し業わざなら、それを狙ねらった罠わなということも考えられる。


    　……ひとまずは、様子見しかないか。


    「一体、どういうつもりでありんすか。《ＳＯＸ》、奥おく間ま狸たぬ吉きち」


    　大量の人混みの中からその姿を捜すように、藻女はモニターを睨にらみ付けた。
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    《ＨなＡＢＣ作戦》のＢ段階。その目的は、徹底的な陽動と目くらましだ。


    



    　表向きには一般人、しかしてその実態は熱烈な《ＳＯＸ》支持者。そんな人々が大量に集まり、「ムラムラしてもええじゃないか！」と声を上げる大通り。そこから少し離れたビルの屋上。


    　僕はそれまでかぶっていた夜店のお面を外し、「ふぅ」と一息ついていた。汗まみれの顔が外気にさらされ、蒸むれたパンツを脱ぎ捨てたような爽そう快かい感だ。ひげそりのＣＭに出演できるレベルである。


    「なんとか、《ＳＯＸソツクス》支持者のみんなをノせることができたね。一度一線を越えちゃえば、あとは盛り上がるだけだ。乱交パーティのように！」


    「開催したことねーだろーが！」


    　隣にいたゆとりに蹴けり飛ばされる。僕は憤ふん慨がいして反論した。


    「毎日開催してるよ！　頭の中で！」


    「サイッテーですね……」


    　ゆとりの後ろからぴょこんと現れたバスタオルマントのらら子ちゃんが、軽けい蔑べつの眼まな差ざしを向けてきた。おいおい、そんな目で見たら、僕の股こ間かんが産業革命起こしてスチームパンクだぞ？


    「ま、なにはともあれだぜ」


    　ゆとりが僕の背中を踏みながら、騒動の巻き起こる大通りへと目を向ける。


    「ひとまず、あたしらの担当、第一清せい麗れい指定都市の火付けはうまくいったみたいだぜ」


    「だね。《ＳＯＸ》支持者のみんなが吹っ切れてくれるか少し不安だったけど、僕たちで『ムラムラしてもええじゃないか！』の先陣を切ったのは正解だったよ」


    　人々の不満が自然に爆発したかのようなこの騒動は、言ってしまえば壮大なヤラセだった。


    　二年の間にコツコツと増やしていった《ＳＯＸ》支持者を各地に集め、人々の注目を集めるように「ムラムラしてもええじゃないか！」と騒いでもらう。それが《ＨなＡＢＣ作戦》のＢ段階、その入り口だ。


    　僕のように、二年近く前から善ぜん導どう課相手に「おちんぽおおっ！」と叫んでいるような赤せき裸ら々ら人間ならいざ知らず、一応は一般人である《ＳＯＸ》支持者が似たようなことができるのだろうかと心配していた。けれど結果は上々、《ＳＯＸ》支持者たちは僕のかけ声に乗っかって、困惑する善導課も気にせず、魂たましいの叫びを繰り返してくれている。


    　これまで健全社会から散々に強要されてきた様々な理り不ふ尽じんへの不満を、爆発させるように。


    「さーてと、ほかの連中はうまくやってっかな」


    　言いながら、ゆとりがＰＭで各地の《ＳＯＸ》幹部と通信を繫つなぐ。


    　その呼びかけに最初に答えたのは──。


    『味のなくなったガム×地平線の太陽！』


    　早さ乙おと女め先輩とともに第五清麗指定都市を担当している、最恐の腐ふ女じよ子し《羅ら武ぶマシーン》だった。
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    「おいこら、わしの通信に割り込むな」


    　乙おと女めは眼下で「ムラムラしてもええじゃないか！」と騒さわぐ《ＳＯＸソツクス》支持者たちに目をやりながら、珍しく妄もう想そうとは無関係にテンションの上がっているらしい《羅ら武ぶマシーン》を押しのける。


    「狸たぬ吉きちか。うむ、こちらはうまくいっとるぞ。なあに、二年前に北の大地へ乗り込んだときと比べれば、なんの危険もないわ。慶けい介すけは最後まで安全なところで待機しておくよう渋っておったがの、こんな頭のおかしい乱らん痴ち気き騒ぎ、じかに見て観察せぬ手はないじゃろうが！」


    　乙女はスケッチブックを抱え、日々の不満を発散するように蠢うごめく人々をスケッチしていく。これからさらにとんでもないことが起こると知っているせいか、いつにもまして筆が乗る。


    「おい《羅武マシーン》、わしは忙しいから、代わりに狸吉たちに報告じゃ」


    　ころころ変わる乙女の指示には慣れているのか、《羅武マシーン》はすぐさま乙女から通信を引き継ぐと、


    「《捕ほ乳にゆう類るい》×第二清せい麗れい指定都市、《絶ぜつ対たい領りよう域いき》×第三清麗指定都市、そして《ベーコンレタス母の会》×第四清麗指定都市、それぞれが担当した都市で、《ＳＯＸ》支持者の方々は順調に騒ぎを起こしています。興奮します」


    『……それは作戦の成功とかけ算、どっちの意味でかな？』


    　ＰＭの向こうで困惑する《ＳＯＸ》の現リーダーに、《羅武マシーン》は堂々と答えた。


    「両方です」
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    　第六清麗指定都市。


    　不ふ破わ氷ひよう菓かはようやく火付けに成功したバカ騒ぎの喧けん噪そうを遠くに聞きながら、ゆとりからの通信を受け取った。


    「はい。ええ、少々ほかの方とスタートが遅れてしまいましたが、どうにか」


    『なにかトラブルでもあった？　もう収まったと思った我慢汁が時間差で下着に猛攻を仕掛けてきたとか』


    　奥おく間ま狸吉のナチュラルな猥わい褻せつ話術の直後、ＰＭの向こうで激しい折せつ檻かんの音がした。氷菓はそれが鳴りやむのを待ってから、淡々と、


    「いえそれが、最初に『ムラムラしてもええじゃないか』と言ったわたしの声がですね、随分不気味に聞こえたようで。《ＳＯＸ》支持者の羞しゆう恥ち心しんを払ふつ拭しよくすることができなかったのです」


    　氷菓の無感情な報告に、ＰＭの向こうが一時沈黙する。どう反応すべきか迷っているようだが、剝むき栗ぐりらら子が吹き出す声だけは聞き取れた。


    『ええとそれで、作戦は大丈夫そうなのかな？』


    　折檻を乗り越えた狸吉の、心配そうな声。


    「ああ、それは問題ありません。わたしは先陣を切るのに向いていないと判断し、助すけっ人との力を借りましたから」


    　氷ひよう菓かは言いながら、背後を振り返る。


    　そこに待機していたのは、時とき岡おか学園の卒業生たち。


    　氷菓のように無事進学できた者もいれば、二年前の騒ぎが原因であらぬ風評被害を食らい、にっちもさっちもいかない生活を送っている者もいる。《ＳＯＸソツクス》に対する感情は、各おの々おの複雑なものがあろう。しかし誰もが氷菓を通じて《ＳＯＸ》の作戦に協力した理由はただ一つ。自由なエロへの欲求は、なにものにも代えがたいということだ。


    　彼らが一丸となって「ムラムラしてもええじゃないか！」と叫んだ結果、第六清せい麗れい都市でも《ＳＯＸ》支持者による騒動が無事に巻き起こっていた。


    「懐なつかしい感覚でしたよ。二年……いやもう三年前になりますか。時岡学園の生徒たちで団結し、谷や津つヶが森もりへ不健全雑誌を拾いにいったのは。好奇心一つで、思えば遠くまで来たものです」


    　氷菓の言葉を聞いて、三年前のバカ騒ぎを思い出したらしい卒業生たちが恥ずかしげに笑う。それを見て氷菓もまた笑いながら、ＰＭに呼びかけた。


    「予想外に出遅れてはしまいましたが、もう大丈夫です。アニーさんにも問題なしと、そうお伝えください」
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    「大丈夫デース！　ヒョーカの声は聞こえてマース！」


    　アニーはその日、騒動の中心に飛び込むことはなく、第七清麗指定都市の《ＳＯＸ》技術部に全力で引きこもっていた。


    　作業台の上には『勃ぼつ起き女王』とラベリングされた鬼おに頭がしら家け特製ドリンクが並び、修しゆ羅ら場ばに向けた準備は万端。


    　アニーは現在、《ＨなＡＢＣ作戦》のＢ段階を本格始動させるべく、《ＳＯＸ》技術部の総力を結集してことにあたっている真っ最中だった。第七清麗指定都市の騒動発生は予備の技術部員に任せてしまっているが、いまのところ特に問題はなく、《ＳＯＸ》支持者は騒ぎを発生させてくれている。


    「第七はもちろん、第八のほうもうまくやってるみたいデース！」


    　アニーが通信を繫つなぐと、


    『ムラムラしてもええじゃないか！』『ムラムラしてもええじゃないか！』


    『『腐っていてもええじゃないか！』』


    『納豆しかり！』


    『ヨーグルトしかり！』


    『『腐っているからええんじゃないか！』』


    　第八清せい麗れい指定都市を担当する双子の、心底楽しそうな声が響く。


    『堪たん能のうしてやがるぜ、あの二人……』


    　ＰＭの向こうでゆとりが呆あきれたように言い、


    『楽しんでくれるのは願ったり叶かなったりなんだけど……あの二人の脳内で、僕は何度アナル処しよ女じよを散らされたことか……不適切な穴での童どう貞てい卒業式に参加させられたことか……』


    　狸たぬ吉きちの悲痛な声が響き、


    『ウミちゃん、ソラちゃん……』


    　らら子は隠されていた友人二人の腐った一面に、いまだ対応しきれていない。


    「ま、それはそれとして、第九清麗指定都市で待機してるケースケとナデシコからは、怒りのモンスタークレームが届いてマス！　強制パイプカットレベルのお怒りデス！」


    『え!?　なんて!?　なにか準備不足とかあったっけ……』


    　アニーの報告を受けて、狸吉が焦あせったように言う。


    　鬼おに頭がしらグループ総そう帥すいの鬼頭慶けい介すけと、初代《雪せつ原げんの青あお》の義母である華か城じよう撫子なでしこ、《ＨなＡＢＣ作戦》の最終フェイズに動く二人からのクレームとなれば、さしもの狸吉も慌あわてるらしい。


    「逆デース。こっちは準備万端だから、とっとと作戦を進めろとのことデース」


    『き、気が早いなぁ。挿そう入にゆう前にはしっかり時間をかけていろいろほぐさなきゃいけないんだよ？　猥わい褻せつ義務教育の基礎だよ？　前の穴も後ろの穴も一緒だよ？』


    　狸吉はほっとしたように言うと、


    『ってことは、その二人の先走り汁以外、特に問題はないわけだ』


    　狸吉の言葉にアニーはニヤリと笑い、


    「イエス！　大規模な電撃ＰＭ無効化はもちろん、日本全国津々浦々に向けた気球の準備も万端デス！　いつでも飛ばせます！」


    『精せい液えきみたいに？』


    「ビュルビュルのドピュドピュデース！」


    『よし！』


    『よしじゃねえぜバカ野や郎ろうども！　もっとマシな日本語使え！』


    　狸吉の嬉うれしそうな声と、慣れたようなゆとりのツッコミ。


    　それを聞きながら、アニーはこの先に待ち受けるデスマーチも忘れて笑っていた。


    　だって、


    「あとほんの少しデス」


    《ＳＯＸソツクス》支持者の巻き起こす騒動が全国民の注目するところとなったタイミングで、さらなる大騒ぎを引き起こす。その大騒動に紛まぎれるかたちで、作戦がＣ段階へと移行すれば……。


    「日本は、ワタシが夢見た猥わい褻せつ先進国に返り咲くのデス！」


    　それが嬉うれしくてたまらないのだ。
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    　各地からの報告を受けて、僕はほっと胸を撫なで下ろし、勢いでズボンも下ろしそうだった。


    　各地に散ってもらった《ＳＯＸソツクス》支持者たちは、順調に頭のネジをぶっ飛ばしてくれているらしい。


    　その騒ぎを警戒する善ぜん導どう課、おもしろがって集まってくる野や次じ馬うま、さらにその様子はＰＭを通して、あらゆる人々の耳じ目もくを集めることとなるだろう。


    　この調子で作戦のＢ段階が本格的に発動すれば、Ｂ段階の目的である陽動と目くらましは十分な威力を発揮するに違いない。


    「あー、ヤバイ。勃ぼつ起きしてきた」


    　言った瞬間、僕の後頭部に激痛が走った。


    「唐突になに言ってんだぜ！」


    「ドン引きです……」


    　ゆとりが顔を真っ赤かにし、らら子ちゃんが後ずさる。


    「違うんだ二人とも！　本当に勃起したわけじゃなくて、なんかこう、作戦がうまくいってると思ったらワクワクしてきちゃって、その気持ちを痴ち的てきに表現しただけなんだ！」


    　気持ちはワクワク、股こ間かんはムクムクだったんだ。


    「慶けい介すけや撫子なでしこさんだけじゃなくて、お前も十分、先ばし──せっかちだぜ、狸たぬ吉きち」


    「ねえいま先走りって言いかけた？　ねえ言いかけた？　ねえゆとり？」


    「うるっせえ！」


    　テンションが上がっていたせいだろうか。思わずゆとりを煽あおってはみたものの、一瞬で叩たたき潰つぶされた。背中をガンガン踏みつけられながらも、玉だけは死守する。


    「とにかく、浮かれるにはまだ早いぜ。なんせ、こっからが大変なんだからな」


    　ゆとりはらら子ちゃんに視線を向け、


    「わりぃな、《ＳＯＸ》に入ってすぐだってのに、こんな大騒ぎのメインメンバーにしちまって」


    「いえ、そんなのは全然大丈夫です！」


    　らら子ちゃんは両手を顔の前で強く握ると、


    「というか、早く脱ぎたくてうずうずしてます！　あたしの裸はだかが必要なシーンはまだですか!?」


    「え、あ、いや、うーん、それは……まあ、もし必要になったらお願いするかもだぜ」


    　ゆとりの攻撃が緩ゆるんだタイミングを見計らい、僕は立ちあがった。


    「よし、らら子ちゃんもやる気マンマン子みたいだし、そろそろ移動しようか」


    「はい！」「了解だぜ」


    　僕の言葉にらら子ちゃんとゆとりが頷うなずき、移動の準備を開始する。


    《ＳＯＸソツクス》支持者が巻き起こす騒ぎに乗じて、僕たち《ＳＯＸ》の主要メンバーは一気に目的の地へ集合する手て筈はずとなっていた。《ＨなＡＢＣ作戦》、そのＣ段階を完かん遂すいし、すべてに終止符を打つために。


    「目指すは日本最大の穴！」


    　そこは電撃貞てい操そう帯たいなんか目じゃないほどの強力な貞操帯に死守された、貞てい淑しゆく極まる北の穴。


    　その周辺には既に、今回の作戦で最も多くの、そして最も熱意に満ちた《ＳＯＸ》支持者に待機してもらっている。


    　さあ藻みず女くめさん。ここからが本番です。


    《ＨなＡＢＣ作戦》のＢ段階。その目的は、バカバカしいまでに徹底した陽動と壮大なまでの目くらまし。


    　どこまでが前ぜん戯ぎのＢで、どこからがゴムなし本番挿そう入にゆうのＣか、その身をもって確かめてもらいましょう！
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    　狸たぬ吉きちたち《ＳＯＸ》が人知れず移動を開始してから、しばらくが経たった頃。


    　いくら待っても収束する気配がなく、それどころか一部の野や次じ馬うまを吸収して少しずつ拡大しているようにも見える各地の騒動に、善ぜん導どう課上層部はある種の不気味さを感じ始めていた。諸々のリスクはあるが、やはり強制的に鎮ちん圧あつしたほうがいいのではと、藻女も含めて誰もが思い始めていた、そんなときだった。


    　各地のバカ騒ぎ上空に、大量のおっぱいと金玉が出現したのは。


    



    「やはりこれは《ＳＯＸ》の仕し業わざだ！」


    　モニターに映しだされる無数の猥わい褻せつ飛行物体を前に、藻女の下げ僕ぼくたちが一斉に叫んだ。


    　彼らの前に広がる光景は、あまりにも破は廉れん恥ちで知性のかけらも感じられない。


    　大騒動の上空に悠々と浮かぶのは、生命を生み出す白はく濁だく液えきの生産工場たる睾こう丸がんと、生命を育む白濁液を与える乳ち房ぶさ、それぞれを模した大量の気球だったのである。


    　尋じん常じような数ではない。


    　各地で発生する騒動、それぞれの上空に、街全体をカバーするような間隔で何百個も浮かび、健全国家たる日本の夜空を猥褻に染め上げているのだ。


    「現場周辺に待機させてある善導課職員たちへ通達！　いますぐこのバカ騒ぎを鎮圧しろ！」


    「いや、待つでありんす」


    　いきり立つ下げ僕ぼくたちを押しとどめ、藻みず女くめはその気球から放出され始めた大量のブツを睨にらむ。


    　下僕たちもそれに気づき、さらに混乱の声を上げた。


    「《ＳＯＸソツクス》の連中は、頭がイカれているのか!?　こんなことをしても電撃貞てい操そう帯たいが発動するだけだぞ！」


    　気球から降り注ぐのは、ありとあらゆる卑ひ猥わいグッズだ。


    《ＳＯＸ》の十八番である不健全イラストはもちろんのこと、バラまかれるのは紙切れだけに留とどまらない。


    　女性モノのパンティー、トランクス、そのほかにも、遥はるか昔に生産停止となったはずの水着と思われる布きれ多数。


    　男性の劣れつ情じよう発散をサポートする器具とおぼしき合成樹脂──昔懐なつかしきオナホールの群れがぷるんぷるんと地面を跳ねたかと思えば、大胆にも鬼おに頭がしら家けの名が刻印された特製コンドームが無数に宙を舞う。


    　それは見ているだけで現実感と正しよう気きを失うような、悪夢めいた光景に外ほかならなかった。


    　信じられないことに、それら大量の猥わい褻せつ物ぶつが、全体で何千個になるともしれない気球から雨あられと降り注ぎ、「ムラムラしてもええじゃないか！」と叫び続ける人々をさらにヒートアップさせているのだ。


    　ある者は好みのエロイラストを凝ぎよう視しして「ええじゃないか！」と叫び、またある者は拾ったオナホールの品質を確かめるように弄もてあそんでから「ええじゃないか！」と叫んでいる。


    　降り注ぐ猥褻物の雨はまったくやむ気配がなく、人々に卑ひ猥わいな興奮を提供し続けていた。


    　だがしかし。


    　モニターの向こうで卑猥を堪たん能のうする人々は、誰一人電撃に倒れることなく「ムラムラしてもええじゃないか！」と元気いっぱいに叫び続けていた。


    　善ぜん導どう課上層部の間に、「まさか」という空気が満ちる。


    「これだけ広範囲の電撃ＰＭを、《ＳＯＸ》は一斉に無効化できるようになっていたのか……？」


    《ＳＯＸ》の変態的な技術力に上層部一同が愕がく然ぜんとしていると、そのうちの一人が「ん？」と首を傾かしげ、顔色をなくした。


    「騒ぎが……拡大していないか……？」


    　見れば、それまで少しずつしか拡大することのなかった群衆が、一気にモニターからはみ出るほどの規模に膨ふくれ上がっている。もとから周辺にいた野や次じ馬うまだけでなく、ＰＭ越しに騒ぎを静観していただろう人々までもが、猥褻物に誘われるように続々と騒動に合流している様子が見て取れた。信じられないことに、その勢いは上空から降り注ぐ猥褻物同様、途切れる気配がない。


    「どうなっているんだ!?　まさか電撃が発動しないのを見て、病気にはならないとでも思ったのか!?　おい！　いますぐ緊急のＰＭニュースを流せ！　電撃が作動しなくとも発症する恐れがあると繰り返し伝えろ！」


    「……」


    　下げ僕ぼく一号が下した命令は、決して間違っていない。しかし同時に、その命令が大した成果を上げることもないだろうと、藻みず女くめは確信していた。


    　二年をかけて、繰り返し繰り返し、《公然猥わい褻せつ病びよう》の恐怖を国民にすり込んだ。


    　しかし同時に人々は、二年もの間、電撃貞てい操そう帯たいによる徹底した禁欲生活を余儀なくされていたのだ。その壮絶なまでの欲求不満は、病気や電撃に対する恐怖をいとも容た易やすく上回ってしまう。剝むき栗ぐりらら子のコンサートで、人々がらら子の呼びかけにも応じずに卑ひ猥わいを貪むさぼったことからも、それは明らかだ。


    「あ、慌あわてることはない！　こちらだってこの二年、対策は重ねてきたんだ！　こんな広範囲での無効化、一時間どころか三十分も保もたん！　おい！　ＰＭ管理技術部へ連絡しろ！　早さつ急きゆうに電撃無効化のハッキングを解除し、バカ騒ぎを続けるバカどもに電撃をお見舞いしろとな！」


    「既に命じています！　ハッキングのやり口は普段と変わらず、解除にはいつもどおり、一時間かからないだろうと──」


    「急がせろ！　とにかく、いまはこの騒ぎを一刻も早く叩たたき潰つぶすんだ！」


    　下僕一号が肩で息をし、静かに騒動の推移を見守る藻女に身体からだを向けた。


    「藻女様っ、最大警戒態勢で待機させている善ぜん導どう課職員、いますぐ全員現場に急行させるべきと具ぐ申しんいたしますが！」


    「……」


    　その完全に浮き足立った下僕たちの様子をじろりと見やり、藻女はおもむろに立ちあがった。


    　何げない動きで、司令室の扉とびらを守る善導課職員の腰から当たり前のように警棒を抜き取り、


    「そなたら、その耳障りな怒鳴り声を、少しは抑えるでありんす」


    「っ!?」


    　下僕一号の股こ間かんめがけて思い切り叩き込んだ。


    　善導課上層部とはいえ、法令に則のつとり電撃貞操帯はしっかりと装着している。卑猥を取り締まる際は電撃機能こそオフになる善導課仕様だが、その頑強さは一般のそれと同じ。警棒で思い切り殴った程度で壊れるはずもなければ激痛が走るわけもないのだが、


    「あ、ああ」


    　藻女の尋じん常じようならざる殺気も相まって、下僕一号は股間を押さえてへたり込む。


    「おっとそうか、そなたらもそのオモチャを装着しているのでありんした」


    　藻女は言うと、へたり込む下僕一号の胸部へ、警棒の先端をロックオン。


    「み、藻女様！　おやめください！　私はまだ電撃機能を解除しておりません！　それだけは、それだけは！」


    「スイッチオン、でありんす」


    　無感情に言い放ち、藻みず女くめは下げ僕ぼく一号のやる気スイッチに警棒の先端をねじり込んだ。その瞬間、足のツボを押せば内臓に影響が出るかのごとく、ぐりぐりと押しつぶされた胸部のポッチは下僕一号の股こ間かんに著いちじるしく作用した。


    「ぎゃああああああっ!?」


    　下僕一号の身体からだに電撃が炸さく裂れつし、会議室は藻女が望んだとおりの静寂に包まれる。


    「そなたらまでバカ騒ぎの熱気にあてられてどうするでありんすか」


    　そうして藻女は警棒を投げ捨て、気け怠だるげな様子で上かみ座ざに座り直した。


    　様々な報告を受け取りつつ、モニターの向こうの大騒動をじっと観察する。


    　二年間の禁欲。集団心理。《公然猥わい褻せつ病びよう》が根こん絶ぜつされたというデマ。積み重なった政府への疑念と不満──あらゆる要因を内包し、各地の騒ぎは拡大の一いつ途とをたどる。


    「……」


    　やがて、積み重なっていく情報の海の中に、見み逃のがせない動きがあることに気づいた。


    　それは首都にほど近い第五、第六、第七清せい麗れい指定都市において起こっていた。


    「ムラムラしてもええじゃないか！」と無秩序に練り歩いている人々の動きが、少しずつ首都に近づいているのだ。気球からバラまかれる多種多様のエログッズを追い求めるように、じわじわと、首都を取り囲むように。


    　いまはまだ、ほんの兆候が表れた程度だ。しかし放置しておけば、いずれ首都でも同様の騒ぎが発生し、騒動と騒動が合流しないとも限らない。


    「……これが本命でありんすか？」


    　藻女は懐ふところに手を忍ばせながら、下僕どもに命じる。


    「ほかの清麗指定都市は捨てる。待機させている善ぜん導どう課職員は全員、首都周辺の騒ぎを鎮ちん圧あつするために招集、いますぐ移動させるでありんす」


    　全国規模で巻き起こる大騒動に対し、善導課の人員は限られている。　


    　苦肉の策であり、考えたくもないが、もし《ＳＯＸソツクス》がこれ以上の余力を温存しているとしたら……そう思いながら、藻女は深く椅い子すに腰かけ、事態の推移を見守り続けた。


    　懐に忍ばせた〝最終手段〟の感触を、精神安定剤のように指先で確かめながら。


    



    　各地で巻き起こったバカ騒ぎが、異常な拡大を始めてから、およそ一時間。


    　あまりにも広範囲にわたる電撃ＰＭ無効化に、ようやく解除の目め処どが立ってきた。技術班から、そう報告を受けた下僕二号が、安あん堵どしながら「急げ！」と檄げきを飛ばしたときだった。


    「大変です！　あ、いや、大変なのかどうか、もうよくわからんのですが……」


    　どこからか連絡を受けていた下僕三号が、混乱しきってもはや半笑いにさえ見える表情で、あっちを見たりこっちを見たり、落ち着きなく視線を彷徨さまよわせる。


    「ひぃっ!?」


    　しかし感情のこもらない藻みず女くめの瞳ひとみに射い貫ぬかれ、下げ僕ぼく三号はようやくその報告を口にした。


    「たったいま、北の大地で隔かく離り感染者たちの警備を続ける善ぜん導どう課支部から連絡がありまして」


    　北の大地!?　と、それまで目の前のバカ騒ぎにすべての意識を持っていかれていた善導課上層部の面々は、完全な不意打ちに目を丸くする。


    　そして続く報告に、今度は口までぽかんと丸くした。


    「隔離感染者を集めた仮設住宅地域に大量の気球が出現し、その……常じよう軌きを逸いつした量の避ひ妊にん具ぐがバラまかれているとのことです」


    　善導課の回線を乗っ取った《ＳＯＸソツクス》が、誤情報でこちらを攪かく乱らんしようとしているのではないか。そう考えてしまうほどに、それは意味不明な報告だった。


    「避妊具だと？」


    「はい」


    「そのほかには」


    「避妊具だけです。避妊具だけがひたすら降り注いでいると……」


    　それから少し遅れ、各地の騒動を映しだすモニターに、北の大地の様子も追加される。見れば本当に空から避妊具らしきものが降り注ぎ、地表を猥わい褻せつな色みで埋め尽くしていた。


    「正気でありんすか……」


    　これにはさすがに、藻女もその不ふ可か解かいさに眉まゆをひそめた。


    　それはコンドームをバラまくという行為の不毛さに対してだけではない。


    　現《ＳＯＸ》リーダーである奥おく間ま狸たぬ吉きちには、元・下ネタテロリストの父親がいる。


    　彼はいまから十年以上も昔、国会議事堂前でコンドームをバラまくという悪あがきの末に善導課に捕まった。下ネタテロリストはもとより、その子供である狸吉にとっても、コンドームをただバラまくだけというのは、悪あがきを象徴するような、ある意味忌いむべき行為のはずだ。


    　だというのに、これは一体どういうつもりだ。


    　しかしその数分後、彼らはコンドームがバラまかれた真の理由を、最悪のかたちで知ることになる。それは決して悪あがきでも、避妊のためでもなかったのだ。


    



    　　　　　　●


    



    「今日きようの天気は晴れのちコンドームね！」


    　北の大地にて。


    　空から止めどなく降り注ぐコンドームを全身に浴び、高らかに笑う女が一人。


    《公然猥褻病》を発症したとされる者が送られる仮説住宅群の中心で、華か城じよう綾あや女めは満面の笑みを浮かべていた。


    　一方、その傍かたわらに付き従う鬼おに頭がしら鼓こ修す理りは、拾い上げたコンドームを見て、可か憐れんに成長したその美び貌ぼうを玉袋のようにしかめていた。


    　玉袋顔の原因は、すべてのコンドームパッケージにはっきりと刻印された「鬼頭グループ特製！」の文字である。


    「あのクソ親父……いくら将来の宣伝も兼ねてるからって、こんなもんに家の名前使ってんじゃねーっスよ……」


    　コンドームの包装紙を苛いら立だたしげに引きちぎる鼓修理に、綾あや女めは気持ち悪いほどのハイテンションで声をかける。


    「気にしない気にしない！　ほらこのコンドーム、〝コンドーΩオーム三号〟って商品名なんですって！　私は好きよ？　このセンス！」


    「まあ、綾女様がそう言ってくれるなら、まだ救われるっスけど……」


    　鼓修理はなおも嫌そうな顔をしながら、〝コンドーΩ三号〟を袋から取りだしびろーんと広げる。


    「うわぁ、美少女とゴム、卑ひ猥わいここに極まれりね！」


    　綾女も鼓修理と同様にゴムを袋から取りだし、広げて鼓修理の肩や頭に乗っけて遊んだ。


    「ゴムって言っても避ひ妊にん具ぐっていうより、マジでゴム！　って感じっスけどね」


    　鼓修理は取りだしたコンドーム型のゴムを両腕で引っ張るが、ゴムのくせにこれがなかなか伸縮しない。しかしそれもそのはず。


    　そのゴムは薄さ０・００３ミリ！　などと語る軟弱なものではなく、厚さ３ミリはあろうかという代しろ物ものだったのだ。精せい液えきどころか、粘ねん膜まく同士の接触が織りなす肉欲のハーモニーさえ完全にシャットアウトしてしまいそうな凶悪ゴム。しかもその大きさは馬にでも使うつもりかというビッグサイズであり、ほとんど悪ふざけの産物であった。


    　と、綾女が深夜テンションで製作されたかのようなコンドームを振りまわして遊んでいたときだ。


    　綾女が装着していた身分偽ぎ装そう用ＰＭに、アニーから連絡が入る。


    『ヘイ二人とも！　準備はＯＫデスカ!?』


    「もちろんよ！　穴という穴から粘液が噴き出してるわ！　ローションいらずの前ぜん戯ぎ知らずよ！」


    「新あら手ての妖怪みたいっスね」


    　鼓修理がぼそりと言い、アニーが『了解デス！』と声を張り上げる。


    『そっちのＰＭはあんまり長く無効化できないデスから、あとはそっちの統とう率そつ力りよくに任せマシタ！　栄養ドリンクがワタシを待ってマス！』


    　アニーが通信を切り、それから少ししたころ。


    　コンドームの飛来でざわついていた仮設住宅が、さらにそのざわめきを増していく。


    



    「うわっ、本当に電撃ＰＭが開いたぞ!?　トイレに行きたいわけでもないのに！」


    「本当にこれで無効化されてるんだろうな……？　おい、お前ちょっと興奮してみろ」


    「いや急に言われても……ネタがないし、そもそも二年間そういうのできなかったんだから、すぐには無理だって」


    



    　そのざわめきに耳を傾けながら、綾あや女めは鼓こ修す理りに訊たずねる。


    「みんな、ゴムの使い方はわかるかしら。直前まで秘密にしてた作戦だものね」


    「問題ねーっス。北の大地で増やしたオトモダチには、アニー・ブラウンからレクチャーされたとおりに、しっかりやり方叩たたき込んで、いい感じに分散させてるっスから。ねずみ算式でみんな装着してくっスよ」


    「そう？　なら、私たちは私たちで、移動の準備ね」


    　綾女は言うと、仮設住宅群の片隅に隠しておいた宝物、おちんぽマン変身セットをいそいそと運んできた。


    　春先の決起集会で《ＳＯＸソツクス》の面々と顔を合わせた際に着込んでいたアレである。


    「《雪せつ原げんの青あお》の名前は譲ゆずったにしても、やっぱり私はどこまでいってもペロリスト！　表おもて舞ぶ台たいに勃たつときは、それなりの格好をしなくちゃね！」


    　ニコニコと笑いながら、もぞもぞとおちんぽマン着ぐるみに入り込む綾女。鼓修理はそれを見ながら、「あのー」とため息交じりに口を開いた。


    「本当にその格好で行く気っスか？」


    「当然じゃない！　我が人生最大の力作よ!?」


    　おちんぽマンのマ●コ部分から顔を出した綾女が、チンポ状の腕をぶんぶんと振りまわす。


    　鼓修理はもう一度大きなため息をついてから、


    「二年ぶりにナマの狸たぬ吉きちと会うのが気恥ずかしいのはわかるんっスけど、少しは自じ重ちようしないと、狸吉から女の子扱いされなくなっちゃうっスよ？」


    「な、べ、別にそんなつもりじゃあ……っ！」


    　唐突に放たれた鼓修理からの苦言に、綾女は顔を真っ赤かに染め上げる。


    「だ、大体！　狸吉はいまさら、この程度で私に引いたりしないもの！」


    「そいつはどうっスかね～。ほら、この前の通信、まーたあのボンクラの周りに嫁候補みたいなのが増えてたっスよ？　油断してるとヤバイと思うっスけどね～」


    「鼓修理！　あんたはいつからそんな意地悪言うようになったの!?」


    「すべては綾女様のためっスよ」


    　キシシ、とやはり鼓修理は意地悪そうに目を細め、あれやこれやと不安を煽あおるようなことを言い続けた。


    　そうやってしばらくじゃれ合っていると、


    「綾あや女めさん！　鼓こ修す理りさん！」


    　このあたり一帯の仮設住宅群の村長的な立ち位置にある男が、二人のもとに駆かけてきた。


    「ここらは全員、準備が完了しました！　いつでもいけます！」


    「了解よ。バラまかれまくるゴムに善ぜん導どう課の注意が向いてるのもいまのうちだけ。とっとと出発しましょうか。日本最強の貞てい淑しゆくさを誇る巨大穴、通称アオカントンネルへ！」


    　綾女の号令を合図とし、仮説住宅群に押し込まれていた人々が、にわかにその熱量を増大させる。


    　続々と集結する人々を鼓修理がまとめあげるのを眺めながら、綾女は昔のことを思い出す。


    「初めての下ネタテロから、もう四年近く経たつのね」


    　公共の場で初めて「おちんぽ」と叫んだあの日から、もうそんなに経ったのだ。


    　短いようで長いようで、物心ついた頃から下ネタ大好きなだけだった自分が、随分とわけのわからないところまでやってきた。


    　脳のう裏りに思い起こされるのは、大量のエロイラストやエロ本の一コマ、時とき岡おか学園でのめちゃくちゃな二重生活の記憶。


    　そしてこんな自分のバカげたテロ活動にとことん付き合ってくれて、ついにはこんなイカれた騒ぎを計画するに至った、大好きな後輩の照れた顔。


    「早くまた、マスターの淹いれてくれたコーヒーでも飲みながら、適当な猥わい談だんでもしたいわね」


    　この騒ぎが一段落しても、そうそう穏やかな日々には戻れないだろう。


    　そもそも《ＳＯＸソツクス》はどこまでいっても犯罪者であるし、《ＳＯＸ》が破壊した公こう序じより良ようぞ俗くを再構築する果てしない作業が待ち受けているに違いないからだ。


    　それになにより、自分が騙だまし続け傷つけることになってしまった親友への贖しよく罪ざいも、まだ終わっていないのである。


    　だがそれでも、いまは狸たぬ吉きちが諦あきらめることなく練り上げてくれた頭の悪い作戦を成功に導くため。


    　最初はたった一人で夢見た自由で卑ひ猥わいな未来へ、みんなと一緒に進むため。


    「それじゃあ行くわよ！　おちんぽおおおおおおおおおっ！」


    　北の大地へ不当に隔かく離りされた人々を先導し、綾女は迷うことなく、おちんぽマンの姿でその一歩を踏み出した。


    



    　　　　　　●


    



    「報告！　報告です！」


    　降り注ぐコンドーム、拡大する卑猥な大騒動。


    　電撃ＰＭの復活を待つほかに手がなく、呆あつ気けにとられるばかりだった善ぜん導どう課上層部に、またとんでもない情報がもたらされた。


    「北の大地で隔かく離りされている〝感染者〟たちが〝トンネル〟を目指して一斉に移動を開始しているとのことです！」


    「なんだとぉ!?」


    「それも一か所や二か所ではなく、ほぼ全域が一斉に……避ひ妊にん具ぐを合図に行動を開始するとあらかじめ決められていたのではと思われます」


    「どんな合図だ！　なんでもいいから、とっとと北の大地全域で電撃を強制発動させろ！」


    「やっています！　ですが……っ！」


    「まあ当然、無効化されているでありんしょう」


    　またしても浮き足立つ下げ僕ぼくたちに、藻みず女くめはぴしゃりと言い放った。


    　藻女の言葉どおり、北の大地全域も一時的に電撃ＰＭが使用できなくなっており、〝感染者〟たちは電撃に阻そ害がいされることなく行こう軍ぐんを続けている。


    　二年前、藻女の制御をも離れて何十万人も隔離された北の大地では、それを管理する善導課職員の数が圧倒的に不足しており、電撃ＰＭに頼る状態が慢性化していた。電撃ＰＭが復活しない限り、この大移動を阻止する手立てはない。


    「いや大丈夫だ！　問題ない！」


    　下僕二号が、周囲に言い聞かせるように声を荒らげる。


    「どうせ北の大地でのＰＭ無効化も、一時間あれば解除できるんだ！　〝トンネル〟に一番近い居住区からでさえ、〝トンネル〟にたどり着くには、どうしたって一時間以上かかる！」


    　下僕二号は言いながら、第五、第六、第七清せい麗れい指定都市の電撃ＰＭ正常化に動く技術班へと通信を繫つないだ。


    「ちょうど先ほど、技術班からもハッキング解除の目め処どが立ったと連絡があったところだ。早いところこちらの電撃ＰＭを正常化させて、北の大地の電撃ＰＭ正常化に移らせましょう。おい、どうだそっちの調子は！」


    『はい！　ちょうどいま、無効化を解除したところです！　第五から順に、全住民の電撃ＰＭが強制炸さく裂れつするはずです！　正常化まであと、５、４、３──』


    　技術班のカウントダウンが０になるのとほぼ同時、モニターの向こうでバカ騒ぎを続ける人々が、次々と悲鳴を上げて倒れた。


    　だが、


    「……なんだ？」


    　快かい哉さいを上げるべく両手を頭上へ持ち上げようとしていた下僕たちの動きが止まる。


    「なぜ、一部の人間しか電撃を食らっていないんだ!?」


    　モニターの向こう、各地で発生したバカ騒ぎはまるで収束する気配がなく、『ムラムラしてもええじゃないか！』という耳障りなかけ声はいつまで経たっても鳴りやまない。


    「おい！　ハッキングが解除されていないぞ!?　どういうことだ!?」


    　下げ僕ぼく二号が、得意気にカウントダウンしていた技術班に怒声を飛ばす。


    『そ、そんなはずは！　システムはもう完全に正常化されてますし、範囲内の人間のＰＭ内ではちゃんと電撃も炸さく裂れつしているはずです！　ほ、ほら、ちゃんと電撃食らってる人もいるじゃないですか！　たくさん！』


    　半泣きで訴える技術班の言うとおり、確かにかなりの数の人間が電撃を食らってうずくまり、騒動の中心から運び出されていく。しかしそれは全体から見ればごくわずかで、騒動は収束するどころか、なにやら妙な熱を帯び始めているほどだ。


    「……現場の善ぜん導どう課職員に、バカどものＰＭを調べさせるでありんす」


    　はっとした下僕たちが現場に指示を飛ばし、それから数分後。


    　信じられない報告が続々と上層部に届けられた。


    「は？　ふ、ふざけているのか!?　貴き様さまらまでバカ騒ぎの熱にやられたんじゃないだろうな!?」


    『ほ、本当です！　我々も信じられず、何人も捕らえて確認したのですが……』


    　現場の善導課職員が言いよどみ、しかしはっきりと続ける。


    『電撃がうまく作動していない者のＰＭには、いずれも避ひ妊にん具ぐが仕込まれておりました！　電撃を食らった者が全員避妊具を仕込んでいなかったこともあわせて考えますと、電撃を防いでいるのはこの、鬼おに頭がしらグループの刻印が入った避妊具で間違いないと思われます！』


    「そんなバカな……いくら二年前に急造したものとはいえ、そんなオモチャが仕込めるような作りでは……」


    『おそらく、ＰＭが無効化されている間に仕込んだのではと……申し訳ありません！　バラまかれる卑ひ猥わいなブツと、それを拾い集める騒ぎに気をとられ……避妊具でなにかしているとは思いましたが、その、試着でもしているのかと……女性も試着しているのは妙だなと感じたのですが……』


    　現場でもパニックが起きているのだろう。報告を続ける善導課職員の言い訳が意味不明になってきたところで、下僕二号は通信を切断した。


    　そして下僕たちは、藻みず女くめに数秒遅れ、ハッとしたようにその結論にたどり着く。


    「なら、避妊具がバラまかれた北の大地の騒ぎは！」


    　一時間などで収まるはずもない。


    　政府によって不当に隔かく離りされた何十万もの人々が避妊具を装着し、二年分の鬱うつ憤ぷんを晴らすべく、北の大地と本州を繫つなぐ〝トンネル〟に殺到しているのだ。


    　物資運搬用に、いまなお鉄道が生きているトンネルは、北の大地側、本州側、もちろんどちらも厳重な警備がなされている。だが、いくらなんでも何十万人もの人間が一丸となって突撃してくるなど想定外だ。


    「やむをえん！　いまからでも遅くはない！　北の大地へ続くトンネルをこちらから完全に埋め立てろ！　今後の物資運搬に支障は出るだろうが、いまはそんなことも言ってられん！」


    　下げ僕ぼく二号がヒステリックにわめき立てたとき、


    「ほ、報告……」


    　第四下僕が顔を真っ青さおにして、モニターを操作した。


    「トンネルを擁ようする第十清せい麗れい指定都市で、ほかの清麗指定都市と同様の騒ぎが……」


    　もはや驚きよう愕がくの声すらなかった。


    　映しだされる映像は確かに第十清麗指定都市、そこにあふれ出す人々は頭上から降り注ぐ卑ひ猥わいなブツを全身に浴び、「ムラムラしてもええじゃないか！」とイカれたように乱舞している。


    　たかだかエロ一つを武器に、《ＳＯＸソツクス》はこの二年でどれだけ勢力を拡大していたというのか。


    「現場には《雪せつ原げんの青あお》こと奥おく間ま狸たぬ吉きちと剝むき栗ぐりらら子が出没しているという報告もあり……騒ぎはこれまでと比べものにならない速度で規模を拡大しているとのことです」


    　このタイミングで《ＳＯＸ》のリーダーや、求心力の塊かたまりである剝栗らら子が出現したとなると、狙ねらいは間違いなくトンネルの解放だ。


    　もし騒動を起こしている人々が《ＳＯＸ》に乗せられるがまま、トンネルに殺到したりすれば……埋め立てを実行する間もなく警備が崩ほう壊かいしかねない。


    　そうして北の大地で二年隔かく離りされてきた人々がこちらに雪崩なだれこんでくれば、すべて終わりだ。


    《公然猥わい褻せつ病びよう》などという病気がデタラメであると即座に判明し、病気を根こん拠きよに進めてきた強きよう権けん的な健全政策のすべては真っ向から否定される。


    　これらの健全政策を表立って進めてきた政治家や善ぜん導どう課上層部はもとより、裏から糸を引いてきた藻みず女くめも、タダでは済むまい。


    「……やはり、二年前の失策で、既に大たい勢せいは決していたということでありんすな」


    　沈黙の上層部内で、藻女がぽつりと漏もらした。


    　冗談としか思えないＰＭの無効化もさることながら、今回の騒動で最も脅きよう威いなのは、一斉に立ちあがった無数の国民だ。彼らが短期間で爆発するよう仕向けた時点で、《ＳＯＸ》の勝利はほぼ決まっていたのだろう。


    　デモなりクーデターなりで首都を直接狙うものと思っていただけに、おふざけかと思うような回りくどいやり方で虚きよを突かれたのも痛かった。　


    　藻女は椅い子すに深く腰かけながら、下僕どもに命じた。


    「アンナの精せい鋭えい部隊をトンネル警備に向かわせるでありんす。多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいではあるが、アンナの力なら、埋め立てまでの時間を稼かせげるやもしれん」


    「りょ、了解いたしました！」


    　藻女が下した一応の指示を受けて、死に体だった上層部が慌あわただしく各所に指示を飛ばし始める。


    　しかしその中で藻みず女くめは項うな垂だれたまま、懐ふところにしまいこんでいた〝最終手段〟を再び指先で撫なでた。


    「やはり、これを使うことになるでありんすな……」


    　藻女の呟つぶやきを聞いてくれている者など、その場には誰一人としておらず。


    　破は滅めつ的な未来へ突き進もうとする藻女を止める者もまた、その場には一人もいなかった。
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    「なるほど、《ＳＯＸソツクス》の狙ねらいは、北の大地で隔かく離りされている人々の解放にありましたのね」


    　善ぜん導どう課詰め所で待機していたアンナは、上層部から諸々の説明と命令を受けたあと、特段慌あわてることもなく情報を整理していた。


    　病気を理由に隔離されていた人々が、その身をもってデタラメを証明すれば、この健全社会は一気に瓦が解かいする。おそらく《ＳＯＸ》は最初から、これを狙っていたのだろう。だとすれば、二年前、北の大地が封ふう鎖さされるよりも前に送り込まれた《ＳＯＸ》メンバーがいるはずだ。もしかして……とは以前から思っていたが、その送り込まれたメンバーの中には、この二年、目立った動きを見せることのなかった華か城じよう綾あや女めが含まれているに違いない。いくらアジトを潰つぶしても、その痕こん跡せきさえ見つからないはずである。


    　だとすれば。


    　奥おく間ま狸たぬ吉きちと華城綾女の二人は、必ずかのトンネルで合流する。


    　アンナはそう確信し、部隊の副隊長である月つき見み草ぐさ朧おぼろに呼びかけた。


    「月見草さん、出動の準備ですわ」


    「え、あっ、はい、これを食べたらすぐに！」


    　月見草はお茶請けのおやつをモリモリ食べながら、アンナの号令にもたもたと応じる。


    　アンナはそんな月見草の背を押し「ほらほら、早くしてくださいまし」と急せかす。


    「アンナ様？　なんだかやけに嬉うれしそうですね」


    　この期ごに及んでまだモグモグを続けながら、月見草が首を傾かしげた。


    　するとアンナは月見草に微ほほ笑えみかけ、


    「だって、わたくしにとってこんなに都合のいい展開になるなんて、夢にも思っていませんでしたもの。ふふふ、これだけの大騒ぎ、人が何人か消えたところで、しばらくはバレませんものね？」


    《ＳＯＸ》の敵として善導課に従事していようとも、藻女の命令に従っていようとも。


    　二年前に決意した想おもいは微み塵じんも変わらない。


    　たどり着いた結論は、いささか逃避じみてはいたけれど。


    　アンナはアンナの夢見た穏やかな未来を手に入れるために。


    　何百人もの精せい鋭えい部隊を引き連れ、彼女は一歩を踏み出した。
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    　北の大地へと続くトンネルを擁ようする街、第十清せい麗れい指定都市。


    　各地で騒動を巻き起こした僕たち《ＳＯＸソツクス》の幹部は、アニーを除いた全員がこの地に集結していた。


    　無論、それは《ＨなＡＢＣ作戦》のＣ段階、その最終目標であるトンネル姦かん通つうを達成するためだ。


    　トンネル周辺は、善ぜん導どう課が二年前に急きゆう遽きよ建設した高い塀と、物資運搬用の列車が通過するときにのみ股またを開く鉄てつ扉ぴに囲まれている。貞てい操そう観念のしっかりとした鉄扉である。


    　そしてその簡易要よう塞さいはいま、「ムラムラしてもええじゃないか！　扉とびらを開いたってええじゃないか！」と騒ぐ《ＳＯＸ》支持者に取り囲まれ、ひたすらカオスな状況に陥おちいっていた。


    　その中心、巨大な鉄扉を前にして、僕はカオスの先頭に立って叫んでいた。


    「わっしょい！　ピス・トン！　わっしょい！　ピス・トン！」


    　別に頭がおかしくなったわけではない。


    　簡易要塞を突破するための攻城兵器《オチンポマウンテン》で突撃する際に、これは必須のかけ声なのだ。


    　ここで攻城兵器《オチンポマウンテン》について説明しよう。


    　この《オチンポマウンテン》は、何本もの丸太をひとまとめにした巨大木製チンポを搭載する、車輪付きの御お神み輿こしである。両サイドにはこれを押すための取っ手（もちろんこれも形状はペニス！）がついており、何十人もの力を乗せることが可能となっている。これを全力で叩たたき付ければ、規格外の力を持つ破は城じよう槌つちとして機能するのだ。


    　このイカれた攻城兵器をわざわざ造って持ってきたのは誰であろう、華か城じよう先輩の義母、華城撫子なでしこさんである。


    　朱あけ門かど温泉に伝わる男だん根こん御輿に着想を得た《オチンポマウンテン》は、各地の混乱に乗じてここまで運ばれ、いま、貞てい淑しゆくなトンネルの貞てい操そうを奪うべく躍動しているのだ。


    「わっしょい！　ピス・トン！」


    　僕と一緒に《オチンポマウンテン》を押すのは、撫子さんと同じく、朱門温泉で観光業を営んでいた人たちだ。僕たちは力を合わせ、簡易要塞に強烈なピストンをお見舞いする。


    　けれど、


    「「「「うおおおおおおおおおおっ!?」」」」」


    　要塞めがけて突撃した僕たちに浴びせられるのは、善導課からの強烈な放水。塀の小窓から何本も突き出たホースはさながら、壁穴の向こうでフェラされるのを待つチンポのよう。エロ漫画の精せい液えきを遥はるかに凌りよう駕がする勢いの放水が、僕たちを執しつ拗ように狙ねらい撃つ。


    《オチンポマウンテン》を押していた人々は少しずつ削られ、チンコの先端が要よう塞さいへぶつかるころにはすっかり勢いを殺されてしまう。慣かん性せいがあるとはいえ、これでは威力半減だ。


    《オチンポマウンテン》に繫つながれたヒモが後ろから引っ張られ、再び助走をつけて挑いどむも、結果は同じ。何度も繰り返すうちに体力は削られ、僕たちは完全に息が上がってしまっていた。ええい、さっさと快楽墜おちすればいいものを！


    「第一陣はもう限界だぜ！　いったん引き上げて、第二陣、突撃だぜ！」


    　いったん下がった僕たちを回収してくれたゆとりが、二本目の《オチンポマウンテン》部隊に突撃を指示する。ちなみにこの場所には、全部で三本の巨大チンコが集結している。僕はこの三本を心の中でキングギマラと呼んでいる。


    「おい狸たぬ吉きち！　大丈夫か!?」


    　いったん退しりぞいた僕のところに、ゆとりが駆かけ寄ってきた。その後ろには不ふ破わさんと早さ乙おと女め先輩、らら子ちゃんもいる。


    「思ってた以上に強烈な放水だぜ。体力回復に甘いもんと……あとほかになんかいるか？」


    「うぅん、新鮮な下ネタが聞きたい……」


    「……」


    　ゆとりが僕を殴ろうかどうか迷っているように目を光らせる。　


    　と、そのＰＭからアニーのはじけた声が響いた。


    『うおおおっ！　全国ＰＭ無効化デスマーチ！　なんとか乗り切ったアニーデース！　タヌキチー、ご褒ほう美びに冷凍精せい子しを送ってクダサイ！　大切に育てマース！』


    「てめえはいきなり、なにわけのわかんねーこといってんだぜ！　バカ野や郎ろう！」


    『心配しなくても、ゆとりにも既成事実のＯ・ＳＵ・ＳＯ・ＷＡ・ＫＥしてあげマース！』


    「アホかああああああっ！」


    　アニーは修しゆ羅ら場ば明けで意識がはっきりしていないのだろうか。精子は確かにおたまじゃくしみたいだけど、育てたりできないからね？　カエルになんかならないからね？


    　疲労のピークを飛び越えているらしいアニーに、不破さんが「やれやれ」とばかりに首を振る。


    「だから言ったでしょうアニーさん。わたし特製の栄養ドリンクを摂取しておけば、そこまで疲ひ弊へいせずに済んだでしょうに」


    『ヒョーカ！　アレは駄目デス！　栄養ドリンクなんて生なま易やさしいもんじゃねーデス！　前に一度試して、うっかり竿さお姉妹の誓ちかいを破って抜け駆がけしそうになったくらいデス！』


    「は!?　そんな話聞いてねーぜ!?」


    「あたしもです！　アニーさん、なにやっちゃってるんですか!?　脱ぎますよ!?」


    　アニーの発言に、ゆとりとらら子ちゃんが両目をつり上げる。


    『処しよ女じよ膜まくが溶けるかと思うくらいムラムラしマシタ！』


    「ほう、詳しく聞かせるのじゃ」


    　アニーの過激な発言に、早さ乙おと女め先輩が食いついた。


    「お前ら、もういいから黙ってろだぜ！」


    　ゆとりがアニーの通信を切断したそうにＰＭを触るも、アニーは一連の連携・連絡の要かなめであるため、容易に通信は切断できない。あんまりにもあんまりなアニーの発言が延々と続き、僕はもう胸がドキドキ股こ間かんがシコシコだよ。


    「僕はもう、胸がドキドキ股間がシコシコだよ」


    「お前はそのイカれた脳内に浮かんだ言葉をそのまま喋しやべってんじゃねえぜ！」


    　ああ、疲れた身体からだに下品な話がよく染みる。


    　ゆとりが「あーもう」と頭を抱えながら僕の口にキャラメルを無理やりねじ込み（エロ漫画みたいに！）、簡易要よう塞さいのほうへ目を向ける。


    「にしても、やっぱ固いぜ、この要塞。思ってた以上に」


    「勃ぼつ起きしたマラや乳ち首くびみたいに？　あ、ごめんなさい！」


    　ゆとりの手がぴくりと動いた時点で僕は謝った。僕だって学習するのだ。まあ殴られたけど。


    「放水の効力が想定以上ですね。善ぜん導どう課お得意のテーザー銃じゆうのほうはゴムを盾たてにして凌しのいでいますが」


    　不ふ破わさんが電撃ＰＭ無効化用の秘密兵器《コンドーΩオーム三号》を弄もてあそびながら言う。


    「氷ひよう菓かよ、塀の中から放水をやっとる連中の好みは分ぶん析せきできんのか」


    　即席のエロイラストで、放水をコントロールする善導課職員を惑わせようという腹づもりの早乙女先輩。けれど不破さんの返事はつれないもので。


    「小窓が小さすぎて相手の顔もなかなか視認しづらいですからね……それに、もしイラストを描かいたとしても、あの小窓に投げ込むのは難しい。あまり効果の高い手にはならないでしょう」


    「むむむ、それもそうじゃの。……しかしどうする。あまり時間はかけられぬのじゃろう？」


    　もどかしげに言う早乙女先輩に、僕は頷うなずいた。


    　いくら強力な放水で威力を半減させられているとはいえ、《オチンポマウンテン》での突撃を繰り返せば、簡易要塞の突破は難しくない。要塞を取り囲む人々もそこかしこから侵入を試みているし、時間さえかければ突破そのものは失敗しようがないとさえ言える。


    　けれど僕たちは急いでいた。


    　アンナ先輩の率ひきいる精せい鋭えい部隊が、空路でこちらに向かっている──アニーが善導課の通信を傍ぼう受じゆしてから、既にそこそこの時間が経たっていた。


    「アンナ先輩が到着する前に、なんとしてもここを突破しておきたいんです」


    　それはなにも、簡易要塞突破が難しくなるから、なんて理由ではない。


    　僕は、アンナ先輩に戦ってほしくないのだ。


    　アンナ先輩が善ぜん導どう課に入ったのも、藻みず女くめさんの指示に従ってしまうようになったのも、すべては二年前、僕がアンナ先輩への対応を間違えて、最後の最後に傷つけてしまったせいだ。


    　そのアンナ先輩に恨まれて追い回されて、いつか復ふく讐しゆうされるにしても、真正面から争うなんて、絶対に嫌だった。しかもこんな、多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいの要よう塞さいを守らせるような戦いなんて。


    「しかしそうなると、やはり放水をどうにかせねばならんの」


    　どうすれば童どう貞ていを卒業できるかと悩む三み十そ路じのように僕たちが頭を捻ひねっていたところ、


    「あたしがいきます！」


    　らら子ちゃんが「ふんす！」と声を張り上げた。


    「あたしが放水の目を引きつけますから、その隙すきに突撃をしてください！」


    「え、いやいや、さすがにそれは危ないし──」


    　僕が止めようとすると、らら子ちゃんは柔らかい指先で僕の唇くちびるを塞ふさぎ、


    「あたしの活躍を、しっかり見ててください」


    　僕らの制止を振り払い、らら子ちゃんは簡易要塞のほうへと突撃。熱烈なファンの力を借りて簡単な御み輿こしを作り、その上でチラリズムを展開した。


    　けれど。


    「はぁ!?　なんで!?」


    　らら子ちゃんの憤ふん慨がいする声が、要塞を攻める人々の壁を越えてこちらにまで聞こえてきた。


    《オチンポマウンテン》を狙ねらう放水は数秒だけ明後日あさつての方向に向いたあと、すぐに本来の調子を取り戻したのだ。


    　らら子ちゃんはその後何度も御輿の上でポーズを取ったあと、肩を怒らせながら戻ってきて、「なんなんですかあいつら！　インポですよインポ！」


    　どんだけ気にくわなかったんだ……覚え立ての禁止単語まで使って……。


    「落らく胆たんすることはありません」


    　と、怒れるらら子ちゃんに、不ふ破わさんが淡々と告げる。


    「あなたに授さずけたチラリズムは、瞬発力こそあれ、長く人目を引きつけるものではありませんから。向こうからすればあなたの姿もよく見えないでしょうし、今回は状況と相性が悪かっただけです」


    「……なるほど、つまり」


    　らら子ちゃんが自身のバスタオルをむんずと摑つかみ、


    「全部脱げってことですね!?」


    「「違う違う違う違う！」」


    　僕とゆとりが一緒になってらら子ちゃんの脱衣を止める。


    「なんで止めるんですか！　時間ないんですよね!?」


    「そうだけど、だからってそんな強きよう硬こう手段はとれないよ！」


    「マジでやめろ！　そうぽんぽん素す肌はだを人目にさらすなだぜ！　アイドル以前に女子として！」


    「……わかりました。肌が駄目なら、毛でどうでしょう」


    「「!?」」


    　斜め下の発想に僕とゆとりが固まり、不ふ破わさんと早さ乙おと女め先輩が「ほお」と顎あごに手をやる。あの、感心してないで一緒に止めてくれません？


    「毛なら肌じゃないですし、あたし肌白いですから、人混みの中でも目立つと思います！」


    　思います！　じゃねえ！


    「じゃあ、どこまでなら脱いでいいんですか！」


    　ええい、いまは露出の線引きなんていう、「おしりＶＳおっぱい」みたいな果てしない論争に時間を費やしている暇ひまはないというのに！


    　と、僕たちが放水をどう防いだものかと苦戦していたときだった。


    「せっかく大おお仰ぎような御み輿こしまで用意してやったってのに、いつまでもたもたやってんだい！　こちとらとっとと娘を迎えにいきたいってのに！」


    「え!?　撫子なでしこさん!?　まだ後方で待機してるはずじゃあ……」


    　そこにいたのは、かつて朱あけ門かど温泉で僕たちに稽けい古こをつけてくれた華か城じよう先輩の義母、華城撫子さんだった。けれどその服装はかつての上品な着物姿ではなく、


    「あの、その服装は……」


    「ああ、これかい？　どうにもこの大騒ぎの熱にあてられてねぇ」


    　手には木刀、髪の毛はまとめられることなく風にたなびき、上半身はキツく巻かれたさらしのみで覆おおわれている。完全にカタギの人間ではなかった。


    「おい、そこの露出娘」


    「ひゃ、ひゃい!?」


    　撫子さんに睨にらまれ、らら子ちゃんの声が裏返る。


    「話は聞かせてもらったよ。必要以上に脱がず、放水野や郎ろうどもの視線も釘くぎ付づけ。あたいはあんまり好きじゃねぇんだが、いい方法がある。聞きたいかい？」


    「!?　ぜひ！」


    「よーし、それじゃあ……」


    　撫子さんがなにやらごにょごにょ吹きこむと、らら子ちゃんの顔がみるみるうちに輝かがやき出す。


    「ってな塩あん梅ばいだ。あたいはこれから三本目の御輿で特攻かますから、おめぇはいま言ったやり方で放水の狙ねらいを攪かく乱らんしな。……身体からだ張るやり方だが、できそうかい？」


    「目立つためならなんだって！」


    「よーし、いい根性だ」


    　僕たちが呆あつ気けにとられている間に、撫子さんとらら子ちゃんは要よう塞さいのほうへ走っていった。


    　撫子さんが三本目の《オチンポマウンテン》を先導し、そのご神しん体たいにはなんと、らら子ちゃんがまたがっている。


    「おいおいおい！　あれ大丈夫か!?　あぶねえぜ！」


    　ゆとりが叫ぶも、撫子なでしこさんたちは止まらない。


    　凄すさまじい怒号とともに簡易要よう塞さいへと突撃を開始する。


    　当然、《オチンポマウンテン》の原動力である撫子さんたちに放水が浴びせられるのだが、次の瞬間、らら子ちゃんがとんでもない行動に移った。


    「とうっ！」


    　ご神しん体たいから飛び降りたかと思うと、撫子さんたちを庇かばうように空中で放水を浴びたのだ。


    「だあああっ!?　無茶さすなだぜ！」


    　しかしゆとりの絶叫とは裏腹に、空中で強烈な放水を浴びたらら子ちゃんは気持ち悪いくらいに華麗な動きで地面に着地、そのまま先ほどと同じようにファンに担かつぎ上げられ、その全身が群衆の頭上に現れる。そしてその姿は、


    「これでどう……かな？」


    　濡ぬれたバスタオルが全身に張り付き、露出皆かい無むにもかかわらず身体からだのラインが丸わかりという凄まじく卑ひ猥わいなものだった。さっきまでのチラリズムより露出度は下がっているはずなのに、エロさはむしろ増している。ひわいのきじゅんがみだれる……目を離さずにはいられないな!?


    「うおおおおおおおおっ!?」


    　僕が思わず前かがみでガッツポーズをとると同時、放水の狙ねらいが大幅にズレ、しかもまったく軌き道どう修正される気配がない。


    　善ぜん導どう課よ、いくら健全を謳うたおうと、貴き様さまらもまた、ただの漢おとこだったということだ。


    「うおらああああああああっ！」


    　その勢いを一切削られることなく、撫子さんたちの《オチンポマウンテン》が鉄てつ扉ぴに叩たたき付けられ、簡易要塞全体が大きく揺れる。


    「もういっちょおおおおおっ！」


    　らら子ちゃんは放水に狙われそうになると群衆の中に姿をくらまし、撫子さんたちが再突撃するタイミングを見計らってまた姿を現す。そのモグラ叩きめいたチラリズムと張り付いたバスタオルの破壊力で放水は大きく乱され、《オチンポマウンテン》の種付けピストンが連続で炸さく裂れつし続ける。


    「これはいける！　ゆとり、第一陣と第二陣、一気に突撃だ！　僕もすぐ出る！　三穴同時の突貫工事で要塞を一気に堕おとす！」


    「了解だぜ！」


    　僕とゆとりが突撃に加わる準備をする傍かたわら、らら子ちゃんの活躍をじっと見守っていた早さ乙おと女め先輩と不ふ破わさんが、なんだかしみじみと呟つぶやいていた。


    「やるのぉ、あの小娘」


    「素質は感じていましたが、あそこまで成長するとは。最初に指導した者としては感かん慨がい深いものがあります」


    「まったくじゃ。それにしても、あの濡ぬれバスタオルは盲点じゃった。男女混合風ぶ呂ろの管理人でもあった、撫子なでしこゆえの発想というわけか」


    「次の作品はあれでいきましょう」


    「うむ、筆が乗りそうじゃ」


    　呑のん気きなものである。


    



    「わっしょい！　ピス・トン！　わっしょい！　ピス・トン！」


    　らら子ちゃんが放水を攪かく乱らんするようになってから、要よう塞さい攻略は一方的だった。


    　放水はてんで的まと外れの方向に飛んでいき、テーザー銃じゆうは極厚安全ゴムで防がれ、僕たちは全力の種付けピストンを絶え間なく叩たたき込むことができたのだ。


    　そして、大した時間をおくこともなく、その瞬間はやってきた。


    　バキッ。


    「わっしょい！　ピス・トン！　わっしょい！　ピス・トン！」


    　バキバキッ！　ミシッ！


    「わっしょい！　ピス・トン！　わっしょい！　ピス・トン！」


    　──ドゴン！


    「おりゃあああああっ！　姦かん通つうじゃあああああっ！　ぶっ飛べ健全社会いいいっ！」


    　ひときわ強く《オチンポマウンテン》を叩き付けると、大きく歪ゆがんでいた塀が砕け、人が簡単に侵入できるほどの大穴が穿うがたれる。


    　そこから先はあっという間だ。


    　人々が一気に流入し、簡易要塞は一気に瓦が解かい。


    「道はできたぞおめぇらぁ！」


    　撫子さんが連絡をとってしばらくすると、第九清せい麗れい指定都市で密ひそかに待機していた大量の車両が押し寄せてきた。


    　それは北の大地に身内を強制隔かく離りされた人々で構成されるお迎え部隊。一刻も早い家族との再会を望む人たちが、大型車両で我先にと乗り付けてきているのだった。


    　二年前に強制隔離を煽あおった身としては、非常に顔向けしづらい場面である。


    　そしてその先陣を切っていたのは、


    「うおおおおおおっ！　鼓こ修す理りぃ！　いますぐ迎えにいくからねぇ！」


    　鬼おに頭がしらグループ総そう帥すい、鬼頭鼓修理の父親、鬼頭慶けい介すけだった。


    　慶介は僕たちに目をくれることもなく、自みずから運転する車で開通したトンネルに飛び込んでいく。その様子はまさに、膣ちつを駆かけ上がる精せい子しのごとし。


    「おおい、あんまり飛ばすんじゃないよ！　中は狭いし、向こうの要よう塞さいはまだ落ちてないんだからね！　ったく、あたいたちが開通させたってのに、自分だけいいとこ持っていきやがって。……まあ、鉄道でも走れる車を調達してくれたのもあいつだから、文句も言えねぇか」


    　撫子なでしこさんはぶちぶち言いながら、無数に到着する車両の指揮に忙しいみたいだ。


    　そんな慌あわただしいトンネル周辺で、僕は絶えず空を眺め回していた。


    「おい狸たぬ吉きち、そろそろ休んだほうがいいぜ」


    　ゆとりがジュースを片手にそう言ってくれる。


    「うーん、でも」


    　簡易要塞は無事に突破することができた。


    　けれどまだ安心はできない。なにせ、アンナ先輩の部隊がいまだに到着していないのである。簡易要塞はもう完かん墜おちしてしまってはいるものの、アンナ先輩ならここからひっくり返してしまうことだって可能だ。二年前、《ヘルサウンド》からの集団脱だつ獄ごくを実行した際、大型トラックを一人で幾つも横転させたアンナ先輩の姿が脳のう裏りに蘇よみがえる。あの要領でトンネル内で事故でも引き起こされたら、目も当てられない。


    　アンナ先輩がここからなにか仕掛けてくるとすれば、それは僕が受け止めなくてはならないだろう。対アンナ先輩用・時間稼かせぎローションを片手にそんなことを考えていると、


    「ゆとりさんの言葉に甘えておいたほうがいいですよ。ふらふらじゃないですか」


    　らら子ちゃんもやってきて、せめてそこら辺に腰を下ろすよう僕を促うながす。


    「というか、あたしの大活躍、ちゃんと見てました？　まだ褒ほめてもらってないんですけど!?」


    　らら子ちゃんが急にぷんすかと怒りだすので、


    「もちろん見てたよ。濡ぬれタオル、最高すぎて思わず前かがみだったね！」


    　人さし指と中指に親指を挟む、《ＳＯＸソツクス》流のサムズアップで褒めちぎる。


    　それなのに、


    「な、うっ……も、もう少しオブラートに包んでくださいよ！」


    　らら子ちゃんは顔を真っ赤かにすると、思いっきり背中を叩たたいてきた。


    「お前はほんと、中学時代じゃなくとも、せめて二年前を思い出せだぜ、セクハラ野や郎ろう」


    　わけがわからないよ。これ以上ないほど紳士的な賛辞だったのに。


    　それから僕がまた空に視線を移すと、らら子ちゃんがムッとしたように唇くちびるを尖とがらせる。


    「また上ばっかり見て……そんなに善ぜん導どう課のアンナさんが気になるんですか」


    「え？　いやまあそりゃあね。昔いろいろあったから……」


    　僕が言うと、らら子ちゃんはなぜかますます不機嫌になって僕に背を向ける。


    「あっそー、そうですか。でも、昔いろいろあったからって、アンナさんがここに来るに違いないなんて、あなたの勝手な妄もう想そうじゃなきゃいいですねー」


    「え？　いやどうしてそんな話に……というか、これはアニーが傍ぼう受じゆした情報でもあるわけだし、そもそも僕の妄もう想そう癖へきはＲ18方面特化だから……ん？」


    　そこで僕は、はたと思い出す。


    　僕たちの警戒網をすり抜けて、アンナ先輩が次々とアジトを急きゆう襲しゆうしたことを。


    　そのアンナ先輩たちの部隊が、そう簡単に僕たちに動きを知らせるだろうか。


    　北の大地で一斉蜂ほう起きした人々に比べて僕らの装備が充実していることや、首都からの距離を鑑かんがみて、増援が来るならこちらだろうと思って頭から信じ切ってしまっていたけど、もしあの通信がブラフだったとしたら。もしアンナ先輩の部隊が最初から北の大地を目指していたとしたら……面倒なことになる。穴の奥に入ったまま取れなくなったヒモなしローターのように。


    「アニー、いまから母さんのＰＭに通信繫つなげるかな」


    　ゆとりのＰＭを介して、アニーに声をかける。


    『え？　ランコのＰＭデスか？　ここまで来たら《ＳＯＸソツクス》との繫がりがバレるバレない気にせず繫げマスけど、どうしマシタ？』


    「一応、母さんの耳に入れておきたい情報があるんだ」


    　アンナ先輩の部隊が、母さんの部隊とぶつかる可能性があると。


    　そうして僕がアニーの補助のもと、母さんと話していたところ、


    「《鋼こう鉄てつの鬼き女じよ》のほうで、またなんかトラブルでもあったかい？」


    　お迎え部隊の指揮を執とっていた撫子なでしこさんがこちらの話を聞きつけ、


    「おーい《鋼鉄の鬼女》。なんだか知らねぇけど、しっかりやりなよ！　この騒動が無事に終わったら、あたいらは親しん戚せき同士になんだからねぇ！」


    　ＰＭの向こうにいる母さんに向かって、とんでもなく恥ずかしいことを言い放つのだった。
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    　今回の騒動における奥おく間ま爛らん子この役割は、北の大地側のトンネル警備を内側から突き崩すことにあった。


    　隔かく離り生活を強いられていた北の大地の住民は狸たぬ吉きちたちと違って《オチンポマウンテン》などのイカれた装備を調達することが難しく、トンネル警備の突破に手間取ると考えられたからだ。


    「まったく、ただでさえ作戦に遅れが生じているというのに、そのうえアンナの部隊だと……っ」


    　北の大地へ向かうヘリの中でバカ息子からの連絡を受けた爛子は、もとより凶悪な双そう眸ぼうをさらに鋭するどく尖とがらせた。


    　善ぜん導どう課内部における爛子の立場は、二年前までに比べて非常に悪くなっていた。奥間善ぜん十じゆう郎ろうに続き、奥間狸吉という凶悪な猥わい褻せつ犯罪者を身内から出したというのが、その主な理由だ。


    《ヘルサウンド》の脱だつ獄ごく騒ぎを早期解決したという大きな実績を残したがゆえに、ある程度の権限は残っていたが、それも以前に比べれば微々たるもの。爛らん子こが指揮できる部隊の規模は大幅に縮小され、現在ヘリに同乗している部下はたったの十数人だ。


    　その立場の悪さたるや、バカ騒ぎの混乱に乗じてすぐさま北の大地へ向かうはずが、騒ぎの発生と同時に待機を厳命されてしまったほどだ。正面突破ばかりに特化してきたせいで、こっそり抜け出すのに相当骨が折れた。


    　昔ならば、いくら爛子の周囲に問題があろうと、こういった騒ぎのときには爛子の戦闘力と指揮能力が重ちよう宝ほうされ、独立遊ゆう軍ぐんのように立ち回れたものだったが、いまは違う。


    　なぜならいまの善ぜん導どう課には、爛子に匹ひつ敵てきする怪物がいるからだ。


    「アンナ……君とはいろいろな意味で、正面からぶつかりたくはなかったが」


    　思い起こされるのは二年前、アンナとその母親であるソフィアの信じられないような口論だ。あれ以来アンナはソフィアとの接触を執しつ拗ように避けているようで、憔しよう悴すいしきったソフィアから、アンナに取り次いでくれと、何度も打診されてきた。


    　しかしその気配を察してか、アンナは爛子との接触を避けているようだった。爛子としてもアンナと必要以上に接触することは躊躇ためらわれ、結局ソフィアとアンナの話し合いはいまだに一度も実現していない。


    　大体、どの面つら下げてアンナと話をすることができようか。


    　アンナがあの日あれほど傷ついていたのは、爛子たちが作り上げた健全社会の歪ゆがみゆえに。そしてその直後、バカ息子がアンナといかに決別したかも、伝聞によるものではあるが聞き及んでいる。


    　アンナはきっと、バカ息子のことも、爛子やソフィアのことも、憎くて仕方がないはずだ。散々振りまわし、あげくうち捨てた者として。


    　それはきっと、どうしようもなく当然の恨うらみ。間違った社会を作ってきてしまった自分たちは、なにをされても文句は言えない。


    　しかし、だからこそ。


    「たとえ君と正面から戦うことになろうと、この度を越した健全社会を壊さねばならない」


    　爛子とアンナの実力はほぼ互ご角かく。率ひきいる部隊の規模は圧倒的に向こうが上回る。


    　勝てる要素は皆かい無むだが、しかしそれでも勝たねばならない。


    　迷いをうち捨て、覚悟を固め、任務達成のために神経を研ぎ澄ます。


    「既にアンナの部隊が到着している可能性が高い、貴き様さまら、覚悟しておけ！」


    　準備を整えた爛子の視界に、北の大地側のトンネルを守る簡易要よう塞さいが見えてきた。


    　隔かく離りされていた人々に囲まれ、激しい攻防が繰り広げられている。


    　簡易要塞の内部にヘリを着陸させ、駆かけ寄ってきた善導課職員になに食わぬ顔で援軍に来たと告げると、その表情が驚きと安あん堵どに包まれる。


    「助かりました！　暴動の規模があまりに大きく、職員が萎い縮しゆくしきってしまっていて……あなたが来てくださったなら、きっと持ちこたえられます！」


    「……？　ほかに援軍はいないのか？」


    「さらに援軍の予定が？　本州の騒ぎが大きすぎて、まともに職員を送る余裕もないという話でしたが……」


    　爛らん子こは首を傾かしげる。


    　アンナの部隊はまだ来ていないし、来る予定もない？　


    　北の大地が解放されようとしているいま、アンナの率ひきいる最さい精せい鋭えい部隊がトンネルを守らずにどこを守るというのか。バカ息子たちのほうに来ていないのなら、ここに現れるに違いないというのに。


    　……なにかがおかしい。


    　爛子が不審に思っていると、要よう塞さい警備の善ぜん導どう課職員が「こっちです」と爛子を促うながす。


    「なんとしてでも要塞を守り抜きましょう！」


    　緊急事態に際して己おのれの仕事を忠実にこなそうと懸けん命めいな職員。その背中に、爛子は告げた。


    「悪いな、職務に忠実な人間は、嫌いではないのだが」


    「え？」


    　爛子は振り返った職員の顎あごに[image: ]こぶしを叩たたき込んで卒倒させると、速すみやかにその手足を縛しばる。


    「な、なにを──っ!?」


    　脳を揺らされて呂ろ律れつも回らなくなっている職員をその場に放置し、爛子は部下を率ひきいて砦とりでの内部へと踏み込んだ。


    「どういうことかわからんが、アンナがいないというのなら好都合だ。予定どおり、一気に突き崩すぞ！」


    　実は既にアンナたちが砦内部に潜ひそんでいる可能性や、遅れてやってきたアンナたちに不意打ちを食らう可能性を考慮しながら、爛子の部隊は砦内部を突き進む。


    　しかし、その警戒の甲か斐いもなく、アンナの部隊はいつまで経たっても姿を見せず。


    　当初の予定どおり、北の大地の簡易要塞は内部からあっさりと陥かん落らくしてしまうのだった。
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    『絶対におかしい。本当にアンナはそちらに現れていないのか？』


    　簡易要塞が陥落したことでさらに盛り上がりを見せる《ＳＯＸソツクス》支持者たちのざわめきを背後に、僕は北の大地で仕事を終えた母さんから通信を受け取っていた。


    「うん、影も形も、陰いん毛もう一本現れないんだ」


    『……貴き様さまといい善ぜん十じゆう郎ろうといい、私の神経を逆なでして楽しいか？』


    　いつもの調子で口から出てしまった僕の猥わい褻せつトーク術に、下ネタ嫌いな母さんが過か剰じような反応を見せる。ご、ごめんなさい！　上の口が正直でごめんなさい！


    『とにかくだ。貴き様さまらがよこした車両に乗って、そろそろそちらに〝感染者〟が到着する。本来ならその時点で我々の勝利なのだが……くれぐれも油断するな』


    「わかってる」


    　僕が地下国会図書館に潜入したとき、藻みず女くめさんはあんなにも自信満々だった。


    　それにしては、いくらなんでもうまくいきすぎている。僕たちの知らないところで、なにかろくでもない計画を進めている可能性が高い。アンナ先輩が一向に現れないのも、きっとそれに関係があるに違いない。


    　引き続き、〝感染者〟の輸送が妨害されないよう警戒を続けると言って、母さんは通信を切断した。そのときだ。


    「おい狸たぬ吉きち！」


    　ゆとりが僕のほうへ駆かけ寄ってきて、目を輝かがやかせる。


    「いろいろ腑ふに落ちねぇのはわかるけどよ！　いまはほら、とりあえず喜んどこーぜ！」


    　その指さす方角では、いまなお車両が突入を続けるトンネルの出入り口に集まった人々が歓声を上げ始めていて、


    「第一陣が、戻ってくるぜ！」


    　ゆとりが言うのとほぼ同時、


    



    　──わあああああああああああっ！


    



    　人々の歓声がバイブのように地を震わせる。


    　北の大地に隔かく離りされていた人々を連れ戻すために出発したお迎え部隊の第一陣が、トンネルの向こうからボロンと姿を現したのだ。


    　車両には北の大地で支給されているらしい画一的な服装に身を包んだ人々が乗っていて、車が停とまるのも待たずに降りようとするなど、とんでもない大騒ぎだ。


    　最初は北の大地から帰ってくる人たちを「本当に発症してないよな……？」と少なからず警戒する人もいたのだが、それも最初の数分のみ。


    　彼らがちんこもマ●コも連呼せず、普通に意思疎そ通つうが可能だとわかると、警戒心は簡単に解け去った。なにせ先ほどまで「ムラムラしてもええじゃないか！」と空から降ってくる猥わい褻せつ物ぶつを堪たん能のうしていたのはこちらだし、それでも発症しないのは体験済みだ。というかむしろ、北の大地の人たちより僕たちのほうがよっぽど発症者だった。《オチンポマウンテン》ってなんだよ。頭おかしいだろ。


    　北の大地から帰ってきた人々はこれから、騒動に紛まぎれて全国各地へ戻っていき、その身で家族や周囲の人々に《公然猥褻病》など噓うそっぱちだったと体現していく手て筈はずとなっている。


    　ややこしい説得や証しよう拠この提てい示じなど必要ない。普通に意思疎通がとれる。ただそれだけで彼らは体制の噓うそを証明できるのだ。


    　仮に体制がこれからまた二年前のように〝発症者〟をでっち上げたって、それを噓だと断言できる者が何十万人もいれば、むしろ火に油、淫いん乱らんに媚び薬やくを盛る行為にしかならない。


    『これで日本は、ナンバーワン不健全国家に返り咲きデース！　肉バイブ先生の新作や、新しい薄い本が大量生産デース！　性せい癖へきの坩る堝つぼデース！』


    　トンネル周辺の映像を受信しているらしいアニーがＰＭの向こうで歓声を上げ、


    「思う存分わたしの好奇心を満たしてくれる世の中になってくれればよいですが」


    　不ふ破わさんが淡々と、けれど濃い隈くまで縁取られた瞳ひとみを期待で確かに輝かがやかせ、


    「にひひ、卑ひ猥わいでなくとも筆が乗りそうな、良い光景じゃの。これじゃからお主ぬしらとの悪ふざけはやめられん」


    　早さ乙おと女め先輩は口にくわえた筆を上下にピコピコ動かしながらニマニマと笑う。


    「うわぁ……すっごいことになってますねぇ」


    　らら子ちゃんはことの重大さをいまいち理解できていないのか、目の前の歓声と大騒ぎにただただ圧倒されていた。


    「……」　


    　そんななか、僕は藻みず女くめさんやアンナ先輩に関する懸け念ねんも一瞬だけ忘れて、トンネルから絶え間なく現れるたくさんの車両を見つめていた。


    　この大騒ぎのどこかに、華か城じよう先輩がいるはずなのだ。


    「おい」


    　と、ついつい車両のほうにばかり目を向けてしまっていた僕の肩を、ゆとりがぽんと叩たたいた。


    「ありがとな」


    「え？」


    　ゆとりの口から出てきたシンプルな言葉に面食らう。


    　ど、どうしたのゆとり。いつもは僕のことを、脳みそと金玉の大きさが入れ替わったクソ溜だめド変態みたいに扱ってくるのに。　


    　僕が戸惑っていると、ゆとりは至極真ま面じ目めな表情で、


    「これでさ、きっと世の中変わるんだぜ。《公然猥わい褻せつ病びよう》なんてのが噓っぱちだって体現してる連中が、これから何十万って流れ込んでくる。そうすりゃ病気を根こん拠きよにした管理体制は全部吹っ飛んで、こんな馬ば鹿かげた世の中作る理由になった卑猥の排除なんてのも見直されて……卑猥な知識と切り離せない職業のあたしらが、おかしな扱いを受けることもなくなるんだぜ。三年前まで、どうしようもねえって拗すねてたのが、噓みたいだ」


    　ゆとりは言うと、なぜか泣きそうな顔で笑い、


    「だから、ありがとうだぜ。そんで、これはまあ、ほんのちょっとしたお礼だぜ」


    　そう言って、たくさんの車両でひしめき合う広場の一角を指さした。


    　そこにはいままさに停車した車両があり、それを運転しているのは、お迎え部隊の先陣を切った男、鬼おに頭がしら慶けい介すけだった。


    「慶介の車には鼓こ修す理りが乗ってるはずだぜ。んで、鼓修理と一緒にいるのは間違いなく」


    　ゆとりはそこまで言うと、僕の背中を思い切り押した。


    「ひとまず行ってこいだぜ！　まだいろいろ心配事があるのはわかってっけど、向こうもたぶん、お前のこと待ってるはずだぜ！」


    「……うん、ありがとう、ゆとり」


    　僕は背中を押されるまま、ゆとりが見つけてくれた慶介の車両へと走った。


    



    　　　　　　●


    



    『あーあー。これだからユトリはユトリデース。竿さお姉妹の杯さかずきはどこ行ったデスか。本妻に塩を送っちゃ駄目デス。本妻には潮を吹きかけてやる！　ぐらいの気持ちじゃないと』


    「うっせえな。潮くらい、あとでいくらでも吹いてやるぜ。でも、狸たぬ吉きちたちに感謝してるのも本当なんだぜ。だからいまは、これでいいんだぜ」


    『ユトリ？　潮は目じゃなくて股またから吹いてクダサイ、こっちまでもらい潮吹いちゃいそうになりマス！』


    「だあ、もうマジで少しは黙ってろだぜ！」
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    　人混みをかき分け、僕は慶介の車両へと走った。


    「ん」


    　最初に僕の姿に気づいたのは、助手席から降り立った鼓修理だ。


    　当然ながら決起集会のときと変わらず、その姿はいまだに見慣れない手足の伸びきった美少女そのもの。けれど僕を見つけたその目は二年前と同じ、僕のことを小こ馬ば鹿かにするような底意地の悪さに満ちていた。


    　僕が駆かけ寄ると、鼓修理はニマーとさらに表情を意地悪くし、


    「お久しぶりっスねぇ。どうしたんっスか、そんな必死にハァハァして。超絶プリチー鼓修理ちゃんの色いろ香かに引き寄せられたっスか？　ほれほれ」


    　鼓修理が腹立つ顔で適当なセクシーポーズをとってみせる。腹立つなぁ。チンコも勃たつなぁ。


    　僕が「違うって」と否定すると、鼓修理はますます嗜し虐ぎやく的な表情になり、


    「んじゃあ、誰を捜してここまで来たんっスか？」


    　この野や郎ろう。どこが気持ちいいか言ってごらん？　ってセックス実況を強制する男かよ。


    「……華か城じよう先輩だよ。いるんでしょ、この車に」


    　顔が熱くなるのを感じながらも素直にそう言うと、鼓こ修す理りは手でメガホンを作り、


    「綾あや女め様ーっ！　二年間禁欲したケダモノが綾女様とハッスルドッキングするために、ハァハァしながら走ってきたっスよーっ！」


    「やめろバカ！」


    　鼓修理が車の中に呼びかけた瞬間、中からガタガタガタッと音が聞こえ、車がギシギシと揺れる。カーセックスかな？


    　いやまあそんなことは置いておいて、中に華城先輩がいるのは間違いないらしい。


    　けれど一向に出てくる気配がなく、やがて鼓修理が呆あきれたように肩をすくめた。


    「綾女様はこういうときに恥ずかしがってまどろっこしいのが玉に瑕きずっスねぇ」


    　華城先輩に玉はないだろ。


    「お前が変な煽あおり方するからだろ。これ以上変なことやったら、お前を今晩のオカズにしてやるからな」


    　鼓修理は僕の言葉を適当にスルーし「ほら綾女様、そろそろ出るっスよ」と華城先輩を説得すべく車の中に戻っていった。


    　待ちぼうけを食らうことになった僕が、そういえば慶けい介すけの気配がないなと思っていると、運転席から降りたところに体育座りをしている慶介を発見した。


    　その目は虚うつろで生せい気きがなく、僕が「おっぱーい、おっぱーい？」と男なら必ず反応する呼びかけを繰り返したというのに、まったく反応がない。サキュバスにでも襲おそわれたのだろうか。


    　一体どうしたんだろう。車の中に戻ってしまった鼓修理に問いかけてみると、


    「あー、こっちに帰ってくる途中、めっちゃ話しかけてきてウザかったんで、ずーっとマグロ決め込んでやったんっスよ。そしたらそうなったっス」


    　あまりにもムゴい答えが返ってくる。男はマグロが一番ダメージ食らうんだよ？　やめたげなよ。


    　と、そのときだ。


    「……ん？」


    　僕は背後に気配を感じて、反射的にアナルを両手で隠した。次の瞬間、


    「再会のアナル開発ーっ！」


    　手でガードしていた僕の尻しりに、とんでもない衝しよう撃げきがほとばしる。


    　驚いて振り返ると、


    「なっ、私の掘くつ削さく体当たりが防がれた……っ!?」


    「なにやってんだあんたはああああああああっ！」


    　僕の後ろに立っていたのは、性せい戯ぎの味方おちんぽマンだった。


    　今回は胴体の割れ目から顔を出しておらず、中身が誰かはわからないが、この状況でこんなことをするのは華か城じよう先輩をおいてほかにいない。


    　僕が慶けい介すけに気をとられていた隙すきに反対側から下車して、後ろに回り込んだのだろう。


    　華城先輩inおちんぽマンは顔を出さないままポーズをとると、


    「興奮したら固くなるのがチンコ、柔らかくなるのがマ●コ。その両方の特製を兼ね備えるおちんぽマンは剛柔併せ持った最強の存在！」


    「わけわかんないこと言ってないで、とっととそれ脱いでください！」


    　僕は華城先輩からおちんぽマンの衣装をはぎ取るべく、そのふざけた着ぐるみに飛びかかった。


    《公然猥わい褻せつ病びよう》は感染すると卑ひ猥わいな冗談ばかり言うようになってしまい、意思の疎そ通つうができなくなる病気と定義されている。それはまさに華城先輩の本性そのもので、華城先輩がテンションの赴おもむくままにはしゃいでいると、あれ？　あいつ発症してね？　となってしまう。せっかく北の大地で不当に隔かく離りされていた人たちが病気など噓うそだと体現してくれているのに、僕たちがそれを邪魔してどうするんだ。


    「ほら、早く脱いでくださいって！　華城先輩！」


    「っ!?　いやあっ！　狸たぬ吉きちが本当にケダモノだわ！　大きなのっぽのフルチンポを持て余す淫みだらな性せい獣じゆう！　青汁飲んで元気汁！　助けてペニバンマン！　このケダモノの穴という穴を貫つらぬいて！」


    「ほんとやめてくださいって！　鼓こ修す理りも手伝ってくれよ！」


    「綾あや女め様～、恥ずかしいのはもうわかったっスから。思い切って全部脱いじゃいましょうっス。狸吉は再会の記念に、綾女様の全ぜん裸らをご所望っスよ」


    「再会して数秒で全裸の青あお姦かんを強要するなんて、狸吉はホントに金玉の権ごん化げね！　発情期のウサギだってもう少し分ふん別べつあるわよ!?」


    「話をややこしくするなぁ！」


    「しゃーないっスねぇ。面倒なんで、もうこれで好きなだけイチャイチャしてくださいっス」


    　と、華城先輩の後ろに回り込んだ鼓修理が着ぐるみのファスナーを一気に下ろし、慌あわてふためく華城先輩を突き飛ばす。


    「「……あ」」


    　おちんぽマンの中からいきなりコロンと転がり出した華城先輩ともろに目が合い、身体からだが急に熱くなる。おい鼓修理お前、もうちょっとなんかこう、やり方あっただろ!?　文句を言おうとするが、鼓修理はそそくさとどこかへ消えてしまっていた。


    「……た、狸吉は！」


    　華城先輩も僕と同様に顔を赤くしながら、卵らん子しを目指す精せい子しのように目を泳がせる。


    「元気だった!?」


    「え、あ、はい、も、もちろんですっ」


    　僕もつられてしどろもどろになっていると、


    「ってことは、毎日朝勃だちして、毎週のように夢む精せいしてたってわけね!?」


    「元気の基準がおかしい！」


    「ところで〝せいえき〟って並び替えると石せき英えいになるけど、石英の結晶が透明がかった白なのはもう奇跡よね。まさに精せい液えきの結晶だわ！」


    「だからどうした！」


    「ヤリチンとかヤリマンとは言うけれど、そうなるとヤリ手っていうのはオナニストのことを指すのかしらね」


    「知るかよ！」


    「僕のピロートークアカデミア！」


    「やめろ！」


    「……ぷっ」


    　華か城じよう先輩の脈みやく絡らくのない下ネタマシンガンにツッコミまくっていると、不意に華城先輩が吹き出した。


    「なんだか安心しちゃったわ」


    　華城先輩は顔を赤らめたまま、
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    「二年経たって、これだけの大騒ぎを起こすようになっても、私たち、なにも変わらないわね」


    　そんなことを言って笑うのだ。


    「……そうですね」


    　だから僕も、照れくささは拭ぬぐい去れないまでも、なんだか少しほっとして、


    「僕も華か城じよう先輩も、卑ひ猥わいなものや下ネタが大好きなまま、ずっと変わらないみたいです」


    「あら、いつの間にそんな、上の口まで素直になったの？」


    「口は上にしかねぇよ！」


    　いつか交わしたやり取りを再現して、僕と華城先輩は互いに笑い合う。


    　そして、ようやく落ち着いた華城先輩は次々と戻ってくるお迎え部隊の車両を遠くに見ながら、


    「《ＨなＡＢＣ作戦》は大成功。これで、この馬ば鹿かげた規制社会もようやく終わりね。妹のパンツでオナニーしたあげく寝落ちして、その現場を親に見つかった中学生男子のように」


    「いや、まだです」


    　僕の言葉に、華城先輩は首を傾かしげ、


    「え？　まさか狸たぬ吉きちは、そんなアブノーマルかつ家庭崩ほう壊かいを招きかねないオナニーが見つかっても人生が終わらないと考えているの？　それはちょっと、考えが甘すぎるわよ？」


    「そっちじゃなくて！」


    　おろおろと僕を諭さとす華城先輩に一応ツッコんでから、藻みず女くめさんとアンナ先輩のことを説明した。


    「あれだけ自信マンマン●だった藻女さんが、なんの動きも見せていない。アンナ先輩の部隊も消息不明ですし、裏でなにかろくでもないことを画かく策さくしてる可能性が高いんです。ここから規制崩壊を止める方法があるとは思えませんけど……とにかく藻女さんがなにか取り返しのつかないことをする前に押さえないと、僕たちの任務は終わりません。あの人もアンナ先輩と同じ、この健全社会の被害者なんです」


    「なるほ童どう貞ていラマチオ」


    　華城先輩は意味不明なフレーズで納得を示すと、二年前と変わらない、力強い笑みを浮かべた。


    「なら、ヤるべきことは一発ね」


    「一発ってなんだ！　一つだろ！」


    「私たち《ＳＯＸソツクス》で藻女の身柄を押さえる。それが私たちの、最後の下ネタテロよ！」


    　華城先輩は懐ふところからパンツを取りだし、顔を隠さない深さまで頭にかぶる。


    「みんなと相談して、突撃チームを編成しましょう。任せたわよ、《雪原リーのダ青ー》」


    　試すように笑う華城先輩。僕もそれに負けじと、二年前に華城先輩から受け取ったパンツを頭に乗せ、


    「了解ンポ！」


    　高らかに宣言した。
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    　それから僕たちは「やっと話終わったっスか？」とひょっこり出てきた鼓こ修す理りを回収し、ゆとりたちのところに戻った。


    　首都にいるはずの藻みず女くめさんを急きゆう襲しゆうし、その身柄を押さえる。


    　最後の作戦を説明したのち、そのためのメンバーを話し合う。


    　僕としてはアニーに藻女さんの詳細な居場所を探ってもらい、突撃にはある程度腕に覚えのある僕と華か城じよう先輩、機動力に長たけたゆとりあたりを想定していたのだけど……。


    「ここまで来てわしを置いていく気か？　馬ば鹿か者ものめ、お主ぬしらの阿あ呆ほうな戦いは最後まで最前列で見てやるわ」


    　と早さ乙おと女め先輩が駄々をこね、


    「鼓修理が綾あや女め様から離れるわけないじゃないっスか」


    　鼓修理がさも当然というふうにふんぞり返る。


    「まさか、この期ごに及んであたしを放置する気ですか？」


    　らら子ちゃんがアイドルらしからぬ圧力をかけてきた。


    「わたしとしても、ここで置いていかれるのは釈然としません。早乙女先輩と組んで敵を無力化することくらいできますし、自衛の手段も持っています」


    　不ふ破わさんがそう言って取りだしたのは、注射器のような形の水みず鉄でつ砲ぽう。


    「これで特製栄養ドリンクを噴射します。粘ねん膜まくに食らえばひとたまりもありません」


    　それ本当に栄養ドリンク!?　というかその注射器、栄養ドリンクの色が白いから、射しや精せい機能つきのディルドにしか見えないんだけど！


    　その後も四人はついていくと頑がんとして譲ゆずらず、結局、アニーを除いた《ＳＯＸソツクス》の幹部全員で藻女さんの根ね城じろを急襲することになった。


    　本当なら撫子なでしこさんや母さんのような実力者のお供も欲しいところだけど、北の大地から安全に人々を迎え入れることが最優先のため、そこの戦力を奪うわけにはいかない。


    　全国でいまなお継続している騒動の混乱に乗じて、少数で一気に奇襲をかける。精せい液えきはかけない。それで話はまとまった。


    「それじゃあ、早速首都に向かうぜ！」


    　撫子さんから回してもらった車両に《ＳＯＸ》メンバーが乗り込んだのを確認し、ゆとりが運転を始める。


    　北の大地から脱出した人々を全国へと運び出す大量の車両に紛まぎれ込み、首都へと一気に向かうのだ。


    　そう予定していたのだけど。


    「……」


    　気球からバラまかれ続ける猥わい褻せつグッズを楽しむ人々でごった返す第十清せい麗れい指定都市。そのごちゃごちゃの中を車はゆっくりと進み、「このまま一気にクライセックスだ！」と意気込んでいたメンバーの間に微妙な沈黙が降りる。


    　外から聞こえてくる「ええじゃないか！」は無限リピートされ、催さい眠みん術じゆつのように眠気を誘う。騒動発生からこれまで突っ走ってきたこともあり、思わず眠ってしまいそうだ。


    　これはいかん、下ネタでもなんでもいいから場を保たせなければ、と僕は思い、おもむろに頭から特製ローションをかぶった。


    「なにやってんですかああああああっ!?」


    　らら子ちゃんが飛び上がって、僕を非難する。


    「いやほら、臭におい消しも兼ねてさ、念には念をこめて、いまのうちから浴びておこうと思って」


    「前に助けてもらったときも思いましたけど、なんなんですか臭い消しって！　猟りよう犬けんから逃げるわけでもあるまいし！　ああもう車の中がなんだかフローラルな香りに！」


    「おいらら子、仕方ねーんだぜ。体臭を消すのには深い理由があってな……狸たぬ吉きちも、臭い消しは首都に入ってからでいいと思うぜ。だから無駄遣いすんな」


    　ゆとりが場を取りなして、僕はやむをえずローションの蓋ふたを閉める。


    「なんなんですか深い理由って！　そんなすっ転びそうになってまで、頭からヌルヌルをかぶる理由なんて、頭がおかしい以外に考えられないじゃ──」


    　ローションになんの疑問も抱いだかない《ＳＯＸソツクス》メンバーに代わってらら子ちゃんが説明を求めた、まさにそのときだった。


    



    「やっと、お二人がそろいましたわ」


    



    　グシャッ！　バキバキバキッ！


    「は!?　なっ、お前──うわっ!?」


    　突とつ如じよ、ロックしていたはずの運転席ドアが破壊され、ゆとりが車から引きずり下ろされる。


    「なに!?　逆ハイエース!?」


    　即座に反応した華か城じよう先輩が運転席に飛び移ろうとするも、


    　バキ！　バキバキバキ！


    　外から伸びてきた白く美しい手がハンドルを摑つかみ、凄すさまじい怪力でハンドルを破壊した。　


    　この、エロ漫画に出てくるチートなオークみたいなパワーは……でもどうしてだ!?　


    　ずっとこのあたりにいたなら、簡易要よう塞さいの守りに参加してないわけがないのに！


    「全員一斉に窓開けて！　みんな別方向に逃げるんだ！」


    　そう叫んだ瞬間、早さ乙おと女め先輩が「げっ」と潰つぶれたカエルのような声を出す。同時に不ふ破わさんも「これは」と目を見開き、華か城じよう先輩が「おちんぽおちんぽ鳩はとぽっぽ！」と奇声を上げる。


    「……完全に囲まれてるっスね」


    　窓の外に目をやれば、エロを堪たん能のうする群衆の中からわき出すように、何百人もの人間がこちらに向かってきていた。その服装は一般市民そのものだが、懐ふところから取りだしたテーザー銃じゆうは、間違いなく善ぜん導どう課の装備だ。な、なんだそれ！　カバー偽ぎ装そうしたエロ本かよ！


    「あたしが視線を引きつけます！　その隙すきに全員で逃げてください！」


    　らら子ちゃんが流れるような動きで服を脱ぎ、真っ先に飛びだそうとするが、


    「えっ!?　ちょっ、開かないんですけど！」


    　いつの間にか車一台を覆おおうような巨大網が幾つも投げ込まれており、完全に車の中に閉じ込められる。


    　それから先は一瞬だった。


    　車内に催さい涙るい弾だんのようなものが投げ込まれ、僕たちはわけもわからないまま一人残らず拘こう束そくされた。


    『え!?　え!?　みんなどうしたデスか！　返事してクダサイ！』


    　ＰＭからアニーの混乱した声が響き続けるが、僕たちにもなにが起こっているのかわからない。まともにものが見えるようになったとき、そこは既に善導課が凶悪犯の護送に使う装甲車両の中で。アニーの追跡を阻そ止しするためか、ＰＭは一時的に機能を停止させられ、チンポジを直すことも床ゆかオナすることもできないほど厳重に拘束された僕たちを、たった一人の善導課職員が見下ろしていた。


    「奥おく間ま君、綾あや女めさん。やっと、やっとお二人を捕まえることができましたわ」


    　それは間違いなく、僕が二年前に深く傷つけてしまった人。


    　元時とき岡おか学園生徒会長、アンナ・錦にしきノの宮みやその人だった。


    「アンナ先輩！」


    　一体いつから群衆に紛まぎれていたのか。


    　これから僕たちをどうするつもりなのか。


    　藻みず女くめさんの狙ねらいは一体なんなのか。


    　恨うらみを晴らすつもりなら、対象は僕だけにしてほしい。


    　金玉をすりつぶしたり、チンコを切り取って標本にする感じの復ふく讐しゆうはできれば避けていただきたい。


    　なにを口にすべきか迷うほどの疑問や思いが一気に頭の中を駆かけ巡り、僕の口は情けなく空回りしてしまう。


    　と、そのときだった。


    　アンナ先輩が僕と華城先輩の間に跪ひざまずき、僕らの手に、そっと自分の手を重ねたのだ。


    「な、え？　……アンナ、先輩？」


    　それはあまりにも優しい、どう考えても憎んでいる相手にするような触れ方ではなく。予想外の対応に僕と華か城じよう先輩が固まっていると。


    　アンナ先輩はさらに衝しよう撃げき的なことを口にした。


    「お二人とも。わたくしと一緒に、この国を出ましょう。根回しは既に万全ですの」


    「……え？」


    「《ＳＯＸソツクス》の仲間を置いていくことが不安なら、この場にいる全員、ご一緒しても構いませんわ。必要な準備は、すべてこちらで用意しますの」


    　僕と華城先輩だけでなく、一緒に捕まった《ＳＯＸ》メンバー全員が、アンナ先輩の言葉の意味を理解できずに目を丸くする。


    　けれど、どこか憂うれいを帯びたアンナ先輩の表情は真剣そのもので。


    「わたくしたち全員で、大使館に駆かけ込み、亡ぼう命めいするのですわ」


    　決して冗談を言っているような雰ふん囲い気きではなかった。

  


  
    



    　第四章　一億総変態社会


    



    「なっ、亡命って、いきなりなにをぶっ飛んだこと言ってるんですか！」


    　アンナ先輩の発言に誰もが耳を疑うなか、真っ先に声を上げたのはらら子ちゃんだった。


    「だ、大体！　あんなにたくさんおんなじような車が並んでたのに、どうしてあたしたちの乗ってる車がバレちゃってるんですか！」


    「僕の臭におい、かなぁ」


    「狸たぬ吉きちのオスの臭いね」


    「臭いですね」


    「臭いじゃろうなぁ」


    「臭いだぜ」


    「臭いっスね」


    　らら子ちゃんを除いた《ＳＯＸ》メンバー全員が即答する。


    「な、や、そんなはっきり言わないでくださいましっ」


    　アンナ先輩が僕たちの言葉を聞いて、びくりと身体からだを強こわばらせた。


    　その白い肌はだが首筋まで赤く染まり、アンナ先輩は恥ずかしそうに両手で顔を隠してしまう。


    　その反応に、僕も《ＳＯＸソツクス》メンバーも、アナルビーズみたいに目を丸くした。


    　それはところ構わず愛の蜜みつをまき散らし、常に僕のジャンボフランク（自称）を求めて彷徨さまよい歩く、性欲暴走機関車アンナ先輩の反応ではなかったからだ。明らかに一定の知識と分ふん別べつをわきまえている、そういうリアクションだったのだ。


    　いやまあ、二年前から善ぜん導どう課で働いているわけだから、最低限の線引きはできるようになっているとは思っていたのだけど……アンナ先輩は僕が思っていた以上に、性に関して僕たちと近い認識を持つようになっている、改めてそう感じさせられた。


    「こら貴き様さまら！　アンナ様をバカにするなよ！」


    　運転席のほうから、月つき見み草ぐさの感情的な声が聞こえた。


    　二年前くらいからか。僕たちを追いかける月見草の声や表情に、人間らしい感情が表れるようになったのは。改めて真正面から月見草に怒鳴られると、その違和感に頭が混乱する。


    「アンナ様は貴様らを確実に追尾するために、アジトとかで押おう収しゆうした奥おく間ま狸たぬ吉きちの私物を持ち帰り、臭においを忘れないよう毎日鍛たん錬れんしてらっしゃってきたんだぞ！　その努力が貴様らにわかるのか！」


    「つ、月見草さん！　そういうことは言わなくていいんですの！」


    　その恐ろしい身体能力をフルに発揮し、アンナ先輩が瞬間移動のような速度で運転席に突撃する。


    「職権乱用じゃな」


    「本質はあんま変わってねーぜ」


    「……臭い消しって、本当に意味があったんですね」


    　早さ乙おと女め先輩、ゆとり、らら子ちゃんが、ひそひそボソボソと言葉を交わす。


    　アンナ先輩はそれも聞こえているのか、ますます耳を赤くした。


    　ところ構わず愛液をまき散らし、本能のままに合体しようとしてきた、あのアンナ先輩が。たかだか体臭フェチを指摘されたくらいのことで！


    　それは、ただ卑ひ猥わいを取り締まるために、最低限の知識を身につけた人の反応ではない。


    　もっと深いレベルで、性について理解しているような。そんなリアクションのように感じられた。いまのアンナ先輩は、その柔らかい雰ふん囲い気きも含めて、僕の認識とはなにかが大きくズレている。


    「も、もう！　月見草さんは運転に集中しておいてくださいまし！　予定どおり、首都の東側にある大使館を目指すんですのよ。ほかの隊員が護衛しつつ先導してくださいますから」


    　アンナ先輩は月見草にそう指示すると、こちらに戻ってきて、僕たちを見張るように壁面の出っ張りに腰かけた。顔の熱を冷ますように手でパタパタとやりながら、大きく息を吐く。


    「アンナ先輩」


    「……なんですの、奥間君」


    　ようやく全員が冷静になってきたその場で僕が口を開くと、アンナ先輩は穏やかに応じてくれた。


    「亡ぼう命めいって、一体どういうことですか」


    「そのままの意味ですわ。わたくしと一緒に、この国を脱出するんですの」


    　こちらを気遣うようなその眼まな差ざしに不自然さはなく、二年前の激情は、なぜかどこにも感じられない。それは、決して僕の心が不感症になったからというわけではなさそうだ。


    　落ち着いた声で言うアンナ先輩には、どこか後ろめたそうなものが感じられて。


    　だから僕は、その当然の疑問を口にせざるをえなかった。


    「それはもしかして……藻みず女くめさんの差し金、なんでしょうか」


    　いまさら僕たちを国外に放り出してどうこうなるとは思えない。けど、こんな唐突な展開、藻女さんがなにか企たくらんでいるとしか思えない。


    　しかし、僕の予想に反して、アンナ先輩はゆっくりと首を横に振った。


    「藻女さんは、関係ありませんわ。藻女さんの計画も、善ぜん導どう課のお仕事も、言ってしまえば、あなたたち《ＳＯＸソツクス》のやろうとしていることも、なにもかも関係ありませんの」


    　アンナ先輩はどこか弱々しく笑う。


    「わたくしはただ、なにが正しいとか正しくないとか、そういった場所から離れて、奥おく間ま君や綾あや女めさんと、穏やかに過ごしたい、ただそれだけなんですの」


    「私たちと……って」


    　それまで沈黙していた華か城じよう先輩が、おずおずとアンナ先輩に声をかけた。


    「アンナ、あなた、私たちのことを恨うらんでるんじゃないの……？」


    「……っ。恨んでいるだなんて、そんなっ」


    　怯おびえたように訊たずねる華城先輩に、アンナ先輩がはっと表情を歪ゆがめる。


    　けれどすぐに得とく心しんがいったように、


    「……確かに、綾女さんとも奥間君とも、最後はあんなお別れで、それ以来ずっと、こうしてお話しする機会も、なかったですものね」


    　寂しげに言うと、その視線を僕へと向ける。


    「奥間君は二年前、わたくしにこうおっしゃってくくれましたわね。『正しい知識と正しい認識をもって、人を好きになってほしい』と」


    「……はい」


    　確かに言った。そして体臭探知を恥ずかしがったアンナ先輩にはいま、きっとそれが備わっているのだろう。


    「改めて、ちゃんと告白しますわ。……わたくしは、奥間君のことが好きですの。たとえ奥間君に、もう心に決めた人がいても構わない」


    　アンナ先輩の視線が華城先輩へと移り、華城先輩が「ぴっ!?」と奇声を上げて顔を赤らめる。


    　僕も、アンナ先輩に真正面からぶつけられた二年越しの好意に、言葉が詰まる。


    「まったく恨うらんでいないとは言いませんし、文句を言ってやりたいこともたくさんありますわ。でもそれも含めて、あなたたちと一緒に、過ごしていきたいんですの」


    「そ、それは、つまり」


    　アンナ先輩の切実な声に、華か城じよう先輩が混乱しきった様子で応じる。


    「３Ｐ希望ということ？」


    　華城先輩、混乱するのはわかりますけど、そういうのはせめて、頭の中だけで完結させておいてもらえます？


    「も、もう、綾あや女めさんはもうっ。眼鏡めがねをかけていた頃の綾女さんは、どこにいったんですのっ」


    「あっ、ちょっ、やめっ、そこは敏感なっ、第五の性器っ」


    　声の裏返ったアンナ先輩が、華城先輩の脇わき腹ばらを突き始める。


    　と、それまで僕たちのやり取りを静観してくれていたはずの《ＳＯＸソツクス》メンバーがにわかにざわめき始めた。


    「な、あの人たち、どういう関係なんですかっ、ちょっとゆとりさん！　脱いでいいですか!?」


    「あ、あわわわ、ここに来てなんつーもんが正式参戦して……どうすんだぜ……」


    「あー？　おい胸板、まさかあの金髪との計画、まだ進めてるんっスか？」


    「？　計画？　なにやら興味深い話をされていますね、詳しくお聞かせ願えますか」


    「なんじゃ？　新作のネタか？」


    　脱出の算段でも練っているかと思いきや、一体なんの話をしてるんだ。


    　僕は大きく息を吐いて気持ちを整える。


    「アンナ先輩」


    　いまのアンナ先輩は、二年前とは違う。


    　きっと話をすればわかってくれるはずだと信じて、華城先輩と戯たわむれるアンナ先輩に顔を向けた。


    「アンナ先輩の気持ちは、よくわかりました。……僕たちなんかのために、ここまでやってくれたことも、素直に嬉うれしく思います。けどやっぱり、その亡ぼう命めいには付き合えません」


    「……」


    　アンナ先輩はピクピク痙けい攣れんして動かなくなった華城先輩へのお仕置きを中断し、無言で僕の言葉を受け止める。


    「藻みず女くめさんからなにか聞いていませんか。もし藻女さんがまだなにか奥の手を持っているのなら、僕たちはそれを止めないといけません。それに、もしそんなものがなかったとしても、この騒動が終わったあとも、僕たちにはまだやらなきゃならないことが──」


    　不意に、アンナ先輩が僕の口をその柔らかい指先で塞ふさいだ。


    「もう、いいじゃありませんの」


    「……え？」


    「藻みず女くめさんになにか最終手段があるなんて聞いていませんわ。それに、北の大地が解放された以上、卑ひ猥わいの規制が加速することはもうないでしょう。不当に抑圧されてきた卑猥が解放される。それでもう《ＳＯＸソツクス》の目的は達成されたのですから、もう、戦い続けなくたって、いいじゃありませんの」


    「……」


    　そういうわけには、いかない。


    　僕たちがぶち壊してしまった以上、公こう序じより良ようぞ俗くの再構築までしっかりと見守る義務が僕らにはあると、そう思うのだ。性が解放されすぎて、らら子ちゃんみたいに暴走する人が出てきてしまったら、きっと、それはそれで問題なのだろうから。


    　そう反論しようとするも、アンナ先輩が「先に言わせてくれ」とばかりに指先の力を強める。


    「なにが正しいのか、正しくないのか。そんな答えの出ないものに振りまわされるのはもう、心底、ウンザリなんですの。わたくし自身はもちろん、奥おく間ま君や綾あや女めさんが、そんな論争に巻き込まれるのも、見たくありませんわ」


    　そうしてアンナ先輩はそっと僕の頰ほおに手を添えて、泣きそうな顔で言うのだ。


    「奥間君は二年前、わたくしに、不幸になってほしくないと、言ってくださいました。けれどもう、わたくしはこうして奥間君たちと逃げ出すことでしか、幸せになれる気がしませんの」


    　アンナ先輩はそう訴えたあと、「……こんな強引なやり方では、二年前、奥間君を追いかけ回していた頃と、なにも変わりませんわね」と自じ嘲ちよう気味に笑った。


    「アンナ……」


    　華か城じよう先輩の呟つぶやきは、続く言葉を見つけられずにあっさりと潰ついえてしまう。


    「あたしは別に、脱いで視線を集められて、このメンバーでならどこでも……」


    「わしも自由に絵が描かけるならええかのー。退屈せん面子めんつじゃし」


    「どうせ海外に行くのなら、噂うわさに聞く日に本ほん村むらとやらに一度出向いてみたいものです」


    「まあ確かに、健全社会ぶっ壊したあとの諸々は面倒そうっスからねー」


    「お前ら、ほんっと適当だぜ……」


    　逃走がほぼ不可能なこともあり、欲望に忠実なメンバーが早くも日ひ和より始める。


    　けれど僕は、アンナ先輩の亡ぼう命めいにこのまま付き合ってもいいとは、とても思えなかった。


    　それは藻女さんのことが気がかりであるのはもちろん、このままアンナ先輩の逃とう避ひ行こうに付き合ったところで、それはアンナ先輩の救いにはならないと、強く思ってしまったからだ。


    　なにが正しいのか正しくないのか……いまだそこに囚とらわれ続け、暗い感情を覗のぞかせるアンナ先輩の救いになるとは、とても。


    　ちゃんとした知識と認識を持って、僕みたいなやつのことは忘れて、ちゃんとした人を好きになってほしい……それがせめてもの救いと償つぐないになると思い、僕は二年前、アンナ先輩と決別した。けれどそんなもので、アンナ先輩が真に救われるはずはなかったのだ。


    　アンナ先輩はずっと、正しくあることを求められてきた。正しくさえあればいいとすり込まれてきた人だ。


    　僕は。


    　この健全社会で暮らしてきた猥わい褻せつ人間である僕は。


    　そういう絶対的な正解に抑えつけられることの辛つらさを、縛しばられることの苦しさを、誰よりも味わってきた金玉野や郎ろうのはずなのに。


    　かける言葉を間違えて、差し伸べる手を間違えて、アンナ先輩をまた、蚊か帳やの外で思い詰めさせることになってしまった。


    　何年経たったって、僕は間違えてばかりだ。


    　けれどそうやって間違えたとしても、ド変態として蔑さげすまれながらも、堂々と前に進んでいけるのは。僕たち間違いだらけの変態が、笑って生きていけるのは。


    　そばにいる誰かが僕の痴ち態たいを、なんだかんだと受け止めてくれるから。時にスルーされ、時にぶっ飛ばされ、それでも受け入れてくれる人がいると知っているから。


    　だからきっと、僕は最初から、アンナ先輩に、こう言うべきだったのだ。


    「アンナ先輩」


    　正しい知識とか、正しい認識とか、そういうことではなく。


    「僕たちは、間違っててもいいんです」


    　ただただシンプルな、それだけのことを。


    「……え？」


    　アンナ先輩が、面食らったように僕を見た。


    　あー、まぁ、そりゃそうだよね。いままで亡ぼう命めいがどうのって話してたのに、いきなりこんな脈みやく絡らくのない。出合い頭がしらに「キャベツの切断面ってヒダヒダしててマ●コみたい！」と叫ぶようなものだ。ってそれ、いつもの僕や華か城じよう先輩じゃないか。


    　僕は勝手に開き直って、言葉を続ける。


    「僕も、たくさん間違えてきました。時とき岡おか学園にいた頃も、いまだって。アンナ先輩は子供の頃、やさぐれそうになってた僕を救ってくれて、入学したときは一緒に頑張ろうと生徒会に誘ってくれて、僕をたくさん救ってきてくれました。それなのに僕はアンナ先輩への態度を間違えて、追い詰めて……ほかにもたくさん、たくさん間違えてきたんです」


    　僕の唐突な話を、アンナ先輩は瞬まばたきもせずに聞いてくれていた。


    「けどきっと、そうやって間違えてきたから、いま、こう言えるんだと思います。アンナ先輩、ずっと蚊帳の外にして、すみませんでした。これからは僕らみんなと一緒に、もうめちゃくちゃなくらい、間違えていきませんか。それはきっと、正しくあろうとするより、逃げ出すより、もしかしたらオナ禁明けのオナニーより、気持ちいいと思うんです」


    　言い切った僕の後ろで、華か城じよう先輩が「オナニーのくだりは必要あった？」と冷めた声でツッコんでくる。３Ｐとか言った人にとやかく言われたくないですね？


    「……そんな、こと」


    　アンナ先輩がわなわなと全身を震わせ、僕のそばにぺたりと座る。


    「いまさら、そんなことを聞かせて、わたくしの準備した亡ぼう命めいを、中止しろと、そう、おっしゃるんですの」


    「……ええと、まあ、はい、そうなります」


    　元も子もない言い方をすれば、確かにそうなる。


    「奥おく間ま君たちは、いつもいつも、勝手ですわ」


    　アンナ先輩の[image: ]こぶしが、ぽこんと僕の頭を叩たたく。


    「藻みず女くめさんに従順なふりをして、その目を盗んで大使館に根回しして、善ぜん導どう課での地位を固めるのにも腐ふ心しんして……一体どれだけ大変だったと思っているんですの」


    「……すみません」


    　ぽこん、ぽこんと[image: ]が何度も振り下ろされる。


    「そんなこと……間違っててもいいだなんて、間違えていこうだなんて、いままで誰も、言ってくださらなかったのに……藻女さんだって、受け入れる、愛してやるというだけで……奥間君、あなたたちだって、そんなことは一度も……だからわたくしは、もう逃げるしかないと」


    　ぽこん、ぽこん。


    「いつもいつも、みんな、肝かん心じんなことを言ってくださるのが、遅すぎるんですの。いつもっ」


    　ぺちん！


    　アンナ先輩の両手が僕の頰ほおを挟み込んだことで、乾いた音が鳴る。下半身同士がぶつかったわけではない。


    「……わたくしは、間違ってて、いいんですの？　正しくなくても、いいんですの？」


    　そう訊たずねてくるアンナ先輩の表情は、いろいろなことを学び始めたばかりの無む垢くな子供のようで。僕はそれに応こたえるべく、おどけたように言った。


    「ええ、めちゃくちゃに間違えていきましょう。……とりあえず手始めに、検挙した凶悪犯を気分で逃がしちゃうとか、善導課の部隊を私的に動かしちゃうとか、取り返しのつかないことをしようとしてるかもしれない藻女さんを力尽くの問答無用で取り押さえるとか、その辺からやってみます？」


    「それはまた、随分と都合の良い〝間違い〟ですわね」


    　そう言ってクスクスと笑うアンナ先輩の表情には。


    　二年前から続いていた後ろ暗さのようなものは、もうなくなっているような気がした。


    「綾あや女めさん」


    　アンナ先輩が立ちあがり、華城先輩に声をかける。


    「《ＳＯＸソツクス》の構成員は随分と、見知った顔が多いですのね」


    　床ゆかに転がされた面々を見渡しながら、


    「わたくしだけ仲間外れにして、いろいろなことを秘密にするのは、もうなしですわよ」


    「……ええ、約束するわ。口約束が不安なら、下の口約束でもいいわよ」


    　アンナ先輩への後ろめたさをある程度払ふつ拭しよくできたらしい華か城じよう先輩が、ドヤ顔でそう応じる。僕のオナニーのくだりを非難したのは一体なんだったのか。


    「月つき見み草ぐささん、進路変更ですわ！」


    　アンナ先輩はひとまず華城先輩の下ネタをスルーし、すべてを吹っ切るように声を張り上げた。


    「藻みず女くめさんが指示を出しているはずの首都善ぜん導どう課本部へ！　ほかの隊員にもそう伝えてくださいまし！　わたくしたちは逃げることなく、この国で間違っていくことにしますわ！」


    「了解です！」


    　月見草が快活に応じ、アンナ先輩が《ＳＯＸ》メンバーの拘こう束そくを次々にほどいていく。ＰＭの機能も回復してくれて、『あ！　やっと繫つながったデス！』と半べそをかいていたらしいアニーの声も聞こえてきた。


    　僕たちは、間違っていてもいい。健全でなくたって構わない。

  


  [image: ]


  
    　たったそれだけのことを伝えるのに、聞き入れてもらうのに。僕たちは随分と、遠回りをしてしまったようだった。


    



    「「……って、あれ？」」


    　僕と華か城じよう先輩はそろって声を上げた。


    　ほかの《ＳＯＸソツクス》メンバーの拘こう束そくはするすると解かれたのに、僕と華城先輩だけ床ゆかに転がされたまま、誰も拘束を解いてくれないのだ。


    「そういえば、お二人に再会したら、ぜひ訊ききたいと思っていたことがありましたの」


    　不思議に思っていると、アンナ先輩が僕と華城先輩の前に座り、にっこりと微笑ほほえんだ。


    「お二人はもう、繁はん殖しよく行為などは、されましたの？」


    「「ぶっ!?」」


    　あまりにもあけすけな質問に、僕と華城先輩は同時に吹き出す。


    「どうなんですの？」


    「ちょっ、アンナ!?　そ、そそそそんなこと、いまはどうだって」


    「あら、綾あや女めさんはもう約束をお忘れですの？」


    　抵抗の意思を示した華城先輩に、アンナ先輩はからかうような笑みを浮かべ、


    「先ほど、いろいろなことを秘密にするのはもうなしとおっしゃったではありませんの」


    「なっ!?　そ、それはっ、その、ひ、卑ひ怯きようよおおおおおおおっ！」


    　まだ少なからずアンナ先輩に負い目のある僕たちにそんな訊き方を……っ！


    　アンナ先輩のとんでもない質問を受けて、先だって解放された《ＳＯＸ》メンバーがにわかにざわつく。


    「おい、あの化け物女、いきなり核心に踏み込みやがったぜ……」


    「あ、あたしもそれ、気になってたんですよ！」


    『え!?　なんデスカ!?　いまどういう状況デスカ!?』


    「さっきまでめちゃくちゃビビってたっスけど、味方につけるといろいろ頼もしいっスね～」


    「いやぁ、やっとらんじゃろ。卒業式にはわしを呼べと常々言っておるし、そんな時間もなかったはずじゃ」


    「わかりませんよ。動物はリスクを減らすため、通常は誰にも気づかれないよう数秒で済ますものですし」


    　みんな、なんだか妙に興味津しん々しんのようで、味方になってくれる気配は微み塵じんもない。


    「で、どうなんですの？　合体のほうは、もう経験済みなんですの？」


    　答えるまで拘束は解かないぞと言わんばかりの質問はさらに続き、


    「「だ、誰か助けてえええええええっ！」」


    　もちろん誰かが助けてくれることもなく。


    　アンナ先輩の生々しい質問は衆人環視の下、目的地である首都の善ぜん導どう課本部に到着するまで延々と続いた。なんだよこれ、マジックミラー号かよ。
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    「公こう序じより良ようぞ俗くの破壊とか言っていたわりには、随分と清い関係を続けているんですのねぇ」


    　第五・第六・第七清せい麗れい指定都市でのバカ騒ぎが波は及きゆうし、絶賛大騒ぎの渦か中ちゆうにある首都の中央部。


    　人混みの中をゆっくりと進んでいた輸送用装甲車がようやく善ぜん導どう課本部に乗り付け、僕たち《ＳＯＸソツクス》メンバーは騒ぎに紛まぎれ込むかたちで車を降りる。


    　アンナ先輩直属の精せい鋭えい部隊も群衆に紛れ込むための私服姿のまま、僕たちが人混みに呑のみ込まれないよう周囲に展開してくれていた。


    　善導課本部に突入する道すがら、アンナ先輩がしみじみと、僕たちに聞こえるように呟つぶやいた。


    「まさか接せつ吻ぷんまで間接的なものに留とどまっているなんて、わたくしとても驚きましたわ」


    「「もうやめてええええええっ！」」


    　僕と華か城じよう先輩は両手で顔を隠したまま、距離を置くことも反撃することもできず、ただ赤面するしかない。


    　ぬおおおあああっ、いままでアンナ先輩に股こ間かんをフットーさせられそうになったことは数あれど、こんなかたちで頭をフットーさせられそうになるなんて！　


    「ほらほらお二人とも、藻みず女くめさんを捕まえないと、《ＳＯＸ》のテロは終わらないのでしょう？　ちゃんと走ってくださいまし」


    　アンナ先輩だけでなく、早さ乙おと女め先輩や鼓こ修す理りまで面白そうにこっちを見ている。うぐぐっ、一方的に嬲なぶられて、僕の精神はもう限界だよ……。トイレの個室にこもって早乙女先輩のエロ本を眺めていたい。エロ本に没入しながら勃ぼつ起きしていたい。私は貝を舐なめたい。


    「それでは皆さん、この騒ぎでは難しいかもしれませんが事前の打ち合わせどおり、善導課本部の出入り口を封ふう鎖さして、藻女さんの逃走を防いでくださいまし」


    　アンナ先輩は周囲に展開していた精鋭部隊の人たちにそう指示すると、


    「わたくしと月つき見み草ぐささん、それから《ＳＯＸ》のみなさんは善導課本部の司令室へ。混乱に乗じて、一気に藻女さんのところまで行きますわ！」


    　羞しゆう恥ち心しんで使い物にならなくなっている僕と華城先輩の代わりに、《ＳＯＸ》の指揮まで担になってくれるのだった。


    「あーあ、《ＳＯＸ》が乗っ取られちまったみたいだぜ」


    　ゆとりは呆あきれたように言うものの。


    　アンナ先輩が先頭を走ってくれているのは、生徒会にいた頃みたいで懐なつかしいやら気恥ずかしいやら、なんだか下腹部がくすぐったい気持ちになるのだった。
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    「……アンナ？」


    《ＳＯＸソツクス》を引っ張るようなかたちでアンナが善ぜん導どう課本部に突入を開始したとき。


    　集団ヒステリーでも起こしたかのように乱舞する群衆の中にあって、一人、生せい気きのない瞳ひとみで佇たたずんでいる者があった。


    　善導課から締め出しを食らい、その周辺で途方に暮れているうちに、なんだかわけのわからないお祭り騒ぎに巻き込まれていたのだ。


    　しかし彼女にとっては、その大騒ぎさえどうでもいいことだった。どうにかして一人娘と会えないか、そればかりが頭の中を巡っていた。二年前、『どうしてそんな子になってしまったのか』と娘の存在を真っ向から否定して、それっきり、彼女はずっと一人だった。一人でずっと考えて、考えて、たどり着いた結論を娘に話さなければと思っていた。


    　私の教育は間違っていない。卑ひ猥わいを一切排除した健全教育は、絶対に正しい──そう、娘に伝えなければならない。


    「アンナ、私と、話を……」


    　アンナたちによって警備がなぎ倒されたその道を、ソフィア・錦にしきノの宮みやはふらふらと進んでいくのだった。
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    「ここですわ」


    　内部構造と警備体制を熟知したアンナ先輩の先導で、僕たちは驚くほど早く、善導課の司令室へと到達していた。


    「それじゃあ、このまま一気にまんぐり返しで制圧しちゃいましょうか。くぱぁ！」


    　華か城じよう先輩がおきまりのセリフを言いながら、司令室の重厚な扉とびらを押し開く。


    　アンナ先輩、月つき見み草ぐさ、不ふ破わさん、鼓こ修す理り、ゆとり、早さ乙おと女め先輩、らら子ちゃん……僕たちは華城先輩に続き、一気に室内へと踏み込んだ。


    　中には偉そうな人たちが髪の毛を振り乱して頭を抱えており、完全にお通夜ムード。けれど彼らは突入した僕たちの顔を見た途端、一斉にいきり立った。


    「な、なんだ貴き様さまら!?　……アンナ隊員!?　ど、どういうことだ!?　その卑猥な顔をした男は、奥おく間ま狸たぬ吉きちではないか！　なぜ拘こう束そくしない!?」


    　出合い頭がしらに顔面を猥わい褻せつ物ぶつ扱いされた。いやまあ、鼻だったり耳だったり、肉穴はたくさんついてるし、上の口には肉の棒（ベロ）も収納されてるし、猥褻には違いないけどさ。それって僕だけじゃないでしょ。人類みな顔面性器でしょ。


    「……おや、アンナではないか」


    　司令室の上かみ座ざ。


    　慌あわてふためく善ぜん導どう課上層部とは対照的に、不自然なほど落ち着き払った人物が一人。


    「奥おく間ま狸たぬ吉きち、華か城じよう綾あや女め、剝むき栗ぐりらら子、その他諸々。ふふふ、アンナ、トンネルの警備をすっぽかしたかと思えば、妾わらわの邪魔をする変質者どもを、いまさら全員捕らえてくれたでありんすか？」


    　藻みず女くめさんは喉のどの奥で笑いながら、すぅっと目を細める。


    「違いますわ、藻女さん」


    　アンナ先輩は一度目を伏せてから、不敵に微笑ほほえむ藻女さんの言葉を一いつ蹴しゆうする。


    「わたくしは《ＳＯＸソツクス》とともに、あなたを捕まえに来ましたの」


    　アンナ先輩の裏切り宣言に、善導課上層部の面々が「なにを血迷ったことを！」と騒ぎ、ＰＭで応援を呼び始める。


    「観念しなさい藻女！　ギンギンちんぽやヌラヌラま●こを抑えつけようだなんて、結局はただの絵え空そら事ごと！　これからくるエロエロ時代を素直に楽しんじゃいなさい！　私からのチンポイントアドバイスよ！」


    　華城先輩が興奮しきった様子で世迷い言を叫ぶ。


    　だがそんな喧けん噪そうの中、やはり藻女さんだけはやけに落ち着いていて、喉の奥から漏もれる笑い声が次第に大きくなっていった。


    「薄々は、感じていたでありんす。アンナ、そなたの気持ちが既にこちら側にないことを」


    　そうして椅い子すから立ちあがると、


    「結局、いくら調教しようと人の心を掌しよう握あくしようと、本当の意味で妾の味方になってくれる者など、誰一人いないでありんす。……穢けがれた存在だと捨てられたあの日から、ずっと！」


    　正しよう気きを失ったように叫ぶ藻女さんの手が、懐ふところへと伸びる。


    「！　なにかする気よ！　全員で組み伏せて！　エロ同人みたいに！」


    「動くな！」


    　華城先輩の号令で一斉に飛びかかろうとした次の瞬間。


    　アンナ先輩が踏み出すよりも早く、藻女さんがこれまで聞いたこともないような大声を張り上げた。


    　その場にいた全員が動きを止め、藻女さんの握るソレに目を見開く。


    「……いまさら、なんの悪あがきかしら。怪しいサプリに頼るポークビッツや、豊ほう胸きよう体操を信じる貧ひん乳にゆう並みに滑こつ稽けいよ？」


    　隣でゆとりが凄すさまじい殺気を放つも、華城先輩はおろか、僕でさえそれに構ってる余裕はなかった。


    　藻みず女くめさんの手に握られていたのは、物理的なプロテクトが何重にもかけられた、謎なぞのスイッチだったのだ。プロテクトは既にほとんど解除され、あとはボタンの上にあるカバーを外せば、クリトリスのように真っ赤かなスイッチが剝むき出しになってしまうという段階。


    　なんのスイッチかは不明だが、このタイミングで出てくるスイッチが、まさか遠隔操作バイブのスイッチということはないだろう。


    「避ひ妊にん具ぐによる電撃ＰＭの無効化、見事だったでありんす。ハッキングばかりに気をとられ、アナログな手段との合わせ技は盲点だった。……だがそちらも、北の大地のＰＭに施ほどこされた小細工には、気づかなかったようでありんすな」


    　藻女さんの笑みが大きくなり、やがて寒さむ気けを感じるほどに口角がつり上がる。


    「永えい世せい賢者スイッチ」


    　スイッチを握る藻女さんの手に、ぐっと力がこもる。


    「北の大地に隔かく離りされた者たちの電撃ＰＭには、とある毒を仕込ませてもらった。電撃ＰＭの定期点検時に、一年以上かけて、少しずつ少しずつ。くくく、さすがに数十万すべてとはいかなかったが、それでも数万人のＰＭに毒を仕込むことはできた」


    『なっ!?　あ、ありえねーデス！　そんな記録、いままでどこにも！』


    　ＰＭを介してアニーが声を張り上げる。しかし華か城じよう先輩は「……そういえば途中からやけに定期点検の回数が増えていたけれど、まさか」と表情を険けわしくする。


    「そちらに凄すご腕うでのハッカーがいると知りながら、記録に残るやり取りを残すわけがあるまい。電撃の無効化ばかり意識し、北の大地での小細工にまで気を回していなかったそなたらの落ち度でありんす。くく、あとはこのスイッチを押せば──」


    　藻女さんの瞳ひとみが、いよいよ正しよう気きを失い、そして信じられないようなことを口にする。


    



    「──実に数万人の精せい巣そうと子し宮きゆうの活動が停止し、完全なる去きよ勢せい状態となるでありんす」


    



    「……なんですって？」


    「わたくしにも知らせず……なんてものを……っ」


    　誰もが啞あ然ぜんとするなか、華城先輩が掠かすれた声を発し、アンナ先輩が顔色をなくす。


    　藻女さんはずっと隠していた宝物を披露するかのように、高らかに言葉を続ける。


    「くく、はははっ。強制的な去勢、これこそまさに、妾わらわたちの上の世代が望んだ、完全に健全な世の中そのものでありんす！　ふ、はははははっ！　これで誰もが！　思い知るでありんすよ！　性を過か剰じように排除しようとするイカれた思想が、どれだけ取り返しのつかない悲劇に結びつくか！　そなたらが規制への不満を短期間で爆発させたのなら、妾は数十年かけて国民に刻みつけるはずだった悲劇を、この一瞬に凝ぎよう縮しゆくするまででありんす！」


    「あ、ありえねーぜ！　ハッタリだ！　んな毒、あるわけねーぜ！」


    　ゆとりが藻みず女くめさんの哄こう笑しようをはねのけるように叫ぶも、


    「本当に、そう思うでありんすか？」


    　藻女さんのまとう空気は、明らかに常じよう軌きを逸いつしていて。


    　スイッチを握る藻女さんを見つめながら「本当に使うことになるとは……」と呟つぶやく善ぜん導どう課上層部の人たちの顔からは血の気が引いていて。


    『ヤ、ヤベーデス！　マジで北の大地の人たちのＰＭに、ちっちゃなブラックボックス抱えてるやつが混じってマス！』


    　アニーの声はこれまでになく切迫していて。


    「……マズイのぉ」


    「本気のようですね」


    《ＳＯＸソツクス》の中でも特に観察力に優れた早さ乙おと女め先輩と不ふ破わさんが。


    　どんなときもマイペースな二人が、冷や汗を浮かべている。


    「……っ」


    　嫌な予感が、的中してしまった。


    　やっぱり藻女さんは、笑えない最終手段を隠していたんだ！


    



    「とにかく、そのスイッチを押させちゃ駄目だ！」


    



    　僕が叫び、華か城じよう先輩とアンナ先輩が鬼き気き迫る表情で飛びだした。


    　ゆとりたちも一拍遅れて駆かけ出した、その瞬間。


    　ドカドカドカドカ！


    「ご無事ですか！」


    　背後の扉とびらから、大量の善導課職員が流れ込んできた。


    「ナイスタイミングでありんす」


    　スイッチを守るカバーが、ピンッと藻女さんの親指で跳ね上げられる。


    「いますぐ全員無力化しろ！　撃てぇ！」


    　踏み込んできた大量の善導課が、一斉にテーザー銃じゆうを構える。


    　けれど、その電撃が僕たちを襲おそうことはなかった。


    「ラッキー脱衣チャンス！」


    　らら子ちゃんが意味不明なことを叫びながら善導課の視線を引きつけ、その動きを大きく乱したのだ。


    「っとに、鬱うつ陶とうしい連中っスね！　綾あや女め様！　ここは鼓こ修す理りたちに任せるっス！」


    　鼓修理が呻うめきながら、取りだしたスタンガンで善導課に襲いかかる。


    「アンナ様！　後ろは私たちが押さえます！　とにかく前へ！」


    「っつってもこの数、絶対何人か取り漏もらすぜ!?」　


    　月つき見み草ぐさが言い、ゆとりがハイキックを放ちながらお漏らしを懸け念ねんする。


    「こいつらっ、このっ、邪魔をするな！」


    　射しや撃げきを妨害された善ぜん導どう課が武器を警棒に切り替え、背後は乱戦へと突入したようだった。


    「おわわわわっ、やめるのじゃっ、わしは人質っ、人質として連れてこられた子供じゃ！」


    　早さ乙おと女め先輩は適当なことを喚わめいて善導課の良心を利用しつつ、懐ふところから取りだした特製エロイラストをバラまいて善導課をさらに攪かく乱らん。


    「これだけ混乱していれば、わたしでも善導課を討ち取れそうです」


    　不ふ破わさんは懐から例の注射器みたいな武器を取りだすと、その先端から謎なぞの白い液体を噴出させて善導課に顔射。「んほおおおおおっ!?」という謎の悲鳴が幾つも響き渡る。


    　善導課がどんなアヘ顔をさらしているか気になったが、いまは後ろを振り返っている場合じゃない。いままさにスイッチを押そうとしている藻みず女くめさんめがけ、僕は華か城じよう先輩とアンナ先輩の後ろに続くようなかたちで突っ走った。


    　だが、後方の妨害を防いでも、まだ前方に障しよう壁へきが残っていた。


    　善導課上層部の連中が藻女さんを守るべく、顔面蒼そう白はくのままでこちらに突っ込んできたのである。


    「この傀く儡ぐつチンポども！　藻女がなにやろうとしてるか知ってるくせに！」


    　華城先輩と僕でおっさんたちをなぎ倒す。


    「邪魔を！　しないで！　くださいまし！」


    　先頭を走るアンナ先輩もおっさんたちを一瞬で吹き飛ばす。


    　だが、その一瞬が命取りだ。


    　藻女さんの指先が、テカテカに膨ふくれ上がった亀き頭とうみたいなスイッチに触れる。


    「予定とは少々異なる結果となったが、これで、健全社会に対する妾わらわの復ふく讐しゆうは、完成するでありんす！」


    　これは、アンナ先輩の脚力をもってしても、間に合わない……っ!?


    「不破さん！」


    　直感した僕は、前を向いたままで叫んでいた。


    「注射器一本、こっちに投げてくれ！」


    「無茶をおっしゃいますねっ」


    　しかし乱戦の最中、確かになにかがこちらに投とう擲てきされる気配。


    　僕はオナ禁チンポのように敏感な全身の神経をさらに集中させ、それをキャッチ。


    「アンナ先輩！」


    　前方を走るアンナ先輩に、注射器型水みず鉄でつ砲ぽうをスルーパス。


    「！　任せてくださいまし！」


    　それを受け取ったアンナ先輩は間かん髪はつ容いれずに僕の意図を理解し、凄すさまじい勢いで注射器を押し込んだ。


    　ドビュルルルルルルルルッ！


    「なっ!?」


    　不ふ破わさんが使うときとはまるで比べものにならない威力の白はく濁だく液えきが、宙を駆かける。


    　いままさに藻みず女くめさんが起動しようとしていた永えい世せい賢者スイッチが打ち抜かれ、藻女さんの手からはじき飛ばされた。


    「ふ、ざっけるなあああああああっ！」


    　藻女さんが咆ほう哮こうし、司令室のさらに奥へと飛んでいったスイッチを追いかける。


    　その背中に、華か城じよう先輩が飛びかかった。


    「観念しなさい藻女！　ここがペニスの納めどきよ！」


    「黙るでありんす！」


    　勢いだけで特に意味のないセリフを発する華城先輩の両手を、藻女さんが正確に摑つかみ取る。


    「えっ!?　きゃあ!?」


    　華城先輩が驚いたような声を上げる。藻女さんは華城先輩の手を摑んだまま、その勢いを利用するように一回転して、華城先輩を投げ飛ばしたのだ。
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    　華城先輩の身体からだは大きく宙を舞い、善ぜん導どう課と《ＳＯＸソツクス》メンバーが入り乱れて戦う出入り口あたりまで吹っ飛ばされる。


    「華か城じよう先輩！　大丈夫ですか!?」


    「子し宮きゆうが揺れて力が出ない！」


    　よかった、頭以外は怪け我がしてないみたいだ。安心した。


    「いまのうちですわ！」


    　僕とアンナ先輩は、一連の動きで少しだけ足の止まった藻みず女くめさんを追い抜き、床ゆかに転がるスイッチへ走る。けれどそのとき、


    「危ねえぜ！　狸たぬ吉きち！」


    「撃てぇ！」


    　ゆとりたちの包囲を抜けてきたらしい善ぜん導どう課職員が、号令を発した。


    　バシュッ！　と、背後からテーザー銃じゆうの射出音が響く。


    「アンナ先輩！　スイッチを頼みます！」


    　僕は迷わず速度を落とし、アンナ先輩の背後に回った。電撃は、全部僕が受け止めてやる！


    「あら、役目が逆ですわよ奥おく間ま君」


    　と、アンナ先輩が後ろ手で僕を摑つかみ、ダンスのようにくるりと立ち位置を入れ替える。


    「電撃は、わたくしが受け止めますわ。だって──」


    「アンナ先輩!?　なにやってんですか!?」


    　バチバチバチ！


    　射出されたテーザー銃が、アンナ先輩に容よう赦しやなくヒットする。


    　……だというのに。


    「こんな電撃、昔奥間君に乳ち房ぶさを吸われたときの衝しよう撃げきに比べれば、ないも同然ですもの」


    　アンナ先輩はテーザー銃をものともしないどころか、飛んできたテーザー銃を引っ張って、逆に発射した善導課職員の体勢を崩す始末。僕の父さんかよ……。


    　と、藻女さんに司令室の出入り口付近にまで投げ飛ばされていた華城先輩が立ちあがり、


    「そんな！　ことも！　あったわね！　狸吉のドチャクソ猥わい褻せつ生物！」


    　僕が過去に犯した正当防衛ならぬ性当防衛を糾きゆう弾だんしながら、体勢の崩れた善導課職員を刈り取っていった。　


    「……っ、ありがとうございます！」


    　アンナ先輩と華城先輩の援護を受け取り、僕は勢いを殺すことなくひた走る。


    「させるかあああああああああああっ！」


    　だが、その背後から藻女さんが迫ってきた。


    「それはこっちのセリフですわ！」


    　テーザー銃の先端を投げ捨てたアンナ先輩が、藻女さんを食い止めようと追いすがる。


    「電撃を食らっておいて、強がるなでありんす！」


    「あっ!?」


    　本来、二人の実力はかなり近いものだったのだろう。


    　電撃のせいでわずかに動きの鈍にぶっていたらしいアンナ先輩を真横にはじき飛ばし、藻みず女くめさんが叫ぶ。


    「そなたらのような、下ネタやエロ本を楽しみたいだけの輩やからに、妾わらわの復ふく讐しゆうを邪魔させてなるものか！」


    　背後からありえない速度で藻女さんが迫り、僕を引き倒そうと手を伸ばす気配。


    「下ネタやエロ本を楽しんでなにが悪い！」


    　服を摑つかまれるその直前、僕は頭からローションをかぶった。


    　藻女さんの手が滑り、僕はそのまま爆進する。


    「僕らはみんな、下ネタ言ってニヤニヤして、エロ本読んでムラムラして、そんな、当たり前の世界に、誰も傷つかないやり方でたどり着きたいだけだっ！」


    「妾を捨てるように仕向け、こんなふうにした社会が、いまさら無傷で変われると思うなっ！」


    　叫んだ藻女さんが、僕の真横に並ぶ。スイッチはもう目の前。　


    　僕と藻女さんが、同時に地面を蹴けり、飛ぶ。その手がスイッチへと伸びる。


    　アンナ先輩が早くも追いすがり、藻女さんを止めるべく、その身体からだに摑みかかる。


    「……ぐっ」


    　それでもほんのわずか、藻女さんの手が、僕よりも前に出ている。


    　何十倍にも感じられる一瞬の中で、藻女さんが勝ち誇ったように笑った、そのときだった。


    『この柔にゆう丘きゆうが！　目に入らぬかぁ!!』


    　僕らの進行方向の壁に、盛大な肌はだ色いろとわずかばかりのピンク色が映しだされた。


    「「っ!?!?!?!?!?」」


    　は？　どうしてこんなときにアワビの映像が……？　いや、そんなわけ……あまりの出来事に脳が混乱し、否いや応おうなしに視線が引きつけられる。それは藻女さんもまったく同様だったようで、僕らはまともに受け身も取れず、もつれ込むようにして頭から地面に投げ出された。


    　壁に映しだされた謎なぞの肌色がらら子ちゃんの秘部であり、収まってきた混戦の隙すきを突いた早さ乙おと女め先輩のＰＭから映写されたものだとわかるのは、もう少しあとの話だ。


    「賢者スイッチは!?」


    　もつれ込んだ僕たちのもとへ、華か城じよう先輩が駆かけ寄ってくる。


    「どうなったぜ！」


    　それに続いて、応援にやってきた善ぜん導どう課職員をほぼ制圧したゆとりたちが僕たちのもとへやってくる。


    　しんと静まりかえった司令室で、最初に声を発したのは、僕だった。


    「……やりました」


    　僕は手に握った、永えい世せい賢者スイッチを高く掲かかげる。


    　僕の隣でアンナ先輩に組み伏せられた藻みず女くめさんは、ぴくりとも動かない。


    「なんかもう、最後のほうはわけわかんなくなっちゃってましたけど、どうにか、間違ってスイッチを押すこともなく。は、はは」


    　僕は立ちあがり、イった直後のように震える指先で恐る恐る、カバーを閉める。


    　死し屍し累るい々るいの司令室内で、ようやく華か城じよう先輩たちが「だぁ」と息を吐いた。


    「これでようやく、一段落ってところかしらね。ピーロートークタイムだわ」


    『今回のワタシ、見せ場もなにもなくて残念デース……あわあわしてただけデース』


    「電撃ＰＭの無効化で散々大暴れしといてよく言うぜ」


    「やりましたね！　アンナ様！」


    「はー、善ぜん導どう課と乱戦とか、聞いてないっスよ、まったく」


    「それにしても早さ乙おと女め先輩。最後の肌はだ色いろ映像映写は、かなり危なかったのではないですか？」


    「バカモン。なにもせずにおったら確実にスイッチを奪われる、そう判断してのことじゃ。氷ひよう菓か、お主ぬしも相当じゃが、わしの観察眼も舐なめてはいかんぞ」


    「……ってゆーか、悔くやしいですけど、《雪せつ原げんの青あお》……狸たぬ吉きちさんがあたしの裸はだかに惑わされないって、あたし、わかってましたし……」


    　各おの々おの、一気に気が抜けたのか、ある者は腰を下ろし、またある者はそっぽを向きながら思い思いのことを口にする。そのときだった。


    「ふざけるな！　ふざけるなでありんす！」


    「あっ、ちょっ、動かないでくださいまし、藻女さん。折れますわよ」


    　スイッチを奪い返すことができず、そのままアンナ先輩に取り押さえられていた藻女さんが、泣き喚わめくように顔を上げた。


    「永世賢者スイッチを起動しようがしまいが、どのみち妾わらわは、電撃貞てい操そう帯たいや出生率０％を主導した諸しよ悪あくの根源としてつるし上げられる！　間違った方法で世界を変えようとした独裁者と罵ののしられ、一生惨みじめに過ごすことになる！　だったら、だったら徹底的にどこまでも、ひたすら弁護のしようがないほど間違えてやろうとして、なにが悪い！　こんな中途半端なかたちで世間から非難されるなど、まっぴら御ご免めんでありんす！」


    「み、藻女さんっ。ですから、それ以上暴れると腕が折れてしまいますわっ！」


    「腕がどうしたでありんすか！　どうせ妾は親に捨てられたあのときから、死んでいたも同然！　スイッチも起動できず、このまま惨めに過ごすくらいなら、いまこの場で舌でも嚙かみ切って──」


    「鼓こ修す理り、パンツを脱ぎなさい！」


    「いや、別に脱ぎたてを用意する必要はないっスよ」


    　と、華城先輩が鼓修理のポケットから唐突にパンツを取りだし、藻女さんの口にねじ込んだ。


    　いやあの、もっとまともなものはなかったんですかね？　ギャグボールとか。


    「まったく。ほら狸たぬ吉きち、人の話を聞く気のないこのバカの身体からだに教えてやんなさい。なんで私たちが、《ＨなＡＢＣ作戦》だなんて回りくどい方法を選んだか」


    「む～っ、む～っ」


    　パンツに涎よだれを染みこませながら睨にらみあげてくる藻みず女くめさん。不覚にもムスコがＳ極に目覚めかけるも、アンナ先輩が「奥おく間ま君？」となんだか恐ろしい笑え顔がおを向けてきたので、気を取り直す。


    「最初は、デモやクーデターでいいかなと思ってました。手っ取り早いし、首都だけで騒ぎを起こせばいいんですから。お手軽です」


    　僕は藻女さんの前に座り、今回の作戦について話を始めた。


    「けれどあれは、参加してる人たちが、自分たちは正しいと妄信してないと成功しないんです。それは、なんていうか違う気がしましたし、デモやクーデターだと、誰かを、何かを、絶対的な悪として標的にしないといけなかった。それこそ藻女さんがいま言ったように、藻女さん自身か、アンナ先輩や母さんの所属する善ぜん導どう課か、国か。誰かをやっつける流れにもっていくしかなくなってしまう。それはやっぱり、嫌だったんです」


    「……？」


    　唐突に始まった僕の話をおとなしく聞くしかない藻女さんの表情に、疑問符が浮かぶ。こいつはいきなりなんの話をしているんだと目が語っている。だから僕は、一気に語った。


    「誰かを悪者にするのは嫌だった。だから僕たちは、すべてをうやむやにするこんなやり方を選んだんです。全員が間違っていて、卑ひ猥わいに関する議論がまた一から始まる……そんなむちゃくちゃな状況を作り出す、この騒動を」


    　僕が言うのと同時に、華か城じよう先輩が司令室のモニターを操作する。


    　そこに映しだされるのは、全国でいまなお続くバカ騒ぎの中継映像だ。


    　司令室に「ムラムラしてもええじゃないか！」と頭の悪い音頭が響き、なんだか一気にふざけた空気に変わってしまう。


    　僕はそのイカれた映像を見上げながら、


    「電撃対策とはいえ、みんなが股こ間かんにコンドームはめて、空から降ってくるエロ本読んで、パンツかぶってスク水巻いて、騒いで踊って……頭のおかしい人ばっかりだ。いまこの国に、〝正しい人〟なんていませんよ。だから、藻女さんだけが、間違っていただなんてつるし上げられることはないんです」


    「……っ」


    「まあ、永えい世せい賢者スイッチだけは本当にシャレにならないので、全力で止めさせてもらいましたけど」


    　目を見開く藻女さんの口からパンツを取りだし、「ってゆーか！」と僕は声を荒らげた。


    「電撃貞てい操そう帯たいの装着を早めたのも、北の大地への隔かく離りを促うながしたのも、僕たち《ＳＯＸソツクス》の悪さですからね!?　企画したのはまあ、藻みず女くめさんですけど、もうほとんど僕たちの功績じゃないですか！　それに、僕たちの煽あおりに乗ったかたちとはいえ、近所の人を『隔かく離りしてくれ』って善ぜん導どう課に差しだした人だっていたんですから、もう国民みーんな共犯なんですよ！　みんな共犯、みんな変態。だからそもそも、藻女さんだけがつるし上げられるなんて、被害妄もう想そうです！」


    　頭いいのにそういうのはわからないんですね、とからかうように付け加えてから、


    「でもまあ、デモやクーデターだと、そういうのも全部棚上げして誰かを攻撃することになる。それが嫌だったから、僕たちは《ＨなＡＢＣ作戦》なんて頭の悪い作戦を選んだ、そういう話です」


    「……な、な」


    　言葉をなくす藻女さんに、僕はまた一方的に要求を突きつける。


    「で、まあ、ものは相談なんですけどね。オナ禁解放のときに凝こったオナニーをしようとするときくらい手間暇ひまかけたこの騒動、ぶっちゃけめちゃくちゃ大変だったわけですよ。ですからその、藻女さんからもちょっとした見返りが欲しいなー、と思っているわけです」


    「身体からだでありんすか？」


    「ちげえよ！」


    　混乱しているらしい藻女さんの問題発言に僕がツッコむと、周囲から「いやいまのはそういう口ぶりだった」と僕を非難する声が上がる。いやいやいや、いまのは絶対藻女さんがおかしいからね？　エロ漫画の読みすぎだからね？


    「前に、地下国会図書館で言ったことですよ。それだけの実力があるなら、まっとうな方法でも世界は変えられるはずなのに、って話です」


    「……まさか、妾わらわにもう一度、裏で暗あん躍やくしろというでありんすか？　永えい世せい賢者スイッチなど作った、妾に？」


    「はい」


    　僕は即答した。


    「健全社会の崩ほう壊かいしたこの国では、これから性をどう扱うのか、改めて議論が始まります。けど僕たちは犯罪者で、まだ子供で、社会を壊すことはできても、再構築するには力が足りない。だから、藻女さんの力も借りたいんです。この世界がまた性を解放しすぎないよう、性を規制しすぎないよう。今度はまともな方法で、性に寛容な社会作りに参加してほしい」


    　そこで僕は、性が解放されすぎちゃってる人代表のらら子ちゃんのほうを見る。


    「な、なんですか!?　い、いきなり見つめないでくださいよっ」


    　緊急事態だったとはいえ、あんな部位を見せつけるのはやっぱりマズイよなぁ。いやまあ、脳内エロフォルダから消すつもりはないですけどね？


    「は、ははっ」


    　僕の説明を聞き終わった藻女さんが、呆あきれたような笑い声を漏もらした。


    「最初から、妾わらわのことも、味方に引き入れるつもりだったでありんすか？　《公然猥わい褻せつ病びよう》を広め、地下国会図書館でそなたらを散々いじめた妾を打ち倒すのではなく、味方に？」


    「当たり前でしょイマラチオ」


    　と、今度は華か城じよう先輩が呆あきれたように藻みず女くめさんの前で腰を下ろした。


    「狸たぬ吉きちもさっき言ってたみたいに、私たちは下ネタ言ってニヤニヤして、エロ本読んでムラムラしたいだけなのよ。……いつの間にかもの凄すごい大おお事ごとになっちゃったけど、結局、それが目的。でもね、この健全社会の被害者でもあるあんたをつるし上げてそれで終わりじゃ、この先、チンコチンコ言っても笑えなくなっちゃうでしょ。本ほん末まつ転てん倒とうよ。風俗に通うお金を工面するために、金玉両方売るようなもんだわ」


    　なんつーたとえを持ってくるんですか。


    「だから、何万人も去きよ勢せいするなんて、そんな笑えなくなるやり方は、勘弁してちょうだい。仕返しがしたいなら、もっとくっだらない、笑えるものにしておきましょうよ。そうね、健全政策を支持した連中の自宅の玄関前に、毎日オナホールを放置しておくとかどうかしら。ご近所の評判がた落ちよ」


    　それは仕返しではなくお礼では？


    　呆れる僕らを気にすることなく、華城先輩は笑いながら藻女さんに手を差し伸べた。


    「施設に入れられて、自分の全部を否定されて、辛つらかったのはわかるわ。少しだけね。でもこれからは、チンコダンスでも踊りながら、バカみたいに笑っていきましょ」


    「……本当にそなたらは、底なしのバカでありんすな」


    　藻女さんがとうとう吹き出し、


    「妾のような者を抱き込んで、どうなっても知らないでありんすよ」


    「はっはー、病気が怖くてセックスができますかってもんよ！」


    　華城先輩が《ＳＯＸソツクス》流のサムズアップを返し、藻女さんは「いくらなんでも病気扱いはひどいでありんすな」ともう一度笑った。


    　そうして司令室内の空気が、完全に弛し緩かんしきったときだった。


    



    「いまさら、健全教育を否定するというのですか……？」


    



    「はっ？　う、うわっ!?」


    　何者かが、対応する間もなくこちらと距離を詰めてきた。


    　永えい世せい賢者スイッチを握っていた右手の感覚が消えたと錯さつ覚かくするような衝しよう撃げき、数秒遅れて、凄すさまじい激痛が走る。


    「なっ、んだ!?　右手の恋人と死に別れ!?　セルフセックスの終しゆう焉えん!?」


    　身体からだが吹き飛ばされ、華城先輩やゆとりたちを巻き込んでようやく止まる。


    「おい狸たぬ吉きち！　スイッチはどうしたぜ!?」


    「……え？　は？　な、ない!?」


    　いち早く身体からだを起こしたゆとりに指摘されて身を起こすと、ズル剝むけ大人チンポのように赤く腫はれ上がった右手に永えい世せい賢者スイッチはなく、僕たちから随分と距離を取った場所に、一人の女性が出現していた。ボサボサの銀髪、怪しく光る瞳ひとみ、不自然なほどに荒い呼吸はかつての気品をまるで感じさせず、しかしその端正な顔には、確かに面おも影かげが残っていた。


    「お母様!?」


    「ソフィア・錦にしきノの宮みや!?」


    　藻みず女くめさんを押さえていて反応が遅れたアンナ先輩と、呆あつ気けにとられる華か城じよう先輩が、同時に声を上げた。


    「こ、ここ、これを押せば、数万人が、卑ひ猥わいを感じることのできない状態に……」


    　ソフィアはカバーの外れたスイッチを両手で握り、焦しよう点てんの定まらない瞳でそれを見下ろしていた。どう考えても止めることのできない距離、藻女さんのときとはまた別のベクトルで正しよう気きでないソフィア。


    　僕たちの間に、言いようのない緊張感が立ちこめる。


    「お、おいアニー。活躍のチャンスだぜ？　遠隔操作でスイッチをどうにかしたりはできねーか？」


    『できるならさっきやってマス！　一度も電波を発してないブツの電波を特定して妨害しろとか、無理ゲーどころの話じゃねーデス！　おっぱいもげマス！』


    　ゆとりとアニーが混乱しきった会話を交わしていると、アンナ先輩が立ちあがり、


    「お母様！　なにをするつもりですの!?　やめてくださいまし！」


    「ああ、アンナ、二年ぶりですね……」


    　しかしアンナ先輩の呼びかけにも、ソフィアはぼんやりと答えるだけで、


    「大丈夫、健全教育は、決して間違いなんかではありません。卑猥を一切排除した教育をすれば、世の中は良くなるのです。この装置で数万人の卑猥な欲求を根から断てば、きっとそれが証明されます」


    　この人は、本気で言っているのか？


    　幽ゆう鬼きのような表情で語るソフィアに藻女さんでさえ言葉を失うなか、肩を怒らせたのは華城先輩だった。


    「ふざけないで！」


    「……？」


    　華城先輩の激情に、ソフィアが不思議そうな顔をする。


    「この期ごに及んで、まだそんなことを言ってるの!?　しかも去きよ勢せいで正しさを証明するなんて、なにを考えてるのよ！　あなたのその極端な考えのせいで、アンナは──」


    「部外者が口を挟むなああああああああああっ！」


    　声を荒らげる華か城じよう先輩に、ソフィアが凄すさまじい金切り声をぶちまける。


    　そしてソフィアは、喉のどがイカれてしまうのではないかというような声で、泣き叫ぶ。


    「健全教育が間違っていたとなれば、む、娘は、アンナはどうなるのですか！　わ、私の完かん璧ぺきな健全教育の下で育ったアンナは、世間から、ひ、否定されてしまうではないですか！」


    　それはもう、言葉として聞き取るのもやっとな叫び。


    「なら、せめて、せめて私だけは、健全教育が正しいと、信じていなければなりません！　でなければ！　わ、私の教育が間違っていたなどと私が認めてしまえば、私はまた、娘を否定し傷つけることになってしまう！」


    　また？


    　わけのわからないことをソフィアが喚わめき散らすなか、


    「……っ」


    「あのときの、ツケでありんすか……」


    　アンナ先輩は心当たりがあるかのように目を見開き、藻みず女くめさんが血の気をなくす。


    「だから！　私は、わ、私はここでこのスイッチを押さねばならないのです！　健全教育は正しかったと、私は、信じていなければならないのですから！」


    　ソフィアの指が、スイッチを押し込もうとしたそのとき。


    「世間もあなたも、まったく関係ないわ！」


    　華城先輩が、ソフィアの狂気をはね飛ばして叫んだ。


    「あなたや世間がどういう態度をとろうが、関係ない！　私は、アンナのことが大好きよ！　あなたの教育で育ったアンナに救われたこともあるし、卑ひ猥わいな知識を持ったアンナも、まあ、ちょっと生々しいけど、嫌いじゃないわ。まあその、つまり……あなたのいけすかない教育が混じったアンナが、好きってことよ、私は」


    「綾あや女めさん……？」


    　正しよう気きを失ったソフィアを前に表情を強こわばらせていたアンナ先輩が、華城先輩を見上げる。


    　いまにも破裂しそうだったソフィアが、困惑するように眉まゆをひそめる。


    「ぼ、僕もです！」


    　そこに希望が見えたような気がして、僕も華城先輩に乗っかっていた。


    　これはきっと、ソフィアではなく、アンナ先輩に言葉を届けるべき場面だ。


    「僕も昔、卑猥な知識を持たないアンナ先輩に、救われました！　結局そのあと、いろいろと間違えて、こじらせてしまいましたけど……それでも、あのとき救われたのは本当で、今日きようだって、アンナ先輩にたくさん助けられたんです！」


    　そして僕は、ぽけーっと突っ立っている月つき見み草ぐさの背中を叩たたいた。


    　すると月見草は満面の笑みで、


    「私も！　私もアンナ様のおかげで、最近チーズケーキが好きだとわかってきました！」


    　おい！　お前はもっと真ま面じ目めな話できるだろ！　また電気アンマ食らわすぞ！


    「みなさん……」


    　と、僕たちの言葉を受けたアンナ先輩がクスクスと笑い、


    「ありがとうございます」


    　そう言って、ソフィアに向き直った。


    「お母様」


    「……っ！」


    　アンナ先輩が、いまにもスイッチを押しそうなソフィアをまっすぐ見み据すえ、一歩踏み出す。


    「わたくしはあのときからずっと、お母様を拒絶し続けてきましたわ。どうしてあなたのような人の言うことを鵜う呑のみにしてしまったのだろうと、健全教育なんて間違ったものを信じてきてしまったのだろうと。正直、いまもまだ恨うらんでいますし、昨日きのうまで、顔も見たくありませんでしたわ」


    「あ、あ、う、あ、アンナ……」


    　ソフィアがぶるぶると震えだす。


    　早さ乙おと女め先輩が「おいアンナ、あまり刺激するようなことは」と手を伸ばすも、僕がそれを押しとどめる。ここはもう、アンナ先輩に任せるしかないのだから。


    「けれど、お母様の教育が一いち概がいに間違っていたとは、いまは思えませんの。お母様の教育のせいで、わたくしはたくさん間違えることになりましたわ。けど同時に、たくさんの友人にも恵まれましたもの。だからやっぱり、なにが正しいかなんて、誰にもわからないものですわ。これから健全教育を否定する新しい社会にも、なにが正しいかなんて、きっとわかっていないでしょう。だからわたくしが否定されることなんてありませんわ。あるのはただ、わたくしたちは間違っていてもいいということだけですの」


    「で、でも、私は、アンナ、私はあなたのことが」


    　アンナ先輩がまた一歩ソフィアに近づき、不意に、僕と華か城じよう先輩の手を握った。


    「お母様が、わたくしのことを心配してくださっているのは、よくわかりますわ。けれど、これは絶対子供に悪影響だとか、危険だとか、人格をねじ曲げるほど傷つけてしまうとか、そんな極端な考えを押しつけるのではなく、もう少しだけ、わたくしたち子供を、信じてくださいまし。そこまで心配してくださらなくても、もう、大丈夫ですわ」


    　そしてアンナ先輩は僕と華城先輩の手を、ソフィアへ示すように持ち上げる。


    「どこかで決定的に間違えてしまったとしても、案外、どうにかなるものみたいですから」


    　穏やかに、そしてなにかの確信を持って、アンナ先輩は笑った。


    「……アンナ」


    　その表情を見たソフィアが、急に緊張の糸が切れたかのようにその場に崩れ落ちた。


    　全身から力が抜けたように身体からだを折り曲げ、スイッチを取り落とす。


    「うううぅ……っ」


    　子供のように泣き出し、その小さな背中にアンナ先輩が駆かけ寄っていく。


    　僕と華か城じよう先輩もそれに続き、永えい世せい賢者スイッチを拾って、藻みず女くめさんに手渡した。


    「これでもう、誰かに奪われても起動することはないでありんす」


    　藻女さんは永世賢者スイッチをしっかりロックのかかった状態にまで戻し、華城先輩にその管理を委ゆだねた。


    「はーっ、これで、本当に終わりね。もう無理。もう動けない。私女だけど、膣ちつから赤玉出ちゃうわ」


    　その場に座り込んだ華城先輩を見て、僕もその隣に腰を下ろす。


    「……」


    　僕は華城先輩の顔を見ながら、片手を上げた。


    　華城先輩は一瞬「なに？」という顔をするも、すぐにニヤリと笑って、


    「「スパンキング」」


    　僕と《ＳＯＸソツクス》流のハイタッチを交わすのだった。


    



    　そうして、二年をかけた《ＳＯＸ》最後の下ネタテロは、ようやくその膜まくを破……じゃなくて幕を下ろし──それからまた、数か月の時が流れた。

  


  
    



    　エンディング　そこはプリズン？　それとも、ハーレム？


    



    　一連のバカ騒ぎが沈静化し、北の大地が解放されてから数か月。


    　世間は第二次性せい徴ちよう途中の性器周辺のように、慌あわただしく変化を続けていた。


    《公然猥わい褻せつ病びよう》が噓うそっぱちだとわかったことで、その感染者を隔かく離りする法律と電撃ＰＭは完全に撤てつ廃ぱい。《公然猥褻病》などというデタラメを画かく策さくした張本人として、錦にしきノの宮みや祀まつ影かげは責任を追及されつつあるという。


    《公然猥褻病》というトンデモが人々に広く信じられ、病的なまでの性規制社会が実現してしまったことは、社会全体に大きな議論を巻き起こした。卑ひ猥わいなものを過度に嫌けん悪おし排除しすぎた結果、誰も幸せにならない方向に社会が暴走してしまったのではないか──そういう意見が、ようやく公おおやけの場で発言権を持つようになったのだ。


    　つい先週なんて、善ぜん導どう課の権限が一部縮小され、ＰＭによる禁止単語の監視が一時的に停止されたくらいだ。華か城じよう先輩は大喜びで、一日中禁止単語しか喋しやべらなかったし、僕もそれに追随して周囲にドン引きされた。


    　けれどまだ、《公こう序じより良ようぞ俗く健全育成法》とそれに付ふ随ずいする関連法は制定されたままで、エロ本の出版許可や性教育の具体的復活案などに関してはまったく見通しが立っていない。


    　今後、この国が卑ひ猥わいをどう取り扱っていくのか。どこまで許容していくのか。それは大人たちを中心に、いまなお喧けん々けん諤がく々がくの論争が続いている。


    



    　アンナ先輩と少しだけ和解することのできたソフィア・錦にしきノの宮みやは、規制緩かん和わに慎重な構えを見せる保守派の代表として、討論番組などによく姿を見せている。けれどその主張も昔とは随分違う。妊にん娠しんに関する知識や、なにが性的な行為として捉とらえられるのか、この部分は家庭と学校で最低限教育していくべきと主張し、慎重なのはあくまで娯楽としての卑猥解放に関してだ。


    　驚いたことに、藻みず女くめさんも最近は表おもて舞ぶ台たいによく姿を現し、こうした議論に中立的な意見を投げ込んでは、場を調整している。


    　いまはまだわからないけれど、将来的には、冤えん罪ざいで投とう獄ごくされている華か城じよう先輩の実父・遠えん藤どう正まさ志しさんなんかも議論に加えようと、藻女さんは画かく策さくしているようだった。


    



    　投獄といえば、現在《ヘルサウンド》に収容されている下ネタテロリストに関しても、刑期を短くするべきなのではという声が上がり始めている。これもまた議論の紛ふん糾きゆうするところだけど、少なくとも、ずっと離れ離れということはないだろう。


    　その証しよう拠こにというかなんというか。先日、随分と管理の緩ゆるくなったらしい《ヘルサウンド》から、一枚の手紙が届いた。差出人は、僕の父、奥おく間ま善ぜん十じゆう郎ろう。


    《頂いただきの白しろ》やら《禁きん欲よくの魔ま人じん》やら、懐なつかしの変態たちから寄せ書きのようにメッセージが書き込まれた手紙に、父さんはたった一言だけ、


    『ヤったな！』


    　と、実に父さんらしい下品な文字を躍おどらせていた。


    　あまりにシンプルな一言に、もうちょっとなんかあってもいいんじゃないかと思ったけれど。


    　きっとそのうち、嫌と言うほど、直接父さんの口から下ネタを聞く日も来るのだろう。


    



    　さて、犯罪者の処しよ遇ぐうといえば、僕たち《ＳＯＸソツクス》がその後、どうなったのかという話だ。


    　結論から言うと、僕たち《ＳＯＸ》はひどく曖あい昧まいな立場になっていた。


    　本来なら、長年の下ネタテロ活動や今回の大騒ぎの件ですぐさま投獄！　というところだ。


    　けれど《公然猥わい褻せつ病びよう》の噓うそを全国に知らしめた《ＳＯＸ》を単なる犯罪者扱いするのはどうなのかという声が大勢を占め、ただでさえ立場の弱くなっていた善ぜん導どう課は頭を悩ませた。投獄するのは非難を招くし、かといって野放しにしておくのも問題が多い。


    　そこで僕たち《ＳＯＸ》メンバーには、首都の一角、善導課敷地内にある職員寮があてがわれ、ひとまずはそこに軟なん禁きんされることが決定した。


    　軟禁といっても、その自由度はかなり高い。


    　職員寮には《ＳＯＸ》メンバーしかおらず、警備を担当しているのがアンナ先輩と月つき見み草ぐさの部隊ということもあり、監視されているという重圧もほとんどない。


    　健全社会を破壊した張本人として、これからどうやって責任を取っていくことになるのか、卑ひ猥わいに関する果てのない議論にいつ巻き込まれていくのか、それはまだわからない。


    　それでもいまは、性規制の緩かん和わされつつある世界の中で、アンナ先輩が望んだような穏やかな日々が続いていた──の、だけれども。


    　大きな問題が一つ。


    　とても大きくて厄やつ介かいな問題が一つ、僕と華か城じよう先輩に降りかかっていた。


    



    　僕と華城先輩が、先週から二人の間でブームとなっている禁止単語しりとりをしながら歩いていたときのことだ。


    「ハイ！　それでは第三回、一夫多妻制導入会議を始めマス！」


    　職員寮の一階にある共用の大広間から、アニーの大声が聞こえてきた。


    　慌あわてて大広間に駆かけ込んでみれば、そこには僕と華城先輩を除く《ＳＯＸソツクス》メンバーが勢ぞろい。中央の長机には、満面の笑みを浮かべるアニー、盛大に目を泳がせるゆとり、なんだか瞳ひとみをギラギラさせたらら子ちゃん、そして警備をサボって参加しているらしい澄まし顔のアンナ先輩が座っていた。広間の隅っこでは鼓こ修す理りがニヤニヤしてその様子を見ており、不ふ破わさんと早さ乙おと女め先輩が興味津しん々しんの様子で会議の行く末を見守っている。


    　一同、僕と華城先輩の出現は想定内だったようで、


    「では、前回に引き続き、どうやってタヌキチの下半身を説得するか、諸々の法整備のどさくさに紛まぎれていかに一夫多妻制度をねじ込むか、話し合っていくデース！」


    　会議は中断される気配もなく、アニーはむしろ僕らにわざと聞かせるような態度で宣言した。


    「ちょっと待ったーっ！」


    　硬直する華城先輩に代わり、僕は大広間に飛び込んだ。


    　僕と華城先輩に降りかかっている問題。


    　それはアニーが主導する、一夫多妻制度導入計画だった。


    　なにやら僕の知らないところで二年前から進んでいた計画みたいで、この数か月で仲間を増やし、本格的に動き出したとのことだった。


    　ほかにやることもない軟なん禁きん生活の中で、アニーたちはたびたびおおっぴらに会議を開き、こうして僕と華城先輩に変なプレッシャーをかけてくるのである。


    「前にも言ったでしょ！　僕は華城先輩一筋なんだって！」


    　僕が言うと、背後の華城先輩が「……きゅう」と呻うめいて耳まで顔を赤くした。僕まで気恥ずかしくなって顔が火ほ照てる。


    「ん～？　アヤメがウラスジ？　タヌキチ、なに言ってるデスカ？」


    　僕の言葉を聞いたアニーがすっとぼける。


    「裏筋じゃなくて、一筋！」


    「そんなこと言われてもデスネ。ワタシ、タヌキチのことが大好きデスもん。諦あきらめられマセン」


    「……うぐっ」


    　あっけらかんと放たれる好意に僕が怯ひるんでいると、アニーは長机に座る面々を指さし、さらに追い打ちをかけてくる。


    「タヌキチはワタシたちの好きの気持ち、全部無視するデスか？」


    「そ、その言い方はズルいって！　僕のことを好きだって言ってくれる気持ちは嬉うれしいけど、僕は華か城じよう先輩が好きで、だからそういうのは」


    「……っ」


    　アニーに再度説明する僕の背中を、華城先輩がばしばしと叩たたく。先輩！　恥ずかしいのはわかりますけど、もっと恥ずかしくなるからやめてください！


    「か、勘違いすんじゃねーぜ！」


    　それまで思いっきり視線を泳がせていたゆとりが、視線を泳がせたまま首筋まで顔を赤くし、「あたしは別に、好きとかそんなんじゃなくて、ただその、ほら、実家を説得するときに、跡継ぎを条件に出されたから……あたしには種たねが必要で、別に、それだけだぜ」


    「ゆとり大丈夫!?　頭大丈夫!?」


    　種ならひまわりの種とかあげるから！


    「あたし、やっぱりこういうの我慢できません！」


    　らら子ちゃんが唐突に立ちあがる。


    「一夫多妻とか、やっぱりありえないです！」


    「そうだよね！　もっと言ってやって、らら子ちゃん！」


    「ただでさえ軟なん禁きんで露出の機会が減ってイライラしてるのに、一夫多妻なんて、狸たぬ吉きちさんの視線が分散するだけじゃないですか！」


    　……あ、あれ？　らら子ちゃん？


    　僕が戸惑っていると、らら子ちゃんが僕に詰め寄ってきて、襟えり首くびをぐいと摑つかむ。


    「あ、あたしをこんなふうにしたのは狸吉さんなんですから、責任とって、あたしの裸はだかだけ見ててください！　……でないと、アニーさんたちに協力しますよ？」


    　あ、この子敵だわ。


    「ふふふ」


    　不意に、アンナ先輩が慌あわてふためく僕を見て微笑ほほえんだ。


    「こういう展開は男性の夢だと聞きましたのに、奥おく間ま君は随分とかたくなに、綾あや女めさん一筋を貫つらぬこうとするんですのね？」


    「え？　いやだって、そうじゃないと、その、不誠実じゃないですか！」


    　口から無む節せつ操そうに下ネタはまき散らしても、下から無節操に子種をばらまいたりなんてしないぞ！


    「まあ確かに、これで綾あや女めさんが嫌な思いをしたり、奥おく間ま君が負担に感じるようなら、わたくしもアニーさんたちの計画には反対ですわ。けれど、それはあくまで、お二人がいまの一夫一妻的な価値観のままなら、というお話ですものね？」


    「……え？」


    「価値観なんて、ある日あっさり変わってしまうことがあると、わたくしは体験してきましたから。ある日突然、お二人がベッドに誘ってくれるようになると信じて、アニーさんに協力してみますわ。それに」


    　アンナ先輩はからかうように笑うと、


    「ふふ、間違っていてもいいと。みんなで間違っていきましょうと、わたくしを口く説どいてくれたのは、奥間君ではありませんの」


    　い、言ったけども！　言ったけどもですね!?


    　う、うぅ、くそぅ。


    　どこまで本気なのか、アンナ先輩は僕と華か城じよう先輩のリアクションを楽しんでいるような節もある。間違っていてもいいだとか、あれだけ堂々と言った手前、咄とつ嗟さにどう反応していいやらわからない。


    　僕と華城先輩は気恥ずかしさがオーバーヒートしそうになり、大広間の隅で傍ぼう観かんを決め込む三人のほうへと駆かけ寄った。


    「助けて鼓こ修す理り！　こ、このままじゃ、狸たぬ吉きちが取られちゃうわ！　ど、どうすればいいの!?」


    「とりあえず、一番はじめに狸吉の子供でも産めばいいんじゃないっスか？」


    「バカじゃないの!?」


    「でもほら、宮廷とかではそういうの大事らしいっスよ？」


    「あなたに聞いた私がバカだったわ！」　


    　やっぱり鼓修理は役に立たねぇ！　あいつ、この状況を楽しんでやがる！


    「不ふ破わさん！　早さ乙おと女め先輩！　のんきに観戦してないで、アニーたちの暴走を……って」


    　二人がなにやらノートを囲んでいるので覗のぞきこんでみると、そこには、


    『新作案・六股また男の末路！』というタイトルの下、様々なメモが貼はり付けられていた。


    「……まあ、二人はそうですよね、そういう感じですよね」


    　僕が絶望していると、


    「いえ、わたしはどちらかといえば、奥間さんの味方ですよ」


    　不破さんが僕の肩に手を置いた。


    「本来、できるだけたくさんの子孫を残そうとするはずの男性が、この環境の中でいつまで理性を保っていられるのか。非常に興味深い」


    　そ、それは味方っていうのか？　どうなんだ？


    　僕が混乱していると、早さ乙おと女め先輩がお菓子をモリモリ食べつつ、


    「わしはさっさといてこませと思っておるがな。ハメ撮りならぬハメスケッチし放題な環境になることを期待しておる」


    　わかっちゃいたけど、早乙女先輩は本当にひどいな……。


    「盛り上がっているでありんすな」


    　そのとき、大広間にスーツ姿の人物が現れた。


    「藻みず女くめさん！」


    「二週間ぶりでありんすな。ほれ、土産みやげの菓子折りでありんす」


    　藻女さんは諸々の後処理や卑ひ猥わいに関する議論の活性化のために忙しく全国を飛び回っていて、その合間にふらりとこの職員寮を訪れることがあった。本来なら面会のための許可がいるのだけど、藻女さんに関してはなぜかスルーらしい。地下国会図書館から這はいだした彼女は日々激務に追われているはずだけど、その表情には以前のような陰はなく、スッキリと活力に満ちているように見えた。


    「聞いてよ藻女！　アニーたちが私の狸たぬ吉きちを──」


    　と、華か城じよう先輩が藻女さんに泣きつこうとしたときだ。


    「あっ、スペシャルアドバイザーの藻女さんデース！」


    「「っ!?」」
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    　僕と華か城じよう先輩に衝しよう撃げきが走る。


    　スペシャルアドバイザー、だと……？


    　藻みず女くめさんは呆ぼう然ぜんとする華城先輩に菓子折りを手渡したあと、ごく自然なかたちでアニーたちの座る長机に参加する。


    「長年の少子化と、八か月におよぶ出生数０。ここにつけ込めば一夫多妻制のゴリ押しも可能かと思ったでありんすが、やはり無む節せつ操そうな導入は厳しいでありんすなぁ。ここはやはり、収入などの条件をつけて、限定的な導入を目指すべきでありんす」


    「でもそれだと、猥わい褻せつ変態犯罪者の狸たぬ吉きちじゃあ、ハードル爆上がりだぜ」


    「むむむ。なかなか難しいかもデスけど、これだけ一気に世の中動いたんデス。一夫一妻がベストなんて価値観くらい、すぐ変わるはずデース！」


    　藻女さんを中心に、なんだか妙に真ま面じ目めかつ本格的な方向に議論が活性化し始める。


    「ちょ、ちょっと藻女!?　なにをあんたまで参加してるの!?　私のコンドーム真しん[image: ]けんの餌え食じきになりたいわけ!?」


    　華城先輩がたまらず叫ぶと、藻女さんはなぜか僕の隣にまで近づいてきて、


    「ひひひ、だから言ったでありんすよ。妾わらわのような者を抱き込んで、どうなっても知らんと」


    　藻女さんは悪いた戯ずら小僧のように笑うと、流れるような動きで、僕の耳たぶに吸い付いた。


    「え!?　ちょっ!?　うひぃ!?」


    　なまめかしい感触に、肩とチンコが跳ね上がる。


    「ちょっ!?　な、いきなりなにやってんのよ！」


    「くくく、そう怒るな。ただの味見でありんす。これでも遠慮したほうでありんすよ？」


    　藻女さんはぷるぷると震える華城先輩を軽くいなすと、また僕に向き直り、


    「公こう序じよ良りよう俗ぞくの破壊を謳うたっておきながら、意外と保守的でありんすなぁ、狸吉は」


    　耳たぶ攻撃でガードの緩ゆるんでいた僕に、遠慮なくしなだれかかってきた。


    「み、藻女さん!?　やめてくださいって！　アニーたちにも言いましたけど、僕は華城先輩のことが好きなんです！　ほかの人の気持ちには応こたえられないんですって！　なにがなんでも一夫一妻制を死守しますからね!?」


    　僕は必死に藻女さんを押し返す。けれど藻女さんは「くくく」と不敵に笑い、


    「観念するでありんすよ、狸吉。新しい価値観をひっさげて革命に成功した英雄は、次の革命で打ち倒されるというのが歴史の常でありんす。そなたの理性も、きっとすぐにギロチンでありんしょうな」


    　スパンが短すぎでしょ！　三日ＴＥＮＧ●かよ！　初めてのオナ禁でももう少し保もつわ！


    「アンナ様！　アンナ様！」


    　と、混こん沌とんを極める大広間に、月つき見み草ぐさが駆かけ込んできた。


    「面会を申しん請せいしてきた人がいます！」


    「面会ですの？　それなら善ぜん導どう課の窓口に一任しているはずですが、なにか問題が？」


    「いえそれが、面会を求めているお二人がどうにも人を殺しそうな気配でロビーに居座っていまして、どうしたものかと！」


    「どなたですの？」


    「奥おく間ま爛らん子こさんと、華か城じよう撫子なでしこさんです！　なにやらどちらも『一夫多妻とはどういうことだ、あのゴミ息子』『殺すぞあのクソガキ』と危険な顔で呟つぶやいていまして、いまにも殴り込んできそうなのです。場合によっては、アンナ様に止めていただく事態になるかもしれないと」


    　あれ？　これ僕殺されるパターンじゃない？　てゆーかどこから情報が漏もれたんだ？


    「……あ、あれ？　なんで矛ほこ先さきが狸たぬ吉きちに向いてるのかしら。伝達ミス？」


    　華城先輩が首を傾かしげる。可愛いなぁ、と思ったのは一瞬で、


    「なにやってるんですか華城先輩！　これあれですよ！　尋じん問もんの末にチンコ切り取られるパターンですって！」


    「ご、ごめんなさい！　二人に知らせたら味方になってくれると思って！」


    　いやまあ、華城先輩の味方にはなってくれるとは思いますよ？　僕が繁はん殖しよく不可能な身体からだになったあとで。


    「奥間さん、奥間さん」


    　危険生物の襲しゆう来らいに怯おびえる僕の肩を、不ふ破わさんがぽんぽんと叩たたいた。その手にはおみくじのようなものが握られていて、


    「先ほど戯たわむれに占ってみたところ、なんと奥間さんに女じよ難なんの相が」


    「そんなの占わなくたってわかるけど!?」


    　なんだ!?　不破さんなりの冗談なのか!?


    　あまりに理り不ふ尽じんな四し面めん楚そ歌かっぷりに僕と華城先輩が身を寄せ合っている間にも、大広間では藻みず女くめさんとアニーを中心に、いかに一夫多妻を実現するかの議論が進んでいく。


    　なんだこれは、ひどすぎる。多た勢ぜいに無ぶ勢ぜい、精せい子しに卵らん子しだ。


    「あ、あわわ。このままじゃ、狸吉が、私の狸吉が種たね馬うまに……」


    　華城先輩もこの有あり様さまだし、いったん逃げて冷静に対策を練らなければ。


    　……アンナ先輩や藻女さんなんかを相手に、どこまで理論武装できるか、はなはだ疑問ではあるけれど。


    「とりあえず、逃げましょう先輩！」


    「ふぇ!?」


    　僕は華城先輩の手を引いて、大広間を飛びだした。


    「あっ！　そいつらを二人っきりにすんなだぜ！　目ぇ放したらすーぐ繁はん殖しよくするんだぜ！」


    「するかぁ！」


    　ゆとりの妄もう言げんに、僕が反射的に反論すると、


    「……え？　しないの？」


    「え？」


    　華か城じよう先輩がぽつりと呟つぶやき、その直後、かーっと顔を真っ赤かに染める。


    「あ、いや、その、いますぐどうとかそういう意味じゃなくて！　その……う、あ、た、狸たぬ吉きちの妄もう想そう全開ド変態！」


    「僕は悪くないのに!?」


    　華城先輩から全力の頭突きを食らい、けれど背後から追ってくるゆとりたちから逃げるべく、足は止めない。


    　そう広くはない職員寮の中を、僕と華城先輩は全力で走り回った。


    



    「はぁ、はぁ、はぁ。ああもう、あの面子めんつから逃げ切るなんて不可能だっての！」


    　アンナ先輩やゆとりの機動力に翻ほん弄ろうされ、僕と華城先輩は結局、逃げ場のない屋上に追い詰められてしまっていた。見み境さかいと常識を失った追っ手がここにたどり着くのも時間の問題だ。


    　だというのに、


    「くっ、ふふっ。あははははっ」


    　さっきまで顔を真っ赤にしてあわあわしていた華城先輩が、唐突に笑い出した。


    　追い詰められておかしくなってしまったのだろうかと思っていると、


    「あーあ、せっかく世の中が変わったのに、なんだか、時とき岡おか学園で下ネタテロをやってた頃に戻ったみたいだわ」


    　屋上からの景色に目をやりながら、華城先輩が笑う。


    　言われてみれば、そんな気がする。


    　ほんの三年前。僕と華城先輩はたった二人で下ネタテロ組織《ＳＯＸソツクス》を結成し、いまみたいに、二人で駆かけ回っていたのだ。


    「ねぇ狸吉」


    　と、華城先輩は不意に真ま面じ目めな顔で、僕のほうを見た。


    「私、あなたに会えてよかったわ」


    　そして屋上の縁に近づくと、


    



    「おちんぽおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」


    



    　ヤッホーの要領で、盛大におちんぽを叫ぶ。初めて出会ったときよりも力強く、楽しげに。


    　呆あつ気けにとられる僕を振り返ると、華城先輩はまるで、普通の女の子みたいに笑い、


    「あなたに会えたおかげで、私はいま、普通に下ネタを叫べる世の中で、笑っていられるんだもの」


    「……それは、こっちのセリフです」


    　あの日、僕は華か城じよう先輩に助けられて、強引に下ネタテロリストにされた。だからいま、僕は自分をごまかすことなく、下品な人間として笑っていられるのだ。


    「本当にそう思ってる？」


    　僕の言葉を確かめるように、華城先輩が下からからかうように睨にらみあげてくる。


    「思ってますよ」


    　その距離感にドギマギしながら、僕は断言した。


    「……だったら」


    　すると華城先輩は、不安げに揺れる瞳ひとみを恥ずかしげに逸そらし、


    「アンナたちの誘惑なんかに、負けないでね？」


    「もちろんです」


    　そう答えたあと、僕は華城先輩と同様に気恥ずかしさで顔を逸らしながら、


    「だって僕は、下ネタと同じくらい、華城先輩のことが好きですから」


    「……随分と、上の口が素直になったものね。がばがばのゆるゆるじゃないの」


    「華城先輩のせいですよ。責任とってください」


    　そんなやり取りをしていると、僕と華城先輩の間に、なんだか妙な空気が流れ出す。


    　けれど、
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    「し、仕方ないわね。それじゃあ調理室にあったダイコンで、狸たぬ吉きちのがばがば穴を徹底的にいじめてあげるわ」


    「じゃあ僕は、片かた栗くり粉こでローション作りますね」


    　僕と華か城じよう先輩の下ネタ回路は、どんな空気もぶち壊してしまうのだ。


    　そんなくだらないやり取りが、くすぐったいくらいに楽しくて。幸せで。


    　本当なら、アンナ先輩たちを説得する方法でも話し合わなくちゃいけない場面だというのに。


    　僕と華城先輩は結局、アンナ先輩たちが屋上に突入してくるまでの間、低レベルな下ネタの応おう酬しゆうで、クスクスと笑い続けてしまうのだった。


    　間違っているんだか間違っていないんだかわからない、当たり前に下ネタの言えるようになったこの世界を、嚙かみしめるように。


    



    　なにが正しいのかなんて、誰にもわからない。正解なんて、永遠にたどり着けないかもしれない。途中でとんでもない失敗をして、わけのわからない回り道をすることもあるだろう。それでも僕らはより良いなにかを求めて、チンチンやマンマンのついた身体からだで間違いを犯しながら、前に進んでいく。


    　──きっと世界は、そういうふうに、できている。


    
      完　

    

  


  
    　あとがき


    



    　轟ごう力りき先輩の霊圧が……消えた……!?


    



    　どうもお久しぶりです、赤あか城ぎです。


    　下ネタという概念が存在しない退屈な世界。みなさまのおかげで、なんとか最終巻までたどり着くことができました。


    　よくよく考えてみれば、三年以上もの長期間、同じタイトルに向き合ってきたのはこれが初めての経験です。前述の轟力先輩の扱いをはじめ、至らなかった点をあげればキリがありませんし、読み返せば精神力を削られます。しかしこれで終わりかと思うと妙に寂しく、自分にとって大切な作品だったんだなと再認識させられます。恥ずかしい、けれど大切、つまり下セカは僕にとってチンコみたいなものだったんですね。作家にとって作品は我が子のようなものだとよく聞きます。すなわちムスコです。そうか、そういうことだったのか……（多分違う）。


    　全国の書店に僕のチンコがチン列されていると考えると、なんだか興奮してきました。この興奮を次の作品作りに活かそうと思います。生命の営いとなみです。


    



    　以下、謝辞です。


    　担当の小こ山やま様。今回もまた、多大なるご迷惑をおかけしましたが、おかげさまでどうにか最終巻です。次回作もどうぞ見捨てることなくよろしくお願いいたします（土下座）。


    　イラストを担当してくださった霜しも月つき様。いつにも増して厳しいスケジュールの中、既存キャラデザの一新など、無茶を実現していただき、本当にありがとうございました。


    　コミカライズを担当してくださっている柚ゆず木き′Ｎ様。温泉編の特に後半に入ってからというもの、アンナの間接フェラーリだったり大喜利対決のイメージ映像だったり、なんだかもう色々ありがとうございます！


    　また、アニメ下セカに関わってくださった皆様方。改めまして、僕のチンコを素晴らしい完成度で全国放送していただき、いまさらながら恐れおののいております。制作期間から放送期間、諸々のイベントや打ち上げと、本当に楽しい時間を過ごさせていただきました。


    　下セカの出版に携たずさわってくださった皆様方。一巻からひたすらアレな本作でしたが、最後の最後までお世話になりました。


    　そして最後に改めまして、ここまでついてきてくださった読者の皆様。皆様が僕のチンコを買って応援してくださったおかげで、ここまで来ることができました。下セカはこれで終わってしまいますが、次の作品でさらに楽しんでいただけるよう、馬車馬のごとく妄想を膨ふくらませていこうと思います。


    　それではまた、いつかどこかでお会いできますよう！　ちんちん！
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    赤城大空


    Hirotaka Akagi


    



    一生分どころか、来世分の下ネタまで使い果たした気がします。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    下ネタという概念が存在しない退屈な世界11
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